















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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前回までのあらすじ






　言語という人間の思考は物理世界を書き換える───。

　西暦２２２０年。英語が英語話者ともども、世界から忽こつ然ぜんと消えた大惨禍・〈第二のバベル〉から、２００年後の帝都・東京。かつての霞かすみヶが関せきは、言語教育によって〈聖せい語ご騎き士し〉なる特権官僚を輩出し、内政や外交の一切を牛耳っていた。

　その養成機関〈シルヴィウス学院〉で、日夜言語を学ぶ少年、蒼あお生い＝カレン＝ブラッドフォード。彼の姉、朱あけ美み＝シルヴィア＝ブラッドフォードは、至高の聖語騎士と謳うたわれながら、五年前に突如として同胞騎士を手にかけ、行方ゆくえ知れずとなっていた。

　非凡な言語能力を有しながら、姉の無実を晴らす為ための、あと一歩が踏み出せずにいた蒼生だが。そんなある日、実技審査の最中に、転校生の少女・カロリーナが悲惨な死を遂げてしまう。他殺を確信した蒼生は、事故と片づける学院に反抗し、幼おさな馴な染じみの少女・氷ひ乃の華はな雪ゆき音ねと共に、仇かたきを討つべく奔走。姉の右腕であった言霊アニマ・ナベリウスを召喚し、度重なる疑心暗鬼の果てに、カロリーナの死が学院の仕業であったことを突き止める。

　五年前の真実を探し出し、朱美の無実を証明してみせる。誓いを新たに、姉兄と同じく聖語騎士への道を歩むことにした蒼生と雪音だったが───。














　此この頃都ニハヤル物　夜討　強盗───謀にせ綸りん旨じ


『二に条じよう河原の落書』　　　　　








プロローグ　弛たゆし夏夜の神隠し









　凶器は、ありふれた重力。

　強いて加えるなら、小こ匙さじ一杯ぶんの孤独感だった。




　夏の終わり、夜の帳とばりが下りた京都。

　清きよ水みず寺でらへと続く石段を登りながら、少女は不思議な感覚に囚とらわれていた。

　───変な気分。

　からん、ころん。大人おとな達の寝静まった路地に、独りぼっちの下げ駄たが鳴る。

　意地っ張りで見み栄えっ張ぱり。一言で言うなら、宵っ張りな十四歳だった。裾が張ったお下がりの着物も、張り合いのない日常に飽きた彼女の足の前には、すっかり伸びきってしまっていた。

　───わたしの街って、こんなにキレイだったかな。

　少女は産さん寧ねい坂ざかへと差し掛かった。

　観光客や修学旅行生で溢あふれかえる、あの昼間のやかましさはどこへやら。見慣れた坂道は、月明かりに白粉おしろいを塗ったようで。水底めいた青白さに口を閉ざし、無愛想この上ない。

　本音は建前で隠すもの。京都が見せる夜の顔に、少女は魅了されていた。

　───そう言えば、どうして家出なんてしたんだっけ。

　父親に叱られるのは時々、母親との喧けん嘩かはしょっちゅう、宿題が億おつ劫くうなのは毎晩のこと。

　今夜もきっと、しょうもない理由で、どうしようもなく飛び出してきたに違いない。歩きにくい下駄をつっかけたのが、いい証拠だ。どこか遠くへ行きたいと願いながら、遠くに行くつもりなんて、本当はこれっぽっちもなかったのに。

　それなのに、随分遠くまで来てしまった。

　母親の言いつけを、少女は思い出す。

　───鴨かも川がわの向こうは彼岸やさかい、丑うし三みつ時どきには行かんとき。

　どうしてと聞けば、神隠しに遭うからだと言う。

　幽霊や妖怪の似合う土地柄のせいか。親や先生は、そんな迷信じみた話を、どこまでも妄信していた。躾しつけのための方便でしょ、と少女は相手にしなかった。

　───だって。大人の言うことなんて、ちっともアテになんないし。

　幽霊や妖怪より、大人達の言葉の方が、もっとずっと化けている。惑わされた子供から順に、あっちの世界へ神隠し。攫さらわれたら最後、二度と元には戻れない。

　───でも、ちゃんと聞いておくべきだったな。

　真夜中に清水寺へお参りだなんて、帰ったらこっぴどく叱られるだろう。

　けれど。そんな親の鬱陶しさが、今となっては愛いとおしい。

　───やっぱり、一人じゃ淋さびしいや。

　少女は後悔しながら、石段の先を見上げる。

　息の触れる距離に、先導して歩く女性の背中があった。

　傍はた目めには一人じゃない。それでも独りぼっちには変わりない、と少女は思う。

　───だって彼女は、人間じゃないんだから。




「明日なんて、来なきゃいいのに」

　少女がそう漏らしたのは、ついさっき。

　四し条じよう大おお橋はしの欄干にもたれ、ぼんやりしていた時のことである。

　明日を嫌って舞まい妓こと踊る大人おとな達。そんな[image: ]ぎ園おんの街灯あかりを眺めながら、何気なく呟つぶやいた言葉だった。願い事というより独り言。酒に溺れた空騒ぎと一緒に、鴨かも川がわのせせらぎに流されるはずだった、ささめごと。間違っても、神様が聞きつけるだなんて思わなかった。

「そろそろ帰らなきゃな……ん？」

　ふと誰かの視線を感じて、少女は振り向いた。

　闇に飲まれた橋の先に、じいとこちらを見ている人影があった。

「……巫み女こさん？」

　立っていたのは女性だった。白びやく衣えに緋ひ袴ばかまという、神社で見かける巫女装束。

　長い黒髪が夜に溶け、輪郭が妖しく浮き出て見えた。

　───あれ？

　視線を感じた理由を見つけられず、少女は戸惑った。

　そう、巫女には顔が無かった。

　いや、厳密には。顔と呼ぶべき部分が、紙によって覆い隠されていたのだ。

　───夢でも見ているのかな、わたし。

　目を擦こすろうとして、少女はハッとなった。

　体が動かない。吸い寄せられた視線が離れず、声を出そうにも舌が空回り。

　金縛りにあった彼女を無言で見つめ、巫女はくるりと背を向けた。

　───この巫女さん、影がない。

　見間違いではない。そう確かめる頃には遅く。

　魅入られた少女の足は、彼岸へと一歩ずつ、橋を渡り始めた。




　巫女に連れ去られ、少女は清きよ水みず寺でらへと足を踏み入れた。

　下げ駄たを鳴らして助けを請うも、すれ違う大人は一様に知らんぷり。

　見て見ぬフリは、勇気ある善意なのか、はたまた臆病な悪意なのか。どちらにせよ、大人ってそんなもの、と少女は思う。

　不気味に佇たたずむ本堂へ入ると、右側の視界が切れ落ちた。月が照らしているのは、谷間に臨んだ檜ひのき舞ぶ台たい。秋には足下が真っ赤に染まる、紅こう葉ようの名所だ。

　───あ。

　舞台の端から、巫み女こがふわりと宙に歩み出す。

　その背中を追うように、少女は谷底へと足を向け───

　踏み外した。

　高さにして、およそ14メートル。走馬燈を見るには、あまりに短い時間の中で。

　少女は重力に身を委ね、崖に組まれた懸け造りを見送った。

　───そう言えば。清きよ水みずの舞台って、釘くぎを一本も使っていないんだっけ？

　釘を刺されても真に受けない子には、お似合いの場所だった。

　グシャリ。

　内臓の潰れる味が、口の中に広がる。おかしな方向に首が折れ、韓から紅くれないのもみじが視界に散り咲いた。脱げた下げ駄たが遅れて心中。背筋にじわり、秋の冷たさが食い込んだ。

　死装束にしては、ちょっぴり嬉うれしい色化粧。

　赤黒い鼻水と涙を拭えないのが、乙女おとめ心には恥ずかしい。

「あ……ぐ……」

　体をずるずる引ひき摺ずられる感触。舞台の下に運ばれた彼女を、別の視線が出迎えた。

　青白い顔をした女の子。遊ぼうと言いたげに口を開いている。

　見ると、同じ年頃の少女が何人も転がっていた。人目につかない舞台の下、木組みの籠に囚とらわれた少女達は皆みんな、翼があれば飛べたのにと悔やみ顔。

「ごめんね……」

　頭上から、声がした。

　自分よりもずっと幼い、女の子の声だった。

　───誰だろう？

　少女は視線を上げる。

　見下ろしてくるのは、やはり幼女であるらしい。

　包帯で目隠しされた雛ひな顔に、緋ひ牡ぼ丹たんを散らした着物姿が花札のよう。背格好からして、おそらく十とおも数えない。舞台の下は暗く、その表情までは掴つかめなかった。

「ごめんね……わたしのせいで……許して」

　涙声で謝り、幼女は真っ赤な手を伸ばしてくる。

　少女は見届けた。

　幼女の肌に、夥おびただしい呪じゆ詛そが書き連ねられていたこと。

　そして、小さな額から二つ。鬼のような角が突き出していたことを。

　この子はどうしてこんな場所にいたのだろう、と少女は思う。

　もしも口が動くなら、謝らないでと伝えたかった。

　───ううん、気にしないよ。誰だって、独りぼっちは淋さびしいもんね。






第一章　上じよう洛らく綸りん旨じ







　　　　１



「〈外がい苑えん〉への配属を希望、で宜よろしいのですね？」




　帝都・東京───シルヴィウス学院校舎。

　通称・〈始まりの間〉では、影を持たない五羽のフクロウが、跪ひざまずく少年少女を睥へい睨げいしていた。富士釜をあしらった聖せい語ご騎き士しのシンボルを背に、問いかけたのは中央のフクロウ。

「はい、異存ありません」

　真新しい軍服に袖を通し、亜麻色のさした頭を垂れながら。

　蒼あお生い＝カレン＝ブラッドフォードは、押し殺した声で返事をする。

「氷ひ乃の華はな雪ゆき音ね、貴女あなたは？」

「わたしも、彼に同じく」

　黒髪の少女も、毅き然ぜんとして隣の少年に倣った。

「ほう。これはまた、思い切った決断ですね」

　拍子抜けなのか、感心なのか。

　人語を操る言霊アニマは、瞳孔を開いて体を揺する。

「姉兄きようだいと同じ〈外苑〉を選ぶとは、穏やかでない。あなた方は極めて優秀な人材。ですが、あなた方を優秀たらしめた原動力は───この世界について知りたいことが山ほどあるから。違いませんか？」

　見透かすような瞬まばたきに、フクロウは続ける。

「ならば、〈外苑〉は些いささかばかりの勇み足。ここは〈内ない苑えん〉を選ぶのが得策では？」

「お言葉ですが。異存はないと言ったつもりです」

　理事長の提案を、蒼生は躊躇ためらいもなく遮る。

　学院の口車になど、乗せられるつもりは毛頭ない。

　朱あけ美みと冬とう冴が。二人が辿たどった道の果てに、必ずや五年前の真実を探し出してみせる。

　蒼生と雪音の決意は、あの晩の悲劇からもう、揺らぐことはなかった。

「その身を戦地に晒さらさずとも、あなた方の欲しい情報は手に入りますよ。〈天アマ津ツ神カ算ナ木ギ〉や〈泉ヨモ津ツ平ヒラ坂サカ〉に進んでも───」

「いいえ、結構です」

　雪音がにべもなく切り捨てる。

　蒼生は、そんな幼おさな馴な染じみと視線を交わして一言。

「俺も、雪音も。知りたいことは全て、自分の目で直接確かめますから」

「理事長に出過ぎた口を利くとは。両名、身の程を慎つつしみなさい」

「いえ、寧むしろ歓迎すべきでしょう。あなた方の固い決意、確かに受け取りました」

　窘たしなめた脇のフクロウを制し、理事長は宣告する。

　狡こう猾かつに曲がった嘴くちばしはどこか、思惑通りの結果に、喜びを隠しきれていなかった。

「それでは、ご希望通りに。蒼あお生い＝カレン＝ブラッドフォード、氷ひ乃の華はな雪ゆき音ね。今この時を以もつて、あなた方を〈外がい苑えん〉に配属致します」




　内と外。

　聖せい語ご騎き士しの配属先は、大きく分けてこの二つ。

　学院の鎮座する日本を〈内ない苑えん〉、海を隔てた外の国々を〈外苑〉と呼び分けている。

〈外苑〉での任務は、基本的に対外工作。使い捨ても同然に、戦場の最前線に投入されることもしばしば。寝ても覚めても死と隣り合わせの、血生臭い汚れ仕事である。

　方や〈内苑〉は、紙とペンの事務作業で事足りる。

　内訳は次の三つ。

〈五賢人グレゴリ〉の協賛機関である中央省庁───〈泉ヨモ津ツ平ヒラ坂サカ〉。

　整理騎士リングイストのメッカにして、言語研究の揺よう籃らん───〈天アマ津ツ神カ算ナ木ギ〉。

　国内各地の警備を担う出先機関───〈見ミ[image: ]マワリ組グミ〉。

　中でも花形は、押しも押されもせぬ〈泉津平坂〉。そこは、権力欲と顕示欲を同時に満たしてくれる、華々しきキャリア街道である。

　余程の理由がない限り、優秀な卒業生であればあるほど、〈内苑〉を志望する。

　国家の僕しもべといえど、自己犠牲の前に自己保身。〈外苑〉などもっての外ほかだ。志望すれば、文字通り死亡だって免れない。自ら進んで選ぶなど、好奇心や正義感が先んじる命知らずを除けば、残りは自殺志願者か、そうでもなければ単なる戦闘狂である。

　蒼生と雪音は、自らの意思で汚れ役を引き受けた。




「では早速、と言いたいところですが。〈外苑〉へ向かうその前に」

　理事長が含みのある口調で切り出す。

「二人には、是非とも頼みたいことが」

「頼みたいこと？」

　問い返す蒼生に、答えるのは右隣のフクロウ。

「はい。知っての通り、〈外苑〉の師団構成は七名が原則。あなた方は、欠員補充という形での配属になります。配属予定の師団が帰着するのを、無為に待たせるのは勿もつ体たいない」

「左様。あなた方は貴重な即戦力。姉兄きようだいに劣らぬ働きを期待していますよ」

　理事長は言うと、目を細める。

「尤もつとも、恩を仇あだで返す徒花ウラギリだけは御免被りたいですが」

「───っ！」

「蒼生っ！」

　ギリと唇を噛かむ蒼生を、雪音が小声で押し止とどめる。

「気持ちは分かるわ。でも、今は押さえて」

「ああ、分かってるさ」

　跪ひざまずいたまま、蒼あお生いは壇上のフクロウ達を睨にらみつける。

　素顔はおろか、性別も年齢も定かでない、〈五賢人グレゴリ〉。カロリーナの件といい、姉絡みの件といい、胡う散さん臭くさくて煮え切らない、聖せい語ご騎き士しの総元締めである。

「それで、行き先はどちらなんですか？」と雪ゆき音ねが問う。

「清水の舞台から飛び降りる。そんなあなた方の覚悟に見合う場所、とだけ」

　───つまり、京都ってことか。

　理事長の言葉から、蒼生は赴任先を読み取った。間に合わせの人事にしては、手回しの良さが鼻につく。自分達の卒業も含め、予あらかじめ仕組まれていたとしか考えられなかった。

「卒業したての蒼生とわたしを放り込む、その理由は？」

「言ったはずですよ、即戦力と」

「使える駒は育てず実戦投与、と俺には聞こえますが。裏を返せば、事を急ぐほど切羽詰まっている状況なのだ───とも」

「逞たくましい想像力ですね」

「答えをお聞きしても？」

　挑発気味に問う蒼生へ、理事長は白々しい口調で以もつて、

「心配は無用。あなた方には、あなた方に適した役割がある。それだけです」

「暴力を用いて地上に絶対的正義を樹立しようとする者は、手下という人間的〈装置〉を必要とする───でしたか？」

「マックス＝ウェーバーですね」

　フクロウは首を捻ひねると、

「ならば、彼の言葉で返しましょう。理想的な官僚とは───憤怒も不公平もなく、さらに憎しみも激情もなく、愛も熱狂もなく、ひたすらに義務に従う人間である」

　四の五の言わず義務を全うせよ。戒めてくる知恵の女神へ、今度は雪音が噛かみつく。

「呪われた鯨め。わたしは貴様に繋つながれながらも貴様を追跡し、粉々に打ち砕けるのだ」

「ハーマン＝メルヴィル、『白はく鯨げい』」

　引用先を当てた理事長は、

「その貴様とやらが、我々でないことを祈りますよ。白鯨を追い詰めた乗組員がどうなったかは、読んでいるでしょう？　肝に銘じることですね。もっともよい復讐の方法は、自分まで同じような行為をしないことだ───と」

「「マルクス＝アウレリウス＝アントニヌス、『自省録』」」

　蒼生と雪音、二人の言葉が見事に重なる。

「ちょっと！　わたしに答えさせなさいよ、蒼生」

「悪かった、ついつい条件反射でな」

「ふうん。その割には、珍しく遅れ気味だったんじゃない？」

「お前こそ、アントニウスって言わなかったか？」

「ぬ……ヌス、って言ったもん」

「いや、ウスって言ったぜ」

「言ってない」

「言った」

「言ってないもん」

「たった一音が聖せい語ご騎き士しの命取り。これはラテン語尾変化の罰則課題ですね……」

　ヒソヒソ声でヌスウス言い合う二人に、フクロウはひっそり溜ため息いき。

「どうして京都なんです？」

　改まって蒼あお生いは訊たずねる。返ってきたのは、意外な返事だった。

「神隠し事件、ですよ」

「神隠し？」

　困惑する蒼生に、理事長は頷うなずく。

「京都ではここ数日、謎の誘拐事件が続いています。聞くところによれば、夜な夜な巫み女この姿をした女性が現れて、年頃の少女を攫さらっていくのだとか」

「失礼ながら理事長。地方の治安維持は、〈見ミ[image: ]マワリ組グミ〉の仕事だったと記憶してますが」

　蒼生の指摘に、フクロウは首を竦すくめた。

「既にこちらから、調査及び犯人の摘発にあたるよう指示は出しています」

「えっ、じゃあまさか……」

「そのまさかですよ、雪ゆき音ね」

　壇上の猛もう禽きんは、言いにくそうに明かす。

「捕まらないのです」

　神隠しの犯人が捕まらない。それも、聖語騎士を以もつてして。

　事件の孕はらむ不穏な空気を肌に感じつつ、蒼生は問う。

「ちなみに、その神隠しとやらの正体は言霊アニマなのですか？」

「報告の限りでは判断しかねます」

　理事長は答えると、

「正体が人であれ言霊であれ。〈見[image: ]組〉の網にかからぬ以上は、相応の理由が存在して然しかるべきでしょう。我々は、一連の事件に関して別の可能性を疑っています」

「別の可能性って……ゆ、幽霊とか？」

　苦手な怪談話に、雪音の舌が上うわ擦ずる。

「聖語騎士ともあろう者が、言霊以外の霊魂など信じられては困ります。本学院でもなく民間人でもないなら、このような芸当が為せる存在は、京都においてただ一つ」

「───〈言げん霊れい閣かく〉、ですか」

　先回りした蒼生に、「話が早くて助かります」と理事長。

「〈言霊閣〉って……学院の西の分校よね？」

「ええ。形式上は」

　甚だ心外ですが。そんな理事長の本音が、語尾に透けるようだった。

「つまり、〈言げん霊れい閣かく〉が何かしらの手段を用いて民間人を攫さらっている、と？」

「ならば由ゆ々ゆしき事態です」

　蒼あお生いが汲くみ取とると、言霊アニマは語勢を強めた。

「だから、蒼生とわたしに言霊閣の調査をしろと言うのですね？」

「二言はありません。ですが、あなた方を向かわせる理由は寧むしろ、こちらの方」

　言い渡された内容に、二人は揃そろって息を飲んだ。

「実は。神隠しの件とは別に、頼みたい任務がもう一つ」





　　　　２



　女は影であるらしい。

　曰いわく、追いかければ逃げるし、逃げれば追いかけてくる。




　けれど恐らく、と犬は考える。女が本当の意味で影であるのは、きっと───

「追いついたところで何一つ掴つかませてくれねえから、なんだろうな」

　筑波つくば山さんの頂、学院関係者の魂が眠る〈揖夜雲居イビヤノクモヒ〉。

　そこに、一人溜ため息をつく男の姿があった。

　にも拘かかわらず、山頂には人影ひとつ見当たらない。雲海を横目に歩く男は、人の姿でない上に、影すらも失っているらしい。あるのはただ、物寂し気な忠犬のシルエットである。

「ケッ。死んでまで軍隊みたいに並びやがって、気持ち悪りい」

　秋色の近い草原に、整然と連なる墓石達。白いドミノは、山肌をどこまで縫えるか競い合っているかのよう。獣は嫌悪を催しながら、ある一角で足を止めた。

「よもや霊である俺様が、お前らの霊を弔う羽目になるなんてな」

　朝露に頬を濡ぬらした墓標。そこには素っ気ない字で、




　第九師団〈[image: ]か楼る羅ら〉総員、ココニ永眠ス


　　　　　師団長「　　　　　　」

　　　　　副団長　氷ひ乃の華はな　冬とう冴が

　　　　　　団員　烏うノの[image: ]つじ　烏か音のん

　　　　　　　　　エリザベッタ＝ブルーニ

　　　　　　　　　ルルア＝クローデル

　　　　　　　　　千ち鳥どりヶが淵ぶち　櫂かい人と

　　　　　　　　　帚ははき木ぎ　箒ほうき






「墓作りが、なっちゃいねえな」

　犬は舌打ちする。

「登記簿ですら、社長の名前ぐらい入れるだろうが。肝心な死体を埋め忘れたんじゃ、そいつは墓じゃなくて単なるバカだ。そんな詐欺が許されんのは、ピラミッドしかねえ」

　行方ゆくえの知れぬ主あるじに、犬は語りかける。

「シルヴィ、お前……初めからそのつもりだっただろ？」

　数日前、蒼あお生いという少年に召喚された。あの不作法で生意気な小僧の頭など、その気になれば一噛かみで食い千切れた。事実、そうするつもりだった。なのに。

「俺様の体に、あのガキが召喚する際の保険までかけやがって」

　邪魔された。襲いかかった途端、少年のものとは異なる力に押さえ込まれた。

　仮にひょっとして万が一、何かの間違いで百歩譲るとしても。獣の結論は、一貫して変わらない。あの少年ごときの技量で自分を手て懐なずけるなど、夢のまた夢であると。

「また、いつもの秘密主義ってか」

　悪戯いたずら好きな、亜麻色髪の魔女。

　彼女の思わせぶりな微笑ほほえみが、網膜に甦よみがえるようだった。

「第九師団を皆殺し、自分は戦犯となって雲隠れ。どこまでも悲劇の主人公ぶりやがって。探して欲しいなら素直にそう言え、面倒くせえ女だな」

　犬は醜悪な面つらを歪ゆがませる。

「一体、何考えてやがる……」

　眼下に広がる東京の街を眺めながら。ここへ来る前の会話を、犬は思い返していた。




「覚えていない、だって？」

　時計の針を巻き戻すこと数分前。〈大書庫アルシーヴ〉の大広間で、蒼生は耳を疑っていた。

　窓や扉の閉められた暗がりの中、蝋ろう燭そくに照らされたナベリウスが答える。

「ああ、残念ながらな」

「本当に覚えていないの？　これっぽっちも？」

「ったく、何度も言わせるな」

　同じ質問をぶつける雪ゆき音ねに、ナベリウスは苛いら立だった。

「全部、って訳じゃねえ。シルヴィや第九師団のことは覚えてる。お前らの使いっ走りに忙しくて気づけなかったが、記憶の大部分が虫食いになってやがんだ」

「そんな……」

　愕がく然ぜんとする蒼生。それは雪音も同じだった。

　朱あけ美みの右腕として、第九師団〈[image: ]か楼る羅ら〉と行動を共にしたナベリウス。彼女が失踪し、師団員の亡き今、彼らの足跡を辿たどる手がかりは、この使い魔をおいて他にない。生き証人の口は何を物語るのか。そんな期待はしかし、早くも潰ついえる格好となってしまった。

　───覚えてねえ。

　開口一番、犬はそう打ち明けたのだった。

「チッ。シルヴィの奴やつめ、俺様の頭の中まで勝手に弄いじりやがって」

　犬は魔女を呪った。それを聞いて、蒼あお生いと雪ゆき音ねは顔を見合わせた。

「まさか、姉ねえさんがお前の記憶を消したっていうのか……？」

「俺様の記憶力がゴミだとでも言いてえのか？　悪いが、おつむも顔も巷ちまたのワンコロより遥はるかに上出来だ。犬に論語でも、俺様は論語ぐらい片手間に読める犬だからな。あの女じゃなきゃ、こんな真ま似ね、他に誰が出来るってんだ」

「お願い、ナベリウス！　朱あけ美みさんや兄さんのこと、何か事件の手がかりになるようなもの、どうにか思い出すことは出来ないの？」

「どんな些さ細さいなことでもいい、教えてくれ！　今はお前の情報だけが頼りなんだ！」

　急せき立たてる蒼生と雪音。それでも、ナベリウスの表情は苦いまま。

「どうやら、本当に思い出せないみたいだね」

　離れた距離から、落ち着いた女性の声があった。

　炎髪を床に引ひき摺ずって腕を組むのは、〈大書庫アルシーヴ〉の副館長・鷹たか飛とび亞あ理り沙さ。

「ナベリウス、と呼んで良いのかな。アタシのことは分かるかい？」

「あん？」

　犬は横目に彼女を睨にらむ。すると妙に納得した顔つきで、

「会った記憶はねえが、知ってるぜ。シルヴィや冬とう冴がが言ってた、『先生』とやらか？」

「悪名高い狂犬に知られているとは、光栄だね」

「カッ、だらしのない廃人教師って話は、本当みてえだな」

　亞理沙は目元の隈くまを擦こすり、不機嫌そうに頭を掻かく。

「初対面の女性は、お世辞でも容姿の一つくらい褒めるものだろう？」

「ヘッ。だったら、長ったらしい髪を切るか、はだけた胸元ぐらい閉めときな。いい年して小こ綺ぎ麗れいにしねえと、婚期を逃すぜ？」

「生あい憎にくと根気強くてね。それに、男には困ってないんだよ」

　亞理沙は髪を掻き上げる。その薬指に指輪が煌きらめくのを、獣は捉えた。

「第九師団では、教え子達が世話になったね。そうだろう、沙サ矢ヤ音ネ？」

「世話になってなどいません、先生」

　亞理沙の目め配くばせに、ブロンドの女性教師が眼鏡を押し上げる。

「この犬に、わたし達はさんざん世話を焼かされたんです」

「……わたし達？」

　サヤネの顔を、犬は不思議そうに眇すがめる。

「何だ、ナベリウス。わたしの顔に何かついてるのか？」

「お前は確か……学院に忍び込んだ時、俺様をゴキブリのように見てきた女だよな？」

「……ゴキブリ？」

　片眉を吊つり上げるサヤネ。彼女は瞳を剥むき、慌てて亞理沙の方を振り返る。

「鷹飛先生……！」

「ああ、どうやらそのようだね」

　亞あ理り沙さが険しい顔で唸うなる。サヤネは息を呑のみ、

「ナベリウス。お前……わたしを憶おぼえていないのか？」

「いや待て。そっちこそ、俺様渾こん身しんのゴキブリ姿はどうなんだ？」

「お前がゴキブリみたいな犬なのは昔からだが、そんなことはどうでもいい！」

　サヤネは口角泡を飛ばして腕を振る。蒼あお生いと雪ゆき音ねが、堪たまらず割って入った。

「ちょっと待ってくれ、サヤネ先生！」

「一体、どういうことですか？」

「そうか……そう言えば、お前達は知らないんだったな」

　ブロンドの教師は思い出すと、亞理沙の方を窺うかがった。

　教え子からの眼まな差ざしに、無言で頷うなずく副館長。サヤネは深呼吸の後、告白する。

「わたしはかつて、第九師団の師団員だったんだ」

　衝撃に固まる蒼生と雪音。サヤネは咳せき払ばらいして、

「いや、これでは語弊があるな。わたしがいたのは〈[image: ]か楼る羅ら〉以前の第九師団、だが」

「〈[image: ]楼羅〉以前……？」

　蒼生が目を見開く。雪音も寝耳に水といった様子で、

「朱あけ美みさんと兄さんが立ち上げた頃から、第九師団は〈[image: ]楼羅〉だったんじゃ……」

「違うんだ。蒼生くん、雪音ちゃん」

　亞理沙の眼差しが曇る。

「〈[image: ]楼羅〉には、原型となる旧・第九師団が存在していてね。朱美や冬とう冴がと一緒に、同期のサヤネ達はまずそこに配属され、西欧遠征の足がかりとして、敵地の最前線に送り込まれたんだ」

「そして、仲間が次々と命を落としていった。補充したそばから欠員が出るので、周囲の連中は陰口を叩たたいたものだ。あれは第九師団じゃなく代柩師団だ、と」

　サヤネは言うと、漆黒の犬を見て、

「だが、第九師団は変わった。朱美が遠征先でお前を見つけ、契約を結んだことでな」

　記憶が見当たらないのか、ナベリウスの眉み間けんの皺しわが深くなる。

「その頃から、朱美も変わったよ」亞理沙は言う。「そうだね、強いて言うなら」

「何かに、生き急いでいるようだった」

　サヤネは当時を追想する。

「それまでも強かったが、まるで別人だった。第九師団は〈[image: ]楼羅〉と名を改められ、以降死人は一人も出なかった。向かうところ敵無し、味方ながら恐怖さえ感じたほどだ。朱美はすぐに英雄と讃たたえられた。けれど、〈深ふか緋ひの徒あだ花ばな〉の一年前───」

　間を置いて、サヤネが告白する。

「隊長は、わたしを含めた数人を第九師団から除隊させたんだ」

「姉ねえさんが、先生を除隊？」蒼生は問う。「どうして？」

「分からん。わたしも理由を求めたが、隊長は答えてくれなかった。その後の〈[image: ]楼羅〉がどうなったのかは、お前達の知る通りだ」

「呆あきれたな。シルヴィの野郎。俺様を振り回しておきながら、部下にまで乙女おとめの秘密たあ、お姫様気き質しつも大概にしろ。今頃どこをほっつき歩いてんのか知らねえが、見損なったぜ」

「本当にそう思うのかい？」

　ナベリウスを制したのは、亞あ理り沙さである。

「朱あけ美みは、何事も筋を通して行動する子だ。誰よりも情深く、それ故に、情の為ためにはどこまでも合理的思考を徹底する。それは、側そばで見てきた君が一番知っているだろう？」

「どうだか。この有様じゃ、非合理を通り越して不条理って感じだが」

「ったく、口数の多い犬だな」

「ああ？」

　呟つぶやいたサヤネを犬は睨ねめつける。しかし彼女は冷静に、

「〈深ふか緋ひの徒あだ花ばな〉の直後、わたしは先生と一緒に、お前の召喚を試みている。だが呼び出すことは叶かなわなかった。それどころか、召喚陣はピクリともしなかった」

「そいつは技量不足だったな。ご愁傷様」

「ふざけるな。たとえ術式が不正確でも、霊魂が不従順でも、或あるいは第三者が使役中だったとしても。意思の宿った言葉は、術者の思い描く現実をある程度は手繰るものだ。それが微み塵じんも動かないというのは───」

「手繰るべき言霊アニマが、既に存在していない場合」

　蒼あお生いは、学院で習う知識を口にした。亞理沙は首肯して、

「てっきり、消えてしまったんだと思ったよ。噂うわさ通り朱美の手にかけられたのか、とね」

「俺様は、寝首を掻かかれるほどヤワじゃねえ。相手がたとえ、シルヴィであってもな」

　犬は耳をピクつかせ、亞理沙に問う。

「他の奴やつらは？」

「同じだよ。師団員の使い魔達は、誰一人として呼び出せなかった」

「だが、お前は確かにここにいる」サヤネが言った。「その意味をよく考えろ」

　蒼生と雪ゆき音ねに召喚された。その紛れもない現実を突きつけられ、犬は二人を見た。

　似ていた。姉と兄に、どうしようもなく、どこまでも。だからこそ、犬は無性に腹が立った。二人を置き去りに雲隠れした、愛いとしい女性騎士に対して。

「ナベリウス、聞いてくれ」

　蒼生は真まっ直すぐに見つめ、語りかける。

「姉ねえさんは、絶対に仲間を殺したりなんかしない。失踪したのも、お前の記憶に手を加えたのも、そうしなければならない理由があったんだ。俺はその理由がどうしても知りたい。いや、知らなくちゃいけないんだ」

「わたしも」と雪音。「朱美さんは、事情があってあなたを蒼生に預けたんだと思うの」

「シルヴィが、俺様を預けただと？」

「だって考えてみて。あなたは、記憶が欠如していることを記憶出来ているんでしょ？」

　指摘を受けて、ナベリウスの息が止まる。

「雪ゆき音ねの言う通りだ。本当に都合が悪いなら、記憶の改かい竄ざんをお前に知覚されることの方が、都合が悪くないか？　なら逆説的に考えるのはどうだ。知覚できる余地を残す必要性が、姉ねえさんにあったんだとしたら───」

「バカ言ってんじゃねえ」

　強情な犬は取り合わない。蒼あお生いはめげずに向き合う。

「俺達には、お前の力が必要なんだ。姉さんの事件を解く手がかりとして」

「お願いよ、ナベリウス。兄さんの為ためにも」

「出来ねえ相談だな」

　助力を請う二人を、犬は一蹴した。

「朱あけ美みのワガママは、カロリーナの件で聞いてやった。それで手打ちという約束だろうが。今の俺様は誰の犬でもねえ。この先どうしようが、俺様の勝手だ」

「……いいのかよ、それで」

　蒼生は唇を震わせ、拳こぶしを握る。

「お前は……姉さんが裏切り者にされたままでもいいってのか!?」

　裏切り者。その単語を聞いて、犬の目頭に血潮が押し寄せた。

　バキッ！　床石の割れる音が追いつくより早く、獣は猛然と少年に襲いかかった。

「やれやれ」

　蒼生の眼前に、深紅の髪が舞う。

「噂うわさ通りの暴れ犬だね。道理で朱美を手こずらせる訳だよ」

　割って入った亞あ理り沙さとサヤネが、蒼生と雪音をそれぞれ背中に庇かばっていた。亞理沙が伸ばす手の先には、宙に磔はりつけとなった犬の鼻先。飛びかかった姿勢そのままに、屈強な四肢が鎖で雁がん字じ搦がらめになっている。

「場所が悪かったね」亞理沙は片目を閉じる。「ここはアタシの庭なんだ」

「チッ、予あらかじめ術式をそこかしこに……」

　犬は瞳に憎悪を灯ともし、蒼生を睨にらみつける。

「いいかクソガキ。俺様はお前の姉捜しの道具じゃねえ。勘違いするな……！」

　蒼生を背中に隠して、亞理沙は言う。

「朱美は君を信頼していたんだよ。なら、それに応えるのが義理じゃないのかい？」

「俺様をお守りとして貸しつけるような裏切り者に、返す義理なんか無えな」

　犬の霊気が凄すごみを増した。巻き付いた鎖が悲鳴を上げて湾わん曲きよくする。

「くっ、ここまでとはね……オリヴィア！」

「分かってます！」

　サヤネも加わって押さえ込もうとした矢先、獣はありったけの力で咆ほう哮こうした。

　轟ごう音おんと共に弾はじけ飛ぶ鎖。解放された犬は、切れ上がった双そう眸ぼうで蒼生を呪う。

「どうせ恨むなら。実の弟すらロクに世話も出来ねえ、クソ姉貴を恨むこったな」

「待て、ナベリウス！」

　犬は爪先に力を込め、壁を突き破った。書架に開いた風穴が、外の光を呼び込んだ頃にはもう、犬は鷲わしへと姿を変え、朝焼けの空に遠く点と化していた。

「くそっ……！」

　蒼あお生いは使い魔を見送った。

　召喚時に織り込んだ制御術式を起動させることも可能だった。でも躊躇ためらった。

　───俺様は、お前の道具じゃねえ。

　獣はそう言った。力ずくで止めても、結果が同じなのは明らかだった。

「ったく。相変わらず、聞き分けのない犬だ」

「参ったね、どうも。これでも一応、国宝指定の文化財なんだがね……二人とも、怪け我がはないかい？」

「あいつ、どうして俺を殺さなかったんだ……殺せたはずなのに」

　望まぬ隷属を断つ好機にも拘かかわらず、獣は凄すごむだけで襲ってはこなかった。

「殺さなかったんじゃなく、殺せなかったんだろう」亞あ理り沙さは目を瞑つぶる。

「お前は朱あけ美みの弟なんだ。奴やつが進んで手をかけるとは思えん」

　サヤネの言葉に、亞理沙は頷うなずいて、

「契約関係を切らなかったということは、そういうことだろうね」

「気を落とさなくていい。どうせほとぼりが冷めたら、アイツは文句を垂れながらしれっと飼い主の元に帰ってくる。朱美の時もそうだったからな。時間の問題だろう」

「でも、わたしと蒼生はこれから……」

「京都、だったね」

「しかし先生。何でまた、この二人を京都に」

「どうにも気分悪いね」亞理沙は頭を掻かく。「カロリーナちゃんを手にかけて、卒業の口実を与えたかと思えば。今度は早々に特別任務。学院の思惑は何なんだ」

「アリサさん、サヤネ先生。その、カロリーナさんのことで」

　雪ゆき音ねが訴える。蒼生は彼女と頷き合うと、

「いくつか、調べて欲しいことがあるんです」
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「汽車を待たせてある、って言われたけど」

　ゴトン、ガトトン。

　西へと向かう蒸気機関車に揺られながら、雪音が皮肉たっぷりに呟つぶやいた。

「たった三人を乗せるにしては、石炭の無駄使いもいいとこね」

「〈内ない苑えん〉の聖せい語ご騎き士しを、いつ何時でも滞りなく地方各地に運ぶためさ。民間人が乗り合わせる車両だと、いざという時に融通が利かないからな」

「回送車両が国家官僚の送迎用だなんて。明るみに出たら大騒ぎよ、これ」

　理事長の指示通り、赤あか煉れん瓦がの東京駅舎に向かった蒼あお生いと雪ゆき音ね。駅員は軍服を見るなり、停車場の裏へと案内した。市民ですし詰めの一般車両を横目に乗り込んだのが、窓をカーテンで閉ざしたこの回送車両。並んで腰掛ける二人の他に、人の姿は見当たらない。

「いざ出かけるってなると、案外持って行くものって無いもんだな」

「そうね。結局手ぶらで来ちゃった」

　出発直前、二人はブラッドフォード邸に立ち寄った。

　蒼生が持ち出したのは、姉が残した黒革の日記帳と、一枚の写真。幼い自分と雪音、そして朱あけ美みと冬とう冴が、四人が仲良く収まったものを選んだ。家族写真は一枚あれば十分だった。

「それ、何の本？」

「ん、これか？　姉ねえさんが編んでくれた〈[image: ]う闊かつな福音〉の辞書だよ」

「〈[image: ]闊な福音〉の？」

「どんなに忙しくても勉強は欠かさないこと、って姉さんから言われててさ。いつもは枕元に置いてあるんだけど、持ってくることにしたんだ」

「ちょっと見せて」

　雪音は手て垢あかまみれの辞書を受け取り、まじまじと見つめる。

　朱美の手書きと思おぼしき金文字で、English-Japanese Dictionaryとうってある。

「やっぱりダメ……全然読めない」

　雪音は頁ページを捲めくりながら、

「ラテン文字の並びは、印欧語に近い雰囲気がしなくもないけど。何て言うのかしら、こう、記号の上を目が滑るっていうか、頭を素通りしていくような、そんな感じ」

　学年首席の才女は悔しさを露あらわにする。

「どうして蒼生に読めて、わたしには読めないのよ……」

「逆に、どうして読めないのか教えてくれ」

　蒼生は辞書に視線を落とす。読める。至って普通に。不自由なくすんなりと。

「以前から疑問に感じていたのですが」

　女性の声が割って入った。正面に腰掛けた白しろ袴ばかまの使用人は、琥こ珀はく色いろの瞳に問う。

「何な故ぜ、蒼生様には〈[image: ]闊な福音〉が読めるのですか？」

「ほんと、朔サク夜ヤの言う通りね……なんかちょっとムカつく」

「蒼生様。お嬢様が、大変ムラついてるそうで」

「ムラついてなんかいないわよ！」

　雪音は使い魔を叱しつ咤たする。

「一応姉さんから教わりはしたけど、特別なことはしてないぞ？　単語から地道に覚えて、文法を身につけて、その繰り返し。てっきり、他にも読める人がいるんだと思ってた」

「朱美さんとあなたぐらいよ。他にいるなんて聞いたことないわ」

　雪音は、呆あきれ顔をして腕を組む。

「それはそうと。朱美さんは、どうしてあなたに勉強を続けるよう言ったのかしら？　他の言語ならまだしも、〈[image: ]う闊かつな福音〉は無属性言語なんでしょ？」

「まあな。詠唱しても何も起きないし、筆記でも〈浮遊〉や〈振動〉といった基本的な物理作用を加えられるだけ。役に立つか立たないかで言ったら、役には立たない」

　でも考えてみてくれ、と蒼あお生いは言う。

「そもそも聖語は〈第二のバベル〉以後の産物だ。それ以前の言語には、火や水なんて属性は存在しなかった。言語は全て、無属性みたいなものだったんだ」

「しかし聞くにつけても唐突ですね。世界中の言語が属性で色分けされた、というのは」

「もっともな感想ね。それこそ神様の逆げき鱗りんって感じ。現象として人知を超えているもの」

「でも、姉ねえさんはそうは思わなかった」

　蒼生が続ける。

「〈[image: ]闊な福音〉の母語話者の消失。姉さんはそこに原因があると考え、当時の資料を探し回っていたんだ。俺もアリサさんに協力して貰もらって、探し続けている」

　けど、と蒼生は言う。

「もう殆ほとんど残っていないんだ」

「当然ね。誰も読めない〈[image: ]闊な福音〉の書物なんて、置いておくだけ無駄だもの。よくて建築資材に使われるか、そうでなきゃ、鼻かみか暖炉の薪まきにでもなるのがオチよ」

「それでも、手元に残しておく物好きも一定数はいるからな。全く手に入らないって訳じゃない。ただ、それとは別に、手に入らない大きな理由があるんだ」

「と申されますと？」

「学院が、世界中から〈[image: ]闊な福音〉の書物を集めているからさ」

「学院が？」雪ゆき音ねの眉が寄る。「どうして？」

「さあな。俺にも理由は分からない」

「蒼生様や朱あけ美み様のように、学院にも〈[image: ]闊な福音〉を解読できる人物がいるのですか？」

「だと思う。でなきゃ、集める理由がない。上層部にいることは確実だ」

「わたし達、分からないことだらけね。朱美さんや兄さんのこと、学院についても」

「ああ。だからこそ、これを解かなきゃいけないんだが───」

　蒼生は黒革の日記帳を取り出す。見開きの紙面に滲にじみ出た文字には、
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「ラテン語の魔方陣。日本語だと四角連語って呼ばれるやつだよな、これ」

「四角連語……上下左右どこから読んでも、同じ綴つづりの文になる超絶技巧ね」

　雪ゆき音ねは文字を順に口ずさむ。

「Sator arepo tenet opera rotas───　農夫のアレポ、馬から鋤すきを曳ひいて仕事をする」

　そして率直な疑問を口にする。

「ねえ、蒼あお生い。アレポって誰？」

「さあ、誰だろうな」

「何よ、知らないの？」

「悪かったな……知らなくて」

「ふうん。四六時中言語に触れ合ってるあなたにも、知らないことってあるのね」

「そりゃ俺にだって知らないことぐらい……って、おい。何で嬉うれしそうなんだよ」

「別に、ちょっと意外だっただけ」

　それとない優越感に浸るも束つかの間ま。雪音は真面目まじめな顔つきに戻り、

「でも正直これだけじゃ、あまり意味があるようには思えないわね。朱あけ美みさんは、他に何か言ってなかったの？　これに関係するような、手がかりになりそうなこと」

「ぱっと思い出せないな。姉ねえさんは、こういう言葉遊びをしょっちゅうしてたから。でも、これがナベリウスの霊力で浮き出たってことは、姉さんはきっと、あいつに何かを託したんだ。解く為ためには、あいつが鍵になるはずなんだ」

　今となっては、逃げてしまった使役霊。

　唯一にして貴重なピースを失ってしまった。やるせない思いに、蒼生は唇を噛かむ。

「彼はきっと蒼生様の元へ戻って来るでしょう。そんな気が致します」

　心を読んだのか、朔サク夜ヤがしっとり微笑ほほえむ。

「どうかしらね。あの調子じゃ、尻尾しつぽ振って帰ってくるようには思えないけど」

「一応、頭の中で語りかけてはみるんだが、向こうからはまるで返事がないんだ」

「それでも蒼生様の声は届きます」

　朔夜は胸に手を当てる。

「ひとたび主あるじと繋つながった以上は、一心同体。相手が拒絶しない限り、心の声は言霊アニマに伝わるものです。逆もまた然しかり。現にわたくしもお嬢様の心が読めますから。無論、下心も」

「ちょっと、朔夜？」

「余興ながら、お嬢様の妄想お花畑を披露致しますと───」

「今すぐ窓から飛び降りろ、って心の声が聞こえたわよね？」

「いえ、残念ながら……」

　雪音に頬をつねられ、朔夜はとぼける。

　ゴトリ。車体が傾き、汽笛が耳をつんざいた。

「京都、かあ。懐かしいわね」

「俺とお前が学院に入学する前だったよな。姉さんと冬とう冴がさんと、四人で旅行したの」

「まさか、こんな形で行くことになるなんて思わなかった」

　五年以上の月日を経へて、聖せい語ご騎き士しとなった二人。住み慣れた東京の街並みが車窓に遠ざかる。広大な学院の赤あか煉れん瓦が校舎と、天を突いて霞かすんだ〈空ろな木〉。東京を出るという実感が、まだ湧いてこない。

「京都……か」

　誰にともなく蒼あお生いは呟つぶやく。

　百鬼夜行に魑ち魅み魍もう魎りようが跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こ───。

　古いにしえより戦の絶えなかった都は今や、平へい安あん京きようと読んで字の如ごとく、国内随一の治安都市となっていた。夜道を一人で歩こうが、女子供はおろか、猫の一匹だって攫さらわれない。

　そんな理想京ユートピアの噂うわさは、帝都でも語り草となって久しかった。

　───この街は、神様に守られていますから。

　旅行当時、姉は冗談めかして笑っていた。

　だがここ数日は、少女が連日連夜の神隠し。しかも犯人は捕まらないという。

「一体、何が起こってるんだ……？」

　行く手に聳そびえる〈富士釜〉を見つめ、口ずさんだその時。

　コツン。蒼生の肩に、雪ゆき音ねの黒髪が凭もたれかかった。

「お嬢様は昨日も夜通しずっと、その手帳の暗号を考えておられましたので」

　疲れが溜たまったのでしょう、と朔サク夜ヤが微笑ほほえむ。

「ん……京都……千枚漬け、生なま八やつ橋はし……」

　幼おさな馴な染じみの寝言が耳元に近く、蒼生はドキリとする。
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「蒼あお生い様。もしもあれでしたら、席は外しますので」

「あのな、朔サク夜ヤ……」

　気遣いを見せる使用人に、蒼生は嘆息。

　幼おさな馴な染じみの枕代わりとなること数時間、一時も心が静まらぬまま。列車は京都の地へと到着した。
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　山が近くて、人が遠い。

　久しぶりの京都に、蒼生が抱いた印象はそれだった。




「ん～長い汽車旅だったわね！」

　青空に向かって、雪ゆき音ねが両手を伸ばして欠伸あくびする。

「ずっと同じ姿勢だったから、肩が凝って痛いっていうか」

「奇遇だな、雪音。俺も肩が痛い」

　朔夜にクスクス笑われながら、蒼生はポツリ。その肩にはくっきりと雪音の涎よだれあと。

　旧東海道線に沿って走ることしばらく、汽車は赤あか煉れん瓦が造りの京都駅舎へ入った。

　外に出ると、両脇には西にし本ほん願がん寺じと東ひがし本ほん願がん寺じ。比ひ叡えい山ざんが残暑に淡く霞かすんでいる。

「変わってないな、ここ。昔と全然」

「そうね、びっくりするぐらい」

　感慨に耽ふける二人。その前を、人力車と修学旅行生が忙せわしなく行き交う。

「にしても、全然来ないじゃない。わたし達早く着きすぎたのかしら？」

「定刻通りだぞ、一応。理事長の話だと、到着したらすぐに───」

「迎えが来る、と聞いたのだろう？」

　やにわに、男の声が遮った。

　振り返ると、炎天下に同じ軍服を纏まとった三人の人影があった。

「命令通り迎えにあがった。我々は〈京都見ミ[image: ]マワリ組グミ〉───隊長の無む畏い堂どう棗なつめだ」

　蒼あお生い達に呼びかけた人物が名乗る。背の高い、見るからに堅物そうな男だった。

　真一文字に結んだ口からは、抑揚のない声。動かぬ一枚岩の風格こそ、部隊を率いる騎士らしいものの。その瞳はどこか虚うつろで、蒼生は焦点を見透かされている気分になる。

「本日付でこちらへの着任が決まりました、蒼生＝カレン＝ブラッドフォードです」

「同じく、氷ひ乃の華はな雪ゆき音ねです」

　二人は胸章を叩たたいて敬礼。朔サク夜ヤも丁寧にお辞儀をする。

「うむ、こちらこそ宜よろしく頼む」

　棗と名乗った男が手を差し出す。蒼生が応じようとすると、

「と、言いたいところだが」

　男は手を引っ込め、蒼生の顔に目を細める。

「こちらは手が足りている。悪いが〈外がい苑えん〉の輩やから、それも昨日の今日卒業した新米騎士に用はない。まして裏切り者の弟を寄よ越こしてくるとはな。学院の人事は何を考えている」

　裏切り者の弟。その言葉に蒼生の眉が反応する。雪音が口を開こうとすると、

「隊長」

　物腰柔らかな声が男を諫いさめた。

　紫の花はな簪かんざしを刺した、佇たたずまいに品のある女性騎士。彼女は仕方なさそうに微笑ほほえみ、

「ごめんなさいね、悪気はないの。わたしは副隊長の一いちノの瀬せ桔き[image: ]きよう。三人とも、どうぞ宜しく。東京からの長旅で疲れたでしょう？」

　桔[image: ]と名乗った女性は、愛想良く握手を求める。

「お気遣い有り難う御座います、桔[image: ]さん。こちらこそ宜───」

「へえ、君が噂うわさの。結構可愛かわいい男の子」

「えっ」

　腰を折って覗のぞいてくる桔[image: ]。頬の触れそうな距離に、蒼生は思わず後あと退ずさる。

「あら、隣のお姫様を怒らせちゃったかな」

「お、お姫様っ……!?」

　取り乱す雪音の手を取り、桔[image: ]は朔夜へ会釈する。

　おや、と蒼生は思った。

　───三人とも、どうぞ宜しく。

　二人ではなく、三人。彼女は、自分と雪音に加え朔夜を勘定にいれている。

　言霊アニマは聖せい語ご騎き士しの道具、というのが学院の教えだ。一人格として接するなど論外。情を抱かぬよう叩き込まれる。彼女の振る舞いに、蒼生は引っ掛かりを覚えた。

「ほら、蓮れん。あなたも挨拶」
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　桔き[image: ]きようが促すも、三人目の隊員は口を開かない。

「彼は二に八や凪なぎ蓮れん、わたし達の部下。入隊して一年目の新入りよ」

「……」

　蓮と呼ばれた若い男は、無言を貫く。

　宜よろしくと言いかけて、蒼あお生いは躊躇ためらった。彼の不機嫌な三白眼が出迎えたからだ。歓迎されぬ来訪者を見る目ではない。あからさまな敵対の意思表示が、そこにはあった。

「あなた達、言げん霊れい閣かくの調査に派遣されたんでしょう？」

　桔[image: ]に問われ、蒼生と雪ゆき音ねが答える。

「はい、理事長から直々に」

「神隠し事件の解決に協力するようにと」

「部外者に首を突っ込まれては困るな。我々は君達の力など求めていない」

「隊長。そんな言い方しなくても」

　棗なつめの腕を桔[image: ]は優しく引きながら、

「ちなみにあなた達、神隠しについてはどれくらい聞いているの？」

「少女が毎晩攫さらわれている、と聞いています。学院が言霊閣に嫌疑をかけているとも」

「それから、神隠しの犯人は巫み女この姿をしていて人間か言霊アニマかは分からない、って」

　蒼生に続いて雪音が答える。桔[image: ]は把握すると、

「ここは、わたし達の情報も提供すべきね」

「承服しかねるな。現場を不用意にうろつかれては、捜査の邪魔だ」

　棗なつめが却下する。

「特に少年、貴様には姉の件がある。我々を裏切らない保証はどこにもない」

　蒼あお生いは反論したい衝動をぐっと堪こらえる。だが、隣の黒髪少女は黙っていられず、

「あの、失礼は重々承知ですが」

「おい、雪ゆき音ね」

「いいから、ちょっとぐらい言わせなさいよ」

　蒼生が引き留めるも、幼おさな馴な染じみの瞳は凜として揺るがない。彼女は棗に向かって、

「余よ所そ者ものである自覚はあります。否定もしません。ですが、学院がわたし達をここへ送ったのは、あなた方が神隠しの犯人を捕まえきれないことが、原因だと思うのですが」

「何だと」

「耳に痛い話ね」

　桔き[image: ]きようは潔く認めると、

「隊長。ここは恥を忍んでも、彼らの力を借りるべきかと」

「しかしだな、一いちノの瀬せ」

「わたし達〈見ミ[image: ]マワリ組グミ〉の人間では、言げん霊れい閣かくの調査にも限界がある。彼らには、彼らなりに調査をして貰もらうのが、こちらにとっても有益じゃない？　同じ学院の人間なんだし」

「信用出来ないな」

「それは、俺達にとっても同じ事です」

　蒼生が落ち着いた口調で切り出す。

「貴様は、我々を疑っているのか？」

「いえ、あくまでも可能性として。学院は言霊閣を疑っているようですが、俺達には情報がまるで足りていません。第三者よそものの視点だと、〈見[image: ]組〉が神隠しの犯人を捕まえられない理由は、そのようにも捉えられます」

「同じ学院の人間を疑ってかかるとはな。とんだ新米騎士がいたものだ」

「さきほどのあなたの発言に、同じ台詞せりふを返したい所ですね」

　蒼生は努めて冷静に返す。棗は牽けん制せいの眼まな差ざしで、

「この際はっきり言っておこう。神隠しの件に関して、我々は白だ」

「それを裏付ける証拠はありますか？」

「ほらね、隊長」

　押し黙る棗に、桔[image: ]がクスリ。

「つまり欲しいのは情報、よね。蒼生くん？」

「理解して頂けて、助かります」

「あなた達、本当に現場初めてなの？　誘導尋問慣れしてるでしょ」

　桔[image: ]は困惑した笑みを浮かべ、棗の方を見やる。

「隊長、どうかご決断を」

　数秒の沈黙。棗なつめは考えたこんだ挙げ句、ようやく折れる。

「了解した」

「はい、了解されました」

　桔き[image: ]きようは満足げに目を閉じる。近場にあった観光客向けの地図を手に取って、

「正直な話、わたし達も掴つかみきれていなくてね。現時点で判明しているのは、現れるのが夜中であること。攫さらわれるのが十四歳前後の少女であること。そして出没場所が───」

　桔[image: ]はアルビオンを手に、地図の一角を囲む。蒼あお生いと雪ゆき音ねは、顔を見合わせた。

「京都御所の、周り？」

「市の中心部なのね」

「ううん、その逆」

　二人の感想に、女性騎士は粛然と声を落とす。

「この線の外側。神隠しは、御お土ど居いの外側でしか起きないの」

「オドイ？」

　馴な染じみのない単語に、雪音の耳が引っ掛かる。が、蒼生にその様子はない。話の腰を折る訳にもいかず、彼女は朔サク夜ヤを仰いだ。額を押さえている妖よう狐この袖を引っぱり、

「ちょっと、何で逃げるのよ」

「いえ。お嬢様は歴史に関して本当にポンコ……壊滅的ですね」

「辛うじて言い換えてるけど、まるで言い換えてないわよね。それ」

　使い魔に貶けなされ、雪音は膨れ面つら。朔夜は言語一辺倒の主あるじを憂いながら、

「東は縄手、西は千本、北は鞍くら馬ま口ぐち、南は九条───と申しまして」

「え、何、呪文？」

「御土居とは、太たい閤こう・豊とよ臣とみ秀ひで吉よし公が京都に築かれた土塁のことです。その内側を洛らく中ちゆう、外側を洛らく外がい、と呼び分けるので御座います。まあ、範囲については諸説ありますが」

「……要するに？」

「ですから。京都は京都でも、御土居の内側は格が高いといいますか、頭が高いといいますか。ともあれ、歴史と伝統ある名家が軒を連ねているわけです」

「ふうん、色々と事情があるのね。わたし、土地柄よりも人柄の方が大事だと思うけど」

「正論過ぎて異論の余地もないですが、銀座に屋敷を持たれる名家のお嬢様に言われると、微妙に悔しいのは何な故ぜでしょう」

　雪音が教養を叩たたき込まれている中、蒼生は桔[image: ]に問う。

「つまり。神隠しの犯人は御土居の外側のどこかに姿を現す、ということですか？」

「街で集めた噂うわさによるとね」

「噂？」

「そう、あくまでも噂」

　桔[image: ]は心苦しげに明かす。

「だって。わたし達は一度も、神隠しの犯人をこの目で見ていないから」

　蒼あお生いは言葉を失った。神隠しの犯人が捕まらない。その言葉の意味を履き違えていた。

　捜査網をすり抜けるならまだしも、存在からして噂うわさの域を一歩も出ないとは。

「まるで、雲を掴つかむような話ですね」

「同感ね、雪ゆき音ねちゃん」桔き[image: ]きようは苦笑する。「でも、神隠しは確かに実在するわ」

「何な故ぜ、そう言い切れるんです？」

「失踪届が出ている」

　雪音の疑問に、棗なつめが答えた。地方のお役所仕事も〈見ミ[image: ]マワリ組グミ〉の一環である。

「被害に遭うのは、決まって市内の女子学生。我々も捜索は続けているが、未いまだ一人も見つかっていない。当然ながら安否も不明だ」

「だから現状は、彼女達の周囲から集めた証言だけが頼り。わたし達も手探り状態なの」

　お互い協力しましょ、と桔[image: ]は言う。

「有益な情報があれば、報告して欲しいの。こちらも可能な限り協力するから」

「ただ、邪魔だけはするな。お前達には、第三者としての立場を弁わきまえた行動を求める」

　言って、隊長は颯さつ爽そうと立ち去った。桔[image: ]が申し訳なさげに笑って、後をついていく。

　蓮れんに至っては、最後の最後まで一言も発さず、遠巻きに蒼生達を睨にらみ続けていた。




「何よあれ、嫌な感じ」

　見[image: ]組が去ると、雪音は口を尖とがらせる。

「俺達、やっぱり歓迎されてないみたいだな」

「京都は余よ所そ者ものに冷たい、って言うけど。もう少し愛想があってもいいじゃない」

「彼らにしてみれば、ぽっと出の新人に縄張りを荒らされるようなものだ。俺達が気に入らないってのも当然だろ。それに加えて、俺には姉ねえさんのことがあるから」

「勝手に言わせておきなさい、あんなの」

　雪音は片目を瞑つぶり、吐息する。

「結局、見[image: ]組とは共闘関係ってことでいいのよね？」

「だな。あまり友好的とは言い難いけど、物分かりのいい人がいてくれて助かった」

「人選に不満があるなら、わたし達じゃなく学院に言って欲しいわよね」

　ぐう、ぎゅるる。雪音の言葉に賛同して、低い音が鳴る。

「べ、別に……お腹空すいたとか、そんなんじゃないから」

「そういや、もう昼過ぎだったか」

　幼おさな馴な染じみの正確な腹時計に、蒼生は苦笑い。

「何か食べにいこっか、雪音？」

「ほんと？」雪音の表情が明るくなる。「なら、蒼生のおごりね」

「ちょっと待て、どうしてそうなる」

「京都に来たんだし、まずは湯ゆ豆どう腐ふと湯ゆ葉ばでしょ？　あと錦きん糸し丼どんにすき焼きと───」

「もしもし雪音さん？　俺まだ、おごるなんて一言も言ってないぞ」

「で、食後はお抹まつ茶ちやと琥こ珀はく流し……あ、わらび餅もちも外せないわ」

「是非とも外してくれ。どんだけ食うつもりなんだよ、お前」

「何よ。じゃあ、いつも通り勝負で決める？」

　雪ゆき音ねが勝ち気な眉に提案する。こうなると蒼あお生いも引き下がれず、

「いいぜ。ちなみに、今回のお題はどっちが決めるんだ？」

「もちろん、お題はわたし」

「そうか。んじゃ、ご馳ち走そう様さま」

「え？　違……そっちのお代じゃないわよ！」

「いやはや、盆地は暑いこと」

　朔サク夜ヤは、揉もめている二人の姿を微笑ほほえましく眺める。

「まあ、お元気そうで何よりですが」

　凄惨な事件から数日。癒えない傷を抱えながらも、五年の空白を埋めつつある二人の姿を見ると、妖よう狐こは胸元に疼うずきを覚える。そして内心、驚きを隠せない。

「人の子に静しづ心ごころなき親心とは、我ながら耄もう碌ろくしたものですね」

　切れ長な琥珀の瞳に、朔夜は周囲を見渡す。

「京を通るのは、何年ぶりでしょうか」

　彼女はしみじみと呟つぶやき、人目につかぬよう霊体化。

　邪魔をしないよう、二人の後をつけていった。

　通り過ぎた寺の屋根に、自分を見下ろして嗤わらう、小さな着物姿があったとは知らず。





　　　　２



「う～ん」

　日の傾いた昼下がり。捲めくられ続けた老舗しにせの暖の簾れんも、ようやく一息つける頃。

　ねねの道こと高こう台だい寺じ通りには、舌鼓をうつ雪音の姿があった。

「湯ゆ豆どう腐ふって、ああいうものなのね……ちょっと期待してたのと違うっていうか」

「ああいうものって、どういうものを期待してたんだ？」

　浮かない様子の幼おさな馴な染じみに、蒼生は首を傾かしげる。

「美お味いしかったじゃないか。出だ汁しもほどよく利いてたし」

「そうだけど……」

　二人は近くの辻つじを曲がった。路傍の標識には「石いし塀べ小路こうじ」の文字。

　[image: ]ぎ園おんへの抜け道と記してあるのを、蒼生は流し見る。

「だってあれ、ただお湯に豆腐入れただけでしょ……」

「いや、概おおむねその通りで間違いないっていうか。湯豆腐だし」

「麻婆まーぼー豆どう腐ふから具を抜いた豆腐って、多分あんな感じだと思うの」

「まあ……豆腐だしな」

「それに湯ゆ葉ばもこう、お湯に浮いた葉っぱみたいで、ぺらっぺら」

「漢字的にも概おおむねその通りで間違いないんだが。何が不満だったんだ？」

「味が薄くて、物足りなかったのっ！」

　雪ゆき音ねは本音を零こぼす。風呂敷包みを抱えた舞まい妓こが数人、はんなりと会釈してすれ違った。

「おい。今、絶対に笑顔で『帰れ』って言われたぞ、俺達」

「だって、本当に薄いんだもん……」

「豆腐本来の旨うま味みとか、そういう繊細な味を楽しむのが、京都の料理なんだよ」

「素材で勝負という名の、原価回収率の鬼ね。侮れないわ」

「だから、やめろって」

「こうなったら、頼みの綱は錦きん糸し丼どんよ。軍資金は足りてるの、大蔵大臣？」

「その呼び方もやめてくれ、頼むから」

　勝負の結果、お財布係となった蒼あお生いに拒否権はない。少女の胃袋が赴くままに従う。

　石塀の路地を二人は並んで歩く。と、蒼生は唐突に足を止めた。

「どうしたの？」

「あれ、おかしいな。行き止まりみたいだ」

　袋小路。曲がり角の先が、石塀に閉じられていた。

「ったく、ついてないな……」

「仕方ないわね。もう一回戻っ……て？」

　雪音が気付くのと同時に、蒼生も引っ掛かる。

　流し見た標識には、抜け道と書いてあったはず。見間違い、或あるいは誤表記か。勘ぐった途端、蒼生はまたしても引っ掛かる。両脇を塀で塞がれ、脇道は一本もなく、それでいて袋小路なら。舞妓とすれ違うことなど有り得ないからだ。

「よぉ、お二人さん」

　後ろから、誰かの声に呼び止められた。

「あなたは、さっきの……」

　雪音が警戒する。半秒遅れで振り向き、蒼生はその理由を知った。

　二に八や凪なぎ蓮れん。挨拶もろくにせず睨にらみつけてきた例の見ミ[image: ]マワリ組グミ員が、通路を塞いでいる。

　飄々とした気風に、さっきよりも底意地の悪さが滲にじみ出て見えた。

「旅行気分のとこ悪りいんだけどさぁ。さっきの話、やっぱ無しにしてくんねーかな？」

「……どういう意味だ？」

　蒼生は眉を顰ひそめる。

「隊長と副隊長が、どう考えてんのかは知らねーけど。今回の神隠し事件、オイラにとっちゃ結構美お味いしいんだよね。お前らに邪魔されると困るんだわ、これが」

「美味しいだって？」

「聞き捨てならないわね」

　雪音が厳しい声で質ただす。

「あなたは見[image: ]組の人間、この街の治安維持が仕事でしょ？」

「だったら、何か問題でもあんのかよ？」

「問題大ありだな。その口ぶりだと、少女が攫さらわれてもいいみたいに聞こえるぞ」

「おいおい、聖せい語ご騎き士しなら文面は文面通りに読み取ってくれよ。攫われてもいい、なんて一言も言ってない。攫われることが美お味いしい、って言ったんだ。前者は思想で、後者は感想。この違い、分かんねーの？」

「何が言いたい？」

　痺しびれを切らして蒼あお生いは問う。すると蓮れんはおどけて、

「この街の犯罪率、どれくらいか知ってるか？」

「犯罪率？」

「そ、犯罪率。殺人、強盗、放火、強ごう姦かん、暴行、傷害、窃盗、誘拐に人身売買……そういった犯罪の件数を、単位人口あたりで割った値」

「限りなくゼロに近いんじゃないのか？」

「そうね」雪ゆき音ねが同調する。「この街は、国内屈指の治安都市だもの」

「治安都市、ねえ……」

　蓮は頭をボリボリと掻かく。

「ゼロだ。限りなくじゃない、全くのゼロ」

　歯切れ良く、しかし機嫌悪く、彼は吐き捨てた。

「夜中に女子供が一人で出歩いても、誘拐はおろか痴漢の一つも起きやしない。ハッキリ言ってこれ、相当異常だぜ？　言げん霊れい閣かくとかいう自称・警察官の治安維持活動のせいなわけ」

「言霊閣の治安維持活動？」

　蒼生は疑問に思う。

　言霊閣は、あくまで地方分校。治安維持は、見ミ[image: ]マワリ組グミの仕事ではなかったか。

「どうして、そこで言霊閣の名前が出てくるのよ？」

「御お土ど居いの内側だけなんだっつーの。学院が、奴やつらに治外法権を認めてんのはな」

「治外法権？」蒼生の眉が寄る。「分校に向ける言葉にしては、物騒な響きだな」

「物騒だ？　冗談言ってんじゃねーよ、お前」

　蓮は肩を竦すくめた。

「前科のある物騒な奴らに、学院様はご厚情をくれてんだぜ？　なのに奴ら、お巡りさん気取って、御土居の外にしゃしゃり出て。その結果が、犯罪率ゼロの平へい安あん京きようだ」

　───前科？

　蓮の口をついた単語に、蒼生はひっかかる。

「あなた達と言霊閣の関係は知らないけど。街が平和になること自体は良い事でしょ？」

「平和と書いて、警察の好き勝手、とは読まねーんだよ」

　同じ街に警察組織は二つも要らない。そう言って、蓮は苛いら立だちに声を荒らげた。

「警察の目が隅々まで行き届いた庭では、警察による完全犯罪も可能だろ？　オイラ達は、警奴察らを取り締まる為ための警察なんだよ」

　御お土ど居いの内側では神隠しは起きない。桔き[image: ]きようの言葉を、蒼あお生いは思い出す。

　それは即すなわち、神隠しの犯人が言げん霊れい閣かくの縄張りに出没しないことを意味していた。

「なるほどな。美お味いしいと言ったのはそういうことか」

　蒼生は納得する。

「市中の犯罪をゼロにしてきた言霊閣なら、神隠しの犯人を野放しになんてしないはず。にも拘かかわらず、一向に終息する気配がないなら───」

「それなりの理由がなきゃ、オカシイよな？」

「言霊閣の仕業なら、その尻尾しつぽを掴つかんで吊つるし上げる絶好の機会というわけね。学院が事件の解決に乗り出した今、それを果たせば手柄になるから」

「男として、攫さらわれる可愛かわいい女の子を見過ごす訳にはいかねーだろ？」

　蓮れんは酷薄な笑みを浮かべる。警察ではなく男と言い、被害に遭う少女を「可愛い」など嗜し虐ぎやく的に形容するあたり。雪ゆき音ねは耐えがたい侮蔑の念を感じる。

「思ってもないくせに。よくも正義を気取れたものね」

　彼女は、鋭い剣けん幕まくで蓮を睨にらむ。

「攫われる市民を美味しいとか、都合の良い手段みたいに言わないで」

「うるせー後輩ちゃんだな。言ってんだろ？　捕まえたくても、捕まらねーんだよ」

　蓮は苛いら立だちを露あらわにする。

「オイラ達だって、指咥くわえて待つほど無能じゃない。御土居の外には色々と仕掛けをしてある。逃亡犯や言霊アニマをこうして追い詰める為ためにな」

「道理で通せんぼを喰くらったわけだ」

　揶や揄ゆしつつ、蒼生は振り返る。行く手を塞ぐ石塀は、改めて見ると周囲のそれと微かすかに色が異なった。舞まい妓こを通した後に突貫工事で仕切られたのなら、すれ違おうと不思議ではない。聖語を使えば、石を短時間に組むなど造作もないだろう。

「でも、それなら」蒼生は言う。「追い詰めるべき相手を間違ってないか？」

「ほんとね。街のお巡りさんが聞いて呆あきれるわ。職権濫用は立派な犯罪よ？」

「公務執行妨害も、立派な取り締まり対象でね」

　都の公安官に、悪びれる素振りは微み塵じんもない。

「新人研修気分で上京されても、仕事の邪魔だって言ってんだろ？」

　蓮の背後から人影が現れた。喪服のような純黒のドレスを纏まとった女性。

　顔がベールで隠れているが、足下に影がないところから、正体は一目瞭然だった。

　───まずいな、言霊か。

　蒼生は唇を噛かむ。隣で雪音も応戦態勢をとる。

　石塀の袋小路、衝突は不可避。正面から受けて立つしか選択肢はない。

「だからさあ、ここで消えてくんねーかな？」

　蓮の瞳から、温度が消えた。

　ドレスの淑女が顔を上げる。ベールの下に、見えたのは角。身を捩よじり出した造形は、山や羊ぎのそれに近い。青白く輝いた瞳。その光彩が開いたかと思うと、

「「!?」」

　蒼あお生いの体は動かなくなった。同じく雪ゆき音ねも、アルビオンを手に硬直してしまう。

「あれえ。どうしたんだ、お二人さん？」

　蓮れんが嘲あざ笑わらう。使い魔の手には、金属製の大鎌が握られている。

「はっ、〈緋ひ濡ぬれの魔女〉の弟っても、大したことねーなァ!?」

　言霊アニマが距離を詰めた。振られた鎌が、滑らかな円弧を描き、蒼生の首を刈りにいく。

「丸腰の敵を襲うとは、とんだ士道不覚悟で御座いますね」

　白しろ袴ばかまが翻った。斬ざん撃げきの間に入ったのは、雪音の使い魔。

　彼女の素手に掴つかまれた鎌の刃やいばが、凄絶な霊気に耐えきれず、ひびを生む。

「覚悟の程は宜よろしいですか？」

　狐きつねの殺気に射止められ、ドレスの女性が怯ひるんだ。その一瞬の隙に、朔サク夜ヤは鎌を引く。柄に力を込め損ねた女性の体が、グンと前につんのめり、そして。

　朔夜の蹴りを無防備に迎え入れた。

　体たい軀くが宙を舞い、加速度そのまま塀に激突する。

「ぐっ!?」

　衝撃に呻うめくドレスの淑女。

　よろめく体に反撃を試みるも、上げた目に飛び込んで来たのは、

「お忘れ物ですよ」

「───!?」

　朔夜の投とう擲てきした鎌に胸元を貫かれ、女性の体はまたしても磔はりつけに。

　ごぷっ。苦く悶もんに喘あえぐ口から、文字列が噴き出した。

　───あれは、古ノルド語。

　金縛りにあっている蒼生は、その文面を見て、言霊の正体を見破った。

「ちっ、役立たずが……！」

「ご主人様……お許し……」

「ぐだぐだうっせーよ。謝るぐらいなら、そこで野垂れ死んどけ」

　使い魔の懺ざん悔げを耳に入れず、蓮は唾を吐く。平然と言霊を使い捨てる態度に、朔夜の瞳が曇る。とそこで、彼女は感づく。蓮の背後から、今度は白いドレス姿が現れた。

「おや、もう一匹ですか」

「お前はヘマすんじゃねえぞ」

「御意」

　女性の手には、妖気の漲みなぎる鎖鎌。その殺傷範囲を即座に見抜くなり、

「では、お先に失敬して」と、朔夜は駆け出す。

「待ちなさい、朔夜！」

「朔夜っ、その鎖に触れたら……！」

　雪ゆき音ねと蒼あお生いが止めるも間に合わず。朔サク夜ヤは既に、敵の懐に飛び込んでいた。が、鎌は彼女を無視して後方に回り込む。繋つながった鎖が、自らの体を餌に朔夜を縛り上げ───

「はい、そこまで」

　ることはなかった。蒼生の耳が、聞き覚えのある声を拾う。

　朔夜に制止の手を広げるのは、軍服の女性。彼女の後ろ手が握る刀は、白ドレスの首筋にピタリ。投げられたもう一本の刀が、鎖の穴を石塀に貫き止めていた。

「危なかったわね。氷ひ乃の華はな家の使い魔さん」

　紫色の花はな簪かんざしをつけた女性騎士が、朔夜に目め配くばせをする。

「ちっ、副隊長かよ。いいとこだってーのに、邪魔しやがって」

「下がりなさい、蓮れん」

　見ミ[image: ]マワリ組グミの副隊長・一いちノの瀬せ桔き[image: ]きようは、鋭く言い放つ。

「おいおい。まさか、そいつらの味方すんのか？」

「不要な騒ぎを起こされては困ります。下がりなさい。これは副隊長命令よ」

「はあ、副隊長命令？　偉そうな口利ける立場なのかよ、アンタ？」

「副隊長が偉いなんて思わない。けど、あなたは新入り。わたしにではなくとも、先輩という名の勤務年数には、最低限の敬意を払いなさい。それぐらい、出来る子でしょう？」

　柔らかに諭す口調が癪しやくに障るのか、蓮は動こうとしない。

「その勤務態度、学院に報告するけど？」

　脅されてようやく顔色が揺れた。去り際に、蓮は上司へ吐き捨てる。

「よく言うぜ。裏切り者のくせに」

　桔[image: ]の眉尻が微かすかに動くのを、蒼生は見届けた。

　彼女は塀に刺さった刀へ手を翳かざす。柄つかに巻き付けた聖語へ〈浮遊〉が作用、手元に飛んで戻る。蓮の使い魔は、桔[image: ]に向かって微かに顎を下げ、その場を立ち去った。

「うちの部下がご免なさい。わたしの監督不行き届きね」

「ありがとう御座います、桔[image: ]さん」

「お陰で、助かりました」

　礼を言う蒼生と雪音。桔[image: ]は「いいのよ」と、二本の刀を鞘さやに収める。

「彼のことは、しっかり見ておくから。あなた達、これから言げん霊れい閣かくに向かうんでしょ？」

「はい」蒼生は答える。「[image: ]ぎ園おんに滞在用の旅館を手配してあるとのことで。夕刻になったら、言霊閣の方から迎えに上がると連絡を受けています」

「学院本校舎からの来賓は、やっぱり特別扱いね。ちょっと羨ましいかも」

「特別扱い？」雪音が問う。「桔[image: ]さん達とは違うんですか？」

「わたし達見[image: ]組の人間はほら、煙たがられているもの。ここ数日は特に」

　桔[image: ]は自虐的に言い踵きびすを返す。

「じゃ、わたしはこれで。若様に会ったら宜よろしくね」

「若様？」

　首を傾かしげる蒼あお生いへ、桔き[image: ]きようは思わせぶりに微笑ほほえんだ。

「すぐにわかるわ」





　　　　３



　八や坂さか神じん社じや、またの名を[image: ]ぎ園おん社。

　四し条じよう通どおりの突き当たり、夕ゆう陽ひに燃える朱塗りの門を、蒼生は雪ゆき音ねと潜くぐり抜ぬけた。立ち寄るのは、桧ひ皮わだ葺ぶきの本殿。夕飯時とあってか人影は少なく、砂じや利りを踏む音が耳に近い。

「久しぶりの参拝、だな」

「前と全然変わらないわね、ここも」

「……ん？」

　ふと石畳に挟まったものが目に留まり、蒼生は拾い上げる。

「それ何？」

「見たところ、昔の小銭っぽいな。十円って書いてあるし」

　蒼生は錆さびた銅貨を夕陽に翳かざす。刻印には令和元年、との文字。裏を返すと、

「平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どう、か」

「へえ、細かくて綺き麗れいね。今の〈富士釜〉より、個人的には好みかも」

「いいもの見つけたな。丁度いいから、神様にお返しっと」

　蒼生が賽さい銭せん箱ばこに入れようとすると、雪音は慌てる。

「あ、ちょっと待って」

「ん、どうした？」

「十円は遠とお縁えんと読むから、縁起悪いのよ。朔サク夜ヤが言ってたわ」

「なるほど、言われてみれば。ちなみに、何円なら良いとかあるのか？」

「四十五円よ。ふふ～ん、どうしてかって言うとね───」

「「始終御縁だから」」

「どうして被かぶせるのよ……」

　雪音は口を尖とがらせ、手の平を蒼生へ突きつける。

「あの、雪音さん。その手は？」

「し、始終御縁がありますように……？」

「だよな……」

　蒼生は脱力して、財布からなけなしの小銭を渡す。

　二人で「せーの」と投げ入れ、鈴を鳴らし、柏かしわ手でを打った。

「前にここへ来たとき、朱あけ美みさんや兄さんと、一緒に絵馬を書いたの覚えてる？」

「あれ、そうだったか……俺、何て書いたっけ」

「『朱美さんのような聖せい語ご騎き士しになる』でしょ。まさか、もう忘れちゃったの？」

　雪音は指を立てて笑うと、

「ねえ。折せつ角かくだし、二人でまた書いてみない？」

「名案だな。流石さすがに、あの頃に書いたのは残ってないだろうしな」

「決まりね」

　意気込んで、拝殿の裏手に向かう雪ゆき音ね。その背中を蒼あお生いは頼もしく眺める。

　───神様が聞いてくれる願いは一つだけ。叶かなえたい夢は何ですか？

　絵馬を手にした姉の声が蘇よみがえる。あの日、自分の書いた夢を、彼女はどう思ったのか。身長差があったからか、見上げた姉の表情が逆光のせいで、うまく思い出せない。

「叶えたい夢、か」

　何気なく反はん芻すうした、その時だった。

「───蒼生＝カレン＝ブラッドフォード、ですね？」

　背後から問いかけられた。

「え、あ……はい」

　反射的に返事をして首を回す。回しながら、その声に聞き覚えがないことに気付く。

　妙に強こわ張ばった息遣い。女の子の声だった。雪音や自分より、二、三歳年下ぐらいの。

　案の条、参道に一人の少女が立っていた。

　白足袋に下げ駄たをつっかけた袴はかま姿。背には棒状の袋をぶら下げている。後頭部に束ねられた黒髪は、屏びよう風ぶ絵えに咲く鳥の尾羽を思わせた。地元の剣道部少女か。そんな呑のん気きな想像をしかけ、蒼生の思考は立ち止まる。そう、彼女とは面識がない。にも拘かかわらず、

　彼女は、自分の名前を呼びはしなかったか。

「咒じゆ刀とう・縫ホウ千セン歌カ───」

　少女が抜刀する。袋から出たのは、竹刀しないではなく、弓なりの真剣。

　切っ先が中段に構えられ、その双そう眸ぼうが黄昏たそがれに染まった。

「その首、頂戴します」

　身に覚えのない急襲。

　咄とつ嗟さに備えようとし、蒼生の手が止まる。本能よりも目にした不可解が勝った。少女の握る刀身には、穴が幾つも並んでいた。それを文字列の糸が縫い合わせているのだが。

　───何だ、あれ？

　蒼生は目を疑った。洋の東西、数多あまたの言語に通暁した蒼生の瞳を以もつてしても、その文字列が何語なのか、全く分からなかったからだ。

「覚悟」

　少女の体が舞う。

　振られた白刃の鏡面に、蒼生は自分の顔が映り込むのを見た。




「おや」

　蒼生が通り魔に遭う直前。八や坂さか神じん社じやの入り口に、朔サク夜ヤは立ち止まっていた。

「これは……言霊アニマ封じの結界でしょうか」

　与あずかり知れぬ霊力を肌に感じ、彼女は足下を見る。

　路面に溝が走っていた。神域へ立ち入るなとばかりに、鳥居の手前を一線で画している。

「では、少々失礼して」

　朔サク夜ヤが宙に手を伸ばすと。

　ボトボトッ。地面から閃せん光こうが迸ほとばしり、落ちるものがあった。

　溝の真上。伸ばされた彼女の五指には、第一関節より先が見当たらない。

「爪つま弾はじき、と来ましたか」

　朔夜は無感情に呟つぶやく。裁断された指の残骸が、路面で蒸発した。

　途端、何かが空を切る気配を察知。彼女は半身を引く。

　かん、と甲高い音。参道の石畳に細長いものが突き刺さった。

「───竹串？」

「もしやと思えば。いつぞやの北ほう条じようの田舎いなか狐ぎつねが迷い込んでおるわ」

　天から声が降った。鳥居に腰掛けているのは、極彩色の着物姿。

　団だん子ごの串を片手に、年端もいかぬ幼女が見下ろしてくる。

「久方ぶりよの。その薄汚い足で、我が都の土を踏むとはいい度胸じゃな」

　幼女は、指についたタレをペロリ。紅に裂けた、あどけない瞳。頭には狐の耳が生え、小麦色の尾が何本も揺れている。斜陽が投じた鳥居の影に、その姿は見当たらない。

「さて、困りましたね」

　霊体化を解き、朔夜は吐息。傷口から滴る文字列に、失われた指先を復元する。

　西日を遮りつつ幼女を仰ぎ、彼女は好戦的な歯を覗のぞかせた。

「どうやら、伏見のお稲荷様に捕まったようで」




　光の残像に遅れて、風圧が頬を掠かすめる。

　少女が払った刀の先を、蒼あお生いは紙一重で避よけきった。

「っぶね……!?」

　頬の上を掻そう痒ようが駆け、擦過した軌跡に紅あかい雫しずくが糸を引く。

　驚きよう愕がく冷めやらぬ蒼生へ、少女はすかさず第二撃を加える。肩口を狙った打ち込み。咄とつ嗟さに引き抜かれた蒼生のアルビオンが、身代わりとなって首を刎はねられた。

「待ってくれ！　誰なんだ、君は!?」

「往生際が悪いですね」

　少女は襲撃の手を止めない。繰り出された刺突が、呻うなりをあげて脇腹を穿うがつ。

　厚手の軍服が手伝って、蒼生は辛うじて難を逃れる。

「っ、人違いじゃないのか……!?」

「違いありません。緋ひ濡ぬれの魔女の弟、蒼生＝カレン＝ブラッドフォード」

　少女は告げる。

「ここで死んで下さい」

　容赦なく切りつけてくる彼女。その襟元に煌きらめく刺し繍しゆうを、蒼生は見た。

　───これは、聖語[image: ]星エンペンタグラムか？　いや……

　円環に囲まれていない、ただの星。京都と五ご芒ぼう星。頭の中で記憶の糸がその二つを結びつけようとするも、一刻を争う窮地に、考える余裕など許されはしない。

　思いつく限りで最短の筆記呪文を、蒼あお生いは綴つづる。地面に転がり、顔を上げ、そして。

　少女を見失った。

「どこだ？」

　前後左右。素早く見渡すも見当たらない。

　ならば、答えは一つ。

「上か!?」

　蒼生は天を仰ぐ。西日で灼やかれた空に、少女の袴はかまが翻る。

　刀身を縫う文字列が枝を伸ばし、宙に足場を作っていた。彼女はそれを飛び伝って高度を稼ぎ、剣を振りかぶる。見失った時間差に受けが間に合わない。そう悟った時、

　ガギン！　振り下ろされた太た刀ちが、横よこ薙なぎに跳んできたものに阻まれた。

「っ!?」

　少女が驚きに目を剥むく。

　死角からの狙撃に対してではない。砕け散った破片、その季節外れな白さにである。

「───氷!?」

　白刃を遮った冬の弾道。その生成元を、少女は探る。

　そして見つけた。絵馬のかかった棚の手前で、黒髪の少女が、綴った文字列を手水ちようず鉢ばちの水に注ぎ込んでいるのを。

「悪い、雪ゆき音ね。助かった……！」

「蒼生、下がって！」

　駆けつけた雪音が立ちはだかる。それを見て、少女は微かすかに息を呑のんだ。

「氷ひ乃の華はな家の人間が、どうして邪魔をするんですか……」

　初対面にも限らず姓を当てられ、雪音は戸惑うも、

「誰だか知らないけど、いきなり襲ってきてどういうつもり？　今すぐ剣を下ろして」

「貴女あなたに用はありません。わたしが殺したいのは後ろの男、魔女の弟です。早くそこをどいてください。さもないと切り捨てます」

「上等よ」雪音が剣先を返す。「彼を斬りたいなら、わたしを倒してからにすることね」

「待て、雪音！　その子を斬っちゃダメだ……！」

　蒼生の声より先に、雪音は地面を蹴っていた。後ろ手に綴った文字列が、黒髪を追いかけていく。少女の方も前へ踏み出す。奇妙な文字列が刀身から四散し、雪音を囲むように宙へ足場を作っていく。

「いいから、止まれって言ってんだろ、二人とも！」

　蒼生は呪文の行使を試み、ある異変に気がついた。

　───虫？

　無数の白い羽ばたきが、雪ゆき音ねと少女へ一斉に群がった。

「きゃあッ、何!?」「これは……！」

　それぞれの反応を見せる両剣士。蒼あお生いは押し寄せたものを凝視する。

　蚕カイコ蛾ガ。影を持たない真っ白な虫が、二人の文字列を食い散らしていた。

「えらい賑にぎやかやなあ」

　陽気な声。そこには、袴はかまを着けた別の少女。丁寧に切り揃そろえられた絹糸の白髪に、人懐こい瞳が笑っている。彼女の袖口に、蚕蛾の群れが帰っていく。

「兄様に言われて見に来とったら、やっぱり。お客様に手出したらあかんて、あれだけ注意したのに……」

「真ま白しろ、邪魔しないで」

　雪音と対たい峙じする少女は、刀を下げない。

「僕の方からも注意すべきかな」

　どこからともなく、優男の声が聞こえた。

　白髪の少女の肩に、一羽の鶯うぐいすが乗っていた。声はそこから出たようだった。

「ご来賓には丁重なおもてなしを、と言っただろう？」

「兄様……」

　鶯の声に、剣を握った少女が狼狽うろたえる。

「でも、わたしは魔女の弟を……！」

「でも、じゃないよ。すぐに刀を下げるんだ」

　鶯に促され、少女は歯は軋ぎしり。蒼生を睨にらみながら、不承不承に鞘さやを収める。

「あとは任せたよ、真白。どうやら僕の主あるじも、せっかちなおもてなしをしているみたいだ」

　白髪の少女に言い残し、鶯は飛び去った。そこでふと、蒼生は気が付く。人語を操るので言霊アニマかと思いきや。その羽ばたきが影となって、路面をよぎったことに。

「うちの杏あ音のんが、失礼致しました」

　白髪の少女が、丁寧に腰を折る。

「言げん霊れい閣かくよりお迎えに上がりました、雨あま蚕がい真ま白しろです。おおきに」

　京言葉で、はんなりと会釈する彼女。

　蒼生と雪音は耳を疑って、黒髪の少女を振り返る。

「杏音、って……まさか」

「あなた、烏うノの[image: ]つじ家の……？」

　疑問が腑ふに落ちた。面識のない少女が凶刃を振るってきた、その訳にも。

「ええ、そうです───」

　双そう眸ぼうに蒼生を呪いながら、杏音と呼ばれた少女は頷うなずく。

「緋ひ濡ぬれの魔女に殺された第九師団員───烏ノ[image: ]烏か音のんは、わたしの姉です」

　蒼生の心臓が跳ねる。

　大理石に刻まれた師団員の一人、烏ノ[image: ]烏音。その妹と、こんな形で巡り合わせることになろうとは。動転しながら、内心マズいことになったと蒼あお生いは思う。

[image: ]

　───それとは別に、頼みたいことがもう一つ。

　脳裏に蘇よみがえるのは、理事長の声。

　フクロウは前置きの後に、こう告げたのだった。

　───言げん霊れい閣かくの烏うノの[image: ]つじ杏あ音のんを、連れてきて欲しいのです。

　その場で、蒼生は何な故ぜかと尋ねた。返ってきた理事長の答えは、

　───あなた方と、今後の行動を共にする師団員として。

　添えられたのは、例の殺し文句だった。

　───彼女も貴重な即戦力ですから。




　同じくその頃。

　八や坂さか神じん社じやの鳥居前では、幼女のしゃぶった竹串が朔サク夜ヤを襲っていた。

「都の狐きつねにしては、お行儀の悪い……お里が知れるというものですね」

「はて、東あずま夷えびすの言葉は解げせんでの」

　鳥居に腰掛けた幼女は、とぼけ顔で団だん子ごをもぐもぐ。朔夜は上品にあげつらう。

「失礼。御手洗みたらし団だん子ごに涎よだれ垂らしとあっては、こちらも解せませんもので」

「そこの手水ちようずで水浴びしてから喋しやべらんか。田舎いなか臭くてかなわんわ」

「……」

　幼女の眼前を巨岩が襲った。

　側面には「奉納」の文字。朔サク夜ヤに引っこ抜かれた手水ちようず盤が、軽々と宙を舞う。幼女の座っていた石鳥居が砕け、参道をにわか雨が濡ぬらした。

「何じゃ、この罰ばち当あたりめ。参拝の作法も知らんとはの」

「では、作法通りに」

　跳んだ幼女の顔面めがけ、朔夜は金属製の柄ひ杓しやくを投じる───が。

　幼女の頬に触れた途端、それは銀色の飛沫しぶきとなり果てた。

「たわけ、忘れたわけではなかろうに」

「体に触れた金属の相転移。下らない芸当で御座いますね」

　狐きつね耳の幼女は、頬を伝う金属を舌に舐なめ取る。口にくちゅくちゅ含んで摘まみ出すと、精製されるのは鈍にび色いろの剣。彼女はそれを投げ返す。

「ほれ、お返しじゃ」

「一度口に入れたモノを……生理的に無理、とはこの事で」

　朔夜は嫌悪に手を伸ばす。琥こ珀はくの瞳が捉えた空間に、スッと亀裂が走る。

　飛来する金属塊が虚空に切り取られ、朔夜の懐から真逆の軌道に射出された。

「お返し致しますよ」

「空間の転移か。そっちこそ、相も変わらず下らん芸当じゃな」

　幼女は楼門に飛び移り、下げ駄たを脱ぎ捨てる。素足に屋根瓦を踏んづけて、

「[image: ]ぎ園おんの社は銅板葺ぶきでの。雅みやびさには欠けるが、目障りじゃ。疾とく散り申せ」

　霊ミ柱ハシラ解放───一之柱・〈究クツ竟キヨウ頂チヨウ〉！

　幼女の髪が逆立ち、瓦の上をさざ波が巡った。青みがかった銅板が、十円玉の色に溶け出して、刀に槍やり、薙刀なぎなたに弓矢と、殺傷が可能なありとあらゆる形態を吹き込まれていく。

「これは面倒ですね。お嬢様に叱られそうですが、致し方ありませんか」

　攻撃に備えて朔夜が指を組んだ、まさにその時。

　幼女の耳が、ぴこっと動いた。

「何じゃ九きゆう十と。これから血染めの[image: ]園祭だというのに」

　その場にいない人物へと不満を垂れ、彼女はは忌々しげに朔夜を見下ろす。

「ふん、命拾いしたの。我が主あるじ様の好意に感謝せい」

「お咎とがめを頂戴したのですか。そちらこそ、あと一歩で死に損ねましたね」

　負けじと返す朔夜のもとへ、二つの人影が駆け寄った。

「蒼あお生い様、お嬢様。ご無事でした───かっ!?」

　言い終わらぬうちに、朔夜は主に頬をつままれる。

「朔夜っ！　あなたさっき、霊柱を開放しようとしたでしょ！」

「で、ですが……お嬢様がわたくしの水引を斬らぬ限り、大事には至りませんので」

「どこから見ても割と一大事よね、これ？」

　参道に砕け散った手水盤を、雪ゆき音ねは指さす。

「いや、ですから。止やむに止まれぬ事情が……」

　朔サク夜ヤが示す先を仰ぎ見て、蒼あお生いは幼女と目があった。夕空に揺れた一本の尾。毛並み柔らかな狐きつね耳。人外の幼女が、興味津々にじいっと見返してくる。

「ほう、二人ともよく似ておるわ」

　───え？

　幼女の意味深な笑みに、蒼生は呼吸を忘れた。

「あちゃー　お社さんのお盆がえらいこっちゃ」

　杏あ音のんと一緒に駆けつけた真ま白しろが、陽気な声に肩を落とす。蒼生は彼女に問う。

「おい、あの狐は……？」

「キツネ、ですか？」

　真白は狐につままれた表情で、ほんの一瞬だけ、杏音と見つめ合った。

　楼門の上から、いつの間にか異形の姿は消えていた。

「そう、狐よ！　こんな耳と尻尾しつぽが生えてて、着物を羽織っている小さな女の子！」

　雪ゆき音ねが身振り手振りで伝える。それでようやく思い出したのか、

「あ、はい……ウカ様ですね。宇う[image: ]か之の御み魂たまの神かみ。うちら言げん霊れい閣かくの守り神です」

　真白は笑顔でそう言った。

　蒼生は、杏音の鋭い視線を肌に感じる。そこに、僅かな揺らぎが生じたのは気のせいか。

　その理由に、この時はまだ思い至ることが出来なかった。





　　　　４



　烏うノの[image: ]つじ杏音を、学院へ連れてくること。

　理事長の命令を思い返しながら、蒼生は先導して歩く少女を見た。

　───この子が、杏音か。

　烏からすの濡ぬれ羽色の後ろ髪が、歩調に合わせて優しく揺れている。追いかけると、棘とげのある瞳に牙を剥むかれた。気まずさが募り、蒼生は視線を逸らす。

　───出会い方としては最悪も最悪だよな、これ。

　願わくば、言霊閣での対面が理想的だった。

　真偽はともかく、彼女の姉を自分の姉が手にかけた手前である。肉親の仇かたきに等しいその口から「同じ師団で一緒に戦おう」と持ちかけるのだ。交渉を友好的に進めるためにも、時と場所は重要だった。

　果たしてどう声をかけたものか。

　そんな心の準備をしていた最さ中なか、相手の方から会いに来てくれた。

　───そこまでは良かったんだけどな。

　問題は、その手に凶器が握られていたことだった。

「あの、杏音さん……ちょっといいか？」

「気安く声をかけないで下さい。殺されたいんですか？」

　意を決して声をかけた蒼あお生いに、杏あ音のんは威嚇の眼まな差ざしを向ける。

「兄様のお言葉さえなければ、今頃あなたの首を胴から切り離しているところです」

「俺に話しかける資格がないのは分かってる。恨まれたって文句は言えない。でも、これだけは言わせてくれ。俺の姉ねえさんは───」

「───っ！」

　杏音が鞘さやを抜いた。咄とつ嗟さの出来事に、雪ゆき音ねと朔サク夜ヤ、真ま白しろも虚をつかれる。

　首筋にあてがわれた白刃の冷たさに、蒼生の喉が下がった。

「人殺しの弟と、話すことなどありません」

　杏音は、それきり固く口を閉ざしていた。

　応じる気配がないので、必然的に真白が話し相手となる。

「君達は、言げん霊れい閣かくの学生……なんだよな？」

「はい、そうですー」

　杏音とは対照的に、白髪の少女は人懐こく蒼生に応じる。

「うちも杏音も今年で十四、折り返しの学年になります」

「十四で折り返し、ってことは。制服は違うけど、わたし達の学院と同じなのね」

「分校、という扱いですからね。一応は」

　真白があっけらかんと答える。

「俺達、言霊閣については学院で殆ほとんど聞かないんだ」

「そうなのよ。卒業後に聖せい語ご騎き士しとして交わる関係、ってことぐらいしか知らなくて」

「そうやと思いますよー。うちら、お江戸の学院さんとは仲悪いですから」

「どうしてなの？」

「教育方針の相違ですかね。言霊閣はもっと全人的な、融和型教育を目指してはるんで」

　曰いわく、学院出身と言霊閣出身とでは絶望的にそりが合わない。しかし蒼生には、それが教育方針や土地柄の問題ではないように思えた。少女達の顔に見え隠れする、それとない嫌けん厭えんの情。見ミ[image: ]マワリ組グミの態度からしても、両者は険阻険悪、犬猿の仲との印象が拭えない。

「ここから言霊閣は近いのか？」

「はい、あとほんの少しですー」

「かなり人通りの多い場所よね、ここ。一般市民の目に触れちゃわない？」

「心配ありません。言霊閣の校舎は、街で一番守りの堅い場所にありますので」

「京都で一番守りが堅い場所？」

　思いつく限りの神社仏閣を並べる蒼生だが、合致する物件がない。山間ならまだしも、開けた市街地で、収容力を兼ね添えた場所。しかし、その疑問はすぐに払拭された。

　進んできた御お池いけ通どおりを右に折れると、突如として堀が開けた。

　堅牢な石垣に、聳そびえ立つのは白塗り化粧の城しろ櫓やぐら。

「これが、うちらの学校です」

　二に条じよう城じよう───市内唯一の近世城郭が、その堂々たる全貌を現した。

「おや、これより先には結界が。言霊アニマ封じがされています」

　霊体化を解いて、朔サク夜ヤは足元を見やる。

　またしても溝。八や坂さか神じん社じやと同じく、堀に沿って線が走っていた。

「すみません。御み霊たま様は、こちらにてしばらくお待ち下さい」

　真ま白しろが詫わびる。蒼あお生いが襲われたばかりとあって、朔夜は難色を示した。

「どうかご安心を。大切なお客様を傷つけはしませんので」と、真白が言う。

「信用しよう」蒼生は朔夜に言う。「雪ゆき音ねも一緒だから、大丈夫だ」

「ま、まあね」雪音は咳せき払ばらい。「朔夜はここで待ってなさい」

「畏かしこまりました。それでは、くれぐれもお気をつけて」

　二人は、少女達に続いて入り口へ向かった。

　櫓やぐら門もんに掛けられた扁へん額がくには、格調高い金色の筆致が躍っている。

　───不ふ貶き不ふ殺さつ。

「貶けなさず殺さず、か。俺達の学院とは、だいぶ違うんだな」

「『学べ、さもなくば去れ』より、ずっと道徳的ね。これが、あなた達言げん霊れい閣かくの教え？」

「はい。学院さんが建てられるより前から、先祖代々、守り続けてきた教訓です」

「学院が建てられる前から、だって？」

「言霊閣は、学院と同時期に出来た分校じゃないの？」

「まさか」

　黙していた杏あ音のんが口走った。真白が柔らかく謙遜する。

「恥ずかしながら、今年で創立から１５００年は数えますねー」

「せ、１５００……!?」

　雪音が驚きの声をあげる。

　現在の西暦からその数を引いた瞬間、蒼生の頭の中で断片が一斉に繋つながった。

　７２０年近傍。すなわち、発端を平へい安あん時代にまで遡り。場所は京都、印は五ご芒ぼう星。さらには言霊を操る技能集団、と言えば。

「言霊閣やとあれですけど、別の名前ならそこそこ有名やと思いますよー」

　謙遜しながら、真白は袖をひらり。

　門前の提ちよう灯ちんに揺らめくのは、袴はかまと同じ五芒星の印。

「世間様では、うちらのこと───陰陽師言うてはりますから」




　元離宮・二に条じよう城じよう───。

　葵あおいの御紋煌きらめく瓦の下を、蒼生と雪音は潜くぐり抜ぬけた。

「陰おん陽みよう師じ……？」

　俄にわかに信じがたい事実を前に、蒼生は混乱していた。

「陰陽師って、あの？」と雪音。

「あの、って。それ以外にあるんですか」

「あかんよ、杏あ音のん」

　冷たくあしらう同級生を真ま白しろは窘たしなめて、

「はい、その陰おん陽みよう師じですー。言げん霊れい閣かくの原型は、平へい安あん時代の陰陽寮。安あ倍べの晴せい明めい様により現在の形に整えられました。通う生徒は陰陽師の家の出で、殆ほとんどが洛らく中ちゆうにいてはります。お互いご先祖様からのお付き合い、学校というよりも家族に近いですかね」

「洛中……御お土ど居いの内側か」

　蒼あお生いは呟つぶやきながら、

「まさか二に条じよう城じようが丸ごと、言霊閣の校舎だなんてな。知らなかったよ」

「徳川さんのをお借りしただけです。昔は御所の内にありました。新しくてのっぺりしてはる城ですけど、住めば都ですから」

　雪ゆき音ねは蒼生を小突き、こっそり耳打ちする。

「この、はんなり姫。さっきからちょこちょこ嫌いや味みが鼻に抜けるの、気のせい？」

「それは俺も思ったけど……でも驚いたな。言霊閣にこれだけ長い歴史があるなんて」

「わたし、陰陽師はとっくの昔になくなったものと思ってた」

「史実通りならな」

　蒼生は頭の引き出しに、昔読んだ書物を思い出す。

「記録によれば。〈第二のバベル〉以前の１８７０年に、陰陽寮は廃止されている。時の明治政府は近代国家へ舵かじをきり、平安からの官僚集団を、西洋の近代官僚に刷新したんだ」

「なら、それは表面上の出来事で、陰陽師は陰ながら生き長らえてきたってこと？」

「俺達が目の当たりにしている以上は、そういうことなんだろう」

　夕空に鐘の音が響く。一行の前を、下校する生徒達が通り過ぎた。

　彼らは蒼生と雪音を目に留めるや、道脇にさっとはけ、恭しく腰を折っていく。

「随分と礼儀正しい……んだな？」

「教育がしっかりしているのね」

「いえいえ。聖せい語ご騎き士し様を見かけたら、足を止めて一礼する決まりですから」

　決まり事。習慣ではなく慣習。棘とげのある柔らかい口調に、言霊閣の本音が漏れ聞こえた。

「では、どうぞお上がり下さい」

　真白は、金細工に彩られた唐門の奥へと案内する。松木立が囲うのは、書院造りの二の丸御殿。裾を広げた瓦屋根の上に、巨大な注し連め縄なわが浮かんでいた。

　蒼生は目を凝らす。縄に巻かれた文字列は、杏音の刀を縫っていたものと同じだった。

〈浮遊〉をかけているに相違ないが、文面はやはり、読むことが叶かなわない。

「お履き物はこちらに。杏音、大広間にご案内して」

　二人は軍靴を脱ぎ、板張りの廊下にあがった。床を踏むと、爪先に小鳥が囀さえずった。

「わっ、何これ？」雪音が歓声をあげる。「ね、蒼生。聞いて聞いて、ほら！」

「鶯うぐいす張りの床だな。踏むと床下の鎹かすがいが動いて、釘くぎと擦こすれて音が出るんだよ」

「へえ、面白いわね。でも、どうしてわざわざ？」

「あなた達のような部外者の侵入を検知する為ためです」

　歯に衣きぬ着きせぬ物言いに、杏あ音のんが言う。

「40キロ台後半を越えると軋きしむので、音で分かります」

「よ、40キロ台後半？」

「を越えると」

「要は50キロよね、それ……」

　体重の公開処刑を受けた黒髪少女は、婉えん曲きよく的てきな表現を詰なじる。隣の少年をジト目に見て、

「何か言った、蒼あお生い？」

「いや、何も言ってない」

「昼ご飯食べた分よ！　絶対にそうなんだから……いつもなら、鳴らないんだから」

　御殿の廊下を進む二人。杏音は頑かたくなに口を閉ざし、応じる気配を見せない。

　左手に庭が開けたのを機に、蒼生は話を振ってみる。

「き、綺き麗れいな庭だな？」

「別に」

「どうやったらこの美しさを保てるの？」

「６００年ずっと草毟むしれば」

「「……」」

　会話終了。最低限度の受け答えに、少女は話しかけるなと殺気を放つ。

　話の糸口を見つけられぬまま、二人は大広間についた。

「兄様、お連れしました」

　杏音が襖ふすまを引く。視線に促され、蒼生と雪ゆき音ねは礼をして中へ上がる。

　畳にして四十八畳。城内で最も格式高い空間が、二人を招き入れた。四方を囲むのは、狩野かのう派はの障壁画。柱や欄干、果ては天井に至るまで装飾は精緻を極め、畳の枯草色さえ金色に目ま映ばゆく、蒼生は思わずよろけそうになる。

　広間の両脇には、名家と思おぼしき家臣達が列を成していた。が奇妙なことに、居座る面々は、そのどれもが十代の少年少女だった。袴はかまの裾を折り、杏音が列に加わった。

「やあ、待っていたよ」

　優男の声がした。鶯うぐいす越しに聞いたのと同じ声だった。

　───あれが。

　兄様と呼ばれていた人物を、蒼生は見た。

　御み簾すで仕切られた上座には、貴あて人びとの狩かり衣ぎぬ姿。烏え帽ぼ子しを目ま深ぶかに被かぶり、蝙かわ蝠ほり扇おうぎで口くち許もとを隠している。神かみ憑がかりの血筋ゆえか、優雅な佇たたずまいに彼岸めいた儚はかなさが匂う。

　───少年？

　蒼生は面食らった。声音から想像していたより、ずっと若かった。

　まさしく若様。桔き[image: ]きようが口にしていた通りの容姿である。

「遠路ご足労様。言げん霊れい閣かくへようこそ、君達を歓迎するよ」

　若様が労ねぎらいの挨拶をする。

　御み簾すの手前には、二人の少女が薙刀なぎなたを立てて控えていた。狐きつねの仮面に開いた口くち許もとには、悪戯いたずらな紅が笑っている。護衛役には幼いと感じるも、よく見れば畳には影がない。

「僕は、第九十九代・陰おん陽ようの頭かみ───九十九つくも九きゆう十と」

　言げん霊れい閣かくの当主が名乗り出た。

「お初にお目にかかります、蒼あお生い＝カレン＝ブラッドフォードです」

「同じく、氷ひ乃の華はな雪ゆき音ねです」

「そんなに畏かしこまらなくてもいい。もっと楽にしてくれ」

「いいえ、畏まって下さい。兄様の前で膝を崩すなんて、何様のつもりですか！」

「杏あ音のん。僕が良いと言ったんだよ」

「……っ！」

　少女は蒼生をぎっと睨にらむ。真ま白しろが彼女の隣に正座するのを見届けて、若様が言った。

「それから敬語もやめにしないか？　蒼生、雪音」

「えっ」蒼生は動揺する。「宜よろしいのですか？」

「構わないよ。いや、この場合は、必要がないと言った方が正しいかな」

「必要がない？」

　雪音がなぞると、若様はクスリ。

「十とおあまり七つ」

[image: ]

　その言葉に二人は驚く。狩かり衣ぎぬの陰おん陽みよう師じは御み簾すに隠れて微笑ほほえむと、

「そう。僕と君達とは、同い年ということになるからね」





　　　　５



　子供の国───。

　言げん霊れい閣かくの大広間で、蒼あお生いが抱いた第一印象はそれだった。

　並んだ陰陽師の顔ぶれに、一人も大人おとなが見当たらない。杏あ音のんと真ま白しろは十四、他の生徒達も、せいぜい足し引き二、三歳。大黒柱の若様ですら、自分と同い年である。

　蒼生にとって、それは少なからず異常な光景だった。連綿と紡がれた、陰陽師１５００年の伝統と矜きよう持じ。その重みを支えるには、屋台骨があまりに貧弱で、心こころ許もとなく思えた。

「まずは非礼を詫わびるとしよう。さっきは、うちの杏音が済まないことをした」

　若様が申し訳なさそうに口を開く。

「それから僕の主あるじも、君達の御み霊たま様に狼ろう藉ぜきを働いてしまったね。どうか僕たちの不始末を許して欲しい。この通りだ」

　頭こうべを垂れた若様に、杏音は慌てる。

「どうして兄様がこんな奴やつに……魔女の弟なんかに頭を下げるんです!?」

「杏音」若様が優しく注意する。「言霊閣の教えを言ってご覧」

「不ふ貶き不ふ殺さつ───人や言こと霊だまを貶けなし殺あやめることなかれ。でも、それとこれとは……」

「いいから、しっかり頭を下げるんだよ。彼に向けた言葉への反省も含めて」

「……わ、分かりました」

　杏音は恥辱とばかりに、畳へ手をつく。若様は体を起こすと、狩衣の袖から封筒を取り出した。フクロウを模した印に、「警告」と朱書きがあるのを蒼生は見た。

「学院の方から、君達を派遣する旨の書状が届いているよ。卒業したての生徒を駆り出すとは、思い切った人事だね。神隠しの事件について調査をしに来たんだろう？」

「はい、仰おつしやる通りです」

「敬語じゃなくていいよ、蒼生」

　若君が穏やかに促す。蒼生は思い直して、

「俺と雪ゆき音ねは、学院から見ミ[image: ]マワリ組グミに協力するよう頼まれたんだ」

「神隠しの件について、あなた達言霊閣を調査するように言われたの」

「わたし達の仕業だって言うんですか……？」

　杏音が激げき昂こうする。隣の真白に袖を引き留められながら、

「兄様や皆みんなが、この街の平和の為ためにどれだけ尽力していると思ってるんですか……！」

「杏音の言う通りだ。僕たち言霊閣は、神隠しには一切関与していない」

　若様が言う。落ち着いた口調に、静かな熱を込めながら。

　───何なんだ、この感じ。

　見[image: ]組と言霊閣。双方の主張が食い違うことに、蒼生は不信を抱く。

「なら、誰が何の為ために、少女を攫さらったりしているというの……」

「それは僕たちの方が知りたいことだよ、雪ゆき音ね」

「そんなの、学院と見ミ[image: ]マワリ組グミの連中に決まってます！」

　杏あ音のんが声を荒らげた。

「あいつらは口実が欲しいんです。兄様に罪を擦なすり付け、言げん霊れい閣かくを潰すための。あなた達だって、それが目的で来たんでしょ！」

「杏音、落ち着くんだ」

　若様は言って、「それだけかい？」と二人に問う。

「それだけ、って？」

「目的は僕たちの調査だけか、と訊いているんだ」

　若様はどこまで知っているのかと、蒼あお生いは思う。御み簾すに隠された表情では、知らずに鎌をかけているのか、知った上で問うているのか釈然としない。が、どちらにせよ、

「隠す必要なんてないでしょ、蒼生。言うなら今よ」

「だよな」

　雪音に後押しされ、蒼生は意を決す。

「俺達の目的は、烏うノの[image: ]つじ杏音さんを聖せい語ご騎き士しへ引っ張ることだ」

　蒼生は理事長から貰もらった封筒を、畳の上に差し出す。広間の空気がざわついた。

「お断りします」

　杏音の瞳が怒りに見開かれた。彼女は上着の裾をきつく握りしめ、

「誰が……誰が聖語騎士なんかに……！」

「杏音を聖語騎士に？」若君が沈着な眼まな差ざしで問う。「どういうことかな？」

「彼女には、俺達と一緒に新しい師団に加わって欲しいんだ」

「それは何な故ぜ」

「わたし達に、彼女の力が必要だからよ」

「学院が、君達にそうするよう命令したのかい？」

　蒼生は頷うなずいてみせた。それは、紛れもなく事実であったのだが。

「でも、それだけじゃない。これは俺達の個人的希望でもある」

　蒼生は杏音を一いち瞥べつし、うら若き当主へ本心を伝える。

「彼女の姉───烏ノ[image: ]烏か音のんさんを手にかけたのは、確かに俺の姉ねえさんかも知れない。けど、俺も雪音も、それが姉さんの仕業だとは思えないんだ」

「よくもそんな口が利けたものですね……！」

「杏音さん」

　雪音が優しく語りかける。

「わたしの兄さんも〈深ふか緋ひの徒あだ花ばな〉の犠牲者よ。だから共感して欲しい、って訳じゃないけれど。わたしは昔から、彼の姉さんを良く知っているの。彼女はね、間違っても部下を手にかけるような人じゃなかった」

「俺達は、第九師団のことをまるで知らない。だから、情報が必要なんだ。姉ねえさんが関わった人達の情報が。烏か音のんさんの妹である君なら、或あるいは言げん霊れい閣かくなら、事件を解き明かす手がかりを持っているかも知れない」

「いい加減にして！」

　杏あ音のんの瞳から色が失せる。引き結んだ口の端に、我慢が限界を迎えていた。

「君達の思いは受け取ったよ」

「兄様……!?」

「けど、杏音を渡すわけにはいかない」

　若様は毅き然ぜんと撥はね退のけた。

「僕たちは目下、神隠し事件で手一杯だ。それに彼女は言霊閣の大切な家族。おいそれと手放すとでも思ったのかい？　だとしたら、随分と甘く見られたものだね」

　当然の反応だろう、と蒼あお生いは思う。

　手土産みやげ一つなく、人材を攫さらうのだ。彼らにとっては利害の不均衡も甚だしい。

　まして自分は、杏音にとっての仇きゆう敵てき。引き抜き役としては不適合も不適格。あまつさえ不仲である言霊閣を、二重三重に逆さか撫なでするのは自明である。そうと知りながら学院が送り込んだのなら、それはもう虐いじめの論理、辱め以外の何物でもない。

　───これじゃまるで、言霊閣を追い詰めているみたいじゃないか。

　封書に見えた「警告」の文字に、蒼生は学院の意図を探る。

「見返りはあるのかい？」

　若様が問うた。

「君達の個人的動機や感情はともかく。僕らへの利益を提示できない以上は、応じられない。合意とは妥協点だ。互いに損得あってこその交渉というものだよ。違うかい？」

「それは」蒼生は否定できない。「勿もち論ろん、善処したいとは思ってる」

「わたしも。頼む以上は、出来る限りのことはする心づもりよ」

「聞いたよ。二言はないね？」

　黙考の末、若様は静かに切り出した。

「僕と取引をしないか？」

「取引？」

「そう、取引だ。現物取引の交渉を望むなら、交渉権の先物取引はどうかと思ってね」

「なるほどな。俺達の働き次第で、交渉の席を設けてくれるってことか」

「とは言え、最終的には杏音本人の意思を守って貰もらう。それは絶対条件だ。いいね？」

「ええ、構わないわ。わたし達に何を望むの？」

「君達は見ミ[image: ]マワリ組グミと共闘関係にある。それを踏まえて一つ」

　一拍の間合いで焦じらし、若様は告げた。

「僕たちの側がわにつき、見[image: ]組の逆調査をして欲しい」

　並んだ生徒達がどよめいた。真ま白しろと杏音にも動揺が走る。

　見ミ[image: ]マワリ組グミの傘下で動きつつ、言げん霊れい閣かくと内通せよ。

　陰おん陽みよう師じが持ちかけた取引は、それだった。

「ダメです、兄様！　この人達を、学院の人間を信用するなんて……！」

　杏あ音のんが猛然と抗議する。

　彼女の方を見た蒼あお生いは、そこでふと、あることに気がついた。

　───なるほど、そういうことか。

　予期せぬ事実を前に、不覚にも口くち許もとが緩みかけた。蒼生は御み簾すの方へと向き直り、

「言の葉も　常盤ときはなるをば　頼まなむ　松を見よかし　経へては散るやは」

　和歌を一句、口ずさんだ。

　唐突な出来事に場が静まり返る。

「ちょっと、蒼生？」

　戸惑う雪ゆき音ね。そこへ、御簾の向こうから返し歌があった。

「言の葉は　常とこ懐かしき　花折ると　なべての人に　知らすなよゆめ」

　若君は扇を閉じ、もう一首続けて諳そらんじる。

「いにしへの　けふを限りの　残り香の　ほととぎすとて　恨みざらまし」

　またしても場が静まる。和歌に興じる二人を除き、周囲は完全に蚊か帳やの外。

　意図が分からずじまいの中、雪音は垣かい間ま見みた。

　幼おさな馴な染じみの横顔。亜麻色髪に隠れた瞳が、静かに身震いしていたのを。




「なあに、あれ」

　外に出ると、茜あかね空に濃紺が混ざり始めていた。

　二に条じよう城じようの門を潜くぐり抜ぬけるなり、雪音は口を尖とがらせる。

「あれって？」

「あれはあれよ。いきなり和歌とか詠んじゃって。金ぴか御殿で都かぶれでもしたの？」

「違うよ。気になったことがあって、若君に尋ねてみただけだ」

「尋ねたって、何をよ？」

「話は歩きながらだ。取とり敢あえず城を出るぞ」

　二人は堀を越え、待っていた朔サク夜ヤと落ち合う。

「待たせたわね、朔夜」

「お二方とも、ご無事で何より」

　使用人は言うなり、ピクリと眉尻を上げて、

「お嬢様」

「ええ、気付いてるわ」

　雪音は背後を鋭く睨にらんだ。遅れて蒼生もそれを目に留めた。

　影を持たない蚕カイコ蛾ガが、不自然な動きで上空を旋回している。

「あれは……俺達のことをつけているのか？」

「やっぱり」雪ゆき音ねは呟つぶやく。「蒼あお生い、靴の裏を見て」

「な、いつの間に」

　土踏まずに文字列が張り付いていた。例の読めない字体が、鈍く光を放っている。

「さっき、真ま白しろって子がこっそりつけているのを見たわ」

「俺達が履き物を預けた時に？　まんまとつけこまれたって訳か」

「笑顔の下で、何を考えているやら。油断も隙もあったものじゃないわね」

「術者の呪力を込めた文字を、蟲むしで追わせる印だな。言われるまで気付かなかったよ」

　二人は文字列を剥がして堀に投げた。標的を見失った蚕カイコ蛾ガが、水面みなもを徘はい徊かいする。

「まったくもう……わたし達、どれだけ信用されてないんだか」

「俺も最初はそう思ったけど。どうやら違うかも知れないぞ」

「違うって？」

「たまたまだけど、気付いたのさ」

　蒼生は不敵な笑みを浮かべる。

「広間にいた時。若様に抗議した杏あ音のんの視線が、ほんの少しだけ泳いだように感じたんだ。それで視線をずらしたら、隣の少年と目が合って。そしたら彼が───」

　微かすかに笑ったんだ、と蒼生。

「えっ」雪音が驚く。「じゃあ……もしかして、あの子が？」

「ああ、本物の若様だ」

　蒼生は思い出す。豊ほう頬きようの美青年というより、病びよう褥じよくに伏した美少年と呼ぶのが妥当か。

　玲れい瓏ろうな面立ちと、才さい気き煥かん発ぱつな瞳。その僅かばかりの生気で以もつて、肉体を辛うじて浮き世に繋つなぎ止めているような、そんな儚はかなげな印象だった。

「そういうことなら、あの場でこっそり教えてくれればいいじゃない」

「素性のバレた相手がどう動くか読めない以上、下へ手たには動けないだろ？　だから、物は試しと、直接訊いてみることにしたのさ」

「和歌を詠んで？」

「そう、折り句に忍ばせてな」

「折り句？」

「和歌の修辞技法ですよ、お嬢様」

　朔サク夜ヤが吟じてみせる。

「から衣　きつつなれにし　つましあれば　はるばる来ぬる　たびをしぞ思ふ───有名な在あり原わらの業なり平ひらの句ですが、こちらの句頭を順に拾いますと」

「か・き・つ・は・た───燕子花かきつばた、となる訳ね。思い出した」

　雪音は合点し、蒼生の詠んだ句頭を拾う。

「こ・と・た・ま・へ───言給たまへ？」

「正解。影武者を立てて脇から見ている若様に、『何か言うことはないのか？』って尋ねてみたんだ。それで、帰ってきた歌は」

「こ・と・は・な・し───言は無し。言うことはない、かしら」

　雪ゆき音ねは返し歌を思い返した。蒼あお生いは頷うなずいて城の方を仰ぐ。

「言げん霊れい閣かくは、学院の人間を相当警戒しているようだな。来客からは若様の座る畳が段差で見えず、影の有無が分からない。御み簾すの仕切りもきっと、容姿を具つぶさに見られない為ためだ」

「一生徒に紛れて真横から見物って、あまり気分良くないわね」

「言霊アニマに御簾を守らせ、若様と信じ込ませる。いざとなれば、横矢をかけられるって訳さ」

「なら、御簾の奥に座っていたのは、身代わりの言霊だったってこと？」

「だから折り句に詠んで伝えたんだ。バレてるぞ、って」

「こ・と・た・ま・へ───言霊へ、か。変なこと思いつくわね、ほんと」

「で、問題は最後の句なんだが」

　若君の二つ目の句を、雪音は思い出す。頭文字を拾っていくと、

「い・け・の・ほ・う───池の方？」

「なるほど、池いけの坊ぼうですか」

「どうやら、そこへ向かえってことらしい」

　読み取った朔サク夜ヤに、蒼生が頷く。通じ合う二人を前に、雪音の表情だけが晴れない。

「ねえ朔夜、イケノボーって？」

「はあ……お嬢様。名家の大和やまと撫子なでしこたるもの、華道ぐらい嗜たしなまれてはどうですか？」

「お花？　わたし、お花は好きよ？」

　頭痛に額を押さえる朔夜。きょとんとする名家の大和撫子は、

「まあ、ともかく……行き場所は分かるのよね、蒼生？」

「当然だ」蒼生は意気込むも、軍服をまさぐる。「あれ、おかしいな。地図がない」

「さっきの八や坂さか神じん社じやで落としたんじゃない？　ほら、脇腹のとこ斬られてるし」

「そうか、あの時に……」

「しようがないわね。なら、さっさと行きましょ」

　蒼生はそこで、わざとらしく髪を流す幼おさな馴な染じみを見る。

「あら、お気づきのようね？」

「そういや、歩く写真機と一緒だったっけか」

「地図なんて、一回見れば充分」

　生まれつき直感像記憶に優れている雪音。道路網を脳内に写し取るなど、造作も無いことである。彼女は得意気に案内役を買って出ると、ムッとした表情で腕を組む。

「だ・か・ら───いい加減、わたしにも行き場所を教えなさいよ」




「あーやっと帰りましたね。あの二人」

　御殿の大広間で、真ま白しろは人懐こい笑顔に息をついた。

　そして御簾の方にではなく、杏あ音のんの隣に座る少年に向かって、

「兄様、宜よろしいんですか？」

「構わないさ」

　少年は頷うなずいて、指先を御み簾すの奥へ向ける。狩かり衣ぎぬが音もなく崩れ、蝙かわ蝠ほり扇おうぎがすとんと畳へ落ちた。中から影のない鼬いたちが一匹、ひょっこり顔を出す。

「兄様、どうしてあの人達と組むんですか……？」

　杏あ音のんが気弱な声で問う。少年は穏やかな、しかし鋭い瞳に言う。

「彼らと組むのは、彼らという第三者存在を利用する為ためだ」

「でも、あの人達を信用するなんて……」

「杏音の気持ちは分かる。けれど今は、神隠しの解決に彼らの力が必要だよ」

　真ま白しろが「あっ」と小さく息を飲んだ。彼女は言いにくそうに、

「済みません、兄様。追跡がバレたみたいです」

「やはりか、流石さすがだね」

　少年は殊更に驚かず、静かに微笑ほほえんだ。

「けど、兄様が横から見てはったことには、気づけてないですよね？」

「ううん……多分、気づいてた」

　杏音は言う。来客のはけた畳を見つめながら、

「あの蒼あお生いって人。わたしを見た時に、視線をずらして小さく笑ってたから」

「僕としても不覚だったね。目が合ったのは、たまたまだと思うけど。自分で感じるほど、動揺を隠せなかったかな」

「ほんまですか？」真白が驚く。「初めてですね、兄様の正体に気付きはった人なんて」

「先代を入れていいなら、二人目だけどね」

　少年は意味深に仄ほのめかし、念を押す。

「いいかい、杏音。蒼生と雪ゆき音ねに手を出しちゃいけないよ」

「分かりました……」

　杏音は唇をぎゅっと結ぶ。

「それにしても」真白は置かれた封筒を拾う。「ついに人づてに運んで来ましたね、兄様」

「そうだね。どうするんだい、杏音？　君の意思を尊重するよ」

「聖せい語ご騎き士しなんて……わたしは嫌です、絶対」

　杏音は首を振る。真白から封筒を受け取り、フクロウ印の蝋ろうを剥がして中身を出す。

　四角四面な文字で綴つづられた招集状には、相変わらず熱意も誠意も感じられない。断られると知りながら、何度も刷り続ける気らしい。精神的に追い詰める腹づもりだろうか。

「どの面つら下げて、期待の即戦力とか……！」

　聖語騎士への赤紙を、杏音は握りつぶす。

　姉の命を奪った死装束なんて、着たくも見たくもない。

「ふざけないで！」

　込み上げた怒りと憎しみに任せ。

　杏音は手紙を引き裂き、屑くず籠かごにぶちこんだ。
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　紫し雲うん山ざん・頂ちよう法ほう寺じ───通称「六ろつ角かく堂どう」。

　二に条じよう城じようから下った街中に、こぢんまりとしたお堂が埋もれていた。

「池いけの坊ぼう、華道発祥の地」

　六角形の屋根が特徴的な本堂の脇。池のほとりに立つ碑を、雪ゆき音ねは読み上げる。

「聖徳太子が創建したお寺なのね。洛らく陽よう三十三観音の一番。ご本尊は絶対秘仏だって」

「はい。太子がそこの池で沐もく浴よくをした際に、懐に忍ばせた観音様がここに留とどまりたいと申され、お堂が建てられたので御座います」

「え、仏像が喋しやべったの？　怖っ……」

　雪音が震えだすので、朔サク夜ヤはまたも額を押さえる。

「蒼あお生い様、こちらで宜よろしいのですか？」

「ああ、間違ってないはずだけど」

　蒼生は周囲を見渡す。そう大きな寺ではない。住宅街に隣接し、人通りも多い。まさか若様が歩いて顔を出すとも思えず、蒼生は少しばかり不安に駆られる。

「ん、これは」

　朔夜が何かを感じたらしく、お堂に目を細めた。

「この近辺、言霊アニマの霊力がかなり濃く匂います」

「えっ」雪音が身構える。「まさか、敵？」

「大丈夫。君達に危害は加えない」

　どこからともなく、若様の声がした。首を回した先に、蒼生は発声源を捉えた。

　石灯籠の上に一匹、手の平大のヒキガエルが乗っている。

「ここにいる言霊達は、僕らの味方だ」

　両生類は凜り々りしい声で話し始める。

「他の人間に話を聞かれない場所が、必要だと思ってね。辿たどり着いてくれるか心配したけど、君達ならと信じていたよ」

「どうだか」

　蒼生は笑いながら挑発する。

「影武者を立てて横から様子見なんかして。俺達のこと、まるで信用してないだろ？」

「そういう君こそ。影武者を疑うあたり、僕たちを信用してないんじゃないのかい？」

「あら、よく言うわね」

　雪音が片目を瞑つぶって冷やかす。

「人の靴裏に細工をして、こそこそ追跡しようとしてたくせに。蒼生を追うならまだしも、女の子の後ろをつけ回すなんて、ちょっとした犯罪よ？」

「俺ならまだしも、って何だよ……」

「ははっ。真ま白しろの細工を見破ったのは君のようだね、雪音？　お手上げだ」

「次は、もっと上じよう手ずにやることね。ま、次もやるようだったら流石さすがに通報ものだけど」

「怒らせたのなら謝るよ」

　カエルは首を縮める。

「君達の居場所を把握し、機を見つけて話しかける為ためだったんだ。けど、蒼あお生いが僕を見破ってくれたお陰で、結果的に手間が省けたかな」

「そいつは、どういたしまして」

「よもや、折り句の問答歌をよこすとはね。行き先を伝えるのに一苦労だ」

「わたし達に話しかける為って、どうして？」

「あの場では、お互い話しにくいだろう？　特に杏あ音のんには、烏か音のんさんの件での恨みがあるからね。彼女には申し訳ないが、君達と内密に話の出来る機会を望んでいた」

　両生類は言うと、朔サク夜ヤの方を見る。

「雪ゆき音ねの御み霊たま様だね、初めまして。先ほどは僕の主あるじが手荒な真ま似ねを」

「いえ、こちらこそご無礼を働きました」

「君にも是非聞いて貰もらいたい話だ」

　カエルは首を戻し、蒼生と雪音に向き直る。

「あの、若様」

「九きゆう十とでいいよ。何だい、雪音？」

「九十、このカエルはあなたの言霊アニマよね？」

「その通り。僕ら陰おん陽みよう師じは、敬意を込めて御霊様と呼んでいる」

「言霊なのに、影があるのはどうして……？」

　喉を膨らませた両生類の足元に、雪音は顔を寄せた。

「依より代しろだからだよ」と九十。

「依り代ってことは……付つく喪も神がみか」

「ご名答。付喪神は物だけじゃなく生き物にも憑つくことが出来るんだ。身軽に動けて、人目にも怪しまれない分、僕としては重宝させて貰っているよ」

　蒼生は両生類を観察する。浅黒い皮膚の上に、染み込んだ文字列が見えた。

　杏音の剣や注し連め縄なわにあったのと同じ、例の字体だった。

「九十、この文字列は何なんだ？」

「これかい？　そうか、聖せい語ご騎き士しなら知らないのも当然かな」

　九十はいくらか皮肉を込めて、

「咒じゆ刻こく・伏ふく羲ぎ六十四卦───僕ら陰陽師が用いる、古いにしえの言葉だ」

「古の言葉？」

　雪音が首を傾かしげる。

「君らの言う〈[image: ]う闊かつな福音〉に少し似ているかな。言語としては全くの無属性。〈作用素〉をかけられる程度のものだ。他の属性言語に影響を与えないぶん、言霊の体とは親和性が高くてね。これを介して、僕はこの子達と意識を繋つないでいるんだ」

「この子達ってことは、他にも付つく喪も神がみがいるの？」

「御お土ど居いの内外に張り巡らせてある。彼らは僕の目となり耳となって、絶えず外の情報を教えてくれるんだ。街の治安を守る上で、欠かせない協力者だよ」

「なるほどな。それで市中の隅々まで目を光らせているわけだ」

　───この街は、神様に守られていますから。

　いつかの姉の冗談が俄にわかに色づく。九十九つくもが放った付喪の神様。市民の雑多な日常は、この陰おん陽みよう師じへ筒抜けとなっているらしい。「だとするなら変な話だ」と蒼あお生いは言う。

「これだけ監視が行き届いているなら、神隠しの犯人も捉えられる筈はずじゃないのか？」

「確かに」雪ゆき音ねの瞳が強こわ張ばった。「あなた達が犯人じゃないのならね」

「ご尤もつともな指摘だ。疑われても仕方ない。けれど、僕らは何も関与していない」

「口ではどうとでも言えるさ」

「そうね、証拠があるのなら別だけど」

「僕は───神隠しの正体をこの目で見ている」

　九きゆう十とがさらりと告白した。蒼生と雪音、そして朔サク夜ヤが見つめ合う。

「神隠しの正体を見たって？」

「ほ、本当？」

「この子達越しにね。と言っても、ほんの一瞬だけだ」

　一瞬だけ。それが何を意味するのか、蒼生は理解していた。

「神隠しの正体を見た瞬間に、付喪神からの意識が途切れたんだ。いや、途切れたと言うより、あれはそうだな……視界ごと潰される感じだった。それも一度や二度じゃない」

「付喪神が潰された？　それってまさか……」

「うん。僕もそう思うよ、雪音」

　何らかの手段によって、付喪神が処分された。

　九十は、確信を持った口調で答えた。

「それは、神隠しの犯人の能力なのか？」

「分からない。出没は夜で、周囲は薄暗い。影を見て正体が人間か言霊アニマなのか判断しようにも、一瞬では足りなかった。共犯者が近くに忍んでいた可能性だってあるだろう」

　でも、と九十は続ける。

「犯人の容姿は噂うわさ通りだったよ。白びやく衣えに緋ひ袴ばかま、ありふれた巫み女こ装束を着ているんだ」

「巫女装束ってことは、女性なんだよな？」

「姿を見る限りはね」

「顔の特徴とか、見えなかったの？　何歳ぐらいとか」

「顔が無かったんだ」

　ちり。蒼生は背筋に寒気を覚えた。怯おびえた雪音の瞳に見返され、足の裏がざわついた。

「いや、誤解を招く言い方だったね。巫女は顔を紙で隠しているんだ」

「紙？」蒼生は眉を寄せた。「妙だな、それまた」

「神隠し───改め、紙隠しというところかな」

「誘拐犯にしては、小こ洒落じやれた冗談ね。まるで笑えないわ」

「まったくだよ」

　九きゆう十とは苦笑すると、

「僕らは、事件の裏に見ミ[image: ]マワリ組グミを、学院を睨にらんでいる。だからこそ、君たちの力を借りたい」

「だからこそ？」蒼あお生いが問う。「いいのか？　俺達だって、学院の人間なんだぞ」

「だからこそだよ」

　九十は鸚鵡おうむ返しに言う。

「悪くいうつもりはないが、蒼生。君は緋ひ濡ぬれの魔女、裏切り者の弟だ。僕らの仲間でもなければ、見[image: ]組の人間でもない。学院からだって爪つま弾はじきにされる存在だ」

　反論したい衝動を、蒼生は噛かみ殺した。九十は続ける。

「けど、これは僕にとって都合がいい。逆説的だけれど、君が裏切り者であるが故に、僕は君達が裏切ることはない、と信用することが出来る」

「そいつはまた、ずいぶんと歪いびつな信頼関係だな」

「敵の敵は味方、ということね。あなたの言いたいことは分かるわ」

「良かった。君達なら、理解してくれると思ったよ」

「なあ、九十。聞かせてくれ」

「何だい？」

「そもそも、言げん霊れい閣かくはどうして、学院とそこまで対立してるんだ？」

　蒼生は率直な疑問を口にする。

「陰おん陽みよう師じがこの街に古くから根ざしているのは分かった。けど、俺にはもっと事が大きいように感じるんだ。教育方針の相違とか、歴史や伝統の軋あつ轢れきとか、そんな生易しい対立構造にはどうしても思えない」

「学院も見[image: ]組も、神隠しをあなた達の仕業と信じて疑わないわ。殆ほとんど確信的なまでに」

「当然さ。僕ら陰陽師勢力は、聖せい語ご騎き士しの奴やつらにとって旧時代の遺物。邪魔な存在でしかない。そもそも、見[image: ]組という組織が創設されたのは、そういう経緯だよ」

　カエルは喉を鳴らして続ける。

「建前上は、中央省庁の出先機関。けれど、学院の目もく論ろみは地方自治の補助や監視なんていう、ご大層なもんじゃない。真の目的は、僕ら言霊閣を潰すことだ」

「どうして潰す必要がある？」

「そうよ。学院は言霊閣を分校に位置づけて、自治を認めているんでしょ？」

　二人の疑問に、九十は明かした。

「僕たち言霊閣が五年前───学院に対するクーデタを計画したからさ」

　Coup d'État.───国家に対する叛はん逆ぎやく。

　蒼生の脳裏に、フランス語の物騒な文字がよぎる。

「クーデタ、だって？」

「そうだ。二言はない」

「何をしたの……？」

　雪ゆき音ねが恐る恐る質問。カエルは泰然と答える。

「文字通りだよ。先代の陰おん陽ようの頭かみ───僕の父上を筆頭に言げん霊れい閣かくの大人おとな達が結託して、学院の支配体制に終止符を打つ計画をしたんだ。御み霊たま様を蔑ろにする聖せい語ご騎き士し社会に、僕ら陰おん陽みよう師じ側は反感を募らせていたからね。成り行きとしては避けられなかった」

　九きゆう十とは回顧する。

「僕らの親達は、準備を周到に重ねていた。機が熟し、実行に移そうとしたのが五年前」

　五年前。姉の失踪と時期が重なることに、蒼あお生いは胸騒ぎを覚える。

　が、それ以上に気になったのは、

「移そうとしたってことは、実際にはしなかったのか？」

　カエルに、気まずい間があった。

「クーデタは失敗に終わった。言霊閣の大人達は街を出たきり、誰一人帰らなかった」

「おい、それって……」

「嘘でしょ……？」

「恐らく、学院に一人残らず殺されたんだ」

　付つく喪も神越しに、陰陽師の怨えん嗟さが漏れた。

「以後、見ミ[image: ]マワリ組グミの圧力と介入が強化された。言霊閣は学院の要監視対象となったんだ」

「なのに、御お土ど居いの内側の自治は守られたのか？」

　腑ふに落ちず、蒼生は問う。

「不謹慎な発言になるのを許してくれ。もしも俺が学院の立場なら、いつまた爆発するとも知れない不穏分子を残しておく理由がない。残った陰陽師達を言霊閣ごと処分する方が手っ取り早く、かつ安全だったはずだ」

「確かに、学院ならやりかねないわね。あなた達が生きているのは、学院らしくない」

「生かさずも殺さず。骨抜きは霞かすみヶが関せきのお家芸だろう？　僕らは見せしめにされたのさ」

　治安都市の裏に隠れた陰惨な事件に、蒼生は言葉を失った。

　九十は更に驚きよう愕がくの事実を告げる。

「話はそれだけじゃない。実は五年前のクーデタの直前、ある人物がこの街に来ている」

　五年前と聞いた時の、底知れぬ胸騒ぎ。

　ある人物。それが誰を指すのかは聞くまでもなかった。

「朱あけ美み＝シルヴィア＝ブラッドフォード、氷ひ乃の華はな冬とう冴が───君達の姉兄きようだいが率いる第九師団が、言霊閣を訪れているんだ」

「姉ねえさん達が、五年前に京都に来た……？」

　衝撃に、蒼生は絶句する。

　有り得ないと思った。嘘に決まっている。なぜなら、

「そんなっ、そんな訳ない！　姉さんも冬冴さんも、五年前はずっと西欧遠征に出かけてたんだ。ほぼ丸一年、日本に戻って来ることはなかったんだぞ！」

「そうよ！」雪ゆき音ねも目を瞠みはる。「〈深ふか緋ひの徒あだ花ばな〉も西欧遠征中の出来事だもの！」

「当時、杏あ音のんが見ているんだ。君達の姉兄きようだいを、そして帯同していた烏か音のんさんを」

　九きゆう十とは目撃者の存在を証言する。蒼あお生いの足から感覚が抜け落ちた。

「姉ねえさん達が……何の為ために……？」

「僕も理由は分からない。だが恐らく、言げん霊れい閣かくがクーデタを企たくらんでいた事実と無関係ではないと思う。杏音が君の姉さんを恨んでいるのは、烏音さんを殺されたことだけじゃない。親や親戚を奪われたキッカケも全て、朱あけ美みさんにあると考えているからだ」

　それは僕とて例外じゃない、と九十は加えた。

　陰おん陽みよう師じの皆殺し。姉の名がまたしても惨劇と関わることに、蒼生は動転する。

「とはいえ、恨んだところで始まらない。それにまだ、君の姉さんのせいだと決まったわけでもないからね。僕はその点に関して、冷静に考えているつもりだよ」

「そんなことがあったのか……だから」

「君達を傷つけるつもりはなかった。ただ、これだけは直接話しておきたくてね」

「ねえ、九十。こんなこと言うのは無責任だけど。朱美さんは……」

「分かってるよ、雪音。僕だって彼女の無実を信じたいと思う」

　だが、現状は神隠しの解決が急務。九十はそう言って、

「嫌な予感がするんだ。神隠しと君達の派遣とが重なることに。得体の知れない大きなものが背後で蠢うごめいている気がする。君達に見ミ[image: ]マワリ組グミの調査を頼む理由は、そこなんだ」

「取りあえず、状況は理解した」

　動揺しながら、蒼生は雪音を窺うかがう。頷うなずき合って、

「乗った」「協力するわ」

「ありがとう。助かるよ」

　了承に唇を結んだ二人へ、九十は礼を言う。

「五年前、僕らはまだ子供だった。だから何も知らなかった。何も出来なかった。けれど、今はもう違う。これ以上、奴やつらの好き勝手にはさせない」

　柔らかい口ぶりに、抜かりなき排他の意思を研ぎながら。

　子供の国の城主は呟つぶやいた。

「この街は───僕らの街だ」
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　宵の化粧を始める[image: ]ぎ園おんの街並み。

　言霊閣の手配した旅館で浴衣ゆかたに着替え、蒼生は外に出た。

　日没を追うように提ちよう灯ちんが灯ともり、暖色に火照った石畳を芸げい妓ぎの下げ駄たが闊かつ歩ぽする。簾すだれ垂らしの格子窓、平割り竹の犬いぬ矢や来らい。都情緒の漂う町屋が、夜の幻想に彩を添えてゆく。

「お待たせ」

　呼び止められ、蒼あお生いは振り向く。

　そこには、涼感のある浴衣ゆかたを着て、後ろ髪を上げた幼おさな馴な染じみの姿があった。

「朔サク夜ヤが着付けしてくれたの。わたしは別にいい、って言ったんだけど」

　雪ゆき音ねは頬を染め、内股気味にくるり。裾や帯を確認しながら、

「軍服じゃ、暑苦しい上に目立つものね。どう、似合ってる……？」

「え、ああ、うん……」

　色気づいた幼馴染みの姿に、蒼生は視線のやり場を失う。

「に、似合ってる。すごく」

「そ、そう……」

　雪音は照れ隠しに、ほつれ髪をいじいじ。

「別に、褒めたって何も出ないからね……？」

「まあ、元から出ておりませんしね。お嬢様は」

　しれっと嘯うそぶく使い魔。その袖を、雪音はぐいと引っぱる。

「何よ、朔夜？　胸がぺったんことでも言いたいの？」

「いえ、とんでも御座いません。大変着付けがしやすいというか、浴衣の似合う体型で何より。どうぞ胸をお張りくだ……あ、張れませんでしたね、失礼。ええと」

「褒めるのか貶けなすのか、どっちかにしなさいよっ！」

　使い魔と揉もみ合う幼馴染みの姿に、蒼生は苦笑い。

「それじゃ、行こっか。雪音？」

「腹ごしらえね」雪音は嬉うれしそうに、「紙隠しが出る夜中に備えて」

　彼女は歩き出そうとするも、慣れない着物と下げ駄たによろめいてしまう。

「ほら」蒼生は見かねて、そっと手を差し出す。

　ぽかんとする雪音。説明させるな、と蒼生は内心で思いつつ、

「いや、だから……その格好じゃ歩きにくいだろ？」

　雪音の眦まなじりが緩んだ。ばか、と小声で呟つぶやきながら、

「格好つけちゃって」

「うるせ……」

　委ねられた手を、蒼生は優しく引く。

　二人の背中を、朔夜は微笑ほほえましく見送った。




「ふう……お腹いっぱい」

　夜の賑にぎわいを見せる、鴨かも川がわ沿いの先ぽん斗と町ちよう。

　柳葉揺れるお座敷の上、清流の音を聞きながらの懐石料理に、雪音は息をつく。

「これぞ、京都って感じね。鴨川の納のう涼りよう床ゆかで、鮎あゆの塩焼き！」

「ったく、人の皿まで食べやがって……」

「何よ。ちゃんとじゃんけんで決めたじゃない」

「自分の分を食べるのに、どうして毎度じゃんけんが要るんだ」

「はいはい、細かいことは気にしないの。だいたい負ける方も負ける方じゃない」

「それはそうと、口に塩ついてるぞ。雪ゆき音ねさん？」

　雪音は慌てて袖で拭う。折せつ角かくの浴衣ゆかたがおしぼりに。そんな幼おさな馴な染じみが可お笑かしく、蒼あお生いは吹きだしてしまう。肩を並べて、二人は鴨かも川がわを眺めた。対岸には[image: ]ぎ園おんの街。水面みなもに映る灯あかりを、屋形船の舳へ先さきが切り分けてゆく。

「にしても、すごい人だかりだ。お祭りでもあるのかな？」

「これから花火があがるらしいの。船の上から打ち上げるんだって」

　どん。真っ黒な川かわ面もから音がした。ひょろひょろと天に昇る軌跡が、夜空に大輪を咲かせる。一発、そしてまた一発と。打ち上がる音に遅れ、地上から歓声があがった。

「わあ、綺き麗れい。夏にこうして花火見るの、何だか久しぶりね」

「小さい頃、姉ねえさんや冬とう冴がさんと一緒に、隅すみ田だ川がわに行って以来だな」

「京都で花火だなんて、夢でも見てるみたい」

「夢じゃないぞ。俺達ちゃんと───」

　とん。背中を小突かれ、蒼生の体が前に揺れた。

　近づいた川面の街明かりに、黒髪が流れる。

「やっぱり、夢じゃない」

「……雪音？」

　振り返ろうとした蒼生だが。後ろから抱きしめられ、首がうまく回らなかった。

　花火の音が一瞬だけ止まり、耳元に吹き返す。

「夢じゃない……わたし達、やっと学院から抜け出せた」

　回された幼馴染みの腕を、蒼生はぐっと握り返した。

「ごめんな、雪音……待たせちゃって」

「ううん。いつかこの日が来るって待ってた。ずっと、信じてたから」

　京の夜は色が濃かった。きっと寺社が多いせいだろう、と蒼生は思う。

　銀砂すな子ごを吹いたような満天の星。東京で仰ぐより、天の川の水みず飛沫しぶきが眩まぶしかった。

「前にここへ来たとき、兄さんが言ってたの。旅行をするなら京都がいい、って」

「京都が？　どうして？」

「ほら。京都の景色って、十年やそこらじゃ全然変わらないじゃない？」

「確かに。清きよ水みず寺でらも金きん閣かくも、燃えない限りは、同じ姿のままそこにあるからな」

「だからよ」

「だから？」

「京都に来ると、自分の変化に気づけるの。変わらない景色を見ることで、変わった自分と向き合うことが出来るんだ、って。兄さんがね、そう言ってたの」

　雪音は自問するように、

「わたし達。変わること……できたかな？」

「うん、出来たさ」

　蒼あお生いは力強く頷うなずく。

「そうね。あなたは変わったわ」

「お前がずっと側そばにいてくれたのに、俺は今まで……」

「ううん。わたしは側にいるだけで何も出来なかった。カロリーナさんのおかげよ」

　転校生の名を口にして、雪ゆき音ねの眉が寄る。

「あの子が来てから、あなたは変わった。ちょっとずつ、昔の笑顔が戻って来た」

　取り戻せない無む垢くな笑顔を思い、蒼生は胃の底を締め付けられる。

「なのに、俺はリーナに何もしてあげられなかった……」

　綯ない交まぜとなる後悔と報復の念に、欄干を握った。

「学院は、俺達をここへ送る為ために、ただそれだけの為に、リーナを手にかけたのか……」

「分からないわ。でも、無関係じゃないと思うの」

　雪音が痛切な声で言う。

　カロリーナの事件は序の口に過ぎない。それは蒼生も同じ感覚だった。

「九きゆう十との言ってた話が本当なら。姉ねえさんや冬とう冴がさんが、五年前に言げん霊れい閣かくを訪れていたんだとしたら。俺達がここに送られた理由も、それに関係してるはずだよな」

「わたしもそう思う。杏あ音のんさんを引き抜く命令も、紙隠しの事件も、どこかで繋つながってるんじゃないかって。学院が何を企たくらんでいるのかは知らないけど、この先にきっと───」

「姉さんの事件を解く手がかりがある」

　蒼生が継ぐと、雪音は頷いた。

「俺はもう、目の前で誰かを失いたくない。俺の為に誰かが犠牲になるのは嫌なんだ。これから先、何が起ころうと、今度は絶対助け出す。次こそは救い出してみせる」

「ええ。せいぜい踊らされてやろうじゃない。奴やつらの筋書き通りにさせないように」

　見つめ合った二人の顔を、花火が照らし出す。

「また迷惑かけるな、雪音。俺について来てくれるか？」

「ばかね。何言ってるのよ、今更」

　穏やかな笑みを見せ、雪音は叱しつ咤たする。

「勘違いしないこと。朱あけ美みさんを追うことは、あなただけの夢じゃないんだから」

「そうだな」蒼生は笑い返す。「俺達みんなの夢だ」

　固く結ばれた決意に、拳こぶしを付き合わせる二人。

　そこへ、徐おもむろに声がかけられた。

「蒼生＝カレン＝ブラッドフォード。氷ひ乃の華はな雪音。裏切り者の弟と、氷のお姫様かあ」

　二人は弾はじかれたように振り向く。

　隣の座敷に、見覚えのある人物が座っていた。

「こんばんは。お邪魔だったかな？」

　一いちノの瀬せ桔き[image: ]きよう。見ミ[image: ]マワリ組グミの副隊長が微笑ほほえんだ。

　軍服ではなく、ゆったりとした着物姿。職務から解放された彼女は、昼間の印象とは打って変わり、女性客として座敷に溶け込んでいた。道理で気づかない訳だと蒼あお生いは思う。

「雪ゆき音ねちゃんの着物、いい感じね」桔き[image: ]きようは言う。「蒼生君、どう？」

「ああ、はい……よく似合ってると思います」

「それだけ？　ほら、もう一声？」

「えっと、その……可愛かわいいです」

　蒼生が本音をポツリ。雪音は俯うつむいたまま、もじもじと落ち着かない。

「だって」と桔[image: ]。「雪音ちゃん、色白で細身だし、どんな柄でも映えるから羨ましいな」

「それって、胸が小さいってことじゃ……」

「うん？」

「な、何でもないです」

　朔サク夜ヤの言葉を思い返し、雪音はいじける。

「それにしても、奇遇ね。こんなところで出くわすなんて」

「あの」蒼生が問う。「桔[image: ]さんはどうしてここに？」

「人と会う約束をしているの」

　桔[image: ]の正面、空の座布団に一輪の花が乗っていた。彼女が頭につけていた紫色の花はな簪かんざしだった。墓前の供花を思わせる佇たたずまいに、もしやと蒼生は思う。すると桔[image: ]は目め敏ざとく、

「ちょっと蒼生くん。今、故人だと思ったでしょ？」

「いえ、そんな」

「失礼ね。ちゃんと生きてるわよ」

　見ミ[image: ]マワリ組グミの副隊長は、拗すねたっぽく口を尖とがらせる。

「仕事の合間を縫って何とか来てみたけど。彼、忙しくて来れないみたいだから」

　残念そうに笑い、彼女は手つかずの皿を雪音へ勧めた。

「良かったら、食べる？」




「昼間は、うちの部下がご免なさいね」

　桔[image: ]は申し訳なさそうに眉根を寄せた。

「いえ、俺達の方こそ。助けて頂いてありがとうございました」

「礼なんていいの」桔[image: ]は首を振る。「着任早々に新人虐いじめなんて、ひどい話ね」

「はい。まさか、タングリスニルとタングニョーストに襲われるとは」

「中級位の言霊アニマを二体。あの蓮れんって人、やり方は汚いけどかなりの使い手だわ」

「すごい」桔[image: ]は驚く。「あの状況で言霊の正体を見破ったの？」

「ええ、まあ……」蒼生は答える。「喀かつ血けつした時に、核言語の文字列が見えたので」

「あなた達、新人にしちゃ出来過ぎね。いや、ここは噂うわさ通りと言うべきかな」

　桔[image: ]は含み笑いをして、部下に同情する。

「蓮も虐める相手を間違えたわね。不意打ちじゃなきゃ、返り討ちに遭ってたかも」

「黒山羊タングリスニルは〈縄じよう縛ばくの霊れい眼がん〉、白山羊タングニヨーストは〈逆ぎやく縛ばくの霊れい鎖さ〉。術者の動きを封じて言霊アニマを奪い取るには、もってこいですね」

「わたし達、危うくお縄になるところでした」

「ふふっ、言えてる」

　桔き[image: ]きようは困り顔で笑う。

「あの子も必死なの。この街だと中央への出世材料になる案件なんてほとんど無いから」

「だからって、街中で堂々と言霊を使うなんて……」

「ごめんね、雪ゆき音ねちゃん。彼の気持ちも理解してあげて？」

　優しくおねだりする桔[image: ]。雪音が遠慮がちに口を開いた。

「あの、間違ってたら申し訳ないんですけど」

「なあに？」

「桔[image: ]さんって、京都の人ですか？」

　その問いに、桔[image: ]の眉が反応する。

「どうして、そう思うの？」

「着流しとか、箸の付け方とかが熟こなれてるので。そうなのかなって」

　それは蒼あお生いも感じていた。不慣れな雪音と比べ、桔[image: ]はどこまでも自然体だった。

　所作の端々に染み着いた生活感、或あるいは年月の長さが、そこには滲にじみ出ていた。

「当たり」桔[image: ]は明かす。「わたしは、この街の出身なの」

「じゃあ、約束をしている人っていうのは……」と蒼生。

「あなた達と同じ、幼おさな馴な染じみ。小さい頃からの恋人、ってところかな？」

　髪飾りで前髪を留めると、桔[image: ]は照れ笑い。

「桔[image: ]さんは、学院を卒業してすぐに見ミ[image: ]マワリ組グミに？」と蒼生は質問。

「そう。東京に残れるほど成績良くなかったし、外国に行く勇気もなくて。住み慣れた故郷に戻ることを希望したの。何だかんだで、地元の空気が一番落ち着くから」

「ちなみに、ここに赴任してからはどのくらいですか？」

「ちょっと、後輩くん？　それ、遠回しに年齢聞こうとしてるでしょ」

「いえ、そうじゃなくて」蒼生は慌てる。「驚いたんです。その、とてもお若いので」

「お世辞ならどうも。逆サバなら流石さすがに怒るわよ？」

　桔[image: ]は人差し指を口に、「年齢は秘密」とはぐらかす。

「ひょっとしたらわたし達、学院校舎ですれ違っていたりしてね。仮にそうだとしても、印象になんて残らないと思うけど。わたし、地味で目立たない生徒だったから」

「地味だなんて、そんな」雪音が言う。「桔[image: ]さん、副隊長になるほど立派なのに」

「人材不足なだけ。地方赴任って人気無いし、副隊長なんてすぐよ」

　京都人らしく謙遜するも、彼女はチクりと一言。

「ま、地方だなんて失礼しちゃうけど」

「確かに、この街は国の中心でしたもんね。それも、つい６００年前まで」

「こら、過去形禁止。霞かすみヶが関せきが利と根ね川がわの湿地だった頃から、ここはずっと都よ？」

「利根川の湿地って……またはんなり嫌いや味み。もう慣れたけど」

　雪ゆき音ねはぼやきながら鮎あゆに齧かじりつく。喉につかえた小骨を、手近な水で流し込む。

「この街に、わたし達みたいな警察なんて要らないのにね」

　桔き[image: ]きようはそっと箸を置き、鴨かも川がわを横目に見やる。

「だって、神様が守ってくれるんだもの」

「言げん霊れい閣かくのことですか？」

「そう。二人とも、若様には会った？」

　蒼あお生いが頷うなずく。雪音も食べながら首を振った。

「言霊閣の子達、わたし達のこと相当嫌ってたでしょ？」

「はい……その、あまり好意的では」

「気を遣わなくていいの、雪音ちゃん。嫌われて当然のことをしてるもの。地方自治の援助なんて建前。見ミ[image: ]マワリ組グミの存在意義は、言霊閣の監視と京都の実効支配だから」

「五年前の事件からだと聞きました」蒼生が言う。「学院に刃向かったことへの戒めだと」

「そう、裏切り者の烙らく印いん。お上に逆らった罰ってやつ」

　桔[image: ]は自嘲っぽく笑う。

「けれど皮肉にもね。五年前に学院が治安維持に乗り出したせいで、この街は荒れたの」

「荒れた？」蒼生が問う。「無法状態になったんですか？」

「ううん、そこまでじゃない。荒れたと言っても、痴漢や強盗がそこそこあって、殺人がちょこちょこ起きるぐらい。余よ所そなら日常だろうけど、この街にとっては異常だった」

「でも、また元に戻ったんですよね？」と雪音。

「若様が立て直したの」桔[image: ]は言う。「蛻もぬけの殻も同然の言霊閣を、一年足らずでね」

　子供だけで赤あか煉れん瓦がの大人おとな達に楯たて突ついて、都の平へい安あんを奪い返した。

　この街は、僕たちの街。九きゆう十との宣戦布告に研がれた意思を、蒼生は思いだす。

「それはそうと。二人とも、橋にはあまり近寄らない方が身の為ためかも」

「というと？」蒼生が問い返す。

「橋姫に嫉妬されちゃうから。あなた達みたいな関係は特に」

「ハシヒメ？」雪音が眉を寄せる。「何ですか、それ？」

「京都に古くから伝わる言い伝え。迷信といった方が正しいかな。橋の上で愛を交わす男女は、橋姫という妖怪に睨にらまれて、永遠に引き裂かれてしまうの」

　桔[image: ]は四し条じよう大おお橋はしを眺める。花火の特等席は、若い男女で大所帯となっていた。

「とか言ったものの。今時そんな迷信、誰も信じちゃいないけど」

　憂いの眼まな差ざしに橋を見つめる桔[image: ]。と、そこで。

　やにわに、雪音の体がふらついた。蒼生は咄とつ嗟さに腕を出して受け止める。

「おい、どうした……!?」

「う、ふあ……」

　顔を火照らせ、ぐったりする雪ゆき音ね。

　ほんのりと鼻をつく吟ぎん醸じよう香。見ると、卓上には空のグラスが一つ。

「もしかしてお前、お酒飲んだんじゃ……？」

「あ～うん。わたしも、止めようとしたんだけど。雪音ちゃん、イッキに飲んじゃって」

「ばか、ちゃんと確認しろって」

「はい、未成年の飲酒で現行犯逮捕」

「えっ」

　桔き[image: ]きように真顔で凄すごまれ、蒼あお生いは思い出す。

　彼女は見ミ[image: ]マワリ組グミ員。この街の治安維持が職務の、歴れつきとした公安官であることを。

「なんてね。自称・都の警察官でした」

　桔[image: ]はわざとらしく敬礼する。

「わたし、そろそろ仕事に戻らなきゃ。手伝えなくて申し訳ないけど、雪音ちゃんをお持ち帰りしてあげてね。それで法律違反は見逃してあげるから」

　彼女は蒼生に目め配くばせを送り、その場を後にした。

「う～蒼生……抱っこ……抱っこして……」

　呂ろ律れつの回らない雪音が駄々をこねる。

　着崩れた胸元から目を逸らし、蒼生は幼おさな馴な染じみを抱え上げた。

「……ったく、参ったな」







「さてさて、っと」

　同じ頃。花火に湧き立つ[image: ]ぎ園おんの街角を、二人の人物が見下ろしていた。

　退屈に痺しびれを切らして、二に八や凪なぎ蓮れんは口を開く。

「隊長。今夜も出るんスかね、紙隠し？」

「恐らくな」

　隊長と呼ばれた男、無む畏い堂どう棗なつめは無表情に答えた。

　[image: ]園界隈で一際高い歌舞伎座。その屋根上から、二人は人だかりを注視していた。花火を楽しめる天上の特等席も、見[image: ]組という職業柄、高見の見物という訳にはいかない。

「そういや、副隊長はどこいったんスか？」

「一いちノの瀬せは、後から合流する」

「後から？」

「恋人と会う約束があるそうだ。大切な記念日を祝いたいから休暇が欲しいと」

「はぁ？」

　蓮は機嫌を損ねる。

「オイラ達が働いてるってのに、男と花火見ながら食事ですか？　呑のん気きなもんっスね」

「特別に許した。彼女は日頃から身を粉にして働いている。たまには休みも必要だろう」

「ふーん。隊長が許したんならまあ……で、男って誰なんです？」

「我々の仕事に必要な情報ではない。地元の幼おさな馴な染じみ、とは言っていたが」

「そういや、京都の人ですもんね。副隊長って」

　蓮れんは、不在の上司へそっと舌打ち。

「まさか。あの人が見ミ[image: ]マワリ組グミを選んだのって、その男と会う為ためだったりして」

「知らないな。仮にそうだとしても、我々の仕事には関係ない」

　棗なつめは人だかりを見たまま、淡々と答える。

「隊長。監視してたって、ここじゃ出ないっスよ」

　蓮はわざとらしく生なま欠伸あくびを噛かみ殺す。

「紙隠しが攫さらうのは、十四歳前後の少女。夜更けに大人おとなの酒場をうろつく健全なお嬢さんなんて、この街じゃ絶滅危惧種ですって」

「未成年の子に接客させている可能性もあるだろう」

「それは労働法違反でしょっぴく必要ありますけど……」

　でも、と言いかけて蓮は口を噤つぐむ。

　赴任して一年、民間人をしょっぴいた試しはなし。芸子遊びで名高い[image: ]ぎ園おんや木き屋や町まちですら、雁がん首くび揃そろえて法令遵守。健全も、度が過ぎると不健全どころか不気味でさえある。

「こんな場所は放ほっといて、学校近辺の路地裏でもあたりません？」

「二に八や凪なぎ。我々・見[image: ]組の任務はこの街の治安維持だ。それに、紙隠しの出る時間帯はまだだろう。他にもやるべき仕事は山のようにある」

「へーい」蓮は適当な返事で流す。「山のように、ねえ」

　犯罪の皆無なこの街で、警察仕事など有名無実。実績を積む機会にも恵まれぬまま、悪戯いたずらに日々が浪費され。気がつけば、卒業後の一年を棒に振る始末である。

　蓮は焦っていた。故に、出世の足がかりを渇望していた。それがようやく手元に転がり込もうかというのに、監視業務で張り付けにされては堪たまらない。

「ちなみに、隊長はどうして見[image: ]組を選んだんスか？」

「答える前に、同じ事を聞こうか」

　中央の〈泉ヨモ津ツ平ヒラ坂サカ〉に通らず、地方配属を嫌々飲んだ。なんて言えない。

　自尊心を傷つけない範囲で、蓮はそれっぽく取り繕う。

「オイラは、理事長に勧められて。頼まれたら断れない性格なもんで」

「同じだ」棗が返す。「必要とされたから受けた。それだけだ」

「へえ」

「期待外れか？」

「いや、まさか。ただ隊長の仕事への熱を見てると、他に理由があんのかなって」

「仕事にやりがいや動機は必ずしも必要ではない。必要なのは───」

「献身性と柔軟性。副隊長と同じこと言わなくていいっスよ」

「ならいい。一いちノの瀬せが合流するまで、ここで監視を続けろ」

「うーす」

　気乗りのしない蓮れんは、「つまんねー職場」と毒づく。

　後ろに控えた使い魔に顎先で合図。ドレスの女性が二名、闇の中に溶けた。

「とっとと捕まえて、オイラの手柄にしねえと」

　学院に仇あだなす不穏分子、言げん霊れい閣かく。彼らの悪事を暴きさえすれば、片田舎いなかの窓際族から晴れて解放される。名も無き少女が攫さらわれるのを、蓮は今や遅しと待ち望んだ。




「ひっく」

　ほぼ同じ頃、棗なつめと蓮が見張る一角には。

　桔き[image: ]きように言われた通り、酔いつぶれた雪ゆき音ねを持ち帰る蒼あお生いの姿があった。

「別におぶってくれなくても大丈夫。一人で歩けるわよ」

「さっき、ふらふら歩いて川に突っ込みかけたのは誰だ？」

「水、水が飲みたかっただけだもん。うっく」

「川の水なんて飲んだら腹下すだろ。いいから、ちゃんと掴つかまってろよ」

「う～頭痛い。体が熱くて、変な感じ」

「旅館までもう少しの辛抱だ」

　幼おさな馴な染じみをおぶって、蒼生は四し条じよう大おお橋はしを渡って[image: ]ぎ園おんへと戻る。

「よっこらせっ、と！」

　浴衣ゆかたがずり落ちぬよう、蒼生は背負い直す。すると雪音はムッとして、

「わ、悪かったわね……四十キロ台後半で」

「まだ根に持ってるのかよ……」

「鶯うぐいす張りが何だってのよ、もう。これだから京都って───」

　言いかけて、雪音は息を呑のんだ。しゃっくりのせいではない。

　何気なく振り返った先に、それが映り込んだからだ。

　篝かがり火びの焚たかれた、四条大橋のたもとに。

　死人のように紙で顔を隠した巫み女こが、じいとこちらを見ているのを。

「あっ」

　雪音の耳から音が逃げた。闇に浮き出た妖しい姿に、視線を釘くぎ付けにされる。

　風が吹き上げたのだろうか。巫女の紙がペラリと捲めくれ上がり───

「痛てててっ!?　おい、首を絞めるなって」

「っ、そうじゃなくて！　あれよ！　ほら、あれ！」

　慌てふためく雪音に、蒼生は示された方を振り向く。

「どれだ？」

「えっ……いない」

　巫女の姿が消えていた。雪音は目を擦こする。酔いはすっかり醒さめていた。

「どうしたんだ、急に大声出して」

「今……あそこにいたのよ」

「いたって？」

「紙隠しが」

「っ、本当か!?　どこだ!?」

　雪ゆき音ねはこわばった指先で、四し条じよう大おお橋はしを示す。

「行くぞ、雪音っ！　走れるか!?」

「あ、ちょっ……待って！」

　アルビオンを取り出し、蒼あお生いは雪音と人ごみを掻かき分けていく。

　橋の上に出ると、二人は周囲を見渡した。花火の余韻冷めやらぬ雑踏に目を凝らすも、巫み女この姿は見つからない。蒼生は荒い息を整えながら、

「雪音、どの辺にいたんだ？」

「っ、ここよ！　ここに立って、わたし達を見ていたの！」

「一応聞いておくけど。見間違い、ってことはないんだよな？」

「見間違いじゃないわよ！」

　雪音は断固として首を振る。消えた巫女の残像が蘇よみがえり、足の感覚が引いた。

　闇夜に浮いた橋の彼岸。川かわ面もに揺れるのは、夢か現うつつの街灯あかり。

「だってわたし、ちゃんとこの目で……」





　　　　８



　深夜。旅館に戻った雪音は眠れなかった。

　布団に入ったものの、どうにも頭が冴さえて仕方ない。天井についたシミは顔に、障子に揺れる蝋ろう燭そくの影は人に見え。そして気のせいか、後ろには忍び寄る気配が───

「あの、お嬢様？」

「きゃあああっ!?」

　背中をぽんと叩たたかれ、雪音は絶叫する。

「何気にわたくしの方がびっくりしたのですが……」

　気遣った側そばから枕で殴られ、使用人は不機嫌顔。

「な、何よ、朔サク夜ヤっ！　驚かさないでよ！」

「いえ、決してそのつもりは。どうなさいました、寝付けないのですか？」

「うん、どうしても頭から離れなくて……」

「離れない？」

「さっき蒼生におぶわれている時に、見てしまったのよ」

「蒼生様の凜り々りしいお顔を？」

「紙隠しを！」

「なるほど、それで子宮がうずいて眠れないと」

「真面目まじめに人の話を聞きなさい……っ！」

　ぶん、と日本刀の一振り。冷静に避よける朔サク夜ヤは、落ち着いた口調で、

「失礼ながら、見間違いの可能性は？　お嬢様、かなり酔われていたようですし」

「見たもん、絶対見た！」

　雪ゆき音ねは枕を胸元に抱き締め、主張して憚はばからない。

「しかしながら、霊が怖くて寝付けないとは。お嬢様も昔のままですね」

「だって、怖いものは怖いじゃない……」

「わたくしも、概おおむね幽霊みたいなものかと存じますが」

「朔夜は幽霊じゃないでしょ」

「ふふっ、ご希望とあれば幽霊にも化けて差し上げますが───あの、お嬢様？　修学旅行じゃないので、枕を投げないで貰もらえます？　割と普通に痛いので」

「あなたが変なこと言うからよ！」

「これでもわたくし、そこらの神社仏閣より年上ですので。多少は労いたわって頂きませんと」

「それは否定できないわね」

「乙女おとめ心には否定して頂きたくもあるのですがね……」

　怖がる主あるじを眺めたいものの。おふざけが過ぎると泣かれかねないので、朔夜は自重する。

「それで、お嬢様が見たのはどのような？」

「噂うわさ通り、顔を紙で隠してた。神社で見るような巫み女こさんの格好で、そして」

　雪音は声を落とし、

「影が、なかった」

　そう呟つぶやいた。何度振り返っても、自信を持って断言できることだった。

　橋の入り口付近。篝かがり火びに照らされた巫女の足下には、確かに影が無かったのだ。

「と申されますと、わたくし共のお仲間でしょうか？」

「何とも言えないけど、その可能性が高いかも」

「あの時間帯、人通りはかなりあったのでは？」

　周囲に紙隠しの姿は見えていなかったのか。朔夜の指摘に、雪音は思い返す。

「見えてないみたいだったわ。紙隠しの横を皆みんなが素通りしていたから」

「はて、それは妙ですね。いくら京都と言え、顔を隠した巫女を誰も目に留めぬとは」

「誰にも見えてないのに、わたしにだけ見えたってことは。ほ、本物の幽霊……？」

「幽霊に偽物ってあるんでしょうかね」

　朔夜は深く息を吐く。

「もう夜も遅いですし、今夜は寝てはどうですか。わたくしがついておりますから」

「でも、思い出しちゃうんだもん……」

「なら、一息で眠りに落として差し上げますが」

　朔夜は笑顔で、指をポキリ。

「や、やめなさいよっ！　もっとほら、心の落ち着く物語を聞かせるとかあるでしょ？」

「本当にあった怖い話と、本当ではないけど怖い話。どちらを選びます？」

「やめなさいって言ってんでしょ!?」

　雪ゆき音ねは涙目に、枕を抱えて逃げ出した。隣の襖ふすまが乱暴に開け放たれる。

　地図を広げて調べ事をしていた蒼あお生いがビクついた。

「……ゆ、雪音？」

「わたし、こっちで寝るから！」

「えっ……いや、それ俺の布団───」

「うるさい、ここで寝るの！　寝るったら、寝るんだから！」

　雪音は布団を頭から被かぶり、何やらもごもご呟つぶやいていたが、やがてすうすう寝息を立て始めた。事の運びが分からない蒼生は、朔サク夜ヤと目を合わせて苦笑い。

「なあ、朔夜」蒼生はふと、湧いた疑問に口を開く。

「はい、何でしょう」

「朔夜は、その……どうして俺のこと恨まないんだ？」

「はて、質問の意図をはかりかねますが」

「だって。俺の姉ねえさんは、朔夜の姉さんを……」

〈深ふか緋ひの徒あだ花ばな〉の後、師団員の言霊アニマは召喚出来なかった。亞あ理り沙さとサヤネの証言によれば、雪音の兄の使い魔───他ならぬ朔夜の姉もまた、五年前の悲劇で消息を絶っているのだ。墓碑銘にすら刻まれない彼女のことを思うと、蒼生はいたたまれなかった。

　───死んでください。

　そう言って、杏あ音のんは憎しみの刃やいばを振るってきた。姉を奪われた妹。彼女と同じ境遇にありながら、恨み言一つ寄よ越こさぬ朔夜の本音が、蒼生には気がかりだった。

「第九師団は、美ミ夜ヤを大切にしてくださった家族。そう思っておりますので」

　朔夜はきっぱりと言う。

「わたくしは、美夜が守ろうとしたものを守りたい。蒼生様とお嬢様は、わたくしにとって家族も同然です。恨む道理などありはしません」

「そうか……お姉さん想いなんだな、朔夜は」

「お相子様です」

　琥こ珀はくの瞳が柔らかく微笑ほほえむ。彼女は蒼生の手元にある地図を見て、

「紙隠しの件ですね」

「うん。何か思い当たることはないか？」

「人を惑わす霊など枚挙に暇いとまがありませんが。人攫さらいをする巫み女こというのは寡聞にして」

「朔夜でも知らないのか。巫女ってぐらいだから、日本の固有霊かと思ったんだけど」

「ご期待に添えず申し訳ありません」

　痛み入る朔夜。淑しとやかなその姿に、蒼生はとある古文書の記述を諳そらんじる。

「美ミ夜ヤ受ズ比ヒ姫メと木コノ花ハナ咲サク耶ヤ姫ヒメ───」

「おや。真マ名ナで呼ばれるとは面おも映はゆいですね。どちらでそれを？」

「姉さんの研究資料を見たんだ。『蒙もう古こ襲来絵え詞ことば』の裏資料を。それによれば、鎌倉幕府は自国の防衛に、先代氷ひ乃の華はな家から運ばせた尾お裂さき狐ぎつねを解き放ったと書いてある」

「ええ、仰おつしやる通りで。神風の正体はわたくし。あれは天災ではなく人災です」

「続きにはこうもあったよ。尾裂狐はそれに飽き足らず暴れ回り、味方の兵と民間人を」

「食べましたかね。ざっと五千人ほど」

　唇を舐なめる朔サク夜ヤ。琥こ珀はくの奥にちらつく殺さつ戮りくの面影に、蒼あお生いは気け圧おされる。

「朔夜達は学院が存在する以前───聖せい語ご騎き士しが登場するよりも遥はるかに昔から、人間と共に存在してきたんだよな？　けれど、その歴史は隠蔽されている。神話やお伽とぎ噺ばなしという形で言霊アニマの名前や容姿は挙げられても、人類の戦争史に朔夜達の存在は描かれない」

「でしょうとも。歴史教育とは、最も古典的で効果的な社会装置。もとい、ある種の大衆操作に他なりません。時の権力者が意図的に改かい竄ざんするのは当然のことです」

「つまり。昔にも、俺達のような存在がいたんだよな。朔夜は覚えてるか？」

「無論で御座います。と言いましても、聖語騎士ほど近代的に整備された集団ではありませんが。生得的に言葉の力で霊魂を繰れる人間なら、少数ながらどの時代にもおりました」

「それが例えば、言げん霊れい閣かくの陰おん陽みよう師じ達だったりするわけか」

「左様です。彼らは言霊との共生を図ることで、千年の都を影ながら守り抜いてきました」

　表向きは分校としつつ、あわよくば根絶やしに。「言葉は道具」という学院の近代合理主義に駆逐され、今や風前の灯火となった言霊閣。そんな陰陽師達の積み上げてきた歴史の長さ、もとい、本棚の背表紙には並ばない言霊達との営みに、蒼生は思いを馳はせる。

「言霊を扱える人間はそうやって、いつの時代も表の世界を裏で牛耳ってきたのか」

「はい。ですが、裏方に徹することで表の秩序を守ったとも言えます」

　現に今も、と朔夜は付け加える。

「なのに俺たちは、過去の先輩や、朔夜達の歴史をまるで教わらない」

「知っては不都合だからでしょう。物語は情を呼ぶ。情を抱けば道具と見なせなくなる」

「でもそれって、朔夜達にとっては辛つらいことだと思うんだ」

「辛い、とは？」

「言霊を不当に虐げ、存在しないものとして扱うだなんて」

「お気遣いは有り難いですが。同情されるほど、我々は惨めな生き物ではありません」

「すまない」蒼生は謝る。「俺達に、朔夜達の抱える思いは分からないよな……」

「ふふっ、あなたは不思議なお方ですね。お嬢様共々、聖語騎士失格で御座います」

「そうかも……しれないな」

「わたくしが四肢をもがれ、のたうち回ろうと、泣き叫んで助けを請おうと。路傍の石みたく平然と蹴り飛ばせないようでは、聖語騎士を名乗る資格はありません」

「俺には、そんなこと出来ないよ。苦しんでいる朔夜達を、蹴り飛ばすような真ま似ねなんて」

「目を見て名前を呼ばなければ簡単です。虫を踏み潰せるのは目が合わないから、雑草を毟むしれるのは名前がないから。蒼生様もお嬢様も、そうなさらないからです」

　ですが、と妖よう狐こは続ける。

「わたくしはそれが嬉うれしい。人並みに扱って頂けることが、人並み以上に」

「姉ねえさんの教えなんだ。相手の目を見て名前を呼ぶことから理解が始まるんだ、って」

「素敵なお姉様を持たれましたね」

　朔サク夜ヤはしっとりと琥こ珀はく色いろの瞳を閉じる。

「そんな蒼あお生い様のお力になるべく。わたくしも一肌脱ぐといたしましょう」

「え、朔夜？　何して……」

「しーっ。お嬢様が目覚めます。お静かに」

　朔夜は蒼生の口を指で塞ぎ、ゆっくり押し倒す。のしかかって、枝し垂だれた髪を耳元に掻かき上げると。彼女は甘い息に、白い胸元をはだけ始めた。

「少し恥ずかしいですが、わたくしの初めてを差し上げます」

「おい、朔夜っ……」

「遠慮なさらず。折せつ角かくですから、もちろん生で」

　朔夜は胸の谷間に深々と爪を突き立て、皮ごと引き裂いた。

　ブチブチッ！　畳に滴り落ちる無数の文字列。繊維質な断裂音とともに現れたのは、

「これが、核言語です。生で見るのは初めてですか？」

「核言語……これが……」

　蒼生の眼前に、心臓が脈を打っていた。

　優美な筆跡に綴つづられた和歌が、流れては弛し緩かん収縮を繰り返し、命を刻んでいる。

　心室からは補助言語が動脈となって枝を広げ、血肉と結んでいた。

「わたくし共は四肢を失っても、ある程度は戻せますが。この心臓を潰されますと、再生ができずに消滅してしまいます。それから、首を刎はねられた時も同様に」

　───言霊アニマを潰すには、心の臓か首を狙え。

　学院で教わる知識を反はん芻すうしながら、蒼生は思い当たる。

「心臓を抜き取るだけなら……どうなるんだ？」

「ええ。わたくしが言いたいのは、まさしくそれで」

　朔夜は笑顔を引き締めた。

「消滅はしません。然しかるべき言語を付け足せば、心臓にある霊力が体を再構築致します。核言語は言うなれば、体の設計図であり情報です」

「なら核言語さえ抜き出すことが出来れば、言霊を殺さずに設計図……つまり、言霊を構築している情報を読み取ることができる、ってことか」

「はい。さすれば紙隠しの正体は掴つかめるかと。接触が最低条件となりますが」

「なるほどな、教えてくれて助かるよ。ちなみにそれ、痛くないのか？」

　蒼生が気遣うと、彼女は恥じらいに袖を絞る。

「乙女おとめの初夜ですし、多少は出血も痛みもありますが。人肌脱ぐと申し上げましたので」

「いや、まさか物理的な肌だとは思わなくてだな……」

「蒼生様のお望みとあらば、こちらの方も脱いで差し上げ───」

[image: ]

「朔サク夜ヤ」

　背後から咎とがめられ、半脱ぎとなった妖よう狐こが固まる。

「あなた、人が寝てる横で色仕掛けして、どういうつもりなのかしら？」

　主あるじから白刃をあてがわれるも、朔夜はあくまで笑顔を崩さず、

「あの、お嬢様。最後に一つだけ宜よろしいですか？」

「いいわよ。言い残しておきたいことがあるなら、聞いてあげる」

「……嫉妬されてます？」

「歯食い縛りなさい」

　ひゅん、と一筋の光。狐きつねは人を惑わした罰を、その身に受けた。







　意識の澱おりが、ゆっくり底へと沈んでいく。

　重く、深く、どこまでも。

　───ああ、またか。

　蒼あお生いは悟る。五年間ずっと、眠りにつくたび必ず見る夢だ。

　夜空に城が聳そびえている。三角屋根の燃える旧市街、煙に喘あえぐ教会の尖せん塔とうたち。ベルリンかプラハか、はたまたヴェネチアか。いずれにせよ、西欧のどこかには変わりない。

　だが、今夜のはやけに鮮明で、克明に迫せまってくるような気がした。

「姉ねえさん……」

　隣に立つ姉を見上げて、蒼あお生いは気付く。自分の視座が、心なしか低いことに。

「これは、あいつの記憶……？」

　疑問は確信に変わる。真下を見ると、緋ひ色いろを浴びた獣の前足が二本。

　そこへ何かが零こぼれ落ちた。食い千切られた人の腕。自分が口に咥くわえていたのだろう。

「冬とう冴がさんに、美ミ夜ヤまで……」

　氷帝イセベルと謳うたわれた雪ゆき音ねの兄、氷ひ乃の華はな冬冴。その腕にしがみついているのは、朔サク夜ヤと見紛う女性。短髪で無表情ながら、琥こ珀はく色いろの眼光が瓜うり二ふたつ。奥には第九師団員の面々がずらり。

「ナベリウス、まだ踊り足りないでしょう？」

　頭を撫なでられる蒼生。焼やけ爛ただれた空を背に、姉の唇が誘惑してくる。

　城壁に並ぶ銃眼が一斉に火を噴いた。遅れた銃声に鉛玉が視界を埋め尽くす。

「ほら、隊長」

　師団員の中から一人の女性が歩み出た。軍服の下に見覚えのある袴はかまが見えた。

「ぼーっと突っ立って、穴だらけになっても知らないよ？」

「あなたが守ってくれるでしょ、烏か音のん？」

「ん～どうしよっかなぁ」

　烏うノの[image: ]つじ烏音。他ならぬ杏あ音のんの姉を、蒼生は初めて見た。

　妹と同じく、後ろ髪を束ねた陰おん陽みよう師じ。彼女はニッと白い歯を見せ、

「やられる隊長の姿も見てみたいかな～なんて思ったり」

「残念だけど、わたし死なないから。あなた達が側そばにいてくれる限りはね」

「嫌な隊長さんだなあ。そんじゃ、死なせない程度に頑張ってみるよ」

　烏音は満更でもない調子で、降り注ぐ銃弾の雨に手を広げる。

「さあ、皆みんな───前のめりに逃げる準備は出来てる？」

　魔女は背中越しに、〈[image: ]か楼る羅ら〉の隊員へ突撃の号令を下した。と、そこで。

「人の頭ん中を勝手に覗のぞいてんじゃねえ、クソガキ」

　野太い声が耳元で牙を剥むいた。蒼生はハッとして訊たずねる。

「ナベリウス、これはお前の記憶なのか!?」

　返事は無かった。視界が急激にぼやけ、感覚が遠のいてゆく。

　蒼生は獣の意識に呼びかける。

「姉さんが五年前に京都に来てた、ってのは本当か!?　教えてくれっ！」

　意識の糸が解ほどけ、全てが闇に包まれた。

　目を開く頃には日付が変わり、京都は朝を迎えていた。
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　京都は盆地。

　烏うノの[image: ]つじ杏あ音のんはそれを思い出す。

「暑い……」

　朝を迎えた烏ノ[image: ]邸。広くて埃ほこりっぽい畳の上で、彼女は目を覚ました。

　寝ぼけ眼まなこに壁を確認する。捲めくるのが億おつ劫くうな暦によれば、もう秋口であるらしい。なのに夏が盆地に嵌はまって抜け出せないのか、昨晩はひどく寝苦しかった。障子を開け放っても、吊つるした風鈴はついぞ微動だにしないまま。

「おはよ、杏音」

　庭先から真ま白しろの声。彼女は縁側に上がり込むと、風鈴をチリチリ鳴らす。

「ん～あと五分」

　寝返りで延長戦を決め込む杏音。真白は呆あきれて、

「そうやって二度寝・三度寝して、結局起きられんくて泣き寝入りやんか」

「余計なお世話」

「早起きは三文の得って、習わんかった？」

「三文なんてはした金にしかならないなら、寝てる方が幸せ」

「何寝ぼけたこと言うとんの。そろそろ仕度せんと、遅刻しても知らんよ」

「分かってる。今起きるから……」

　幼おさな馴な染じみにせっつかれ、杏音はしぶしぶ体を起こす。寝ぼけ眼まなこに入るのは、カラカラに乾いた筆と、目減りのしないインク壷つぼ。明日、また明日と、一日延ばしで積もり積もった宿題の山。言語学習が退屈で苦痛に感じ始めたのは、いつからだろうか。

「学校……いかなきゃ」

　他ひ人と事ごとのように呟つぶやいて、杏音は空を見る。

　今日は憂鬱な月曜日。せっかちな朝日が眩まぶしくて、涙もろくに零こぼれない。




「行ってきます、お姉ちゃん」

　言いながら、言う必要なんてあるのだろうかと杏音は思う。

　玄関の引き戸を閉め、鍵をかける。守るべき家族も、盗まれて困る思い出も、これといって無いけれど。染みついた惰性は、寝不足な頭でも淡々と仕事をこなしてくれる。

　そう、淡々と。変化のない日常が過ぎゆくように。

「「おはようございます、ご先祖様」」

　家のそばの鳥居を、杏音は真白と潜くぐった。

　言げん霊れい閣かくの始まり───安あ倍べの晴せい明めいが祀まつられた、晴明神社。社殿の五ご芒ぼう星は、桔き[image: ]きよう紋と呼ばれる魔ま除よけ印。真白と並び、礼をして柏かしわ手でを打つ。小さい頃から染みついた日課だった。

「ねえ、真ま白しろ」

「ん？」

　参拝を済ませ、二人は神社脇の橋に寄った。

　欄干には〈一いち条じよう戻もどり橋ばし〉の文字。流れる小川を見つめ、杏あ音のんが問いかける。

「紙隠し、昨日の夜はどうだったの？」

「今度は四人攫さらわれた、って」

「どこで？」

「花はな見み小路こうじで二人、五ご条じよう大おお橋はしと三さん十じゆう三さん間げん堂どう付近で一人ずつ」

「また鴨かも川がわの向こう、結界の外側なんだ……」

「ほんま。出るって分かっとんのに、どうして捕らえられへんのかな」

　真白は悔しさを露あらわにする。杏音にも徒労感がどっと押し寄せた。

　連日連夜の紙隠し。二人とも、夜の市中見み廻まわりが日課となって久しい。

　だが、紙隠しは隙を縫っては少女をかっ攫う。九きゆう十とが指揮を執る言げん霊れい閣かく総出の捜索網も、元から人員が足りない上に、体力もいよいよ底を尽きかけていた。

「わたし達こんなこと続けて……意味あるのかな？」

　杏音の口から、塞いでいた疑問がぽろり。

「弱気になったらあかんよ、杏音。言葉は伝う染つるから、気いつけんと」

「でも、兄様も病を押して頑張ってるのに、全然捕まらないなんて」

「それでも頑張らんと。この街を守ることは、言霊閣を守ることそのものやから」

　真白は言うと、サボり癖のついた幼おさな馴な染じみの指を、そっと盗み見る。

「杏音、最近読み書きしてへんの？」

「ここ数日はほら……紙隠しの見張りで、毎日家に帰るの遅いから」

「せやけど、紙隠しの前からずっと元気ないよ。授業中も、窓の外眺めて上の空やし。宿題出さん日も段々増えてきとるし」

「それは……」

　目の行き届く幼馴染みに、杏音は黙り込む。

「別に、非難なんてしとらんよ。うちだって、面倒くさい時も、疲れて眠たい時もある。でも、読み書きはしっかり続けんと。一日休めば三日戻る、って兄様も言うとるし」

「分かってるってば……」

　杏音は欄干をぐっと握る。

　談笑する中学生の群れが、橋を通りすがった。

　普通の学校の、普通の制服。変化も変哲もない、普段通りの登校風景。

　彼らの日常を守る為ためには、誰かが非日常を生きなければならない。陰おん陽みよう師じは代々そうして、陰ながらこの街を守ってきた。感謝されるわけでも、見返りがあるわけでもなく。

「杏音。普通の暮らしがいいな、とか思ってる？」

「真白は、思ったことないの？」

「ない、って言ったら嘘やね。でも、雨あま蚕がい家は平へい安あん時代からの〈蟲むし憑つき〉。体に言霊アニマを憑ひよう依いできる特異体質。生まれついたら、死ぬまで体に蟲を飼わんといけない人生やし」

　真ま白しろの腕から蚕カイコ蛾ガが羽ばたき、指先にとまった。彼女は愛いとおしげに眺めて、

「お蚕様って、もう自力で飛べへんのよ。蛾なのに人から蝶ちようよと育てられて、飛び方忘れてしもたんやね。でも近くで見ると、結構可愛かわいい顔しとるでしょ？」

　彼女は言う。

「ウチは普通の暮らしより、兄様と言げん霊れい閣かくの未来に寄り添いたい。杏あ音のんは、どうなの？」

「わたしは……」

「杏音は、どうしたいん？」

「わたしだって、兄様や言霊閣を、お姉ちゃんが守ってきたものを守りたいけど……」

「けど？」

「ううん、何でもない」

　───いっそ、言霊閣もこの街も。何もかも忘れられたなら。

　そんな杏音の心中を察したのか、真白が言う。

「生まれる土地や家族は選べんけど、それを不幸と思うかどうかは選べる」

　杏音の唇が開いた。

「心がけ次第やと思うよ」

　戻もどり橋ばしを後にする真白は、立ち止まって「杏音」と呼びかける。指で口をニイ～と広げ、

「愛想は一番の女子力、って烏か音のん姉ねえさんが言ってたでしょ？　折せつ角かくの別べつ嬪ぴんさんも、むつかしい顔してたら、いい男もいい運も寄って来んよ？」

「女子力、かあ」

　姉の口癖を思い出し、杏音は口角を吊つり上あげてみる。

　川かわ面もに映るぎこちない笑顔が、心こころ許もとない上に落ち着かない。

「ねえ、お姉ちゃん。わたし、これからどうすればいいのかな……」

　歴史。伝統。そして、しがらみ。

　ここは京都。険しい山肌に閉ざされたわけでも、海うな原ばらに孤絶しているわけでもない。

　心意気一つで明日にも出られそうな街が、確実に、しかし着実に、未来へ擦なすり付けた勇気を絞め殺していく。そうして上げ損ねた腰が、根を下ろしてしまう土地柄だ。

　京都は盆地。

　杏音はやはり、それを思い出す。
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「遅い」

「いてっ」

　陽ひが高度を稼ぎ、午後を向かえた鴨かも川がわのほとり。

　街をうろついていた雪ゆき音ねは、蒼あお生いの姿を見つけるなり、地図を丸めて頭をぽかる。

「いつまでも待ち合わせ場所に来ないから、心配して探したのよ！」

「悪かった。ちょっと道に迷ってだな……」

「碁盤の目でどうして迷えるの。東京ならともかく、京都なんて目印だらけじゃない」

　方向音痴な幼おさな馴な染じみを、雪ゆき音ねはもう一発ぽかり。

「地図を回してる挙動不審な男の子知りませんか、って聞いたらすぐに見つかったわ」

「どういう探し方なんだよ。まあ、お陰様というか助かったというか」

「外国語は読めても地図が読めないって、致命的ね。もはや才能」

「何とでも言ってくれ」蒼あお生いは吐息をついて、「それより雪音、収穫は？」

「まるでダメ。そっちはどう？」

「こっちも、さっぱりだ」

　手分けして、市内で聞き込み調査を行うこと半日。

　老ろう若にやく男なん女によ問わず、手あたり次第に情報を集めるも、結果は芳かんばしくなかった。

「昨晩は四人が攫さらわれた、って見ミ[image: ]マワリ組グミから報告を受けたけど。目撃者はゼロか」

「わたし達、一体何を追いかけているのかしらね」

　茶寮の日ひ除よけ傘の下で、雪音は腹いせに抹まつ茶ちやを啜すする。

「結局、集まったのは噂うわさ話ばなしだけ。どうする、蒼生？」

「取とり敢あえず書き出してみないか？　信しん憑ぴよう性せいはともかく、情報には変わりないんだし」

「分かった。やってみましょ」

　地図を広げ、二人はアルビオンで印をつけ始める。

　紙隠しの目撃談、或あるいは目撃談の噂。そして噂の、そのまた噂。原形も虚実も定かでない断片を塗り重ね、紙の上に紙隠しの出没箇所を炙あぶり出だしていくと、

「御お土ど居いの内側に出ない、って話は本当のようね」

「ああ。それから、御土居の外側にも、出る場所と出ない場所があるみたいだな」

「確かに、所々ちょこちょこ抜けてる。ちょっと不自然ね」

「ん、ちょっと待て。何だか……東側に寄ってる気がしないか？」

「言われてみれば」雪音は地図に目を寄せる。「鴨かも川がわの東に多いような？」

　御土居の外に散らばった出没地点。

　日付や時間帯もバラバラだが、東ひがし山やまと呼ばれる地区に偏りがあるのは気のせいか。

「雪音、どう思う？」

「人通りが多くて目撃頻度が高い、って要因もあるんじゃない？　ほら、この東山地区ってわたし達の旅館の近くでしょ？　歓楽街だし、夜は大人おとな達でいっぱい───」

「どうした？」

「そうよ……そうだわ！」

　戸惑う蒼生に、彼女は言う。

「ねえ、思い出してみて。紙隠しを実際に目撃してるのも、その噂をわたし達に話してくれたのも、全部……子供達じゃなかった？」

　蒼あお生いはハッとなる。心の奥底でぼんやり燻くすぶっていた、違和感の正体に。

　十代の子供達を除き、大人おとな達は一様に、紙隠しの事件について無反応だった。

　否、無関心と表現するべきか。

　───この街では、誘拐事件なんておきませんが。

　一言目には笑われた。聞いているこちらが、場違いに感じてしまうほどに。

「昨日の夜、紙隠しを見て感じたのよ。もしかしたら大人達には……」

「紙隠しが見えていない？」

「うん、あくまで可能性だけど」

「いや、あり得る話かもしれないな。だとしたら……」

　大人の多い歓楽街を選ぼうと、何ら障害ではない。事実として昨晩、花火で賑にぎわっていた鴨かも川がわの東側で、少女が攫さらわれている。となると一層に不可解なのは、

「どうして、犯行現場が鴨川の東に寄ってるんだ？　仮に大人に見られないとしても、大人の多い場所を敢あえて選ぶ理由なんてないだろ？」

「言えてるわね。その場所でなきゃいけない必然性があるなら、話は別だけど」

「その場所じゃなきゃいけない必然性？」

「さあ。知らないわよ、そんなの」

　雪ゆき音ねがポツリと漏らす。

「わたし、何だか怖い」

「確かに気味悪いな。正体も誘拐目的も、まるで分からないし」

「ううん。そっちより、この街の子供達が」

「この街の？」

　雪音は「だって」と横目を流し、

「同じ年頃の女の子が攫われているのに、誰も怖がってない。それどころか、ワクワクしている。『紙隠しを見る為ために、夜に出歩くんだ』って。これじゃまるで───」

　娯楽みたい。雪音はそう言った。

「大人達も大人達で、全然危機感がない。子供達が真夜中に街をうろついても、まるで他ひ人と事ごと。平和と呼べば聞こえはいいけど、無関心もいいところよ」

「子供が夜中に出歩いても攫われない街なんだ。しょうがないさ」

「ちょっと異常だわ」

　犯罪が撲滅され、緊張感のすっかり麻ま痺ひした都。

　思春期の退屈を持て余した少年少女にとって、誘拐事件は刺激そのもの。静かな熱狂に憑つかれ、彼らは今こ宵よいも街へと繰り出す。自分が餌食になるなど夢にも思わずに。

　───もしかして、それが狙いなのか？

　蒼生は思案する。

　どこに出るとも知れぬ紙隠しを求め、子供達は市中に分散。彼らを律すべき大人達は、防波堤として機能不全。この街の風紀そのものが、紙隠しを助長しているようだった。

「考えてもキリがないわ。もっと情報を集めないと」

「よし、こうなったら作戦変更だ。日が暮れるまで、女子中高生を集中狙いするぞ」

「その言い方だと、犯罪臭しかしないわよ……あ」

　口に団だん子ごを運ぶ蒼あお生いに、「最後の一個……」と雪ゆき音ねが口を尖とがらせる。じーっと見つめられては食べるに食べられず、蒼生は観念して、「ほら、口開けろ」と差し出す。

「あ、ちょっ……いいわよ、別に」

「いいから動くなって。刺さったら危ないだろ」

「じゃ、じゃあ……お言葉に甘えて？」

　差し出された串へ、雪音は髪を押さえつつ口を開き、

「はむっ」

　あと一歩で、顔を押しのけられた。代わりに食いついたのは、

「う～む。味はそこそこ、弾力が今ひとつじゃな。六十五点、ってとこかの」

　花魁おいらんさながらの着物に、狐きつね耳を生やした幼女。

　浮かない顔で頬ほお張ばる人物を、蒼生は驚きに見つめる。

「あなたは……九きゆう十との使い魔の」

「いかにも。京が伏ふし見み、お稲荷いなり様の総大将じゃ。跪ひざまずいて足を舐なめても構わんぞ？」

　幼女は卓の上に仁王立ち。素足で蒼生の頬をうりうり。

「我が名は、宇う[image: ]か之の御み魂たまの神かみ。ウカ様と呼ぶがいい。お主が、あほいじゃな？」

[image: ]

「蒼あお生い、です」

「ほう。見た目はそっくりじゃが、姉ほど危険な香りはしないの。まだ子供じゃな」

「姉ねえさんを知ってるのか……？」

「知っているも何も、この目で見ておるからな。五年前に」

　───二人とも、よく似ておるわ。

　蒼生は思い出す。八や坂さか神じん社じやで、彼女がそう口走っていたのを。

「五年前に見たって……本当か!?」

「嘘をついてどうする。この目で見たと言っておろうが」

　ウカは頷うなずくも、その顔色は芳かんばしくない。

「とは言え。わしは先代の陰おん陽ようの頭かみ───九きゆう十との父親から、第九師団とその使い魔達を御お土ど居いの内に入れるよう言われたまで。談合目的など一切聞いておらん。知っているのは、烏か音のんが橋渡し役として彼らを手引きした、ということだけじゃ」

「杏あ音のんの姉さんが、第九師団を言げん霊れい閣かくに？」蒼生は問う。「どうして？」

「さあの。お主が京都へ来たのも、恐らくはその縁じゃろうて？」

　ウカは言うと、くるりと回り、

「して、こっちは菜の花垣根だの」

「氷乃花雪ゆき音ね、よ！」

「目鼻立ちといい黒髪といい、あの田舎いなか狐ぎつねが喰くいそうな娘よ」

「あなた……朔サク夜ヤとは、どういう関係なの？」

「千年来殺し合った仲じゃ。幕府側と朝廷側とでな。む、奴やつから聞いとらんのか？」

「聞いてないわ」雪音は言う。「朔夜はそういうの、あまり語りたがらないから」

「猫かぶりなぞしおって、あの女狐め。今度こそ串刺しにしてくれるわ」

　癇かん癪しやくを散らす人外の幼女。噂うわさに名高い神様を前に、蒼生は呟つぶやく。

「宇う[image: ]か之の御み魂たまの神かみ……朔夜と同じ〈八十禍霊ヤソマガツヒ〉の一柱か」

「これ、同列にするでないわ。あやつよりわしの方が、性格も可愛かわいさも上じゃろうが！」

　幼女は耳を尖とがらせる。姿こそ愛くるしいが、蒼生は気を引き締める。

　国家戦略級使役霊〈八十禍霊〉───日本語を核言語に持つ、土着の上級位言霊アニマ群。

　曲霊マガツヒ、転じて禍霊。福を齎もたらし災いを降らせる御み霊たまたち。中でも、学院が国家戦力に指定する彼らは、桁違いの霊格と霊力を誇っている。

「曲霊など、へそ曲がりな霊みたいに呼びおって」

　幼女はその呼び名が気に入らないらしく、

「性格が曲がっているのは認めるところじゃが、へそは曲がっておらんわ」

「それ同じ意味よね……」

「ま、立ち話もなんじゃ。場所を変えんか？」

　座っている二人に提案し、幼女は団だん子ごを飲み込んだ。

「応おう仁にんの乱の死体置き場で、団子など食えたもんじゃないからの」
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　錦にしき小路こうじ───ひと呼んで、京の台所。

　青果鮮魚にお惣そう菜ざい。夕飯支度に活気づく市場を、蒼あお生いは雪ゆき音ねと並んで歩く。

「あの、ウカ様。さっきから何をしてるんですか……それ」

　蒼生の指摘に幼女が振り向く。その口は、くすねた食材で早くもリスのよう。

「まあ、いわゆる万引きじゃな？」

「じゃな、じゃないわよ！　いくら神様でも、していいことと悪いことがあるでしょ！」

「そうカッカするでない。錦の商店街は、神様向けの勘定込みで品を売るのが伝統での。一個や二個は、わしへの日頃の感謝料。暗黙の了解というやつじゃ」

「神様向けって、ここにあるもの全部つまみ食い放題なの？」

「という、商売繁盛の為ための方便だがの。今時、本気で信じとる輩やからなどおらんがな」

「いいなぁ……食べ放題」

　雪音が羨む前で、ウカは着の身着のまま、気の向くままの万引き梯子はしご。油揚げをひょいと攫さらって、しゃぶりつく。その行いを、周囲は誰一人として咎とがめない。

「堂々と歩いて大丈夫なのか？　言霊アニマを知らない一般人に見られたら、マズいんじゃ？」

「わしの姿など周りにはほとんど見えておらん。案ずるでない」

「見えてないって、どうして？」雪音が問う。「そんなに目立つ格好してるのに」

　ウカは、蒼生の軍服で指の油をふきふきすると、

「つかぬことを聞くが。わしの尻尾しつぽ、何本見える？」

「尻尾？」　蒼生は小麦色のそれに目を留めて、「一本だけど、それがどうかし───」

「一人……か。そいつは災難じゃったな」

　ウカの瞳が悲哀に色いろ褪あせた。

「一人？」雪音は怪け訝げんな面持ちで言う。「何の話？」

「お主ら───目の前で親しい人間が死ぬのを見たのじゃろ？」

　蒼生と雪音の表情が固まる。脳裏に、転校生のおぞましい最期が息を吹き返した。

　日の浅い生傷を抉えぐられ、蒼生は込み上げた吐き気に口を押さえる。

「〈凶キヨウ帷子カタビラ〉───」

　煌きらびやかな袖を翻し、狐きつねは言う。

「わしの体は特別でな。ある条件を満たした人間にしか、見ることは叶かなわん」

「条件？」蒼生は唾を飲んで問う。「それは何なんだ？」

「一つは、親しい人の死を直接見ていること。その人数分だけ、見える尻尾の数が増える寸法じゃ。そして、もう一つは───自らの手で誰かを殺した経験があること」

　ウカの瞳が妖しく光る。

「直接であれ間接であれ、な。殺あやめた頭数の分だけ同様に尻尾が増えてゆくが、この場合には勾まが玉たまがつくことになる。もしも見えたのならば、そういうことじゃ」

　蒼あお生いは雪ゆき音ねと目を見合わせた。尾の先に一つ、勾まが玉たまがふわりと浮いている。

　望まぬ形とはいえ、織オリ絵エの命を手にかけてしまった。

　言い訳では済まされない罪を、蒼生は眼前に突きつけられる。

「ま、敢あえては訊かんぞ？　秘すれば花というしの。根掘り葉掘りは無粋じゃろ」

「つまり、ウカ様の姿を見ることのできるのは……形がどうであれ、人の死を身近に体験している人間。そういうことなのか？」

「じゃから、昔は皆みんなに神様が見えておった」

　流れる群衆を横目に、ウカは過去を憂う。

「ここは凶都、古いにしえより争いの尽きぬ街じゃ。大切な誰かを目の前で殺されるのも、誰かを目の前で殺すことも、ありふれておった。だから皆が神様を見た。明日をも知れぬ恐怖に、お社を建てて崇あがめ奉たてまつるほどに」

「でも、今となっては治安都市。だから周りの人にはウカ様の姿が見えないのね」

「だといいんじゃがの。そんな平へい安あん京きように、ここ数日は痴しれ者ものが湧いておる」

　ウカは瞳に苛いら立だちを募らせ、爪を噛かむ。

「九きゆう十とから聞いたぞ。お主ら、紙隠しをわしらの仕業と疑っとるらしいな？」

「あくまでも可能性として、って話だ。俺達だって疑いたい訳じゃない。けど、御お土ど居いの内側に紙隠しが出ないのは不自然だ。言げん霊れい閣かくが疑われても仕方ないだろ？」

「出なくて当然じゃ！　御土居の内側は、わしの結界じゃぞ！」

「結界？」と雪音。

「弐の霊柱───〈晴セイ明メイ桔ギ[image: ]キヨウ〉」

　幼女は指を立てて言う。

「洛らく中ちゆうは、わしの胎内も同然。如い何かなる妖魔怨霊も通さず、外からの霊力は全て無効化する。内へ入れば聖せい語ご騎き士しとて聖語も使えん。小こ賢ざかしいお江戸の役人どもから、平安京を守る為ための砦とりでじゃ。それを疑いの種にしおってからに……！」

　明らかとなる新事実に、二人は戸惑った。

「ウカ様」蒼生はふと気に掛かる。「俺達のこの会話、九十には聞こえてるのか？」

「聞こえてはおらんぞ。お主らに声をかけたのは、わしの個人的興味じゃ。ちと息を吹きかけようと思っての。紙隠しを捉えんと、このままでは我が主あるじの体がもたんからな」

「もたない？」雪音が首を傾かしげる。「九十の体が？」

「あやつの心臓はもう、わしの霊力無しでは動けん」

　───やっぱりか。

　蒼生は納得する。若様の病弱な第一印象は、的外れではなかったらしい。

「生来心臓が弱くての。三つと数えず彼岸に渡る体でな。それでも、あやつは九十九つくもの跡取り息子。失うわけにはいかず、先代はわしを九十と契らせたのじゃ」

　不ふ憫びんよの、とウカは言う。

「わしがいたばかりに死に損ね。生き永らえる権利と引き替えに、言霊閣存続の義務を背負わされた。わしの霊力が及ぶ御お土ど居いの内でしか、あやつは生きられんのじゃ」

「なら、外に出れば九きゆう十との心臓は……」

「ま、もって数分だの」

　蒼あお生いの呟つぶやきに、ウカは答える。雪ゆき音ねが辛つらそうに眉を寄せた。

「この街の皆みんながわしの姿を見ないで済む。そんな平へい安あん京きようを築くことが、九十の夢じゃ」

「それは、ウカ様が消えるってことよね？」

「極論はの」

「いいのか、それで？」

「何か問題でも？」

「誰にも見向きされなくなるなんて……辛いだろ。そんなの」

　朔サク夜ヤとの会話を思いながら、蒼生が言う。幼女が目を丸くして、破顔した。

「けったい傑作じゃな！　よもやこのわしが、人の子に同情されるとはの！」

　彼女は涙目になり腹を抱える。ぶつかってくる通行人を避よけながら、

「都合のいい神様を見るよりも、明日を見ることの方が、遥はるかに理想的で現実的な宗教じゃろうが？　そんな世を迎えた暁には、我が身など露と消えようが構わんわ」

「おやまあ。歩く年齢詐称が何を仰おつしやるかと思えば───」

　そこへ、朔夜が霊体化を解いて現れる。

「少しは人間らしい心もあったようですね？」

「ちっ、話の腰を折りよって」

　不ふ倶ぐ戴たい天てんの妖よう狐こに向かって、幼女は舌打ちする。

「ど辺へん鄙ぴ関東の山姥やまんばが、年不相応に若作りとはの。反へ吐どが出るわ」

「おかしいですね、本音を生なま八やつ橋はしに包まないとは。それでも自称・京都人で？」

「生八つ橋の原料はどれひとつとて、京都産ではないわ。そんなことも知らんのか」

　水と油の妖狐達。口火を切れば、舌戦は下火を知らず、

「いい年して幼女に化けるなど、見るに堪たえませんね……小児性愛も甚だしい」

「永遠の九歳児じゃ。至高だとは思わんか？」

「嗜し好こうの度し難いこと」

「日本人は光ひかる源げん氏じの頃からずっと、紫の上がお好みじゃろうが。平安京では、九歳児など余裕で合法。貴様こそ、あちこち盛って色気など醸し出しおって。都の風俗が乱れるわ」

「わたくし永遠の十九歳ですので。お子様と違って、女の魅力が溢あふれてしまって」

「本厄じゃな。はよ死ね」

「は、二分の一成人式が何か？」

　幼女と妖女は、いがみ合いのとっくみ合い。はだけた着物を正し、ウカは咳せき払ばらい。

「ともあれ、じゃ。紙隠しは一筋縄ではいかんでの。お主らも手伝え」

「そうするつもりだ」蒼生は頷うなずく。「けど、俺と雪音は」

「けど、何じゃ？」

「見ミ[image: ]マワリ組グミからの指示で、夜の持ち場を決められているの」

「どこにいろ、と言われておる？」

「嵐あらし山やま地区よ。渡と月げつ橋きようから天てん龍りゆう寺じ付近を見廻るように、って」

「はっ、そんな外れに紙隠しなど出んぞ。お主ら、外と様ざまのお飾りもいいとこよの」

「九きゆう十とは俺達に、学院と見[image: ]組に従いながら、言げん霊れい閣かくと内通するよう言ったんだ。その為ためには、命令に背いて持ち場を離れるのは難しい」

「わたし達が迂う闊かつに動いて怪しまれるのは、あなた達言霊閣にとっても不利でしょ？」

「ふん。甘ったれるでないわ。どっちつかずに首を回すなら、おつむを回して腹を括くくれ」

　耳の生えた頭を、ウカはつんつん指さす。

「人間の尊厳は自由意思とかじゃろ？　取るべき選択は二つに一つ。陰おん陽みよう師じ千五百年の味方につくか。たかだか二百年の赤あか煉れん瓦がの言いなりになるか。お主らの意思で選べ」

　妖よう狐この眼まな差ざしに唆そそのかされ、蒼あお生いは笑い返す。

「そんなの、俺達の答えは最初から決まってるさ。そうだろ、雪ゆき音ね？」

「ええ、もちろん」雪音は頷うなずく。「力になるには、どうすればいいの？」

「鴨かも川がわの東側を見て廻れ。わしの見立てでは、この辺がどうにも匂うての」

　雪音と目星をつけた、東ひがし山やま地区。

　それを聞き、蒼生は確信に近い手応えを掴つかむ。

「聖せい語ご騎き士しと手を組むなど、不覚にして不本意じゃが、都の為だからの」

「俺達だって、学院の手の平で踊るつもりはない。言霊閣の為、この街の為に力を貸すよ」

「利害一致じゃな」幼女は満足げに尻尾しつぽをふる。「では、京都で共闘と洒落しやれ込もうかの」

　ウカは軒に飛び移ると、朔サク夜ヤに舌を出して去った。

「角度的に際どい幼女趣味が見えたような……わたくしの眼めも末期でしょうか」

　朔夜は売り物の塩を掴みとり、自らの顔へふりかけながら、

「とはいえ。言霊閣に与くみするのは、結果的に賢明な判断でしたね」

「その顔は何か分かったようね？　朔夜」

「はい。言われた通り地面の溝を調べたところ、分かったことが」

「ご苦労様」蒼生は礼を言う。「それで、どうだった？」

「溝は市内の五カ所を結んでいました。言霊閣こと二に条じよう城じようを起点にして、上かみ賀が茂も神じん社じや、八や坂さか神じん社じや───そして鹿ろく苑おん寺じ金きん閣かく、慈じ照しよう寺じ銀ぎん閣かくと回りまして、再び言霊閣まで」

　聞くなり、雪音はあっと口を覆う。

「もしかして。そういうことなの？」

「気付きましたか」朔夜が感心する。「流石さすがで御座いますね」

「え、どういうことだ？」

「ちょっと貸して」

　雪音は蒼生から地図をもぎ取り、縁石に広げた。朔夜の告げた順に、神社仏閣をアルビオンで結んでゆく。現れた幾何学模様に、蒼生は目を瞠みはった。

「これが……〈晴セイ明メイ桔ギ[image: ]キヨウ〉」

　巨大な五ご芒ぼう星陣が市内を覆っていた。

　鬼門の比ひ叡えい山ざんから眺めると、言げん霊れい閣かくを頂点にして見事な均整がとれている。

「それだけじゃないわ、蒼あお生い。ほら、ここ見て。五芒星の真ん中」

「京都御所と晴明神社を……結界の中心に守っているのか」

「水を差すようで恐縮ですが、もう一つ。昨日の六ろつ角かく堂どうにて、ふと感じたのですが」

「朔サク夜ヤは、『言霊アニマが濃く匂う』って言ってたよな」

「はい。気になって探してみたところ、市内に同じような場所がいくつか」

　朔夜は指を折ってゆく。

「六角堂頂ちよう法ほう寺じの他に、今いま宮みや神社、平へい安あん神宮、北きた野の天てん満まん宮ぐう───そして、下しも鴨がも神社」

　言われるがまま、雪ゆき音ねは地図上に印をつけていく。

「驚いた」彼女は呟つぶやく。「五つとも、ぴったりと五芒星の凹くぼみに位置してる」

「〈晴明桔[image: ]〉の及ばない範囲に、付つく喪も神がみを配してるってことか」

「ええ。そして、見たところ───」

　紙隠しの出没場所が、御お土ど居いの外側で不自然に途切れているのは何な故ぜか。

　その理由が、紙の上に浮かび上がっていた。

「紙隠しは、これらを避けて出没しているようですね」




[image: ]


　　　　４



「また学校サボっちゃったな……」

　市内最古の禅寺・建けん仁にん寺じの法堂で、烏うノの[image: ]つじ杏あ音のんは屏びよう風ぶを眺め、一人溜ため息をついていた。

　俵たわら屋や宗そう達たつ作───『風ふう神じん雷らい神じん図ず』

　眺めるたび、杏音は不思議に思う。見る時間や空模様で、鬼神の表情は刻々と移ろう。顰しかめっ面つらに泣き顔と、妖怪変へん化げに劣らぬ千変万化。要は鑑賞者の心次第というやつだ。

　───心がけ次第やと思うよ。

　甦よみがえるのは真ま白しろの声。分かってはいる。けれど、心がけ次第で変われる心を持つには、それなりの心がけが、或あるいはそのまた心がけが必要になる。分かっていても出来ないことと、出来ないと分かっていること。この二つは全然違うようで、実は微妙に同じなのだから。

「だめだなあ……わたし」

　呟つぶやいたところ、襖ふすまの開く音があった。

　平日の昼時に参拝客は珍しい。そう思って振り向くと、見覚えのある人物と目が合った。

「わ、偶然」

　向こうも同じく驚いた。氷ひ乃の華はな雪ゆき音ね───黒髪の女性騎士は優しく笑うと、

「いいところに、女子中学生発見！　なんちゃって」

「どうしてここに……」

「蒼あお生いが女子学生に声をかけまくっている間に、色々調べようと思って」

「真っ昼間から何してるんですか、あなた達は」

「あ、うんと……そっち系じゃなくて。紙隠しの件での聞き込み調査というか。この辺のことなら、お寺の住職さんに聞いた方が詳しそうだから、寄ってみたんだけど」

　───よその街で、勝手なことを。

　共闘関係を、依然として認めきれない杏音。

　雪音が隣に正座した。急に立つのも憚はばかられ、杏音はすっかり逃げ損ねてしまう。

「ここには、よく来るの？」

「よくは来ませんが、よくよく考えてみれば割と」

「一人で？」

「というか、一人でに」

「何かごめんね……わたし、邪魔しちゃった？」

　雪音が申し訳なさそうに笑う。青い髪留めに流れた黒髪を、杏音は無意識に追いかけてしまった。髪を下ろした姉の姿が重なり、危うく声を漏らしそうになる。

「氷乃華雪音さん……でしたね」

「雪音、でいいわよ。杏音ちゃん、って呼んでもいい？　それとも、杏音さん？」

「別に、好きにして下さい」

「じゃあ、杏音ちゃん」

　呼ばれて杏音は後悔した。ひらがな三文字に縮まる距離感が、こそばゆかった。

「風ふう神じん雷らい神じん図ずっていうんだっけ、これ？」

　雪ゆき音ねが屏びよう風ぶを眺めて言う。

「わたし、小さい頃から言語ばっかで、こういう歴史とか芸術とかイマイチなのよね」

「そんなに難しい絵じゃありません」

　杏あ音のんは言う。

「強風と雷鳴。最も身近で最も凶暴な自然現象を、昔の人は神様の仕業と解釈することにしたんです。そうすれば、理解できないものにも、それっぽく理屈をつけられるから」

「強風雷鳴図」雪音は可お笑かしくなる。「確かに、風神雷神図の方が親しみやすいかも」

「名前を付けると、理解した気になれるんです。恐ろしい天変地異にさえ、表情がついて見える。言葉には───名前には、距離感を操る力がありますから」

　───どの口で言ってるんだろ、わたし。

　言いながら、杏音は戒める。九きゆう十とを兄様と呼んでいる自分自身を。

「兄」と呼んで慕うくせに、「様」をつけて遠ざける。寄り添いたい反面、遠巻きに見つめたいとも願っている。何千何万と口にしてきたその言葉は、言げん霊れい閣かくのしがらみと自分の、微妙な距離感そのものではなかったか。

「名前で距離感を操れる、かあ。それちょっと分かるな。わたしね、学院でずっと、蒼あお生いのことを『カレン』って呼んでたの」

「カレン？」

「ほら。何だか別人みたいに聞こえるでしょ？　その距離感にね、ずっと甘えてたの」

「甘えてた？　あなた達、いつも一緒にいるじゃないですか」

「それが甘え。わたしは学院で、素直に蒼生って呼んであげられなかった。寄り添った気でいることと、寄り添うことは別物なのに。物理的な近さを言い訳にして、本当の意味で寄り添うことから逃げてたの」

　甘えを、素直に甘えと認められる。そんな雪音の強さが、杏音には眩まぶしかった。

「杏音ちゃんは、絵が好きなの？」

「特別そんな。ただ、御殿にいるより、こういう琳りん派ぱの画えを見てる方が落ち着くので」

「リンパ？」

「そっちじゃなくて。絵師の一派です」

　首筋を指さす雪音に、杏音は息を吐く。

「わたしは狩野かのう派はの画が好きじゃありません。でも、兄様は美しいって言う」

「言霊閣の御殿にあった襖ふすま絵のことよね？　わたしも美しいと思うけど」

「狩野派に、〈個〉は要らないんです。権力者の下で、御用絵師としての画風を忠実に守り続けないといけない。先代の看板に傷を付けぬよう、〈個〉を殺しながら」

「暖の簾れん主義なのね」と雪音。「ご先祖様の伝統を受け継ぐって、絵の世界にもあるんだ」

「でも、琳派は違うんです。やりたい人が勝手に名乗り、自由に描くことができる」

　抜け殻のような絵画で彩られた御殿の中に、止まりかけの心臓を繋つながれて、言霊閣を背負わされた九きゆう十と。その孤独を思うと、杏あ音のんは胸が苦しくなる。

「兄様は生まれつき、体が弱いんです。なのに、いつだって自分のことは二の次で、言げん霊れい閣かくのことばかり。もっと周りを頼ればいいのに、一人で無理して何でも抱え込む……」

「そっか……杏音ちゃんは、若様のことが好きなのね？」

「ちっ、違います。そ、そんなんじゃありません！」

「え、違うの？」

「わたしはただ、兄様にはもっと自分を大事にして欲しいと思ってるだけです。そういう雪ゆき音ねさんこそ、あの蒼あお生いって人が好きなんですよね？」

「ちっ、違うわよ！　そんなんじゃないし、ただの幼おさな馴な染じみだし！」

　互いに頬を染め、しばしの沈黙。雪音は照れ臭そうに苦笑い。

　ひょっとして自分は、彼女と似ているのかも知れない。杏音はそう思った。

　それが芽生えかけの親近感だとは、ついぞ認めないままに。




　同じく雪音も、杏音の姿に親近感を覚えていた。

　───この子、少し前のわたしにそっくり。

　雪音は杏音の横顔を見る。解ほどけないよう纏まとめた後ろ髪。誰かの境遇を思い詰める、物憂げな睫まつ毛げ。どこか淋さびしそうに映るその背中が、他人のようには思えなかった。

　───わたしと蒼生の関係。カロリーナさんの目には、こんな風に見えてたのかな？

　学院に縛り付けられた蒼生。御殿に心臓を囚とらわれた九十。

　助けたいと願うも、その一歩が踏むに踏み出せず、中途半端な距離から見つめるしかない杏音。自分もそうだった。それも、つい最近まで。北欧の転校生に背中を押され、蒼生に本音をぶつけたあの夜まで、ずっと。五年間も。

　───助けてあげたい。力になってあげたい。

　雪音はカロリーナと同じ心境に、胸を焦がす。

「どうしてなんですか、雪音さん」

「どうして、って？」

「あなたはお兄さんを殺されているのに……あの人の側そばにいて、辛つらくないんですか？」

「前のわたしなら、『辛い』って答えるのかな」

　けれども今は、と雪音は思う。

「兄さんが死んだって聞かされてから、わたし、毎日泣いてばっかりだったの。でも、いつまでも泣いてたって、何も変わらない。それに、もしも噂うわさが本当なら、わたしより辛いのは蒼生の方でしょ？　わたしも蒼生も、そうじゃないって信じてるから。お互いにそう信じているって、信じ合えてるから」

「あの人を、そこまで信じられる理由は何ですか……？」

「幼馴染みだから。蒼生のこと、小さい頃からずっと、この目で見てきたもの。たったそれだけ。それだけだけど、それが全て」

　半ば自らに言い聞かせるように、雪ゆき音ねは杏あ音のんに問う。

「杏音ちゃんにも、信じている人、信じたいこと、あるでしょう？」

「信じている人、信じたいこと……？」

「もしもあなたが望むなら。わたし達、力になってあげられると思うの」

「わたしは……お姉ちゃんを奪った人達と同じ服なんて、着たくはありません」

「あ、待って。杏音ちゃん！」

　立ち上がる杏音に、雪音は声をかける。決して無理には引き留めずに。

「もう一度、考えてみてくれない？　わたし達の為ためじゃなくていい、あなた自身の為に」

　杏音の動きが止まる。彼女は小さく息を吐いて、

「雪音さんにとって、あの人は幼おさな馴な染じみなのかもしれませんが。わたしにとっては、お姉ちゃん達を殺した魔女の弟、赤の他人なんです。あなたの思いは理解できます。でも」

　迷いを振り切るように、杏音は襖ふすまの外に出た。

「わたしはやっぱり、あなたのことが理解できません」





　　　　５



　夜が更け、満月が天に昇る。

　[image: ]ぎ園おんの喧騒を尻目に、一人の少女が松まつ原ばら通りを歩いていた。

「お嬢さん、いい所に。ちょっと教えてくれるかな？」

　道に迷った観光客の男が、地図を片手に呼び止めた。だが、少女は一顧だにせず脇を素通りしてゆく。さながら下卑た客引きでも無視するかのように。

「ちぇっ、なんだよ。都の人は冷たいなあ……」

　男にもう一言かける勇気があれば。あるいは少女の夢遊病めいた足取りや、焦点の定まらない瞳に気付いたなら。彼女の叫びは報われたかも知れない。しかし期待するだけ無駄だった。眼前を堂々とよぎる怪しい巫み女こにすら、気付けない大人おとなになど。

　おどろ静かな小道の果てに、巫女は少女を攫さらいゆく。

　この世とあの世の狭間はざま───六ろく波は羅ら蜜みつ寺じ。その手前を通り過ぎようとして。

「おい」

　巫女は天から呼び止められた。

　見上げた本堂の瓦に、紅の三日月が二つ、煌こう々こうと燃えている。

「下げ賤せんな禍霊め。我が足下で、ぬけぬけと人攫いなどしおってからに」

　着物姿の幼女は、殺気だった瞳で巫女を睨にらむ。

「その首掻かいて、化野あだしのか帷子かたびらが[image: ]つじにでも蹴り転がしてくれるわ」

　宇う[image: ]か之の御み魂たまの神かみ───都の神様からの死刑宣告に、巫女はくいっと首を捻ひねる。

　紙の裏にとぼけ顔の透ける、けろりと構えたその仕草が、お稲荷いなり様の逆げき鱗りんに触れた。

「ほう、容かんばせすらつぶと見せぬか。不ふ埒らち千万め、髪の毛一本たりと残さぬぞ……！」

　幼女の醸し出す凄烈な怒気に、屋根が軋きしむ。飛びかからんとした刹那。

　ウカは視界の端に捉えた。木陰に隠れた人影が、音も無く立ち去るのを。

「術者か」

　紙隠しが、少女を連れて逆方向へ逃げ出す。

　二者択一。しかし、事の元凶を叩たたくには千載一遇の好機。優先すべきは明らかに、

「こっちが先じゃな！」

　ウカは屋根を跳んで、人影の方を追った。




　折しもその頃。[image: ]ぎ園おんの中心を貫く花はな見み小路こうじに、蒼あお生いと雪ゆき音ねの姿はあった。

「そろそろ出没の頃合いだ。気を引き締めていくぞ、雪音」

「了解。昨日はここで二人攫さらわれたのよね？　こんな人目の多いところで、よくもまあ」

　大人おとな達でごった返す通りを進みながら、雪音は漏らす。

「わたし達、これで完全に命令違反ね。もしも見ミ[image: ]マワリ組グミに知れたら───」

「しっ」

「んんっ!?」

　蒼生は雪音の口を塞ぎ、険しい顔つきで問う。

「今の音、聞こえたか？」

「聞こえたって、何が───」

　間もなく、雪音の耳にもそれが届いた。

　流れる雑踏の中に紛れた歩調。どこか生気に欠けた、漫そぞろで投げやりな足運びを。

　妖しげな巫み女こと女生徒が、人垣の割れ目を通り抜けた。

「おい、雪音」

「ええ、見たわ」

　怯おびえた視線で合図し、二人は駆け出す。

「くっ……どいてくれ！」

「お願いっ……道を空けて！」

　十と重え二十重はたえに塞がる人波を分け、二人は少女の姿を追いかける。酔いの回った足取りに、宵越しの腕を組む男女の列。大人達の自覚なき悪意に阻まれ、一向に前へ進めない。

　埒らちがあかないと判断、蒼生は声を張る。

「警察だっ、全員その場に止まれ！」

　叫んでようやく、僅かに道が開けた。警察という単語の意味が汲くめず、固まる群衆。

　居い心地ごこちの悪い視線を一斉に浴びるも、蒼生には慣れたことだった。

「職権濫用だけど、嘘はついていないからな……！」

　雪音より一足早く抜け出し、蒼生は紙隠しを追う。花見小路が途切れ、四よつ辻つじに差し掛かった、まさにその時。入れ違いに、視界の脇を駆け抜けるものがあった。

「今のは……？」

　一般客にしては不自然な、黒い外がい套とうに身を包んだ人影が、群衆の中に紛れ込んでゆく。気を取られたせいで、前方が不注意に。首を戻した蒼あお生いのもとへ、頭が突っ込んできた。

　飛び出してきたのは、弾丸ケモ耳幼女。

「ぐあっ!?」「ふぎっ!?」

　胸元に顔面を受けとめ、蒼生は盛大に吹っ飛ばされる。

　一方の幼女も、後ろに飛ばされ、すってんころり。弾みで着物が捲めくれ、下着がちらり。

「いっけな～い、遅刻遅刻っ！　運命の人にぶつかっちゃた……じゃないわ！」

　ウカは、慌ててお子様趣味な下着を隠す。

「この、あほい！　歩行者天国を走るな、危ないじゃろうが！」

「げほっ！　どっちが……！」

　言い返そうとするや胸に激痛が走り、蒼生は咳せき込こむ。

　───ぐっ。何本かイッてんな、これ。

　自称・九歳児。他称・高質量体。おまけに加速度付き。肋ろつ骨こつで済んだのは九死に一生か。当たり所が悪ければ、歩行者天国であわや天国逝きに。

　蒼生は胸元を押さえて息を詰まらせる。何を思ったのか、ウカはぽっと頬を染め、

「わ、わしに惚ほれるのは分かるが、そんなに悶もだえるでない。恥ずかしいじゃろ……」

「惚れてねぇ！」

　語気を強めたせいで、またも激痛。うずくまる蒼生へ雪ゆき音ねが追いつく。

「蒼生、どうしたのっ!?」

「恋こい煩わずらいじゃ」

「は？」

「済まんの。ヒロイン交代じゃな」

「よく分かんないけど……それよりウカ様！　紙隠しよ、紙隠し！」

「そうじゃ、こんなことしてる場合と違うわ！　早く術者を追わんか！」

　紙隠しと術者。異なる標的を口に、相反する方向を指し示す両者。

　互いの状況を把握できず、咄とつ嗟さの判断が出遅れる。

「俺と雪音は紙隠しを追う！　ウカ様はそっちを頼む！」

「ええい、言われなくともそうしとるわ！」

「朔サク夜ヤっ、聞こえる!?」

　蒼生と共に紙隠しを追いながら、雪音は意識づてに使い魔を呼ぶ。

　脇目に道標を流し見て、脳内地図に敵の行き先を予測し、

「紙隠しが出たわ。今すぐ松まつ原ばら橋に急いで！」

　路地を曲がると町屋が切れ、行く手に橋が現れた。

　雪音の予測通り、巫み女こは少女を連れて橋を渡った。その対岸に朔夜の白しろ袴ばかまが待ち構える。

「よし。もう逃げ場は無いぞ。その子を解放しろ」

「ついでに、あなたの主あるじの名前も吐いて貰もらおうかしら」

　紙隠しは橋の真ん中で立ち往生。蒼生と雪音、そして朔夜が両脇からにじり寄る。

　袖を垂らして沈黙する巫み女こ。お縄になるのかと思いきや、彼女は予期せぬ行動に出た。

「な───」

　蒼あお生いの口が開く。少女を置き去りに、巫女が川へと飛び降りたのだ。

　聞こえない水みず飛沫しぶき。巫女の体はふわりと宙に浮き、川かわ面もを滑るように逃げていく。

「くそっ……！」

「追いかけて、蒼生！」

　飛び降りを躊躇ためらう蒼生の前に、投げ込まれたのは日本刀。欄干に足をかけ、雪ゆき音ねは果敢に踏み切る。着地したのは水面───ではなく、突き立つ刀が凍らせた氷の上。

「水場なら追ってこられないだなんて、ナメられたものね」

　刀の柄つかに両手を添え、雪音は呪力を注ぎ込む。

「ハアアアアアアッ───！」

　負相そう剋こく───氷結呪文。夜の鏡面を冷気が走り、掠かすめた先から白く濁らせてゆく。遡上する彼女の意思は、せせらぎすらも凍結の中に、川を氷原へと仕立て上げた。

「雪音っ」蒼生は飛び降りながら、「足場が滑らないよう頼む！」

「まったくもう……注文が多いんだから」

　雪音はアルビオンを両手に取って、苦笑い。

「そのくらい、任せなさいよっ！」

　彼女は中国語を綴つづる。氷を這はう火属性の文字列は、駆け出す蒼生を一歩先回りして、靴一つぶんの範囲を加熱する。程よい霙みぞれに重心を埋め、蒼生は紙隠しを追いかける。

　しかし、もう一息で手が届こうかというところで。

　巫女は蒼生を嘲あざ笑わらうかのように、高度を稼ぎ始めた。

「ちっ、逃がすかよ！」

　遠のく巫女の体。正体を知るには接触が最低条件。距離を詰めなくては。

「がっ……！」

　肋ろつ骨こつが軋きしみ、蒼生は咳せき込こむ。無意識に胸元を庇かばうと、軍服の破れに指が触れた。

　とある少女に斬られた跡。思い出すが早いか、蒼生の口が吊つり上あがる。

「こんな時に、嫌な記憶を思い出させてくれるよな……」

　蒼生はアルビオンを握り、天を見上げる。

「悪いが、ちょっとだけ手本にさせて貰もらうぞ。杏あ音のん」

　言いながら筆記を開始。陰おん陽みよう師じの少女が為した業の再現を試みる。綴る文は〈[image: ]う闊かつな福音〉。咒じゆ刻こくと同じ、属性を剥はく奪だつされた無属性言語。〈浮遊〉をかけて文面を螺ら旋せんに巻き、足を乗せるに足る平面を、宙に築きあげる。

「うおっ……と!?」

　一歩目を預けた途端。体重と浮力が釣り合わず、体勢を崩した。

「見た感じより、案外難しいんだな……けど、コツは分かったぜ」

　天性の言語勘に、蒼生は肌感を掴つかむ。掴みさえすれば、あとは単純作業。

　拵こしらえた足場を飛び伝い、夜を駆け上がり。蒼あお生いはついに、巫み女この体を射程に収めた。




　───朔サク夜ヤ、その子を保護して！

　橋の上で、朔夜は主あるじからの指示を意識越しに受けていた。

「お怪け我がはありませんか？　怖い思いをしましたね」

　取り残された少女に朔夜は近づく、が。

「おや……？」

　少女の足は止まらず、フラフラと橋を渡り続ける。

　その瞳に意思が宿ってないのを見て、朔夜は琥こ珀はくの瞳を曇らせた。

「失礼、お許しを」

　やむを得ず、彼女は少女の鳩尾みぞおちに肘を入れる。

　気を失って倒れこむ体を受け止め、首筋に脈を確認する。

「良くないものに魅入られたようですね。これで一ひと先まずは」

　救出できたことに安あん堵どしつつ、朔夜は川を見やる。

　凍いて付ついた水面の先、天を駆け上がった蒼生が紙隠しへと迫せまっていた。




「捉えたぞ、連続誘拐犯」

　蒼生は巫女の背中にピタリとつけた。

　流れのままに〈[image: ]う闊かつな福音〉を綴つづり、五指に巻き付ける。霊体を傷つけぬ無属性言語に〈振動〉をかけて、貫通力を高め。巫女の心の臓目がけて、突き出した。

「───え」

　蒼生の腕が夜空にすっぽ抜ける。と同時に、生温かい液を視界に被かぶった。

　爆発。指先が触れる寸前、巫女の姿が弾はじけ飛んだのだ。

「自爆……？　違う、これは……」

　術者が仕込んだに相違なかった。核言語を読み取られ、言霊アニマの正体を悟られない為ために。

「っ、やべ……」

　紙隠しを捉える未来だけを眼中に、その後をまるで考えていなかった。

　重力に迎えられ、蒼生の体が急激に降下する。見ると雪ゆき音ねは遥はるか後方。筆記や詠唱より、落下速度が先んじる。迫る氷の表面。頭を打ち付ける予感に、思わず目を瞑つぶる。

「はい、お姫様抱っこ」

　視界が白に包まれ、水面が遠ざかった。体を受け止めた女性に、蒼生は礼を言う。

「助かったよ、朔夜」

「お嬢様の胸では、水面とさほど変わりありませんし。ここはわたくしが」

　柔らかい胸元で蒼生の顔を圧迫しながら、妖よう狐こは甘い声で誘惑する。

「どうです？　惚ほれてしまいましたか？」

「生あい憎にくだけど」蒼生は笑う。「俺には別の相手がいるんだ」

「愚問でございましたね」

　朔サク夜ヤは微笑ほほえみ、対岸にふわりと着地した。

「お見事」

「蒼あお生い様の方こそ。ですが、もう一息でしたね」

「まさか爆弾仕掛けとはな……してやられたよ」

　脇腹の激痛を堪こらえ、蒼生は巫み女この散った空に目を細めた。




「良かった……」

　雪ゆき音ねは胸を撫なで下ろす。危うく、自らの作り出した氷が徒あだとなるところだった。

　朔夜が蒼生を救出したのを見届け、彼女は唇を締める。

「言霊アニマごと爆破するなんて……保険をかけるにしては、野蛮な手口ね」

　思わせぶりに逃げ、引き付けての肩透かし。術者の非情さと周到さが垣かい間ま見みえた。

「取とり敢あえず、被害者の無事も確保したし。あとは───」

　周囲を見渡した雪音は、目に留める。

　人らしからぬ軌跡を描き、小さな着物が屋根を跳んでいるのを。

「朔夜っ、蒼生を頼むわよ！」

　対岸に声を張り、雪音は川かわ面もに刺さった刀を抜き取る。

　岸に飛び移り、幼女の姿を追いかけた。

「今のわたしに出来ることをしないと！」




「このっ、人ごみの中をちょこまかと……！」

　紙隠しの術者を追いかけながら、ウカの苛いら立だちは頂点に達していた。

　屋根を飛び伝って機を窺うかがうも、敵は人通りの多さを利用して逃げてゆく。

　一般人もろとも吹き飛ばせば、一件落着。しかし、京都を潤すのは一にも二にも観光客。お客様は神様である。無む下げに扱っては、都の威厳が廃るというもの。

「お客様は神様……？　神様はわしじゃ、ぼけっ！」

　ウカは屋根の鬼瓦を蹴とばす。欠片かけらが呻うなりを上げて狙うも、敵は難なく回避。

　瓦の砕けた音が、通り過ぎた後ろで、どよめきに変わる。

「この一大事に、どこまでも他ひ人と事ごとじゃな。幸せそうに手なんか繋つなぎおって、腹立つの！」

　大人おとな達を呪いつつ、ウカは見た。敵の足元に影法師が伸びているのを。

「人間、ではあるようじゃな。どこの誰か知らんが、八つ裂きにしてくれるわ」

「ウカ様っ！」

　足元から声がした。見ると、人垣を縫って走る聖せい語ご騎き士しが一人。

「いいところに来たの、卯うの花はな蒔まき絵え！」

「菜の花垣根よりかお洒落しやれだけど、氷ひ乃の華はな雪音！　それくらい覚えなさいっての！」

「ところで、お主。紙隠しの方はどうした!?」

「逃げられたわ……！　誘拐された子は、蒼あお生いと朔サク夜ヤが助けたから大丈夫」

「礼を言うぞ。付き合わせて済まんが、まだ走れるじゃろ？」

「当然。でも、この人だかりじゃ聖語が使えないわ。ウカ様、敵を囲い込めない？」

「うむ、ならば東側に締め出すぞ。わしは横から回る。お主はそのまま奴やつを追え。寺だらけの場所に追い込んでしまえば、邪魔になる人もおらん。あとはこっちのもんじゃ」

「夜のお寺……ううっ、何か出そう」

「もう色々と出とるじゃろうが」

　二人は分かれ、歓楽街から敵を締め出していく。




「これで持ち場は終わり。今夜も異常なし、か」

　その頃、烏うノの[image: ]つじ杏あ音のんは市中見み廻まわりの真っ最中だった。逃げる術者の動線に自分がいるとはいざ知らず。彼女は、何事もなく警備が終わる事への不安を募らせる。

「紙隠し、他の場所で現れてなきゃいいけど」

　引き返そうとするや。近くから歓声があがり、杏音は足を止めた。

「今の声……」

　乱らん痴ち気き騒さわぎではない。明らかな動揺の色があった。杏音は警戒を強めて歩み出す。花はな見み小路こうじの四よつ辻つじに顔を出し、見定めようとしたところ、

　びゅう！　黒い影が飛び出して、猛然と脇を駆け抜けていった。

「危なっ……何やの、あの人」

　咄とつ嗟さの出来事に、杏音は人影を見送ってしまう。

　そこへ走り込んできた人物とぶつかり、杏音は尻餅もちをついた。

「ゆ、雪ゆき音ねさん!?」

「痛たた……え、杏音ちゃん？　どうして、ここに」

「見廻りに決まってるじゃないですか。あなたこそ、どうし───」

「ねえ！　今すれ違った人、どっちに逃げた!?」

　雪音に肩を揺さぶられ、杏音は「あ、あっちに」と戸惑う。

「今すぐ松まつ原ばら橋に向かって！　それから、言げん霊れい閣かくの皆みんなも呼んで。紙隠しが出たの！」

「紙、隠し……？」

　杏音は落ち着きを取り戻すと、[image: ]ぎ園おんの街を南へ急いだ。

「兄様や真ま白しろに伝えないと……！」




　雪音は東に駆け続ける。[image: ]園の繁華街を抜けて、八や坂さか神じん社じやを回って円まる山やま公園へ。

　市街地への逃げ道を潰していく途中、彼女はウカと合流した。

「いいぞ、その調子じゃ。押し花挿絵！」

「もう色々と原形留とどめてないけど……このまま追えばいいのよね？」

「うむ。この先は寺だらけ、夜には門が閉まっておる。通せんぼは確実じゃな」

　ウカが言うなり、敵は長い石段を駆け上って行く。

　浄土宗の総本山───知ち恩おん院いんの三門。反りたつ甍いらかの下を、平然とするり。

「ちょっと、ウカ様。さっそくお寺の門が開いてるんだけど？」

「夜間特別拝観、って書いてあるの」

「……」

「数百年に一度の秘仏開帳が何じゃ！　数百年素直に待ってから見んか、そんなもん！」

「ああもう……！　色々突っ込みたいけど。そんなことより、早く追わないと！」

「やむを得んな。絶壁娘は横から回れ。今度はわしが正面からいく」

「絶壁!?」雪ゆき音ねは赤面して、「いくら何でも、九歳のお子様よりは大きいわよ！」

「お子様じゃのうて、ウカ様じゃ！　ええい、胸を張り合っとる場合か！」

　口論も同然に二手に分かれる。ウカは臆せず正面突破。

　敵は境内を、奥へと走り去っていく。

「薄気味悪いの。どこへ逃げようって魂胆じゃ……む？」

　ウカは楼の下にぶら下がる梵ぼん鐘しように目を留めた。重さにして七十トン。国内でも三本指に入る大きさの金属塊に、口元がにやける。

「除夜の鐘には気が早いが、都の危機じゃからの」

　ウカは素足の回し蹴りで鐘を突く。ごおんと空気が揺れ、巨大な鐘が飛んでゆく。

「ほれ、南無阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」

　青銅の塊が、無数の剣へと乱れ咲き、敵の背中に襲いかかるも。

「どうなっておる……」

　ウカは凝然とした。襲い掛かった剣が宙に弾はじかれ、呆あつ気けなく零こぼれ落ちたのだ。

「ふん。こそこそ人攫さらいをするだけあって、少しは芸達者なようじゃが───」

　幼女の耳が怒りにピンと立つ。四つん這ばいに憤然と力を込め、ひとっ飛び。

「のぼせるでないぞ、人間風情が」

　強襲。幼女は腕力任せの肉弾戦に持ち込んだ。

「っ!?」

　が、またしても。伸ばした爪は、獲物の手前で見えない力に阻まれる。自らの霊力を以もつてして抗あらがえぬ負荷に、ウカは瞠どう目もくした。否、瞠目するどころでは済まなかった。

「こやつ……ッ!?」

　腕が空間ごと捻られてゆく。鋭利な爪先から順に、雑巾でも絞るかのように。

　乾いた破骨音が駆け上がり、勢いそのままにウカの二の腕を喰くらい始め───

「───[image: ] [image: ] [image: ] [image: ]！」

　雪音の詠唱が助すけ太だ刀ちに入った。風属性を宿す韻律が気弾となり、ウカの腕周りを狙う。

　湾わん曲きよくする空間に楔くさびが打たれ、ウカは虎口を脱した。

「ハアッ！」

　雪音は敵に刀を一いつ閃せん。しかし、切っ先は見えない壁にピタリと静止。束越しの弾力に、二の腕が悲鳴をあげた。伸びてくる敵の手。それをギリギリまでひきつけ、

「空間を操るなんて反則業ね。けど、それで止めたつもり？」

　手に握ったアルビオンを触媒に溶かし、雪ゆき音ねは呪力を上乗せする。

「喰くらえッ！」

　一片氷心在玉壷、雪魄氷花涼気清───。

　刀身に刻まれた中国語が発光、ゼロ距離から火柱を噴いた。

　しかし、火か焔えんもまた虚空を破れない。敵は無傷で飛び退のくと、踵きびすを返して走り去る。

「こらっ、待ちなさい！」

　追撃しようとする雪音の袖を、ウカが引き留めた。

「やめじゃ。深追いするでない」

「でも、今逃がしたら……！」

「あれは手に負えん。追いかければ、二人揃そろってお陀だ仏ぶつじゃ」

　奇怪に捩ねじれたウカの腕を見て、雪音は思い留とどまる。

　───面妖な。何じゃ、あの力は。

　腕に残る感触に眉を寄せ、ウカは足元を見る。

　散らばる青銅の剣が、およそ弾はじかれたとは思えぬ外圧に、ぐにゃりと捻ねじ曲がっていた。




「助かって良かった。怪け我がは……ないみたいだな」

「大事はとりました。気絶しているだけですので、じき目が覚めるかと」

　松まつ原ばら橋の上。蒼あお生いは朔サク夜ヤと共に、倒れた少女へと駆け寄っていた。

「この子、まるで操られているみたいだったよな。紙隠しの霊柱か何かか？」

「ええ、恐らくは。どうしますか、蒼生様。言げん霊れい閣かくに運びます？　それとも見ミ[image: ]マワリ組グミに？」

　蒼生は迷う。が、答えを出す間は与えられなかった。

「現行犯だな。少年」

　野太い男の声があった。橋の入り口に、見[image: ]組の隊長が立っていた。

「違う。誤解だ、棗なつめさん」蒼生は主張する。「俺達は何もしていない！」

「お前達には嵐あらし山やまにいろと命じたはずだが。持ち場をこっそり抜け出して、言霊閣の少女誘拐に入れ知恵とはな。やはり魔女の血には抗あらがえんか、裏切り者め」

「だから、違うって言ってるだろ！　俺達は、紙隠しから彼女を助けたんだ！」

「ご託はいい。さっさとそこをどけ。その子は我々見[image: ]組が引き取る」

「いいえ、そうはさせません」

　少女の声がした。蒼生の背後から歩いて来るのは、烏うノの[image: ]つじ杏あ音のん。

「彼女は、わたし達が引き取ります。これ以上、一般人を巻き込むわけにはいきません」

「片腹痛いな。我々も、これ以上は看過できん。彼女をこちらに渡して貰もらおう」

「証拠隠滅でも図るつもりですか？」杏音が言い寄る。「攫さらい損ねたことへの口封じに」

「心外だな。それはこちらの台詞せりふだ。彼女は貴重な証言者になる」

　棗なつめは毅き然ぜんと言い放つ。

「猶予は与えた。だが、君らは足元の少女一人もロクに守り通せなかった。病弱な当主には荷が重かろう。いや違うな。彼自身が、この事件の首謀者であるのなら───」

「……兄様を、馬鹿にしないで」

　杏あ音のんが瞳を剥むく。理性の飛んだ手が、柄つかへとかけられた。

「何も、何も知らないくせに……っ！」

「やめろ、杏音！」

　蒼あお生いの制止を振り切り、杏音は棗に斬りかかった。刀身に咒じゆ刻こくを巻き付けて〈振動〉を重ね、切れ味を高めながら。

　甲高い鍔つば競りの音。棗を庇かばい、割って入ったのは副隊長の女性騎士。花はな簪かんざしの束ねる髪が風圧に舞う。その姿を見るなり、杏音は怯おびえた声を出す。

「桔き[image: ]きよう姉さん……!?」

「杏音。うちの隊長に剣を振るった意味、あなた分かってるの？」

　睨にらまれた途端、杏音の柄から握力が抜ける。

　そこへ、桔[image: ]は斟しん酌しやく無い太た刀ちを見舞う。受けながら、杏音の顔が悲しく歪ゆがんだ。

「やめて……桔[image: ]姉ねえさんとは戦いたくない……！」

「腰が引けてるわよ、杏音。あなた、練習サボってるでしょ？」

　受けの甘さに露呈する杏音の慢心を、桔[image: ]は見抜く。

「戦う気がないなら、剣なんか捨てなさい。いつまでお子様気分でいるの……！」

「嫌だ……剣を仕舞って、桔[image: ]姉さん。お願い……！」

「生半可な覚悟で剣を抜いたこと、その命で償うことね」

　桔[image: ]の語尾に、一切の感情が消えた。彼女は対のもう一本を鞘さやから抜き、宙に放る。

　そして、アルビオンを手に呪文を書き綴つづる。

　───あれは。

　その文面に、蒼生は目を見張った。咒刻───陰おん陽みよう師じにしか使えぬ古いにしえの言葉。それは二本の刀を接合し、赤黒い妖気を放つ一振りへと姿を変える。

「咒じゆ刀とう・〈獅し子し王〉───！」

　桔[image: ]は下段から妖剣を掬すくい上げた。辛うじて受け止める杏音。刀身に巻き付いた咒刻が、桔[image: ]の刀に触れた先から、灰となって崩れ落ちる。

　止やまぬ連撃に、杏音は刀を飛ばされた。丸腰の彼女へ、桔[image: ]は躊ちゆう躇ちよなく刀を振りかぶる。

　───このままじゃ、本気で斬りかねない。

　蒼生は後先考えず、杏音の前に体を投げ出す。助けたい、その一心で両手を広げた。

　ピタリと止まる凶刃。頬を嬲なぶり付ける冷たい風圧に、生つばを飲む。

「蒼生くん……邪魔しないで」

　桔[image: ]が声を落として非難する。

「これは、わたしと彼女の問題なの。あなたは関係ない。そこをどきなさい」

「確かに、俺には関係ないかも知れない。でも、俺は関係のない誰かが目の前で傷つくのを、黙って見ているわけにはいかないんです」

「先輩として、一つ忠告しておくけれど」

　桔き[image: ]きようは刀を下げずに、蒼あお生いを脅す。

「この街には、あなたの知らないことが山ほどある。首を突っ込むと、怪け我がするわよ」

「俺一人の怪我で誰かの命が救えるなら、安いくらいです」

「そう、どいてくれないの。だったら───」

「だったら、何ですか？」

　桔[image: ]の首元にすっと白刃が伸びる。柄つかを握るのは、黒髪の女性騎士。

「雪ゆき音ねちゃん……どういうつもり？」

「もしも蒼生を斬るつもりなら。わたしとの二対一を覚悟して下さい。桔[image: ]さん」

「そこまでだよ、三人とも」

　一触即発の空気に、仲裁が入る。

　橋のたもとには、真ま白しろに手を引かれた狩かり衣ぎぬの少年が一人。

「兄様、どうして……」

　九きゆう十との姿を見て、杏あ音のんは狼狽うろたえる。

「いけません！　結界の外に出たら、お体に障ります……！」

「ははっ、とうとう出てきやがったな。引きこもり皇子」

　駆けつけた二に八や凪なぎ蓮れんが、歓喜の声をあげる。九十は丁寧な口調で切り出した。

「見ミ[image: ]マワリ組グミの皆さん、ここはどうかお引き取りを。杏音の不始末をお許し下さい」

「都合いいなあ、おい。テメエんとこのお嬢さんは、うちの隊長に斬りかかったんだぜ？　この意味、分かってるよなあ？　国に喧嘩売ってんだぞ？　親と仲良くお墓に入りたいんなら───」

「きれいなおべべ着て、えらい大きい声で騒ぎはりますねー、お兄さん？」

　真白の遠回しな嫌いや味みに、蓮の表情筋が引き攣つる。

「ぶぶ漬け召し上がって、そこの高たか瀬せ舟ぶねで田舎いなかへお帰りになられます？」

「んだと、この蟲むし憑つき女……」

「よすんだ、真白」

　九十は諫いさめると、胸を苦しげに押さえてふらつく。

「このアホ、やせ我慢しおって」

　凭もたれた主あるじを背中で受け止めたのは、狐きつね耳の幼女である。彼女は呆あきれ顔に、

「生まれてこの方、御お土ど居いの外など初めてじゃろうに。心の臓が止まっても知らんぞ」

「ただの散歩だよ」九十は強がる。「御殿は窮屈でね。痺しびれた足の一つも伸ばしたくなる」

「格好つけるなら、せめて顔色をよくせんか」

　ウカに手を添えられて、九十の表情に血の気が戻った。

　桔[image: ]は険しい顔で剣を収めて、言う。

「隊長、ここは引きましょう。７対３では分が悪いですし」

「だが一いちノの瀬せ。こちらが攻撃されたのは事実だ。然しかるべき措置を取らせて貰もらう」

「どうか今回は見逃してあげて。わたし個人からもお願い」

　桔き[image: ]きようは真摯に頼み込む。棗なつめは黙って考え込んだ挙げ句、渋々と折れる。

「そこまで言うのなら、了解した」

「はい、了解されました」桔[image: ]は眼めを閉じて溜ため息。

「はあ!?」蓮れんは納得しない。「何でだよ、隊長！　コイツらをやるなら今だろ!?」

「一ノ瀬の縁故に免じて今回は不問にしよう。だが次はないぞ。九十九つくもの御曹司」

「お互い様です」

　九きゆう十とは優しくも締まりのある口調で返す。

　蓮は喚わめいていたが、棗に何かを言われたらしく、嫌々ながらに引き返した。

「感謝します。桔[image: ]姉ねえさん」

「わたし達が、ここで争ってもね」

　九十が頭を下げると、桔[image: ]が力なく笑う。

「桔[image: ]さん」雪ゆき音ねが辛つらそうな顔で問う。「やっぱり、あなたは……」

「そう、わたしは言げん霊れい閣かくの出身。なんて、言わなくても気付いてたんでしょ、蒼あお生いくん？」

「はい」

「いつから？」

「不ふ貶き不ふ殺さつ───人や言霊アニマを貶けなし殺あやめることなかれ、でしたね？」

　蒼生は言霊閣の教えを口にする。

「初めて会ったとき、あなたは朔サク夜ヤに会釈してました。その後、襲われた俺達を助けてくれたときも。聖せい語ご騎き士しにしては、言霊への態度が妙だと思っていたんです」

「聖語騎士だって、皆みんなが皆、血も涙もない人間じゃないでしょう？」

「そう思うことにしたんです。昨日の夜、あなたと偶然出くわすまでは」

「それで京都出身かどうか聞いたんだ、雪音ちゃん？」

「はい」雪音が頷うなずく。「桔[image: ]さんが着物だったので、怪しまれない質問だと思って」

「怪しまれる程度には残っていた、ってことかな。染み着いた教えって消えないものね」

　桔[image: ]は自らの手を、驚きと共に物悲しく見つめる。

「故郷を離れて、学院で学んで、聖語騎士の服を着て。未練も矜きよう持じも思い出も、全部脱ぎ捨てたつもりだったのに。ほんと、どこまでもなり損ないの陰おん陽みよう師じだな。わたし」

　呟つぶやいて、桔[image: ]は視線を移す。

「大きくなったわね、九十。今じゃもう、立派な若様かあ」

「桔[image: ]姉さん。もう一度、言霊閣に戻ってきてくれませんか？」

　九十の誘いに、桔[image: ]は被虐的な笑みを浮かべる。

「わたしに、帰る場所なんてないでしょ？」

「今なら誰も咎とがめません。言霊閣に、あの頃の大人おとなはもういない。僕たちはあなたが帰るのを待っています。桔き[image: ]きよう姉ねえさんの力が、僕たちには必要なんです」

「うちからも、お願いです」

　白髪の少女を見て、桔[image: ]は眉を寄せる。

「真ま白しろ……あなたも、しばらく見ないうちに、髪が真っ白になったわね。あなたのお母さんも、そこまでお蚕様を飼い慣らせなかったのに。あなたは特別ね」

「うちも杏あ音のんも兄様も、桔[image: ]姉さんが好き。お願いです、早よこっちに帰ってきて」

「なら、あの人をわたしに返して」

　髪飾りの下で、桔[image: ]は声を曇らせた。

「それは……」

「出来ない相談よね。分かってる」

　言い淀よどむ九きゆう十とに、桔[image: ]はきっぱりと言う。

「あの人が戻ってこない限り、わたしは戻らない」

　踵きびすを返す桔[image: ]。立ち止まると、彼女は背中越しに問う。

「杏音。あなたは、烏か音のんを取り戻したいの？　それとも、烏音に憧れていた自分を取り戻したいの？　どっち？」

「桔[image: ]姉さん、わたしは……」

「そこに迷いがあるなら、今すぐ言げん霊れい閣かくを出て行きなさい。今のあなたじゃ、九十や真白のお荷物になるだけよ」

　悄しよう然ぜんと項垂うなだれる杏音を叱りつけ、桔[image: ]は去った。

「蒼あお生い、杏音を守ってくれてありがとう。それから雪ゆき音ねと朔サク夜ヤも。お陰で、今夜の犠牲者が出なくて済んだ」

　倒れた女子生徒をウカに運ばせながら、九十は言う。

「そんな君達を信頼して、これからは隠し事はなしにするよ」

「隠し事？」

　蒼生の問いに、九十は頷うなずいた。

「見せたいものがあるんだ」





　　　　６



　白々と霞かすむ月の下。

　言霊閣へと通された蒼生と雪音は、九十に続いて御殿の廊下を歩いた。

「驚いたよ。まさか君達が、桔[image: ]さんと僕らの関係を嗅ぎ付けていたなんて」

「俺達も、初めは気にかかった程度だ。言霊閣の人間だなんて思わなかった。けど、見ミ[image: ]マワリ組グミ員に襲われた時、俺達を助けてくれた桔[image: ]さんに向かって、彼が妙なことを言ったんだ」

「桔[image: ]さんのこと、『裏切り者』って呼んでたの。疑い始めたのは、そこからよ」

「裏切り者……か」

　呟つぶやいた九十の表情に、影が差す。

「教えてくれ、九きゆう十と。桔き[image: ]きようさんが、どうして言げん霊れい閣かくを出たのか」

「言霊閣の陰おん陽ようの頭かみは、九十九つくも家と一いちノの瀬せ家の両家が代々務めてきた。話はここからかな」

　九十は語り始める。

「一ノ瀬家の跡取りとして、桔[image: ]姉ねえさんは言霊閣の未来を任うと嘱望されていた。けれど七年前。僕らの親達が、学院へのクーデタを企たくらみ始めたある日───」

　九十は間を置いて口にする。

「桔[image: ]姉さんは、破門されたんだ」

「破門？」蒼あお生いは眉を顰ひそめる。「どういうことだ？」

「言霊閣内部での動きが、どこからか学院側に漏れ出していたんだ。味方の中に、敵と内通している裏切り者がいる。親達は、その犯人を桔[image: ]姉さんだと結論づけた」

「漏らしたって」雪ゆき音ねが言う。「桔[image: ]さんが、言霊閣の内部情報を学院に？」

「親達は、そう判断した。陰おん陽みよう師じは日陰の人間。市井の人間との触れあいを避け、機密を保っている。けれど桔[image: ]姉さんには、逢おう瀬せを重ねていた恋人が、一般人の男の子がいたんだ。親達はそこに疑いの目を向けた」

「それが、さっき桔[image: ]さんの言っていた『あの人』……なのか」

「そう」九十は頷うなずく。「別れるよう迫せまられ、桔[image: ]姉さんは反発した。親達は無理矢理二人を引き剥がし、桔[image: ]姉さんは言霊閣を追放されて、学院の門へと下ったんだ」

「そんな……情報が漏れたのは、本当に桔[image: ]姉さんの仕業だったの？」

「桔[image: ]姉さんは、そんなことをする人じゃない。僕は今でも、そう信じてる」

　蒼生が姉に抱くのと同じ思いを、九十は口にする。

「桔[image: ]姉さんは、烏か音のん姉さんの同級生で親友だった。まだ幼かった僕、そして杏あ音のんや真ま白しろにとっては、姉代わりの存在だったんだ」

「だから、桔[image: ]姉さん、なのね」

　雪音は哀切に眉を寄せ、振り返る。憔しよう悴すいした杏音に寄り添う真白が、無言で頷いた。

「話が長くなったね、こっちだよ。そうだ、真白」

「はい、兄様」

「そろそろ交代の時間だ。彼女達を呼んできてくれるかい？」

「畏かしこまりました」

　真白が御殿の奥へと消える。九十に続いて、二の丸庭園へと蒼生達は降り立った。

　芝を踏みしめ池に向かい、月の落ちた汀みぎわに足を止める。

「兄様……この人達にあれを見せるんですか？」

「君を助けてくれた人達だよ、杏音。信用してもいいだろう？」

　返す言葉がなく杏音は押し黙る。九十は咒じゆ刻こくの綴つづられた庭石に手を触れた。

「蒼生、雪音。これから見せるものは、他言無用だ」

　地鳴りと共に池の表面が割れ、水底から巨岩が迫せり上あがる。

　蒼生達の前に、ぽっかりと深しん淵えんが口を開いた。




「二に条じよう城じようの地下に、こんなものが……」

　池の底から現れた階段を一行は下った。驚きよう愕がく冷めやらぬ蒼あお生いは九きゆう十とに尋ねる。

「学院は、この存在を知っているのか？」

「知られていたら、今頃僕らはここにいないだろうね。外の人間を入れたことは、僕の知る限りでは、一度もない」

「なのに、俺達は入れてくれるんだな？」

「君達を信用してのことだよ」

　蒼生は改めて、九十を間近に見る。

　静かな機知に溢あふれた眼力。日差しを浴びずに御殿へ籠もる肌は、死人も同然に白く透けている。心身痩そう躯くの陰おん陽みよう師じは、満まん身しん創そう痍いな言げん霊れい閣かくそのものであるようだった。

　通路が途切れ、広い空間にぶち当たる。開けた光景に、蒼生は息を飲んだ。

「これは……言霊アニマ？」

　果ての見えぬ地下通路。その中を、異形達が跋ばつ扈こしていた。

　さながら百鬼夜行の妖怪絵巻。〈封〉の札が貼られた物々しい檻おりも、ちらほらと。

「鞍くら馬まの大天狗、保ほ津づ川がわの河童かつぱ、巨お椋ぐら池いけの獏ばく───」

　九十は、歌でも詠むように口ずさむ。

「古くより僕らに友好的な御み霊たま様を、学院の目につかぬよう、ここに匿かくまっているんだ。彼らは、聖せい語ご騎き士し社会に反感を抱いている。僕がいるとはいえ、あまり近づかないように。その服だと、喰くわれても文句は言えないよ」

「どうやら、そうみたいだな」

　部外者の侵入に殺気だつ御霊達。気を荒立てぬよう目を伏せながら、蒼生は問う。

「師団数個分に匹敵する頭数だぞ。ここにいる全員とも、九十の……？」

「そう。僕がここにいる御霊様全ての、一応の使役主だ。その気になれば、今すぐにでも彼らに学院を襲わせることが出来る」

「一人が一度に、これだけの言霊と契約を結ぶなんて。そんなことが」

「出来るよ。上級位は一体まで、なんてのは聖語騎士の理屈でしかない。刃向かわれた時に制御する分の語数を、勘定に入れるからだ。僕達はもっと友好的な関係にある」

「言霊と人を繋つなぐのは、言葉ではなく理解。ということか」

「聖語がなくとも僕らは繋がれる。信頼という名の年月によってね」

　陰陽師の少年は威信を覗のぞかせると、徐おもむろに問う。

「蒼生。君は言葉の本質を何だと考える？」

「『言葉とは何か』を言葉で語れ、って？」

「自己矛盾なのは知っているよ。その上で、敢あえて君の口から聞いてみたいんだ」

「自己矛盾と知ってて聞くのは、自じ家か撞どう着ちやくって言わないか？」

　蒼生が挑発すると、九十は口角を上げた。

「分断と再統合───だと、俺は思う」

「その心は？」

「言葉は世界を細分化する。例えば〈猫〉という言葉は、〈猫〉という概念を世界から剥ぎ取る。〈猫〉の存在しなかった世界を、〈猫〉と〈猫以外〉に二分するように」

「その〈猫〉が本質的に〈猫〉かどうかは、別問題としてね」

「困難は分割せよ。意味のある最小単位に切り分けて、その総体として再統合すれば、世界の仕組みが理解できる。俺達にとって、言葉はその為ための手段だった」

「デカルト主義カルテジアンという熱病カルトだね。聖せい語ご騎き士しは、切り分ければ何でも分かると信じている。言霊アニマにしてもそうだ。文章、章、節、段落、文、単語、音素、形態素。君達は切り分けられるだけ、とことん切り分けた。それで何か得られたかい？」

「何も得られなかった。それが言霊研究の失敗だって、俺の姉ねえさんは言っていた」

「どこからがモノで、どこからが命か。君達は言霊を理解しようとして、その境界線を見失った。そして、無意味と意味の境界を考える無意味さを、忌み嫌った結果が───」

「言霊を、命じゃなくモノと見なすことだった」

　蒼あお生いが呟つぶやく。九きゆう十とは頷うなずいて、

「聖語騎士達は、言葉や言霊を都合のいい手段にすり替えた。僕らはそうじゃない」

「九十は、どうなんだ？　言葉を何だと考えている？」

「僕はね、〈流れ〉だと思っているよ」

「流れ？」

「そう、流れだ」

　九十は続ける。

「いわば、動的な平衡状態。言葉は生き物だ。絶えず変化し、僕らとの関係もまた常に移ろう。時に反目し、時には手を取り合う。その流れを、君達学院の人間は滞らせている」

「俺達と言霊が相互依存にあるのは、その通りだと俺も思う。聖語騎士はそれを一方通行でしか捉えない。言葉はあくまでも目的の為の手段。そう教わるからな」

「君たち学院が、目的の為に手段を選ばない人間なら。僕らは、手段の為に目的を選ぶ人間だ。争いの為に彼らを使うのではなく、彼らの為に平和を選ぶ。言葉や言霊を、ただの記号や符号と見なしたりはしない。僕の夢はね、蒼生。聖語騎士に分断されたこの世界を、御み霊たま様と一緒に再統合することなんだ」

「まさに分断と再統合、というわけか」

「君の言葉を借りるならね」

　九十は笑った。




「なんか、難しい話してるわね。あの二人」

「兄様のあんな顔、初めて見る……」

　蒼生との会話に興じている九十の横顔を、杏あ音のんは見つめる。

　自分の前では見せない顔。自分では引き出すことの叶かなわない顔が、そこにはあった。

「何だか楽しそう。兄様があんな顔するなんて、わたし知らなかった」

「蒼あお生いも、何だか生き生きしてる。いい話し相手を見つけたみたい……ん？」

　下から何かに袖を引かれ、雪ゆき音ねは視線を落とす。

「お姉ねえさん、遊ぼ」

「ひいっ!?」

　細い手足の生えた琵び琶わが、無邪気な声でおねだりしてくる。

　妖怪の苦手な雪音には、身の毛もよだつ地獄絵図。まるで生きた心地ここちがしない。

「怖がらなくても大丈夫です。この子達は、悪い霊じゃありません」

「ほ、ほんとに大丈夫……!?」

「淋さびしい子達もいるんです。ここには、わたし達以外の人間が来ませんから」

「それもそうね……だからって地上に出ても、街の人が腰抜かすだろうし」

「昔は、地上も同じだったそうです。人間と言霊アニマは、お互いの距離がもっと近かった」

「今じゃ疎遠になってしまったのね。朔サク夜ヤも、同じ事言ってたな」

　杏あ音のんは蒼生の背を見つめて、口を開く。

「あの人……どうして、わたしのことを助けてくれたんですか？」

「人が良いっていうか、お人好しなのなのよ、あいつ。困っている人を放ほっとけないの。転校生にも、すぐに声をかけたり。そのくせ自分には厳しくてね。昔からずっとそう」

「でも、わたしなんて……あの人にとって赤の他人なのに」

「蒼生やわたしにとって、あなたはもう他人じゃないわ。そうでしょ、杏音ちゃん？」

　雪音が名前を呼んで笑いかけると、杏音の瞳が少しだけ和らいだ。

「さあ、ついたよ」

　岩戸で塞がれた入口前に、九きゆう十とは立ち止まる。貼られた札には〈禁〉の文字。九十が触れると、綴つづられた咒じゆ刻こくの糸が解ほどけて蓋が開いた。中に入り、蒼生と雪音はそれを見た。

　陰と陽。太極図が記された床に、白装束の女生徒が四人、何かを囲んで正座している。

「聖せい語ご騎き士し……！」

　二人の姿を見て、彼女達が一斉に身構えた。

「若様！　何ゆえ、彼らを地下へ」

「大丈夫だ、心配要らない」九十はなだめる。「彼らは僕らの味方、大事な友人だ」

「若様が、そう仰おつしやるのでしたら……」

「そろそろ交代の時間にしよう。お務めご苦労様。上でゆっくりお休み」

「はい、若様……」

　疲弊した女生徒がよろめくのを、九十は優しく受け止める。彼女が抜けたことで、蒼生と雪音の目に、ようやくそれが見えた。四人の女生徒が囲んでいたもの、それは。

「……女の子？」

　蒼生は凝視する。正座しているのは、一人の幼女。

　花札を思わせる紅葉もみじ柄の着物。覗のぞいた肌には咒じゆ刻こくがびっしり。目には包帯が巻かれ、額から鬼の角が二本突き出ていた。揺れる蝋ろう燭そくの炎は、彼女の影を捉えていない。

「九きゆう十と、この子は一体……」

「彼女は、鵺」

　蒼あお生いの問いに、九十は答える。

「この街を守っている、もう一人の神様だ」




　平家物語に曰いわく。

　鵺ぬえといふ化け鳥ちよう、禁中に鳴いて、しばしば宸しん襟きんを悩ますことあり───。

　その昔、二に条じよう天皇の御み代よのこと。御所の清せい涼りよう殿でんに、夜な夜な不気味な声が響いた。

　鵺ぬえ鳥どり啼なきは、不吉の前触れ。二条天皇は、源みなもとの頼より政まさに退治を任せた。射い貫ぬかれた鵺は二条城に落下し、懇ねんごろに供養され。頼政は名刀・〈獅し子し王〉を賜たまわったとされている。

「というのは、あくまでも通説だよ」

　九十は言う。

「実際に祓はらったのは陰おん陽みよう師じだ。世俗好みに仕立てた武勇伝を洛らく外がいに流し、先代は鵺を秘密裏に匿かくまったんだ。平へい安あん京きように起こる凶事を嗅ぎ付ける為ための、頼もしい味方としてね」

「それが、彼女だっていうのか」

　驚きよう愕がく醒さめやらぬまま、蒼生は見つめる。

　囚とらわれた幼女が、包帯越しに宙を見て、何やらぶつぶつ呟つぶやいている。

「丑うしの刻……烏からす丸ま塩しお小路こうじ東入ル……若い男……痴漢」

　囲んだ女生徒達が、彼女の言葉を紙片に書き留める。天井の穴から下りた咒刻の糸にそれを括くくりつけ、〈収縮〉作用に引っ張らせて、地上へと送る。

「辰たつの刻半……東ひがし山やま五条通下ル……女子中学生……露店の万引き……」

　少女の舌足らずな読み上げは続く。

「ねえ、九十」雪ゆき音ねが漏らす。「これってまさか」

「そう。未来に起こりうる犯罪の、時間と場所を教えてくれているんだ。鵺の〈霊柱〉の一つ───〈悪意の未来視〉と呼ばれる能力だよ」

「悪意の未来視？」

「文字通り、人間の悪意を読み取る力です」

　蒼生の疑問に、杏あ音のんが答えた。

「彼女は、犯罪の芽となる邪よこしまな感情を察知出来ます。これで、二十四時間以内に起こる市中の犯罪を、わたし達は先んじて知ることが出来るんです。京都は碁盤の目状なので」

「直交座標系で位置を特定できる、という訳ね」

「はい」杏音は頷うなずく。「それも区画単位、四方１００メートル以内の精度で」

「千年の都は伊だ達てじゃないだろう？」

　九十は雪音に目め配くばせした。

「やっぱりな。犯罪率ゼロの街の秘密は、これだったのか」

「驚いてないようだね、蒼あお生い？」

「おかしいと思ったのさ」蒼生は言う。「付つく喪も神がみを放って監視の目を光らせたところで、事件を防ぎきるには限界がある。即時的な対応だけじゃ不十分だと思ったんだ」

「警察は後出しじゃんけん。後手に回るだけじゃ、犯罪は撲滅できないものね」

「だから、僕たちは先手に回った」

　九きゆう十とは玲れい瓏ろうな瞳に言う。

「犯罪ではなく、犯罪の起こる未来を潰すことにしたんだ」

「警察による未来の取り締まりだなんて、とんだ荒療治だな」

「病を取り除く為ためなら、外科的な手術だって必要悪さ」

　鵺ぬえを見つめ、九十はそっと呟つぶやく。

「お天道様にご先祖様、家族、恋人、隣人、他人の目───。この国の人間は、そんな亡霊みたいな世間体を信じることで、纏まとまってきた。それが、僕らにとっての社会だった」

「でも、そんな秩序はとっくに崩れている。世間体の箍たがは外れ、他人はそれまで以上に他人になり、犯罪を防ぐ機能が麻ま痺ひしていった。そう言いたいんだろ？」

「この街には、信じられるものが、信じられる神様が必要なんだ」

　蒼生に同意して、九十は声を引き締める。

「実体がなくても、実感できるような。そんな心の拠より所どころが必要だった。大人おとなは、子供をまるで信じちゃいない。そんな大人を、子供はもっと信じていない。人と人とのつながりも、人と言霊アニマのつながりも分断されて久しい。僕たちの社会は、とっくに伽が藍らん洞どうさ」

「だから作ったのね。この街が見えない神様に守られている、という神話を」

「大衆は何も信じていないが、何でもすぐに信じてくれるからね。簡単な事だったよ」

　九十は言う。

「ガッカリしただろう？　でも、これが平へい安あん京きようの現実なんだ」

　市民が踏みつける土の下。日の目を見ない地下室に囚とらわれた、一人の幼女。

　華々しい都を支える、泥臭い日々の継つぎ接はぎが、そこにはあった。

「蒼生、雪ゆき音ね。僕たちを非難するかい？　行きすぎた地下警察を白日の下に晒さらすかい？」

　蒼生は返事に窮した。どれだけ平和に見える街でも、犯罪がゼロにならない現実。それでも、ゼロに見せかけることに陰おん陽みよう師じは取り憑つかれた。それが結果として、犯罪を限りなくゼロに近づける、世間体という名の抑止力となるが為に。

「俺達に、言げん霊れい閣かくを非難する資格なんてないさ」

　だけど、と蒼生は続ける。

「その結果として、街の人に危機感が薄れているのは事実だ」

「分かってる。だから、何としてでも紙隠しを食い止めなくちゃならない」

「待って、九十。おかしいわ」

　雪音の唇が青ざめた。

「彼女が、鵺ぬえが悪意を見通せるなら……紙隠しも防げるはずじゃないの？」

「確かにそうだ」蒼あお生いが息を呑のむ。「どうして捕まらない？」

「すり抜けるんです」

　杏あ音のんが言う。

「鵺の未来視に、犯人の悪意が引っ掛からないんです」

「引っ掛からない？」蒼生は戸惑う。「そんなことって、あり得るのか？」

「可能性は二つ」

　九きゆう十とが静かに指を立てた。

「まず一つ。鵺には〈言霊アニマ〉の感情を見通すことは出来ない。犯罪が、言霊の悪意によって行われている場合、探知網には当然ながら引っ掛からない」

「でも、わたしがウカ様と見た術者は、生身の人間だったわ。なのに、どうして引っ掛からないの？　言霊ならともかく、人間の悪意は読み取れるんでしょう？」

「君の言うとおりだよ、雪ゆき音ね。そこで二つ目の可能性だ。紙隠しの犯行が、人間の悪意ではなく、全くの善意で行われてる場合もまた、鵺には捉えられない」

「愉快犯ってことか？」蒼生は問う。「良心の呵か責しやくを感じないような」

「というよりも、攫さらうことに良心を感じる人間だろうね」

　そんなことがあるだろうか、と蒼生は訝いぶかる。

　良心の欠如した反社会的人格ならまだしも、良心そのもので犯行に及ぶことなど。

「つまり、神隠しの犯人は後者ってことなの？」

「或あるいは、前者と後者の両方か」

　九十の口が微かすかに呟つぶやく。その意味を考えようとして、蒼生は立ち止まる。

　彼の涼しい横顔に、えも言われぬ肌寒さを感じたからだ。

　一度は彼岸を渡った身、神様に生かされた借り物の体だからこそ。いざとなれば惜しげも無く自らの命を投げ出しそうな。ともすれば紙隠しより、九十の横顔によぎる危うさの方が、蒼生には恐ろしく思えた。

「それにしても、すごいな」と蒼生。「京都の地下に、これだけの空間を掘るなんて」

「本当ね。言霊でも使ったの？」

「まさか」九十の声に驚きが滲にじむ。「僕らは掘ってなんかいない」

「この地下空間は、わたし達が城に来る前から既にありました」

「来る前から既にあった？」

「〈第二のバベル〉前の旧文明の遺構ですよ。ほら、ここに」

　杏音は壁の一角を指さす。錆さびてぼろぼろになった標識。辛うじて読める文字は、

　───地下鉄東とう西ざい線せん　二に条じよう城じよう前まえ駅えき

「あの……東京にも、こういう地下空間があるんじゃないんですか？」

　不思議そうに、杏音が問う。

　蒼生と雪音は無言で見つめ合って、首を傾かしげた。
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「金縛りに遭う直前、紙が捲めくれたんだそうだ」

　御殿の大広間に戻った蒼あお生い達。九きゆう十とはそこで、救出した少女の証言を口にした。

「紙が捲れた？」と蒼生。「それだけで操られたって？」

「うん。紙隠しはどうやら、一いち瞥べつで人を呪う御み霊たま様のようだね」

「彼女、他には何か言ってなかったの？」と雪ゆき音ね。

「手がかりになる情報はそれだけだった。紙隠しの目を見てしまい、意識はあるのに体が勝手に動いて連れ去られた───ということらしい」

「あのまま止めなかったら、紙隠しは彼女をどこへ攫さらうつもりだったんだ？」

「方向からして、鴨かも川がわの東側に向かっていったわよね？　そこに何かあるんじゃ……」

　三人は考えるも、その場で結論はでない。雪音はふと思い出し、

「あの女の子はどうするの、九十？　言げん霊れい閣かくなんて存在が知れちゃ、まずいんじゃない？」

「獏ばくに記憶を食べさせた。今夜の悪夢は忘れて、彼女は普通の暮らしに戻れる」

「そっか……」蒼生は納得する。「なら、良かった」

「じゃ、僕は席を外すよ」

「九十、俺達にも何か手伝えることはないか？」

「気持ちは嬉うれしいけれど、今日はここに泊まって休んでくれ。僕たちのことなら心配はいらない。君達が来る前からずっと、こういう毎日なんだ」

「だからって……不眠不休じゃ、あなたの体が」

「ありがとう、雪音。でも、ウカの霊力がある限りは大丈夫だよ」

　広間を後にする九十。入れ替わるように、「失礼します」と人影がさす。

「杏あ音のんか……どうした？」

　蒼生が襖ふすまを開けると、少女は小声でおずおずと頭を下げる。

「その……さっきは助けてくれて、ありがとうございました」

「礼なんか要らないよ。それより、怪け我がはないか？」

「お……お陰様で」

「あ。そうだ、杏音ちゃん」

　何かを思い出したらしく、雪音が質問する。

「さっき、[image: ]ぎ園おんの街角でわたしとぶつかる直前、紙隠しの術者とすれ違ったわよね？」

「はい、危うくぶつかりそうに」

「その時に、相手の顔とか見たりしなかった？」

「いえ、一瞬だったので。顔までは……」

「そっか。ごめんね、嫌なこと聞いちゃって」

　杏音は上目遣いに蒼生を見上げ、「あの……」と小さく口を開く。

　唇が動きかけるも、肝心の音が追いつかず。睫まつ毛げが遠慮に伏せられた。

「いえ……やっぱり、何でもないです」

　彼女は頭を下げ、小走りに廊下を去った。

「雪ゆき音ね。俺、何か気を悪くすること言ったかな？」

「そっとしておいてあげましょ。きっと疲れてるのよ、あんなことがあったんだし」

「杏あ音のんへのお気遣い、感謝します」

　そこへ真ま白しろが通りかかる。彼女は二人へ律りち儀ぎに頭を下げ、

「さっきは、ありがとう御座いました。それから、紙隠しについてもお力添え頂いて。ウチからもお礼を言わせて下さい」

「わたし達は、わたし達に出来ることをしただけよ。ね、蒼あお生い？」

「言げん霊れい閣かくに協力するって、九きゆう十とと約束したからな」

「正直、最初はどうなんやろって思ってたんです。杏音と比べたらあれやけど、ウチも親達や烏か音のん姉ねえさんの仇かたきである学院の人間を、死ぬほど恨んでましたから」

　でも、と真白は言う。

「うちの早とちりでした。ごめんなさい」

「それは……誤解が解けて何よりというか。でも、俺と雪音も、最初は君達のことを」

「疑ってたわね。だって人の靴に変な細工するし。隠れてこそこそつけ回すし」

「あはは……お互い様ゆうことで。堪忍下さい」

「真白。こんなこと、いきなり聞いて悪いんだけど」

「構いませんよ。何ですか？」

「君の、その体は……」

「あ、お兄さん。もしかして、女の子の体に興味あります？」

　真白はあざとく笑うと、口から蚕カイコ蛾ガを数羽、ペロリと吐き出す。

「雨あま蚕がい家」雪音が言う。「言霊アニマを体内に宿せる特異体質だって、朔サク夜ヤから聞いたわ」

「知らなかったよ。学院が血ち眼まなこで研究しても実現しない完全憑ひよう依いが、本当にあるなんて」

「門外不出でも不世出でもあらしまへん。憑依できない人間を、家系から代々間引き続けただけのこと。ご先祖様が仰ぎよう山さん積み上げた屍しかばねの上に、ウチはこの体を頂いとるんです。言霊閣も、目的の為ためにはなかなか手段を選ばんと思いません？」

「そうなのか……」

　蒼生は沈鬱な面持ちで問う。

「真白は、それを恨んではいないのか？」

「ウチの体は兄様のもの。御霊様との共生という、言霊閣の夢そのものですから」

　真白は胸に手を当てる。作り笑顔ではなく、本音の笑顔で。

「お引き留めしてすみません。では、これからもよろしくお願いします」

「ああ、うん。こっちこそ、よろしく」

　蒼生が握手の手を差し伸べる。握り返す真白は、「あっ」と咄とつ嗟さに引っ込める。

　手に粘ついた白糸を見て、蒼あお生いは目を丸くした。

「す、すみません」真ま白しろは慌てて謝る。「お手を汚してしまって」

「いや、綺き麗れいな絹糸だなって思って」

　嫌悪を示さぬ蒼生の姿に、真白の瞳が見開かれた。彼女は自虐的に、

「変なお人やなぁ。そこは普通、気持ち悪がるところですよ？」

「別に、気持ち悪くなんてないぞ。寧むしろ綺麗だ」

「蜘く蛛もの糸ならまだしも、お蚕様だものね。何なら高級感あるし？」

　二人の感想に、真白は「ぷっ」と吹き出してしまう。

「兄様があなた達を信用する理由、やっと分かりました。聖せい語ご騎き士しにも、いてはるんですね。お江戸の金ぴかフクロウ軍服より、うちらの古臭い服の方が似合う人」

「それは、褒め言葉として受け取っていいんだよな？」

「それとも、はんなり嫌いや味みの褒め殺し？」

「蒼生さんと雪ゆき音ねさんのご想像にお任せしますよー」

　真白は、「お休みなさい」と頭を下げた。しっかりと、二人の名前を口にして。




「杏あ音のん」

　御殿の廊下を歩いていた杏音に声がかかる。

　振り向くと、笑顔の控えめな幼おさな馴な染じみが立っていた。

「どうしたの、真白？」

「嫌なら深追いはせんけど。何か言いたいこと、あるんやないの？」

「言いたいこと？」杏音の視線が泳ぐ。「何の話？」

「さっき、蒼生さんと雪音さんに言おうとしてたこと」

　相変わらず目め配くばりの利く幼馴染みだった。気を許しかけ、杏音は思い留とどまる。

　どうせ筒抜けなのだろうと思いながらも、無理をして首を振った。

「ううん、大丈夫。大したことじゃないから」

「ならいいけど。隠し事って、隠してるってバレへんから、隠し事って言うんよ」

「ねえ、真白はあの人達のこと、信頼できると思う？」

「できるかどうかやなくて、するかどうかでしょ？」

　真白は柔らかく言い諭す。

「ウチは信頼することにしてる。杏音を助けてくれる人のことは、誰であっても」

「そっか……そうだよね。いい人達、なのかな」

　歯切れの悪い杏音を慮おもんばかってか、真白はそれ以上追及しない。

「一人になるのもいいけど。体、冷やさんようにね。夜は寒いから」

「うん……ありがと、真白」

　幼馴染みを見送り、杏音は吐息した。杉戸絵の睨にらみ獅し子しと目が合い、どきっとする。

「きっと、わたしの見間違いなんだ。見間違いに決まってる」

　漆の剥げた柱に背を預け、杏あ音のんは呟つぶやく。

　[image: ]ぎ園おんですれ違った黒い外がい套とう。目を合わせてしまった、その顔に向かって。

「───そうだよね、桔[image: ]ヽ姉さん？」




「この罰ばち当あたりめ。国宝の屋根を尻の下に敷きおって」

　御殿の屋根の上で庭を眺めていた朔サク夜ヤへ、ウカの声がかかった。

　幼女は国宝にぺたんと尻を落ち着け、鼻を鳴らす。

「我が主あるじ様のご恩赦ご厚情がなければ、貴様など結界の内には入れとらんわ」

「夜の特別拝観ということで。満喫しております」

　朔夜はぺこりとお辞儀。締まりのある表情で問う。

「お嬢様から聞いた話によれば。どこぞの誰か様が、腕を一本潰されたそうで？」

「潰されかけた、じゃ！　事実を捻ねじ曲げるでないわ！」

「しかし、腕が捻じ曲がったのは事実」

　揶や揄ゆしながらも朔夜の表情は硬い。ウカは悔しさを露あらわに、

「認めたくはないがの。強いて言うなら、空間ごとねじ曲がった感じだの、あれは」

「空間ごと、ですか」

「空間の操作は、貴様ら尾お裂さき狐ぎつねの専売特許じゃろ？　心当たりはないのか？」

「わたくしの霊ミ柱ハシラは空間の転移に過ぎません。それに、美ミ夜ヤのは自らの空間転移。空間そのものを変形させる芸当は出来かねます」

「疑っておるわけじゃないぞ？　ただ、能力で見る限りでは、貴様らに近いと思っての」

「敵は言霊アニマでなく、生身の人間だったのでは？」

「わしが見たところはな。それに、奴やつにはわしの姿が見えておった」

「と言うことは」朔夜は瞳を曇らせる。「攫さらわれた女の子達は、もう」

「かも知れんな」

「殺しが目的なら、わざわざ騒ぎを起こしてまで攫う理由は何でしょうか。それほどの能力なら、市中で殺しまわるのも容易たやすいはず」

「どうだかの。攫われた子の死体が一人も見つからん。そこに関係があるんじゃろ」

「しかし、なぜ少女ばかり」

「動機なぞ知らんわ。少女趣味を拗こじらせただけの、痛いヤツかもしれんしな」

「失礼。鏡を見ながら言って頂けます？」

「そっちが先に見んか、腐れババア」

　売り言葉に買い言葉の妖よう狐こたち。しかし事が事であるだけに、今夜は互いに自粛する。

「して、貴様。雪ゆき音ねの体には憑つかんのか？」

「はて、仰おつしやる意味が」

「とぼけおって、煮え切らん女狐め」

　小さい女狐は不機嫌顔。

「先の元げん寇こうで敵味方構わず食い散らした暴れ狐ぎつねが、妙に大人おとなしく飼い慣らされとるの。改心でもしたのか？　年頃の娘に取り憑ついて人を殺あやめるのが、大好物じゃったクセに」

「そんな過去もありましたかね」

　朔サク夜ヤは横目にウカを見る。瞳に映る幼女の背には、勾まが玉たまを連ねて揺れる千本の尾。

　幾千もの命を屠ほふった口で、朔夜はあげつらう。

「そちらこそ、若様に随分とご執心のようで。人間嫌いではなかったのですか？」

「今も好かんわ。じゃが今回の主あるじ様ばかりは毛色が違うての。長生きはするものじゃな」

「老害も大概ですね」

「果てるに果てぬ我が命じゃ。儚はかない夢物語に添い遂げたとして、減るもんでもなかろう」

「添い遂げたい夢、ですか。柄にもないことを」

　ウカが屋根を飛び去る。下で眠る少年少女を思い、朔夜はつぶやいた。

「遺憾ながら、わたくしも同類のようで」
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　夢の中で、蒼あお生いは暗闇を歩いていた。

「ここは……どこだ？」

　ナベリウスと音信不通になってから、やけに明めい晰せきな夢が続く。

　空気の肌触りが奥行きを伴うと、ぼんやりと視界が開けた。

「姉ねえさん……」

　目の前に亜麻色髪が揺れていた。

　軍服姿の姉の背を、蒼生は四足歩行のままつけてゆく。後ろを見れば、第九師団の面々がずらり。西欧遠征の記憶かと思いきや、辺りの家屋はどう見ても日本風だった。まったりと温ぬるい夜の中、遠くの山に〈大〉の字が焚たかれている。

　大だい文もん字じ山───。

　蒼生はハッとなる。すぐに京都と確信するも、おかしなことに気がつく。

　お盆の名物・五ご山ざんの送おくり火び。しかし燃えているのは〈大〉の字。その一文字だけ。

「あなた、杏あ音のんちゃんね？」

　姉の声が聞こえて、蒼生は目を疑った。

　烏うノの[image: ]つじ杏音───今よりもずっと幼い少女が、姉に頭を撫なでられている。二人は何やら話して、クスクス笑い合い、別れ際に指切りをした。

　姉の行く手には、五ご芒ぼう星を印した石鳥居。

　蒼生は杏音とすれ違った。怯おびえた少女の瞳に、獣の顔が映り込んだ。

「ナベリウス！　おい、ナベリウス！　いるのか!?　いたら返事をしてくれ！」

　蒼生は呼びかける。視界がぼやけ、暗闇があたりを包み込んだ。

「思い出せるのは、ここまでだ」

　野太い声があった。この機を逃すまいと、蒼生は食い下がる。

「やっぱり、五年前。姉ねえさんは、お前と一緒に京都に来てたんだな？」

「黙れ。質問はこっちからだ」

　獣の声が牙を剥むく。

「一つだけ聞く。そして端的に答えろ。お前はどうしてそこまで、姉に拘こだわる？」

「俺にとって、たった一人の家族だからさ」

　蒼あお生いは即答した。曇りのない、正直な思いだった。

「物心つくころにはもう、両親は亡くなってたしな。俺にとって、姉さんは全てなんだ。親であり、先生でもあり、そして───憧れる目標そのものだったから」

「弟を裏切るような姉が、か？」

　ナベリウスは底意地悪く、口を尖とがらせる。

「姉さえいなきゃ、とは考えねえのか？　そうでなきゃ、お前は今頃、別の人生を歩んでたかもしれねえ。言葉足らずな姉に振り回されるより、もっとマシな人生をな」

「それでも、俺は姉さんを信じてる。そうじゃないって、信じてる」

「真面目まじめと惨めは紙一重って、知らねえのか？」

「何とでも言うがいいさ。でもお前だって、姉さんの無実を信じたいんじゃないのか？」

「ぬかせ。俺様はああいう面倒くせえ女が、一番嫌いなんだ」

「でも、そんな姉さんの為ためと言って、お前は俺に協力してくれた。なのに、俺はお前を道具として扱ってしまった。共闘関係を、一方的な主従関係にすり替えた。悪いことをしたと思ってる。あの時にしたことを、謝らせてほしい」

「ケッ、気持ち悪りいな。美辞麗句を並べたら、俺様が靡なびくとでも思ってんのか？」

「思ってなんかない。だからこそ、改めてお前に提案したいんだ」

　蒼生は言げん霊れい閣かくの地下で九きゆう十とと交わした会話を思い出す。

　───御み霊たま様と僕らは主従関係に非あらず。もっと不健康で、それゆれに健全な共生関係にある。

　九十は続けてこうも言った。

　───彼らを目的の為の手段と見なしているようじゃ、まだまだだね。

　目的の為の手段。カロリーナの仇かたきを取る為、姉の無実を晴らす為。

　それを、ナベリウスを手て懐なずける口実に利用してきた。本人の意思をロクに問わずして。

　ある意味では模範的な聖せい語ご騎き士し。そんな自分らの振る舞いを、蒼生は反省していた。

　───俺様は、お前の姉捜しの道具じゃねえ。

　大書庫アルシーヴで獣は叫んでいた。それは彼の自負であり、宣言であって、抵抗だった。

　ならば、と蒼生は思う。新しい関係を、これまでとは違う関係を築こうと。

「目標、ってことにしないか？」

「モクヒョウ？」

「そう。姉さんを探して無実を証明することを、お互いの目標にするのはどうだ？」

「何が言いてえ？」

「目的よりも、目標の方が自己完結できるだろ？　俺の為ために動くのが気にくわないなら、俺の為じゃなくて構わない。お前はお前自身の為、お前が思う姉ねえさんの為に、俺と行動を共にしてくれればいい」

「ケッ、言葉遊びだけは達者だが、相変わらず中身ってモンがねえな。要はタダ働きしろってことじゃねえか。お偉い聖せい語ご騎き士しさんよ」

「共生関係の提案をしてるんだ」

「強制的にな。まあ、矯正よりかは幾分マシか」

「姉さんを追いかけることは、もう俺だけの夢じゃない。一緒に同じ夢を見てくれる仲間が他にもいるんだ。どうせ見るなら、夢は大きく、それも大勢で見た方がいいだろ？」

「寝言は寝て言え、クソガキ。まあ実際に寝てるみてえだが」

　獣は小馬鹿にすると、黙り込む。返って来た返事は、

「混沌から秩序オルド・アブ・カオ───わたしはアルファでありオメガである」

「何だって？」

「二回は言わねえ。シルヴィは任務の前に、よくそれを唱えてた」

「『ヨハネの黙示録』か。でも、どうしてそれを？」

「知らねえな。たった今、何となく思い出したってだけだ」

　獣はそう言い残し、意識を切断した。




「混沌から秩序オルド・アブ・カオ……」

　御殿の大広間。隣で寝ている蒼あお生いが寝言にそう呟つぶやくのを、雪ゆき音ねは耳に拾った。

「アルファであり……オメガ……」

　蒼生は寝返りを打ち、譫言うわごとのように繰り返す。

「アルファであり、オメガ？」

　雪音は布団に入るも眠らずに、朱あけ美みの手帳にある暗号を考えていた。

　宙に５×５文字の魔方陣を並び替えながら、彼女は蒼生の呟きに首を傾かしげる。

「寝ながら黙示録の暗唱って、すごい睡眠学習ね。わたしも負けられないわ……」

　一人勝手に意気込み、雪音は謎解きに戻る。

　ＡとＯ。アルファとオメガにあたるラテン文字を、試しに四角連語から抜き出してみる。

「なんて。これで解けたら、苦労しないわね」

　てんで意味を成さない朱美の置き土産みやげに、雪音はお手上げ。それでも、

「ダメ、弱気になっちゃ。今のわたしに出来ることをしないと」

　眠気と戦い、彼女は文字列を並び変え続けた。

　そして、空が白み始めるころ。雪音はついにそれを導いた。

　導くなり彼女は言葉を失い、

「蒼生っ、起きて！」

　幼おさな馴な染じみの布団を、目覚まし代わりに引っ剥がした。
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　雪ゆき音ねの解いた四角連語を、蒼あお生いは凝視する。

「PATERNOSTERパーテル・ノステル───ラテン語で『我らが父』か」

「『主の祈り』の冒頭ね。それで十字架を組んで、対角線にはＡとＯ」

「アルファでありオメガ」蒼生は呟つぶやく。「終わりの始まり……か」

「始まりの終わり、とも読めるわね」

　数理思考の得意な幼おさな馴な染じみへ、蒼生は笑いかける。

「でかしたぞ雪音。お前って奴やつは、本当に天才だな」

「ま、まあね……これくらい朝飯前よ。実際、朝ご飯まだだし……」

　雪音は鼻を鳴らすも、真顔に戻り、

「でも、合ってるかどうかは分からないわ。実際に入れてみないことには」

「そうだな」蒼生はゴクリと唾を飲んだ。「よし、やってみよう」

　手帳を開き、四角連語に蒼生は呪力を込めて動かす。雪音の解を再現すると、

「どうやら、当たりのようね」

　帳面が光り出した。二人は息を殺し、食い入るように覗のぞき込む。

　浮かび上がったものに、蒼生の目が大きく開いた。

「何だ、これ……」
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「解けたと思ったのに」

　旅館の個室に付いた露天風呂に浸つかりながら、雪音は空を見上げた。

「謎を解いたら、また謎ね……」

　お湯に口を沈め、悔しさにぶくぶく泡を立てる。

　期待に胸を躍らせるも。光った手帳が二人の前に吐き出したのは、
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「今度のは四角連語ですらないし。どこからどう読んでも、まるで意味不明ね」

　混沌から秩序オルド・アブ・カオ、そしてまた混沌アド・カオへ。

　またしても振り出しに。雪ゆき音ねの記憶に、昔懐かしい微笑ほほえみが蘇よみがえる。

「まあ、朱あけ美みさんらしいと言えば、朱美さんらしいけど……」

　考え続けるも結局解けずじまい。日が暮れた空に、分厚い雲が垂れ込めている。

「ふう、いいお湯だったわ。さあ、考えるのはあと。今夜も紙隠しを見み廻まわらないと」

　お湯から立ち上がり、うんと背伸びをしたところ。

　もみっ。

　胸に柔らかい感触があった。見ると、背後から小さな五指が鷲わし掴づかみにしている。

「うーむ。ほんとにちっぱいの、お主」

「へ？」

「まさに妖怪・関東平野って感じじゃな？」

　弾力を確かめる狐きつね耳の幼女。雪音の絶叫が露天風呂に響き渡った。

「雪音っ、大丈夫か!?　何があっ───」

　バタンと扉が開く。慌てて駆けつけた蒼あお生いは、そこで目撃してしまう。

　立ち昇る湯けむりの中、一糸纏まとわぬ少女の肢体を。

　───やばい。

　身の危険を感じるも、蒼生は目を離せない。

「……なさい」

　雪音は顔を真っ赤に染め、幼おさな馴な染じみの少年に風ふ呂ろ桶おけを投げつけた。

「出て行きなさいって言ってんでしょ、このばか───ッ！」

「ほう、安産型じゃな。元気な子供が産めそうで何よりだの」

「……っ！」

　雪音の腰周りを眺めて、ウカは感嘆の声を漏らす。

　間髪を入れず、その顔面にも少女の後ろ蹴りが迫まった。




「ばか、信じらんない」

　着替えた雪音は、怒気ともつかぬ湯気に顔を火照らせる。

「あのな……あんな叫び声聞いたら、駆けつけるに決まってるだろ」

「誰が膝崩していい、って言ったの？」
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「はい……すいません」

　雪ゆき音ねに刀で脅され、蒼あお生いは正座する。

「お前を心配したんだよ……何かあったら困るから」

「そ、それはどうもありがと……でも、ほんとばか。ばかばかばか」

　生乾きの髪を揺らして、雪音はそっぽを向く。

「さっき見たものは、きれいさっぱり忘れなさい」

「多分っていうか、絶対無理だけど、頑張ってみる」

「じゃあ、忘れるまでせいぜい楽しむことね……ばかレン」

「若いのう、お主ら」

　二人のやりとりにウカが溜ため息をつく。その頬には、くっきりと雪音の足跡。

「この国は、江戸時代くらいまで混浴が普通じゃったというのに」

「その姿で江戸時代を語らないで頂けます？　思い出お婆ばあさん」

「何じゃ、嫌いや味みババア？」

　痴話喧げん嘩かの隣で、朔サク夜ヤとウカが口喧嘩を始める。

「それで？」と雪音。「まさかウカ様、揉もむのが目的で来たんじゃないわよね？」

「うむ、そのまさかじゃな」

「ふうん」

「じょ、冗談じゃ！　揉め事をおこしに来たのではない！」

　刀を突きつけられ、幼女は慌てる。

「昨晩は、あんなことがあったからの。万一に備えて、九きゆう十ととお主らとの橋渡し役が必要かと思ったんじゃ。杏あ音のんや真ま白しろも、相当堪こたえているようだしの」

「桔き[image: ]きようさんのことね……」

「無理もないの。あの子らにとって、桔[image: ]は実の姉も同然じゃからな」

「ウカ様、そのことなんだけど。一つ聞いてもいいか？」

「何じゃ、あほい？」

「桔[image: ]さんが返して欲しいと言ってた『あの人』って、誰のことなんだ？」

　思い出した疑問を、蒼あお生いは口にする。

「九十から聞いておらんのか？」

「ううん、聞いてないわ」

「あやつめ、面倒ごとは全部わしに押しつけおって……」

　免罪符代わりなのか、ウカは聞こえるように小声で愚痴る。

「別段、隠すような話でもないがの。破門される前、桔[image: ]には一人の恋人がおったのじゃ」

「聞いたよ」蒼生は言う。「逢おう瀬せを重ねた男の子がいた、って話」

「言げん霊れい閣かくはその子と無理矢理別れさせて、桔[image: ]さんを破門にしたのよね？」

「概おおむねその通りだが。厳密には、桔[image: ]の方から言霊閣を出ていったんじゃ」

「桔[image: ]さんから？」と蒼生。「どうして？」

「その恋人の記憶を、親達が根こそぎ消したからじゃ」

　ウカは言う。

「いや、それだけなら良かったんだがの。親達は情報が漏れるのを病的に畏おそれ、獏ばくを使って、その子の記憶を隅から隅まで喰くらわせた。お陰で、その子は記憶どころか感情まで空っぽの人間になりおった。それを恨んで桔[image: ]が出ていった、という話じゃ」

「酷ひどいわ……」雪ゆき音ねの眉が寄る。「無実だったら、どうするのよ」

「で、その男の子はどうなったんだ？」

「どうもこうも、今でも桔[image: ]の側そばにおるわ」

　まさか。蒼生は絶句した。同じ事を思った雪音と、視線がぶつかる。

「無む畏い堂どう棗なつめ」

　二人の脳裏に浮かぶ人物の名を、ウカが読み上げた。

「その男の子こそ、他でもない見ミ[image: ]マワリ組グミの隊長じゃ」

　と、そこへ。襖ふすま越しに「お客様がお見えです」と女将おかみの声があった。

「真白ちゃん」雪音が来訪者へ声をかける。「どうしたの？」

「あ、お三方ともお揃そろいで。あの……杏音、来てはりませんか？」

「杏音？」蒼生は言う。「ここには来てないぞ」

「そうですか。言霊閣におらんかったので、てっきりこちらに伺ってるものとばかり。杏音ってば、どこ行ってしもたんやろ。これから雨降るって時に」

　真ま白しろは心配顔で、窓へと歩み寄る。座っていたウカがぶつからぬよう、さっとはけた。その様子を見て、蒼あお生いは思わず声を出す。

「真白」

「はい？」

「見えて、無いのか……？」

「真白には見えておらんぞ。わしの姿も声も」とウカが言う。

〈凶キヨウ帷子カタビラ〉───ウカの纏まとう特性を、蒼生は思い出す。

　彼女を知覚できるのは、大切な人の死をその目で見たことのある人間。

　そして、誰かを殺したことがある人間に限られるのだ、ということを。

　───いや、ちょっと待て。

　蒼生の思考が止まる。何かを見落としている。見落としてはいけないはずの、何かを。

　お三方ともお揃そろいで。真白はそう口にした。ウカの姿が見えないのだから、不思議ではない。見えているならば、四人と数え上げるに決まっている。

　御み霊たま様とまで敬う陰おん陽みよう師じの人間なら、尚なお更さらに。

　───なら、あの人はどうして。

　違和感の正体。それは昨晩、ある人物の放った一言だった。

　───７対３じゃ分が悪いですし。

　彼女は、一ノ瀬桔[image: ]ヽは、確かにそう口にしたのだ。

　───桔き[image: ]きようさんには、ウカ様の姿が見えていた？

　親しい人の死を間近に見る、という条件は満たしそうになかった。言げん霊れい閣かくを破門されている彼女のことだ。親は無論、親友である烏か音のんの死に目にすら会えていない。

　ならば、可能性はもうひとつ。

　不ふ貶き不ふ殺さつ───人や言霊アニマを貶けなし殺あやめてはならない。そんな言霊閣の教えを頑かたくなに守る彼女が、例えば誰かを、この街の少女達を攫って殺しているのだとしたら。

「はっ」

　蒼生の背筋を、嫌な予感が駆けぬける。昨晩、浮かない顔で礼をした杏あ音のん。彼女は紙隠しの術者とすれ違ったらしい。一瞬なので見えなかったと、彼女は言った。

　けれどもし。彼女が、見なかったことにしていたのなら。

「あの、蒼生さん」真白が首を傾かしげる。「どうかしたんですか？」

「まずいっ！」

「あ、ちょっと。どこ行くのよ、蒼生っ！」

　土砂降りの夕暮れに傘も差さず、蒼生は外へと駆けだした。

「杏音が、杏音が危ない……！」




　烏からすが家路につく、逢おう魔まが時。

　鴨かも川がわに架かる橋の欄干に頬ほお杖づえをつき、烏うノの[image: ]つじ杏音は途方に暮れていた。

「何してるんだろ、わたし」

　変わろうとしても変われない。そんな自分に切羽詰まって、行き詰まり、息が詰まる。

　───どうするんだい、杏あ音のん。君の意思を尊重するよ。

　───杏音は、どうしたいん？

　───杏音ちゃんにも、信じたい人、信じたいこと、あるでしょう？

　周りの声が、入れ替わり立ち替わり、頭の中でせめぎ合う。何を信じればいいのか、何を信じたかったのか、或あるいはそもそも信じたかったのか。そんな事ばかりの堂々巡り。

「もう、どうしていいかよく分かんないよ。お姉ちゃん」

　いっそここから飛び込み、逃げてしまおうか。そんな思いが頭をよぎる。

「なんて、そんな勇気もないくせに。ほんとに弱いな……わたし」

　誰にともなくひっそり呟つぶやいたところ、

「やっほー、こんばんは」

　あっけらかんとした声がした。杏音はどきっとして面おもてを上げる。

　橋の周囲には誰もいない。欄干の擬ぎ宝ぼ珠しに乗った、一匹のリスを除いては。

「こんばんは。もう、びっくりさせないで……」

　杏音は疲れ顔に、付つく喪も神がみの憑ついた小動物を責める。

「あっ、その刀！　君、もしかして烏うノの[image: ]つじ家のお姫様？」

「そうだけど、だったら何？」

　リスは「わーい」と嬉うれしそうに跳ねながら、

「烏ノ[image: ]家といえば、陰おん陽みよう師じきっての咒じゆ刀とう使いだよね？　ボクも昔、君のご先祖様に助けて貰もらったんだ。どんな悪霊も一ひと太た刀ちで封印。剣を握れば誰にも負けないもんね？」

「そこそこ……かな」

「どうしたの、さっきから元気ないよ？　友達と喧けん嘩かでもした？」

　───ほっといて。

　言いかけて、杏音は口を閉じる。言げん霊れい閣かくに友好的な御み霊たま様を、心ない言葉で傷つけてはならない。それは重々承知。そうしたいのはやまやま。けれど今日ばかりは、

　───ご先祖様がどうとか、もううんざりだよ。

　外に出ても家の中にいる気分だ。どこへ行こうと誰かに見られ、声をかけられ、一人になんてなれやしない。街全体が厚かましい保護者みたいで、口くち煩うるさい優しさに息が詰まる。

「川に飛び込んだりしちゃ、ダメだよ？」

「知ってる」

「これから雨が降るからね？」

「もう若干降ってるし」

「風邪を引かないように。傘は持ってる？　それから───」

「ねえ、お願いだから……一人にしてってば！」

　口をついた本音に、返事がぱたりと止やんだ。つい語尾がキツくなってしまったか。そんな後悔に顔を上げると、杏あ音のんの顔に水みず飛沫しぶきが襲ってきた。

「ちょっと、やめてよ……！」

　声を荒らげて頬を拭ったところ、

「───え？」

　指先が生臭い微熱にぬめった。ぎこちなく手を広げると、目の覚めるような赤信号。

　リスの体が潰されていた。尻尾しつぽが無念そうに身を投げ、足元の急流に攫さらわれる。

　───だめ、振り返っちゃ。

　頭では分かっていても、好奇心から首が回ってしまう。ポツポツとまばらに濡ぬれた橋の先に、杏音は感じる。誰かが、無言でこちらを見つめている気配を。

「あ……」

　雨脚が強まり、杏音の鼓動が増す。

　緋ひ色いろの袴はかま、ぶらりと垂れた白い袖。黒い濡れ髪を辿たどった先に、顔はなく。

　素性を紙に隠した巫み女こが、亡霊のように立っていた。

　───逃げ……なきゃ。

　逃走か闘争か。中途半端な意思で後ずさり、杏音は刀の柄つかに手をかけた。

　巫女の紙が捲めくれ上がる。裏面に一瞬だけ、文字列が見えた。〈浮遊〉を作用させて捲ったらしい。若い女性の顔が現れた。薄幸気味に俯うつむいた睫まつ毛げが、カッと開く。

「!?」

　瞳を覗のぞき込んでしまった杏音は、首から下の感覚を失った。

　意識だけは明瞭に、体が借りものの如ごとく動かない。指先から刀がこぼれ落ちた。

　───動いて……動けっ……動けったら！

　なまくらな体に活を入れるも、無視を決め込まれ。

　姉から貰もらったお下がりの下げ駄たが、彼岸へと一歩ずつ体を運び始めた。




　───誰か、助けて。

　歩きながら、杏音は心の内に叫ぶ。動かぬ口と振れない袖で、懸命に訴えながら。

　───お願い、誰か。誰でもいいから！

　だがしかし、道行く人は土砂降りから頭を庇かばい、逃げるように離れてゆく。

　あんなに世話焼きだった街が、嘘のように手の平返し。傘を差した大人おとな達に至っては、ずぶ濡れの少女を気遣う程度の優しさすら、一人として持ち合わせていない。

　───何、期待してるの。そうだよ。これくらいが普通。

　本音と建前は都の花。大人も子供も口八丁に手八丁、他人がどうのと嘘八百。本当は自分のことで八方塞がり。見ず知らずの人間に構うほど、この街は優しくない。

　───一人になりたいと願ったくせに、また構って欲しいとか。都合良すぎでしょ。

　投げつけた言葉通りとなった現実に、自らをせせら笑う。

　巫女が狭い小路を折れる。雨あま樋どいの水を頭に被かぶりながら、杏音は進んでいく。

　突き当たりに、外がい套とうを着た人影が待ち構えていた。

　───わたし、殺されちゃうんだ。

　見て見ないフリをした。良かれと思った。自分が黙って隠し通せば、誰も傷つかない。

　それが、彼女の為ためになると信じていたのに。

　───やっぱり見ちゃいけなかったんでしょ、桔[image: ]姉ねえさん？

　稲妻が走り、桔き[image: ]きようの顔が青白く浮かぶ。口封じへの安あん堵どに唇が曲がっていた。

　ぬっと伸ばされる手。迫せまる死に、杏あ音のんは瞬まばたくことも許されない。

　───お～い、杏音。

　思い出すのは、懐かしい姉の声。

「杏音ッ！」

　そう、そうやって。姉はいつでも助けに来てくれる。そんな姉が好きだった。迷子になった自分の手を引いて、暖かい家まで戻してくれる。そんな姉の心強さが。

　手が触れようかという、まさにその時。杏音の頬を突風が掠かすめた。

　閃せん光こうを纏まとった鳥の群れが襲いかかり、黒い外套と紙隠しを追い払う。

　───お姉、ちゃん？

　動かない口で、杏音は漏らした。

　眼前に舞う聖せい語ご騎き士しの黒衣。アルビオンの先が光り、闇が照らされた。

　───見～つけた。さ、お家うちに帰ろっか？

「見つけた」

　亜麻色髪の少年が、姉の口癖をなぞって微笑ほほえんだ。

「さあ杏音、逃げる準備は出来てるか？」
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　───間に合った。

　生死の際から杏音を助け出せたことに、蒼あお生いは胸を撫なで下ろす。

　敵を撒いた今のうちに、と彼女の手を引くが。予期せずグンと引き戻される。

「……杏音？」

　魅入られた杏音の体に逃げる意思はなく、路地の奥へと歩みを止める気配がない。

「そうか、紙隠しに見られて……！」

　───動かさないと。でも、どうすれば。

　焦る中、不意に悪魔が囁ささやいた。その恐ろしさに、蒼生は我を忘れる。

「畜生っ、何考えてるんだよ、俺は……！」

　方法はあった。それも一つだけ。単純な結論だ。

　動かないなら、動こうとしないなら、無理矢理にでも動かせばいい。

　歩こうとする意思を、外部から与えてやりさえすればいい。人形に糸をつけた、どこぞの傀く儡ぐつ師のように。与えられる側の意思や尊厳など、お構いなしに踏み躙にじって。

「ちょっと乱暴だけど……勘弁しろよ」

　蒼あお生いは少女の胸元をはだける。濡ぬれた柔やわ肌はだから目を逸らし、アルビオンを握る。

　虚うつろな杏あ音のんの目が、怯おびえたように見つめ返して来た。

　───もしかして、人形にするつもりなんですか、蒼生さん？

　カロリーナの拉ひしやげた声。糸つきの体で踊り、龍りゆうに喰くわれて、晴れ舞台を下ろされた。

　そんな転校生の恨み顔が、杏音の顔に重なった。

「済まない、リーナ……どうか許してくれ……！」

〈傀儡秘抄ネウロパストウム〉───忌まわしきラテン語の禁忌呪じゆ詛そを、蒼生は少女の肌に書き入れる。

　───わたしのことは、助けてくれなかったじゃないですか。

　頭蓋の噛かみ砕かれる音。もげてのたうつ四肢。血ち飛沫しぶきを絡めて焦げた金色の髪。

　カロリーナの最期が視界に迫せまり、胃の裏が噎むせ返った。

　───その子の体に、わたしと同じ呪文をかけるんですか？

　込み上げる酸味を押し戻し、蒼生は涙とともに咳せき込こむ。

「お願いだ……今だけは……！」

　心が抵抗するも。練習を怠らぬ指先は、小こ癪しやくなまでに熟こなれた手つきで呪文を綴つづる。

　杏音の肌を、文字が這はいずり、覆いきった。

　───動け。走れ。生き延びろ。

　少女の体へ蒼生は思考を上書きする。命令を吹き込まれ、ピクリと足が動いた。

「走れ、杏音！」

　蒼生は手を取って駆け出す。走りながら、必死にあるものを探した。

　───あった！

　水没した路面に溝を発見。〈晴セイ明メイ桔ギ[image: ]キヨウ〉───御お土ど居いに張られた守護結界の境界線。ウカの胎内である縄張りの中へ、杏音と一緒に飛び込んだ。

「……ぷはっ！」

　越えた途端、杏音の瞳に色が灯ともった。

　紙隠しの霊力を遮断。彼女の意識を取り返すことに、蒼生は成功する。

「感謝するぞ、ウカ様……！　おい杏音、体は動かせるか!?」

「な、な……何してくれるんですかッ!?」

　少女は赤面し、はだけた胸元を慌てて隠す。

「この変態、ど変態ッ！　その首ぶった斬って、鴨かも川がわで禊みそいで、大阪湾に流しますよ!?」

「懇ねんごろな水葬どうも！　二人で生き延びてからの話だけどな！」

　そうこうしている内にも、敵が追ってくる。

　結界の手前で止まる紙隠しをよそに、黒い外がい套とうは躊ちゆう躇ちよなく踏み越えてくる。

「だよな、やっぱり……！」

　言霊アニマこそ阻めど、生身の人間は入り込める。

　守護結界の内とはいえ、危機が去った訳では無い。蒼生は杏音の手を取って逃げ出す。

「杏あ音のん、何か武器になるものは持ってないのか！」

「あっ」杏音は空の鞘さやに気付き、「刀……さっき、橋の上に」

「これを使え！」蒼あお生いはアルビオンを渡す。「咒じゆ刻こくでも何でもいい、足止めさえ出来れば」

　自身も聖語を行使するが。綴つづった文字は呪力を込めても光らず、地に落ちてしまう。

「そうか、御お土ど居いの内側では聖語が……」

　蒼生は気付く。聖語を剥ぎ取られては、聖せい語ご騎き士しなど騎士以下の裸身も同然である。

「くそっ！　こうなったら、一旦外に出るぞ！」

　杏音を連れて、蒼生は結界の線を飛び越える。

　聖語が行使可能であることを確認し、懐に手を突っ込み、中身を放り投げた。

「安心しろ」蒼生は笑いかける。「何があっても、お前だけは守り通してみせるからな」

　綴った文字列を、落下するアルビオンへ巻き付けた。

　宙に浮いた筆記具は、それぞれが独立して、別の言語を綴り始める。

「お筆先を、四本も同時に……」

　お筆先。〈自動筆記オートマテイスム〉を並行してこなす蒼生の技量と集中力に、杏音は戦おののく。

　───その魔女、千の言葉を手繰り、万よろずの謳うたを口くち遊ずさむ。

　親達が誰よりも怖れ、姉が命を賭してまで慕った、緋ひ濡ぬれの魔女。

　その生き写しを、彼女は目の当たりにしていた。

「[image: ]イラムの[image: ]園も花と散り　[image: ]王の霊杯いづくぞや　[image: ]さはれ葡萄に紅は生り　[image: ]水際の園に[image: ]花ぞ咲く」

　ペルシア語の文面を心臓に、幾つもの言の葉が絡み合う。象かたどられた獅し子しの体に、生え出るのは鷲わし頭。ペルセポリスを守る神話の化フ鳥マが、金切り声をあげて顕現した。

　蒼生はそこへ、更なる呪文を重ねる。

「制御術式───玉座の馬銜綱タフテ・ジヤムシード！」

　文字列が轡くつわとなって、異形の嘴くちばしを絡め取る。

　手て懐なずけられた化鳥は、蒼生に引かれて首を捩よじり、敵に向かって嘴を開く。

　───不摩の獅子吼アードウル・フアルンバーク！

　空気を吸い込み、圧縮。吐き出した気団が、水溜たまりを吹き上げて飛んで行く。

　敵はたじろがない。躱かわすまでもなく、紙隠しを捨て奸がまりにして威力の減殺を図った。

　巫み女こは真正面から風を喰くらい、錐きり揉もみになって体を千切られ、宙に果てた。

「乗れ、杏音！」蒼生は手を差し出す。「急げ、早くっ！」

「だめ……」

「いいから乗れ！　助かりたいんだろ!?」

「もういい……置いてって！　早くお姉ちゃんに会わせてよ……！」

「このバカっ！　死んだら何もかも終わりなんだ。姉ねえさんにだって会えないだろうが！」

　それが杏音に向けた言葉なのか、自分に向けた言葉なのか、もはや分からなかった。

　蒼生は少女の腕を引っ張り、幻獣の背に乗せる。

「しっかり掴つかまってろよ！」

　手綱を曳ひき、蹄ひづめに路面を駆らせた刹那。蒼あお生いの視界に飛来するものがあった。

　敵の行使した聖語。金属性言語が手裏剣を象かたどり、杏あ音のんの背中を狙う。

　───間に合えっ！

　蒼生は手を伸ばす。襲うであろう激痛に備えるも、その心配はなかった。

　手裏剣は宙に静止。ぐにゃりと拉ひしやげて、地に落ちたのだから。

「何だ……何が起こって……？」

　戸惑いに辺りを見渡す蒼生だが、考えている余裕はなかった。

　運を味方に手綱を引く。町屋の合間を疾走するも、曲がり角が多く敵を離しきれない。

「杏音、これ持ってろ！　俺が後ろに回って、あいつを迎え撃つ！」

「出来ないよ、わたしになんて……」

「大丈夫だ。お前なら出来る。もっと自分を信じろ！」

　杏音に手綱を委ね、蒼生は背後に回った。〈自動筆記オートマテイスム〉で大きな弓を描き出す。金属製呪文で矢を精製、そこへ異なる三つの火属性言語を綴つづって、〈相乗〉に練り込んだ。文字列を糸替わりに口で咥くわえ、敵に向かって弦を引き絞る。

「杏音、この近くに開けた場所ってあるか!?」

「開けた、ってどれぐらい？」

「近くの建物が爆発に巻き込まれない程度に！」

　杏音は市中の地図を思い浮かべ、

「ある、開けた場所！　だけど、この速さじゃほんの一瞬だけ。それでもいい？」

「十分だ」蒼生は強気に笑う。「そこに向かってくれ！」

「分かった」杏音は手綱を引く。「こっち！」

「うおっ!?」

　進路が北に変わり、蒼生は振り落とされそうになる。気をとり直し、敵へと集中。

「街灯が二本過ぎたら、打って！」

　杏音は、前方の見えない蒼生へ指示を出す。出しながら、目標物を見据える。

　百ひやく万まん遍べん・知ち恩おん寺じ───雨に煙る瓦屋根まで、あと少し。

「二本だな？　俺が合図したら、コイツの首を後ろに引いてくれ！」

「うん、やってみる！」

　蒼生は意識を研ぐ。一本が通り過ぎ、二本目が視界の端をよぎった。

「今っ」杏音が叫ぶ。「撃って！」

　町屋の並びが途切れた。四方に開けた辻つじ、百万遍と呼ばれる交差点のど真ん中。

　障害物が消え、均ならされた土に照準がぴたり。

「悪いな。杏音を渡すわけにはいかないんだ」

　矢が飛んでゆく。黒い外がい套とうは猛然と直進してくる。

　互いの軌跡が交差、その手前で、矢の先は宙に阻まれ軽々しく捻ねじ曲がる。

「やっぱりな。雪ゆき音ねから聞いた通りだ」

　蒼あお生いは驚かず、手を翳かざす。

「そう来ると思って、仕込んでおいたのさ」

　矢に織り込まれた文字列が散開、投と網あみの如ごとく敵の体を囲い込む。

　蒼生が合図。杏あ音のんは手綱を引く。背後に回る化フ鳥マの首。その嘴くちばしが空気を吸い込み、気団を射出。高密度に圧縮された風が、敵を囲い込んだ火属性の文面に〈相生〉を加え───

　発火した。閃せん光こうが路面を駆け抜け、凄すさまじい爆音が轟とどろく。

「やっつけた!?」

「分からない。けど、足止めは出来たはずだ。このまま言げん霊れい閣かくに逃げこめないか？」

「ここからだと、もう一回来た道を引き返さないと……」

「自殺行為だな。空を飛ぶのは？」

「ダメ……御お土ど居いの結界は、空から来る言霊アニマも阻むから」

「上空で乗り物を消されちゃ、地面に真っ逆さまか。そいつはキツいな」

　だからといって言霊を乗り捨てて生身で逃げるわけにもいかず、蒼生は困る。

「少しの間でいいんだ……安全を確保できる場所さえあれば」

「川の上流にある、下しも鴨がも神社───」

　杏音は言う。

「あそこなら、大丈夫」




　───見られた。

　一之瀬桔き[image: ]きようは焦っていた。

　正体を見られてしまった。見られた以上は、殺さなければならなかった。

　───殺さなきゃ。殺さなきゃ。殺さなきゃ！

　水みず嵩かさの増した賀か茂も大橋の上に、彼女は立ち止まる。

　見つめるのは、二人が逃げ込んだ下鴨神社。

　鳥居の奥には、〈糺ただすの森〉と呼ばれる社しや叢そうが鬱蒼と茂っている。

「首をつっこむなって言ったでしょ……蒼生くん」

　桔[image: ]は恨み節を言い、唇を噛かむ。

　下鴨神社は烏うノの[image: ]つじ家の私有地。森の中には言霊達が棲みついている。一いちノの瀬せの家の出とはいえ、裏切り者である自分を、彼らは快く迎えはしないだろう。

「許して、烏か音のん。わたしには、やらなきゃいけない仕事があるの」

　今は亡き親友に謝り、桔[image: ]は意を決す。杏音も蒼生も処分しなくては。

　森へ入ろうとした彼女はしかし、すぐに足を止めた。

　橋の入り口に、人影が見えたのだ。

「そんなっ……」

　桔[image: ]は絶句のあまり、膝から崩れ落ちた。

「わたし、やっぱり間に合わなかったんですか……？」

　項垂うなだれる彼女へ、人影が躙にじり寄る。

　振られた刃やいばの残像。桔き[image: ]きようの耳元に濁流の音が近くなった。
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　蒼あお生いは鳥獣を下り、杏あ音のんと一緒に糺ただすの森へと駆け込んだ。

「見慣れないお客さんだね、杏音？」

　入るなり、青白い眼光を宿した鹿が声をかけてきた。

　森の暗がりには、いくつもの言霊アニマの目が、星空のように光り輝いている。

「お願い！　今すぐ皆みんなを呼んで、鳥居の入り口を固めて！」

「何があったの？」

「紙隠しの犯人が来るの！　それから、兄様に繋つないで『助けに来て』って伝えて！」

　杏音の指示に、言霊達が忙せわしなく動き回る。恰あたかも一国一城の主あるじを守るかのように。

「確かに、ここなら安全そうだな。まるで、杏音の森みたいだ」

「烏うノの[image: ]つじ家は賀か茂も一族の末まつ裔えい、この森は先祖代々の私有地なんです。今はこの子達の隠れ蓑みのだけど。〈裏桔[image: ]〉と言って、御お土ど居いの回りには御み霊たま様の巣が他にも───」

「四カ所、だろ？　〈晴セイ明メイ桔ギ[image: ]キヨウ〉の死角となる窪くぼみを、守る場所に」

「蒼生さんは、何でも知ってるんですね……来てたった数日で、わたし達の秘密まで」

「やっと、呼んでくれたな」

「えっ？」

「俺の名前。初めて呼んでくれた」

　無意識だったのだろう。杏音は慌てて口を噤つぐみ、頬を紅あかくする。

「まぐれです。事故です」

「まぐれでも事故でも、嬉うれしいよ」

「か、勘違いしないで下さい！　わたしはまだ、あなたを認めたわけじゃ……」

　言いかけて、杏音は口を噤む。ばつの悪さに唇を歪ゆがめ、

「わたし……あなたの事が嫌いでした」

「分かってたけど、面と向かって言われると堪こたえるな……」

　蒼生は頭を掻かく。それが杏音の本音でないことは分かった。

「でも、あなたはわたしを助けてくれた。一度じゃなくて二度までも。なのに、あなたを信じられなかった。昨日の夜に言っておけば、こんなことには……」

「紙隠しの犯人は桔[image: ]さんだってことを？」

「お願い、信じて。桔[image: ]姉ねえさんは───」

「そんなことをする人じゃない、だろ？　分かるよ、その気持ち。俺は杏音が隠してたことを責めたりなんてしないさ」

「でも……やっぱり、桔[image: ]姉さんだった」

　殺意に引き攣つった術者の顔を、杏音は思い出す。

「見間違いって、信じたかったの。都合が良いなって、自分でも思ってた。それでも、わたしは桔き[image: ]きよう姉ねえさんのことを信じたかった。あの人は、大切な家族だから」

「杏あ音のんが言うなら、俺は信じるよ。きっと、何か事情があるんだろう」

「ねえ。どうして、犯人が桔[image: ]さんだって分かったの？」

「彼女にはウカ様の姿が見えていて、真ま白しろには見えていなかったんだ。それで気付いたんだよ。雪ゆき音ねにも朔サク夜ヤにも彼女は見えていたから、当たり前すぎて見落としてた。俺が八や坂さか神じん社じやでウカ様のことを聞いたときに、杏音も真白も驚いていたもんな」

「はい」杏音は俯うつむく。「ウカ様を見ることが出来る人は、限られてますから。わたしはてっきり、あなた達が姉兄きようだいを失ったからだと思ってました」

「俺も雪音も、姉さん達の死を直接は見ていない。それに姉さんは───」

「行方ゆくえ不明、でしたね。だからあの時、ウカ様が見えるのは別の理由だと思ったんです」

「俺のこと、人殺しだと思ったわけだ？」

　杏音は「いえ」と首を振って、

「そんな人には見えませんでした。なら、残る可能性は一つだけ」

「親しい人の死を間近に見ている、か。消去法だけど、当たりだな」

「それって、もしかして。あなたがここに来たことと関係あるの？」

「転校生がさ、いたんだよ」

　蒼あお生いは明かす。過去形でしか語り得ない自分を呪いながら。




「そんなことが……」

　語られたカロリーナの顛てん末まつに、杏音は声を落とした。

「ごめんなさい。わたし、全然知らなくて」

「知らなくて当然だよ。杏音が謝る必要なんてない」

　手元を見ながら、蒼生は言う。

「俺は救えなかった。自分を救い出してくれた女の子を、守ることが出来なかった」

「だから、聖せい語ご騎き士しになろうと思ったの……？」

　杏音が聞きにくそうに問う。

「学院さえなければ、とは思わなかったの？　聖語騎士の学校にさえいなければ、あなたの姉さんも、カロリーナさんも、こんなことにはならなかったんじゃないか、って」

「思ったよ。それはもう、何度も。嫌になるぐらい」

「じゃあ、どうして……」

「姉さんにさ、憧れてたんだ」

　蒼生は言う。

「物心ついた時にはもう、姉さんが側そばにいて。自分も姉さんみたいな聖語騎士になるんだって、いつの間にか決めてた。言語が好きとか、そんなのは後付けで。俺はただ、姉さんに憧れてた。姉さんのようになりたかったんだ」

「うちも、気付いたらお姉ちゃんが隣にいて。お姉ちゃんみたいな陰おん陽みよう師じに憧れてた」

「ははっ……だよな。近くにいると、そうなりたいって思っちゃうよな」

　蒼あお生いが笑うと、杏あ音のんの頬も緩んだ。

　───もしかしてわたし達、似たもの同士なのかな。

　言いかけて、杏音は思い直す。

　学院に姉を奪われた弟妹きようだい同士。けれど、それは似ているようでまるで違った。

　自分はただ、姉を殺した魔女を憎みさえすれば良かった。大好きな姉と、大嫌いな聖せい語ご騎き士しを分けることが出来た。恨みの捌はけ口ぐちを、実の姉に向けずに済んだのだ。

　───でも、蒼生さんは。

　大好きなものと大嫌いなものを分けられない。恨みの捌け口は、ともすれば姉そのものになりかねず。姉を好きでいる為ためには、姉を奪った憎き聖語騎士に、自らがならなくてはならないのだから。

「俺さ、一人でいるのが怖かったんだ。それなのに、一人にして欲しかった。一人になりたかった。また失うんじゃないかって考えると、誰かと繋つながることの方が、一人でいることより、ずっと怖く思えたんだ」

　繋がりが辛つらくて孤独を選ぶ。その辛さが、杏音の身に染みる。

「リーナの事件があった夜。俺は何も信じられなくなったんだ。そして、雪ゆき音ねまで振り切ってしまった。誰よりも側そばにいてくれたあいつのことまで、疑ってしまったんだ」

　でも、と蒼生は言う。

「もう迷わない。俺は、俺を信じてくれる人間を守りたいんだ。俺を助け出してくれた雪音やリーナのように。だから、俺は君を助けたい。助けさせて欲しいんだ」

　蒼生が力強い視線を向けて言う。

　差し伸べられた手に、杏音は幼き日の記憶を重ねていた。





　　　　６



　五年前、京都に魔女がやってきた。




　杏音が当時について覚えているのは、二つだけ。

　一つ。自分は九歳で、大人おとな達の世界など何一つ知らなかったということ。

　そして二つ。大人達が総出で東の魔女を出迎えたこと。

　───東と西は相あい容いれない、そう肝に銘じなさい。

　近所の本ほん願がん寺じですら、東西に袂たもとを分かって六百年。いわんやお江戸の学院をや。まして土地柄もお土地柄。千年の都が地方に頭を下げる日など、琵び琶わ湖が涸かれても訪れない。親達には、そう刷り込まれてきた。

「ん……あ？」

　その日、なぜ夜中に目覚めたのか。今となっては覚えていない。

　子供の勘と呼ぶにはすっかり大人おとなで、女の勘と呼ぶにはいくらか幼すぎた。どっちつかずな九歳のことだ。せっかちな思春期が忍び寄って、夢を盗まれでもしたのだろう。

「あれ、お父様とお母様がいない……」

　空になった親の布団。こんな深夜にどこへ出かけたのか。心細くなって、杏あ音のんは外に出た。野の良ら犬も吠ほえず虫も鳴かない新月の夜。彼女はそこで、あることに気がついた。

「お社様に、灯あかりがついてる……」

　晴明神社の鳥居に、篝かがり火びが焚たかれていた。耳を澄ますと、ひそひそと話し声が聞こえてくる。鳥居の陰に背中をつけて覗のぞき見た。

「皆みんな、何してるんだろ……？」

　言げん霊れい閣かくで一番偉い、九十九つくもの叔父様。そして一いちノの瀬せ家、烏うノの[image: ]つじ家、雨あま蚕がい家───

　社殿の前に、大人達が集まっていた。お酒の席ではないらしい。揃そろいも揃って正装をし、物々しい雰囲気に包まれている。同じ光景をどこかで見たような気がした。

「……お葬式？」

　そう思った時だった。

「杏音、どうしてこんな時間に起きとんの！」

　怒号が飛んできて、杏音は縮みあがった。

　誰かがつかつかと歩み寄ってくる。母親だった。

「違うの、お母様。うち、たまたま目が覚めて。そしたら誰もいなくて……」

「さっさと布団に戻りっ！」

「皆でお社様に集まって、誰か亡くなりはったん───っ!?」

　ばちん。頬に鋭い痛みが走り、杏音の視界が揺れた。

　母の平手打ちだと理解するまでに、だいぶ時間がかかった。

「あんたには、関係あらへん」

　剣の稽古や勉強には厳しくても、手だけは決してあげない母だった。

　まるで別人。隠し事に切羽詰まった大人の顔というものを、杏音は初めて見た。

「ご、ごめんなさい……お母様」

　怖くなって小走りで引き返した。悪い夢でありますように。そう祈りながら。

「わっ!?」

　よそ見をしていたのだろう。鳥居を抜けた勢いそのまま、杏音は顔をぶつけた。

「あら」

　色気のある声がした。杏音はゆっくりと顔を上げる。

　聖せい語ご騎き士しの黒衣。金色燦きらめくフクロウの胸章に、亜麻色髪が垂れていた。

「ごめんなさい。大丈夫？」

　女性騎士が心配そうに問うてくる。彼女の背後に、杏音は姉の姿を見た。

　第九師団・〈[image: ]か楼る羅ら〉。目の前の人物が、史上最凶と謳うたわれる聖語騎士だと理解した。

「あっ。あなた、杏音ちゃんね？」

　新月の下で、魔女が笑った。

　───キレイな人。

　杏あ音のんはそう思った。けれど同等かそれ以上に、悲しい笑い方をする人だと思った。

　知らず近寄り、思わず手を伸ばしたくなる、そんな美しさ。彼女は危ない重力だった。

「こんばんは」

　魔女が腰を折り、手を伸ばしてくる。

「こ……こんばんは、お姉ねえさん」

　杏烏は、震えた子鹿みたく握り返した。

　ひやり、冷たい手。それでも、予想していたよりはずっと暖かかった。

「あなたのお姉ちゃんには、いつも助けて貰もらっているの。お礼を言わせて」

「お姉ちゃんが？」

「そう。烏か音のんは、とっても強くて頼りになる人だから」

「ちょっと隊長～？　ウチの妹におべっか使って、何か企たくらんでるの？」

　後ろの方から、姉の声がした。

「怒られちゃった」魔女は困り顔で笑い、「杏音ちゃんはお姉ちゃんのこと、好き？」

「うん」杏音は頷うなずくも、「意地悪で、けちんぼやけど」とタダでは褒めない。

「あ、言えてる」魔女はクスリ。「それはきっと、杏音ちゃんのことが好きだからよ」

「そうかなあ……？」

「わたしにも弟がいるの。ちょっと意地悪したくなる気持ち、姉にはつきものだから」

「弟さん、いくつ？」

「今年で十二、杏音ちゃんの三つ上。蒼あお生い、っていうの」

　蒼あおく生きる、と書くらしい。朱あかい魔女が零こぼした涙みたいな、そんな名前だった。

「これから先もしも会うことがあったら、仲良くしてくれると嬉うれしいな」

「うん、約束する」

「ほんと？」

　魔女は笑った。とても淋さびしそうに。

「じゃあ、その時は宜よろしくね。杏音ちゃん」

　差し出された指に、杏音は小指を絡めた。優しくて壊れそうな指だった。

「お待ちしておりました、朱あけ美み様」

　母親が駆けつけて、魔女に深々と頭を下げた。

「いえ。こちらこそ、遅れて申し訳ありません」

「どうぞ奥へお上がり下さい。これ、杏音！　ぼーっとせんで、頭を下げ！」

「いいんですよ、お母様」

　魔女は言うと、「ばいばい、杏音ちゃん」と手を振って軍服を靡なびかせる。

　その背後をのっしりと大きな獣がついていった。

　お伽とぎ噺ばなしに出てくるような巨大な狼。ぎょろりと睨にらまれ、杏音の心臓が跳ね上がる。

「やれやれ。やっとこの日が来たって感じだなあ～　待ちくたびれたよ」

　ぞろぞろと通り過ぎる師団員を見ながら、烏か音のんが感慨に耽ふける。

　久しぶりに姉と会えた嬉うれしさに、杏あ音のんは抱きついた。

「お帰り、お姉ちゃん」

「ん、ただいま」

　杏音は姉を見上げる。袴はかまの上に、いかめしい洋式軍服が似合っていた。

「ねえ。どうして聖せい語ご騎き士しの人達が、お社様に来てるの？」

「あ～ちょっとね。ウチの隊長と言げん霊れい閣かくとで、大事な話があるんだよ」

「大事な話、って？」

「う～ん、杏音にはまだ早いかな」

「うち、もう大人おとな！　咒じゆ刻こくも使えるようになったし、一人で用だって足せるもん！」

「大人になった、って言えるうちは、まだ子供なんだよな～」

　烏音は妹を茶化した。そこへ、神社の方から声がかかった。

「烏音、早くこっちに来なさい。それから、杏音はすぐ家に戻るように」

「あ～ちょっと待って、九十九つくもの叔父様」

　烏音は声を張ると、そっと耳打ちする。

「糺ただすの森」

「えっ？」

　杏音は問い返した。

　烏音は秘密の談合に向かいながら、度胸を試すように一言。

「大人だって言うなら、夜中に一人でも行けるよね？」




　星明かりも届かない森の中を、杏音は一人で駆け抜けた。

　ご先祖様の森。そう唱えて耳を塞げば、夜なんて怖くなかった。梢こずえが開けた楼門前の広場で、杏音は膝を抱えながら、姉が来るのを今や遅しと待ち続けた。

「よっ、お待たせ」

　どれほど一人で待っていただろう。姉の声がすると、杏音は走り寄って飛びついた。

「いや～まさか本当に待ってるなんて。怖くてチビった？」

「チビってないもん」

「見み栄え張らなくてもいいんだぞ、別に」

「張ってないもん……」

　杏音は意地になってしがみつく。とっくのとうに涙声だった。

「そっか。しばらく見ないうちに、杏音も少しは大人になったのかな」

「ウチ、もう大人やもんっ……！」

「はいはい、分かったよ」

　根負けした姉に手を引かれ、杏音は楼門を登った。屋根瓦に寝転び、二人で星空を見上げた。そこは遮るもののない、誰にも邪魔されない、二人占めの特等席だった。

「久しぶりに見ると、暗くて狭っちい星空だなあ」

「外の国は違うの？」

「北欧の夜空は、オーロラで昼間みたいに眩まぶしいんだぞ。杏あ音のんにも見せてあげたいよ」

「オーロラ？」杏音は目を輝かせた。「それなあに？」

「めっちゃ空一面にすっごくぶわーっと、超絶ぴかぴかしてるやつ」

「お姉ちゃん、語彙力ひどすぎ」

　杏音は苦笑い。身振り手振りをする姉が、見ていて可お笑かしかった。

　知らない言葉を話す、海の向こうの世界。姉の持ち帰る土産みやげ話に、杏音はいつも心を躍らせた。盆地の外を知らない九歳の瞳には、想像力があり余って困りものだった。

「また、隊長達と出かけて来るよ」

「どこに行くの？」

「遠い国まで。ちょっと長い旅になるかな」

　姉にしては珍しく、遠征先を明かさなかった。

「帰って来るよね？」

「うちの隊は、死ぬほど無敵で死なないから、大丈夫」

　誇らしげに姉は言う。杏音は指切りした魔女の顔を思い出す。

「隊長さん、すごくキレイな人だね」

「キレイ過ぎて、触ると壊れちゃいそうでしょ？」

　杏音は知った。キレイというのは、壊れそうなものに向ける言葉なのだと。

「皆みんなで集まって、どんなお話してたの？」

「さあね。秘密だよ～ん」

「けちんぼ」

　杏音は機嫌を損ねた。不ふ憫びんに思ったのか、烏か音のんが仄ほのめかす。

「聖せい語ご騎き士しと陰おん陽みよう師じの仲直り、かな」

「仲直り？」と杏音。「聖語騎士は嫌な人ばかりで、そんな日は来ないんでしょ？」

「うちもそう思ってた。んでもって実際、中央の連中はいけ好かない奴やつばかり。でも隊長は違うんだ。あの人なら言げん霊れい閣かくと聖語騎士を、この世界を一つにしてくれるんだよ」

「お姉ちゃん、何だか朱あけ美みさんに恋しているみたい」

「恋？」烏音は固まった。「ないない、絶対ない！　あの人には副隊長がいるし」

「でも、その顔は恋している顔」

「恋じゃないけど、少し惚ほれちゃったのかも」

　烏音は悔しそうに漏らす。

「うちの隊長は誰よりも強くて。誰よりも強いからこそ、何でも一人で抱えちゃう弱い人なんだ。だから、うちが守ってあげなくちゃ。守ってあげたいと思うんだよ」

「それって、恋じゃないの？」

「違うんだな、これが。ま、お子様には分かんないだろうけどさ～」

　小馬鹿にされて杏あ音のんは膨れた。「違いくらいわかるもん」と言いたかったが、どんなに考えても違いが分からなかった。惚ほれるのと恋をすることは、一緒だと思っていた。

「んあ……」

　考えると瞼まぶたが重くなった。夜のしじまに意地悪な睡魔が帳とばりを下ろしていく。

「どうやら、お子様にはおねむな時間かな～？」

「ウチ、お子様や……ない……」

「こんなに遅くまで、よく頑張って起きてたね」

　らしからぬ労ねぎらいの声。頬にそっと口づけの気配。

「お休み、杏音」

　天の川を背に、姉が微笑ほほえんだ。湿った森の匂いが、乾いた畳へとすり替わり、朝寝坊に目を覚ます頃にはもう。姉は魔女に連れられ、京都から消えていた。

　数ヶ月後、姉は約束通りに帰ってきた。

　家の玄関ではなく郵便受けに。ぺら一枚の訃報へと姿を変えて。




「俺達と一緒に来てくれないか？」

　それから五年後。十四歳になった杏音は、選択の岐路に立たされていた。

　雨の止やまない森の中、蒼あお生いに手を差し伸べられて。

　───わたしにも弟がいるの。

　五年前の魔女の微笑みが、亜麻色髪の少年に重なる。

　───仲良くしてくれると嬉うれしいな。

　九歳の自分はうんと答え、指切りまでした。夜の魔女と交わした契約だった。

　ここは糺ただすの森。偽りを糺ただす、神様のお膝元。

　嘘をついてはいけない。それが仮に、五年前の自分に対してだとしても。

「俺は、杏音のことを助けたい。助けさせてほしいんだ」

　───もう、自分に嘘はつかなくていいのかな？

　杏音の瞼が熱くなる。

　姉と同じだった。この人についていけば変われるかも知れない。長くて暗い夜から抜け出せるかも知れない。そう感じるや、腕が蒼生にしがみついていた。

「そんなこと、今更言わないで……」

　杏音はやっと気がついた。蒼生を忌み嫌ったのは、姉を奪われたことへの復ふく讐しゆう心しんでも敵てき愾がい心しんでもなく。憎悪に限りなく近い、羨望でしかなかったのだと。

　この人は逃げずに戦い続け。自分は戦うことから逃げ続けた。

　目の前に現れた勇気と強さに縋すがり付き、杏音の声が湿りだす。

「ねえ、何でやの!?　教えてよ！　何でお姉ちゃんが死ななきゃあかんかったの!?」

　ただの八つ当たりだった。場当たりで、ひどく罰ばち当あたりな。

　押さえてきた京言葉が口をつく。雨あま曝ざらしの森の中、涙が溢あふれて止まらない。

「そんなに言うんやったら、はよ返して！　うちのお姉ちゃん、返してよおっ……！」

　震えた少女の背を、蒼あお生いは受け止める。

「約束する、絶対」

　無責任な言葉だと、蒼生自身も理解していた。

「一緒に、姉ねえさんを取り戻そう」

　それでも蒼生は言う。諦めかけて目を逸らし、踏み出すことから逃げ続けた。そんなつい最近までの自分と、どこか似ている少女の背中に。もう一度、言い聞かせるように。

「杏あ音のん、若様がご到着だよ」

　ほどなくして、鹿の付つく喪も神がみから報告が入った。

「だってさ、これで一安心だな」蒼生は息をつく。「森を出ようか」

「うん」杏音は涙を拭って頷うなずく。

　敵の姿がないのを確認し、二人は鳥居の外へ踏み出した。

「嘘、どうして……」

　途端、杏音が震え声でつぶやき立ち止まる。その訳を、蒼生もすぐに知った。

　雨垂れの橋の上に、点々と咲いた彼岸花。

　辿たどった先の血溜だまりに、桔き[image: ]きようの体が沈んでいた。
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「桔[image: ]さん！」

　蒼生は杏音と共に、倒れた女性騎士へと駆け寄る。

「誰が、誰がこんなことを……！」

　蒼生は軍服を脱ぐ。鋭利な刀で、ざっくりと抉えぐられた桔[image: ]の首筋。止血するべく巻き付けると、彼女は苦しそうに吐血し、赤黒く濡ぬれた唇を歪ゆがませた。

「いいの……わたしはもう、助からないから」

「お願い、助けてっ！」

　杏音に急せかされ、蒼生は治癒霊の召喚を試みる。

「蒼生くん……聖語は使わないでくれる？　聖せい語ご騎き士しの……言葉なんて」

「んなこと、言ってる場合じゃねえだろっ！」

　まだ助かる。助けなきゃ。助けないと。

　藁わらにも縋すがる思いで、蒼生は言葉を紡いでゆく。

　───わたしでも聖語騎士になれますか？

　いつかと同じ光景。治癒霊に手を治されたカロリーナの笑顔が、桔[image: ]に重なった。

　今度は助かるだろうか。助けられるだろうか。助けられなかったら。

「もう誰も死なせないって決めたんだ……助けるって決めたんだよ……！」

　不安を追い払うように叫び、蒼生は治癒を急ぐ。

「また、橋の上かあ……」

　桔き[image: ]きようは残念そうに漏らし、杏あ音のんに微笑ほほえむ。

「甘いなぁわたし。甘々だよ。もっと早くあなたを殺しておくんだった。神様もこの街も、みんなあなたを守る。蒼あお生いくんや雪ゆき音ねちゃんまで。ズルいよ、神様……わたしからは何もかも奪うくせに、あなたには二物も三物も与えるんだから」

「喋しやべらないで下さい、桔[image: ]さん！　血が……」

　打ち付ける雨粒が傷口を洗い、体温を奪い去って行く。

　流れ出た命が一線を越えたのか、桔[image: ]の顔に彼岸の色が差し始めた。

「蒼生くん……これ、あの人に返してくれる？」

　彼女は花はな簪かんざしを取り、蒼生に委ねる。

「誰のことか、君なら……もう知ってるんでしょ？」

「そんなの自分の手で直接渡したらいいだろっ！　諦めるんじゃねえよ！」

「杏音。あなたを守ってくれる彼のこと……大事にしなさいね？」

　桔[image: ]の手が落ちた。迎えられた瞼まぶたがそっと下りる。

「まだ助かる……まだ……！」

　項垂うなだれる蒼生。杏音は悲痛な顔で、「嫌、やだよ……」と桔[image: ]の肩を揺する。

　折しもそこへ、迎えに来た九きゆう十と達が鉢合わせた。

「桔[image: ]姉ねえさん……」

　九十の表情が凍り付く。その瞳の奥で箍たがが外れる気配を、蒼生は感じ取った。

　真ま白しろにウカ、朔サク夜ヤも揃そろって立ち竦すくむ。雪音が惨状に口を覆った。

「おい、なんだコレ……なあ？」

　橋の対岸から声があがった。駆けつけてきたのは見ミ[image: ]マワリ組グミ一行。

　棒立ちになる棗なつめの横で、蓮れんは血溜だまりに沈む上司を見ると、頭を抱えて笑う。

「ははっ、とうとうやってくれたなァ！　もう言い訳は出来ねえぞ、お前ら！」

　その頬を、びゅうと風が掠かすめた。

「───は？」

「あちゃ～外れはった。死にたくなきゃ、少し黙ってて貰もらえます？　お兄さん」

　絹糸を口に紡ぎ出し、真白が蓮を睨にらみ付ける。

「隊長、攻撃してもいいっすよね？　オイラ達の大事な副隊長が、殺やられたんで」

「いいだろう」

　無表情な棗の許可を受け、蓮は狂喜する。

「真白。ここは僕が行くよ」

「えっ……ですが、兄様」

「桔[image: ]姉さんの仇かたきだ。僕一人で充分さ」

「へへっ、若様もとうとう殺る気満々だな？　こっちも気兼ねなく暴れられるぜ！」

　歩み出す九十を見て、蓮は使い魔を呼ぶ。

〈黒山羊タングリスニル〉───黒衣の淑女が、大鎌を携えて現れた。彼女の瞳───〈縄じよう縛ばくの霊れい眼がん〉が金縛りをかけるも、九きゆう十とは視線を下げて容易たやすく逃れる。

「一いち[image: ]べつ即そく咒じゆか。霊眼で捕らえるなら、もう少し殺気を押さえるんだね。動きがバレバレだよ。僕は四六時中御み霊たま様と対話している身だ。君達よりもずっと鼻が利く」

「はっ、余裕ぶっこいてる場合かよ？　よそ見してっと、死んじまうぞ？」

　言霊アニマが鎌を振り上げる。その直前、九十の袖から文字列が滴り落ちるのを、蒼あお生いは見た。

　咒じゆ刻こくが闇に隠れて地を這はい、敵の体表に溶け込んだ。

「刻こく咒じゆ八卦───〈音素膠こう着ちやく〉！」

　九十の睨にらみに、言霊の手がピタリと止まる。

「っ、おいこら！　何で腕を止めてんだよ!?　さっさと、そいつを殺せ！」

「無駄だよ」

　九十は嗤わらう。

「彼女の体を流れる言葉の節々に、咒刻を染み込ませた。流れさえ滞らせれば、霊力は弱くなる。僕らの心臓と同じように血が流れなければ、言葉は言霊たり得ない」

「チッ、そんな小細工にしてやられてんじゃねーよ、役立たずが！」

　蓮れんが手を翳かざすと、黒衣の女性は体を小刻みに震わせて呻うめき出した。

「ｕ……ａａ……」

「〈地獄の業火インフエルノ〉……御霊様の体を焼き、術者への服従を強いる制御術式か」

　事の次第を横目に見て、九十の瞳が翳かげりを増す。

　火属性の言語が、女性の肌に枝葉を茂らせ、灼しやく熱ねつを放つ。

「……ａｒ……[image: ]ａａｒｒ……ッ!!」

　火ひ炙あぶりの苦痛から逃れようと、女性は滞った霊力を無理矢理解放する。

　焼やけ爛ただれた二の腕が軋きしみをあげ、凶器が横よこ薙なぎに空を切り裂いた。

「九十、避よけろっ！」

　蒼生が叫ぶも、当の本人は動かない。振られた刃やいばが、横顔に触れようかという最さ中なか。

　九十は片目を閉じて、笑みを浮かべた。

「やあ、遅かったね。僕の主あるじ様？」

「ふん、よく言うわ。わしがいなきゃ生きられん体のくせに」

　霊柱解放────三之柱・〈妖狐キツネ憑ヅキ〉！

　ウカが九十の体に憑ひよう依いするのを、蒼生は見た。

　狩かり衣ぎぬが旋つむじ風かぜに舞い、玲れい瓏ろうな瞳に紅が灯ともる。逆立つ髪に狐の耳が生え、口元には犬歯が伸びる。振られた鎌が色白な頬に触れ、鈍にび色いろの飛沫しぶきと果てた。

「我が主様の首を刈るには、安っぽい鉄てつ屑くずじゃな」

　九十の口が、ウカの声を借りて溜ため息をつく。

「都に仇あだなす小こ蠅ばえが湧いとるの。九十よ、どうする？」

「決まっているだろう？」

　自問自答に、少年の口の端が切れ上がった。

「刻こく咒じゆ八卦───〈音素滅却〉！」

　九きゆう十との手が握られる。パアン、と水風船の破れる音。黒衣の女性は内から膨れあがり、中身を夜空にぶちまけた。飛び散る文字列が、返り血となって九十の頬を染める。

「ば……爆発した……!?」

「〈発散〉させただけさ。体を構成する文字列を、咒じゆ刻こくで切り離して分解したまでだ」

　浮き足立つ蓮れんを見据えながら、九十は再び歩み出す。

「まずは一匹。次の花火は、もう少し派手なのを期待するよ」

　狐きつねに憑つかれた陰おん陽みよう師じ。その豹ひよう変へんぶりに、蒼あお生いの背筋が騒いだ。

　霊愛めづる若君の面影は露と消え。あるのはただ、殺さつ戮りくを是とする修羅の姿。桔き[image: ]きようを殺された怒りに駆られ、少年は橋を渡りゆく。と、そこで。

「何の真ま似ねだい？　蒼生」

「やめるんだ、九十。これ以上は……！」

　九十の前に、蒼生は立ち塞がった。アルビオンを固く握りしめて。

「そこをどいてくれないか？　これは僕たちの戦いだ。君は関係ない」

「関係大ありだ、この馬鹿っ！」

　蒼生は叫んだ。御殿の地下で畏おそれていたことが、現実となっていた。

　───そうだよな、九十。お前はやっぱり。

　自分と雪ゆき音ねを味方に引き込むという目的の為に、杏あ音のんを交渉の手段とし。

　都の治安を取り戻すという目的の為に、鵺ぬえという言霊アニマを手段とした。

　思えば九十は、言げん霊れい閣かくという目的の為ために、あらゆる手段を尽くす男だった。聖せい語ご騎き士しを疎んじ、言霊とこの街をこよなく愛づるが故に、誰よりも目的の為に手段を選ばない人間になりうる───その可能性に、もっとはやく気付くべきだった。

「不ふ貶き不ふ殺さつが教えなんだろ!?　人間や言霊を傷つけないのが、お前達じゃないのか！」

「僕らの理想京を穢けがす輩やからは、人間だろうと言霊だろうと排除する。この街が平和になるなら、僕は偽りの神話もでっちあげるし、悪魔にだってなってみせるさ」

「その目的の為に、お前自身が手段になったらおしまいなんだ！　手段の為に目的を選ぶのが言霊閣なら、自分を理想京の為の手段になんかするな！」

「理想京の為の手段か、いい響きだ。願ったり叶かなったりだよ」

　九十は牙を覗のぞかせて笑う。

「一度は死んだこの体だ。それこそが、僕に与えられた、僕の生きる理由だ」

「だったら俺は……お前の為に目的を変えてやる！」

　蒼生は九十の胸元を捩ねじりあげる。最終手段のアルビオンを構えながら、

「その為なら、俺はどんな手段だって選ばない……！」

「最後通告だ、蒼生。どかないなら、今から君も邪魔者だ」

「この馬鹿、目を覚ませ！　お前の望む平和は、こんなものなんかじゃないだろ！」

　神に生かされ、神を宿した少年。その奥底に眠る心穏やかな人格、九きゆう十とという名の良心そのものへ、蒼あお生いは必死に呼びかける。

「もうやめてよ、兄様っ！」

「杏あ音のん……」

　少女に刃やいばを突きつけられ、九十の顔色が揺れた。

「もうやめて……これ以上、怖い顔しないで……」

　杏音の嘆願に、九十はようやく落ち着いた。

　一方の棗なつめと蓮れんの前には、雪ゆき音ねが刀を手に立ちはだかっていた。

「何の真ま似ねだ？　氷ひ乃の華はな雪音」

「棗さん。無用な戦いは止やめて下さい。これ以上、犠牲者を増やしちゃダメよ……！」

「おら、そこどけよ。新人ちゃん？　先輩に生意気抜かしてっと、犯すぞ？」

「それは聞き捨てなりませんね」

　朔サク夜ヤが睨にらむと、蓮は戦おののきに立ち止まる。

「いい加減にしろって言ってんだろ、お前らッ!!」

　蒼生は声を張り上げた。

「桔き[image: ]きようさんを殺した犯人を見つけるのが……そっちの方が先だ！」

「ほう。お前にどうにか出来るのか、少年？　どの道、結果は見えていると思うがな」

「それは……でも、だからって、ここで俺達が争っても何も解決しない！」

　蒼生の言葉に、橋の上が落ち着きを取り戻す。

「ならば、こうしよう。九十九つくもの御曹司」

　棗が言う。

「御お土ど居いの守護結界を外すならば、我々はこの場では手を下さない」

「断ると言ったら？」と九十。

「学院からの封書を、もう一度読むことだ」

　九十の手にした封書にあった「警告」の二文字を、蒼生は思い出す。

「断るなら、是非もない。我々はここですぐさま言げん霊れい閣かくに乗り込む。陰おん陽みよう師じの子供達には不ふ憫びんだが、取り得る手段は何でも取る。そういう内容だったはずだ」

　それを聞いて、蒼生の目頭がふつと熱を帯びる。

「棗さん……今、自分が何を言ったか分かってるのか!?」

「そうよ！」雪音が非難する。「学院の命令で人殺しをするっていうの!?」

「この有様を見て言えよ、テメーら」

　血溜だまりに倒れた桔[image: ]を、蓮は顎でしゃくる。

「そっちの誰かが、ここで代わりに死んでくれりゃ、文句は言わねーよ」

「それは、ウチらの台詞せりふです」

　今度は真ま白しろが応戦する。こうなっては収集がつかない。

　九十はしばし考えたのち、「分かった」と言う。

「お主、何を言っておるんじゃ！」

　九きゆう十との口から、ウカの拒否反応が飛び出す。

「わしは納得せんぞ。外したが最後、後は奴やつらの思うまま。気でも触れたか？」

「僕の命令が聞けないのか、ウカ」

「わしに口応えか、九十。誰の力で生かして貰もらうとるのじゃ、貴様？」

「いいから、〈晴セイ明メイ桔ギ[image: ]キヨウ〉を外すんだ！」

　九十は苦渋の決断を下す。

「ウカ、僕と約束したはずだ。この街を、言げん霊れい閣かくを守る為ために生きると」

「じゃがな……！」

「今は引くんだ。僕らには、戦う為の時間が必要だ」

　ウカは渋るも、揺るがない主あるじを前には折れざるをえない。

「ちっ。お江戸の官僚如ごときに、わしが条件を呑のまされるとはの。屈辱の極みよ」

　ウカは九十の手を借りて合掌。霊力が地を駆け、街の隅々から光の膜が天に昇る。

　巨大な五ご芒ぼう星が、夜空に儚はかなく散り失せた。

「じき、学院校舎から客が来る。一刻の猶予もない。降伏するなら今のうちだ」

「僕らを子供と見くびらないことだ。御殿に土足で上がるなら、容赦はしない」

「聞く耳を持たんか。ならば結構。言霊閣討伐の大義名分は確保された」

「待ってくれ、棗なつめさん！」

　堪たまらず、蒼あお生いが割って入る。

「犯人も分からないうちに争ったって、どうしようもないだろ！」

「九十、あなたも冷静になって！」雪ゆき音ねも必死に請う。「お願いよ」

「僕は冷静だよ、雪音。自分でも恐ろしいぐらいに」

　狐きつね耳の少年は桔き[image: ]きようの体を抱えた。冷たい頬を愛いとおしげに撫なでて、ウカの声が言う。

「一いちノの瀬せのお転てん婆ば娘が、綺き麗れいな女になったの。可哀かわい想そうに……」

「どこへ持って行く？」棗が不ぶ躾しつけに問う。

「桔[image: ]姉ねえさんは帰るんだ」九十は言う。「帰るべき家に」

「その軍服が見えないのか。彼女は見ミ[image: ]マワリ組グミの人間、我々の仲間だ」

「桔[image: ]姉さんの家は、学院でも見[image: ]組でもない」

「だが、お前達の城でもない。一ノ瀬は言霊閣を破門された。違うか？」

「ちょっとの間、家を留守にしただけだ……！」

　九十が食い下がると、棗は押し黙る。

　感情に縁遠い真一文字の唇が、運ばれる部下を見て、少しだけ悲しそうに歪ゆがんだ。

「蒼生、雪音。君達は、どっちにつくんだい？」

「よすんだ、九十。桔[image: ]さんへの思いは分かる。でも、争ったって何も生まれない」

「君の言い分は理解しているよ。それでも、僕らには僕らなりの正義があるんだ」

　九十は言うと、ウカと真ま白しろを連れて橋を後にする。

　棗なつめと蓮れんも対岸へと帰っていった。蒼あお生いと雪ゆき音ね、朔サク夜ヤと杏あ音のんが、橋の上に残される。

「どうして……[image: ]どうして、こうなるんだ……！」

　拳こぶしを握る蒼生。すると、杏音が遠くを見て声を震わせた。

「そんな……大だい文もん字じ山が燃えてる……」

「五ご山ざんの送おくり火び……それも大の字だけ」朔夜が目を細める。「杏音様、あれは？」

「うちら言げん霊れい閣かくの合図なんです。『大文字が見えたら、二に条じよう城じようへ馳はせ参さんじよ』と」

　夜に焚たかれた一つの大の字。即すなわち、一大事。

「杏音ちゃん、九きゆう十とは……何をするつもりなの？」

「兄様は、言霊閣の存亡を賭けて、学院へ総力戦を挑む気です」

　徹底抗戦。寝静まった都に、開戦の狼煙のろしが焚かれたのだ。

「ダメだっ！　あいつを何とかして止めないと、このままじゃ───」

　どん。言葉の途中で、蒼生の体が衝撃にぐらつく。

「見つけた……お兄さん……善い人」

　飛びついてきたのは幼女だった。

　艶あでやかな緋ひ牡ぼ丹たんの着物姿。見上げてくる目には、包帯が巻かれている。

「お願い……助け……」

　声を絞り出して倒れ込む幼女を、蒼生は抱き抱えた。

「おい、大丈夫か!?」

「蒼生、それ……」

　怯おびえた雪音に指さされ、蒼生は気付く。

　軍服に赤い手形が二つ、押されているのを。

「えっ───」

　幼女を受け止めた手がぬめり、蒼生は声を漏らす。視界にもってくると、そこには真っ赤な濡ぬれ紅葉もみじ。遅れてほんのりと、脳のう漿しようの潮臭さが鼻をついた。






第五章　天意の未来視







　　　　１



「この子……一体どこから来たんだ？」

　四し条じよう大おお橋はしで倒れ込んだ幼女を、蒼あお生い達は旅館に運び込んだ。橋の上では気付かなかったものの、部屋の明かりに照らすと、彼女には影が無かった。体に傷はなく、手を血で染めた言霊アニマ。寝息を立てる雛ひな顔を、雪ゆき音ねが心配そうに覗のぞき込む。

「雨に濡ぬれているだけで、血は２、３日前のものっぽいな」と蒼生。

「２、３日前ってことは、この子が桔き[image: ]きようさんを殺したわけじゃなさそうね」

「ですね」

　朔サク夜ヤが即答する。彼女は幼女の手についた血を舐なめて、

「畢ひつ竟きよう、この味は十代の女の子。それも、一人ではなく複数人のものが混じってます」

「どうして分かるのよ」

「どうして何も、お嬢様。わたくしは───」

「いや、やっぱりいい。説明しなくていいから」

　朔夜が人喰くらいの妖よう狐こであることを思い出し、雪音は首を振る。

「十代の女の子、って言いました？」

　朔夜の鑑定に、杏あ音のんがハッとする。

「なら、彼女が女生徒達を攫さらって……」

「でも、杏音。俺達の見た紙隠しは、もう少し背丈がなかったか？」

「確かに、そうですね。だったら、彼女は一体……」

「それより気になるのは、この子。二に条じよう城じようの地下にいた鵺ぬえに、よく似てるよな」

「それ、うちも思いました」

「杏音ちゃん。鵺って、あの子の他にもいたりするの？」

「いえ。そんな話は、聞いたことないですけど……」

「この包帯といい着物といい、そっくりだ。唯一違うのは着物の柄くらいか」

　鮮血で染めたような、韓から紅くれないの牡丹花。蒼生の脳裏に浮かぶのは、花札の青短冊。二条城に匿かくまわれた鵺のそれは、紅葉もみじ柄だった。紅葉に牡丹とくれば、残る一枚の札は───

「ごめんね、ちょっと見せて貰もらうわよ」

　雪音が幼女の包帯に手をかけ、そっと外す。

「えっ」

　雪音の喉が凍り付いた。それは、他の三人も同じだった。

　隻眼。幼女には片目が無かった。そう思うが早いか、彼女の瞼まぶたが開かれる。

「ここ……どこ……？」

　赤い五ご芒ぼう星を灯ともした瞳で、幼女は怯おびえる。

「大丈夫だ。怖がらないでくれ。俺達は何もしないから」

「わたし達は、あなたの味方よ」

　幼女は壁際に縮こまり、体をビクつかせる。彼女の瞳に映る恐怖は、蒼あお生いと雪ゆき音ねの顔にではなく、フクロウの胸章が煌きらめく、聖せい語ご騎き士しの軍服に向けられていた。

「御み霊たま様、安心して」杏あ音のんが手を差し伸べる。「この人達はいい人だから」

「……陰おん陽みよう師じ様」

　杏音の袴はかまにある五ご芒ぼう星を見て、幼女の震えが収まった。

「御霊様」と、杏音は言う。「どうしてあんな場所にいたのか、教えてくれますか？」

「逃げてきた……」幼女は言う。「悪いこと……したくないから……」

「どこから逃げてきたんだ？」

「川の向こう……太い木で組まれた……暗い籠の中……」

「鴨かも川がわの向こう？」蒼生は首を傾かしげる。「籠の中？」

「うん……お兄さん達……善い人……わたしを……虐いじめない」

「俺達は、虐めたりなんかしないよ。君の味方だ」

「良かった」

　幼女は安あん堵どに肩の力を抜く。

「あのお姉ねえさん……怖かった……わたしを……何度も痛めつけてきた……」

「痛めつけてきた？」

「わたしを拷問してくるの……人攫さらいを手伝え……命令に従え、って……」

「そのお姉さん、どんな人だった？」

「紫の……髪飾り……お兄さんと……同じ服」

「桔き[image: ]きよう姉さんが……」

　杏音が辛つらそうに眉を寄せる。

「よし、順番に聞いていってもいいか？　まずは、君の身に何があったのかを───」

「蒼生様。どうやら、その時間はないようです」

　朔サク夜ヤが窓の外に目を凝らす。駆けよった雪音は、その理由を見た。

「こんな時に、家宅捜索なんて頼んでないわよ」

　旅館の入り口に、若い見ミ[image: ]マワリ組グミ員が立っていた。




「ちっ。アイツら、どこへいなくなりやがった」

　旅館に上がり込んだ二に八や凪なぎ蓮れんは、空の部屋に歯は軋ぎしりした。感づかれて裏口を使われたか。消えた蒼生達の姿を追って外に出ると、雪音と朔夜が待ち構えていた。

「わたし達に用があるなら、呼び鈴でも鳴らしてくれないかしら？」

「お、探したぜ。後輩ちゃん」

「呆あきれた。夜中に断りもなく忍び込むなんて、京都の警察は泥棒以下ね」

「見[image: ]組の特権さ。昔から怪しい旅館への立ち入りが仕事でね。池いけ田だ屋やとか寺てら田だ屋やとか」

「それは見[image: ]組じゃなくて、新しん[image: ]せん組ぐみでしょ？」

「知らねーよ、んなこと」

「いや、わたしも詳しくないけど」

「折せつ角かくのまぐれ当たりが台無しです、お嬢様」

　悩ましげに嘆息する朔サク夜ヤ。蓮れんが苛いら立だった調子で問う。

「あの生意気な魔女の弟と、陰おん陽みよう師じの女はどこに行った？」

「蒼あお生い様と杏あ音のん様は出かけておりますが。それが何か？」

「へえ。オイラの気のせいか？　さっき、四し条じよう大おお橋はしで幼女が一人見えた気がしたのは」

　雪ゆき音ねは蓮を見据えたまま、意識の内に語りかける。

　───まずいわね、朔夜。

　───お嬢様の歴史ポンコツっぷりがですか？　確かに相当まずいですね。

　───そっちじゃないわよ、あの女の子のこと！

　───ええ。見られてしまいましたか。

　───どうする？

　───押し切ってくるようであれば、止めるしか無いでしょう。

「蓮さん、あなたはどうしてそこまでして、言げん霊れい閣かくを潰そうとするの？」

「決まってんだろ？　出世の為ためだ」

「出世って、それだけ？」

「オイラはこの街から出る為の手柄が欲しいだけだ。副隊長が死んだのはビビったけど、別に仇かたきを討とうとかじゃない。結果として言霊閣が踏み台になりゃ、それでいい」

「自分が良ければ、他人はいいの？　あなた個人の為に、子供達が犠牲になっても」

「どうでもいいね。オイラはこの街と縁もゆかりもない、赤の他人だ。そもそも言霊閣さえなけりゃ、こんな田舎いなかに飛ばされることもなかったしな。学院に楯たて突つく連中なら、いなくなってなんぼ。それだけで、言霊閣潰しに手を貸すには充分な理由だろ？」

「どうせ手を貸すなら、学院じゃなく、この街の平和に手を貸しなさいよ！」

　雪音は声を張る。力んだ言葉ながら、半ば懇願するように。

「棗なつめさんに伝えて。今ならまだ間に合うわ。わたし達が協力して動けば、学院と言霊閣の争いを止められる。増えるかもしれない誰かの不幸を、防ぐことができるでしょ？」

「もう手遅れだ。ついさっき、学院に知らせを出したばかりでね」

　蓮は得意気にほくそ笑む。

「夜が明ける頃には、近隣都市の見ミ[image: ]マワリ組グミを連れて上洛するって話だ。抵抗しても、言霊閣に未来はない。お前らが向こう側につくなら、奴やつらと同じ未来が待ってる」

「失礼は承知ですが」

　朔夜が口を挟む。

「この街の平和を守るのが、見[image: ]組の、あなたの仕事ではないのですか？」

「仕事に必要なのは献身性と柔軟性。お上を立てる為に、オイラは柔軟に立ち回ってんだ。こそこそ動き回って何企たくらんでんのか知らねーけど、痛い目見る前に言霊閣なんて捨てちまえよ。あんな奴やつら、助けるだけ損するぜ」

　引き返す蓮れんの背中を、雪ゆき音ねは朔サク夜ヤと見送った。

「期限は夜明け、ってことね」

「そのようで。いよいよ時間がありませんね」




　蒼あお生いと杏あ音のんは幼女を連れて、雨の中を駆けていた。

「杏音、二に条じよう城じようへはこっちでいいんだな？」

「はい。兄様ならきっと、この子について何か知っているはずですから！」

　進んだ先に、真っ黒な堀が開けた。袴はかま姿の少年少女が、慌ただしく城門へと駆け込んでいくのが見える。忙せわしなく鐘が鳴り、五ご芒ぼう星の提ちよう灯ちんに籠城の意思が灯ともされてゆく。

「皆みんな、言げん霊れい閣かくを守る為ために集まって……兄様はやっぱり、学院を相手にする気です」

「まずいな。急いで何とかしないと……！」

「……晴明様」

　幼女が立ち止まり、包帯を外して呟つぶやいた。

　その先に立っていたのは、紅の双そう眸ぼうを燃やした狐きつね憑つきの少年。

「蒼生、杏音……その子をどこで見つけた？」

　九きゆう十とが目を見開き、歩み寄ってくる。その表情には、動揺よりも焦りの色が濃い。

「その子をこっちに渡すんだ。早く！」

「それよりも先に、俺達に教えることがあるんじゃないのか？」

　蒼生は幼女を庇かばいながら、

「この子は何だ？　言霊閣は、まだ何か隠しているのか？」

「君には関係のないことだ。いいから、早くその子を渡してくれ！」

「鵺ぬえは、地下に匿かくまわれているあの子だけじゃない……そうなんだろ？」

　蒼生の指摘に、九十は答えない。

「図星だな。城の地下に案内された時に、引っ掛かったんだ。お前は、〈悪意の未来視〉のことを、鵺の霊柱の一つだと言ってた。なら、他には何がある？」

　蒼生は、背中に隠した幼女を見る。

　城下の鵺と瓜うり二ふたつで、「善い人」と口にする、迷子の言霊アニマを。

「君の言う通りだよ、蒼生。鵺は城の地下にいる彼女だけじゃない」

「それが桔き[image: ]きようさんと……紙隠しの事件と関係しているんだな？」

「言っただろう？　これは、僕達の問題だ。無関係な君達を巻き込むわけには───」

「……っ！」

　バチン！　杏音の平手が、九十の頬を打った。

　妖よう狐この憑いた瞳が、驚きに見開かれる。

「兄様のばかっ！　そうやって何でも一人で抱え込まんで、もっと周りに頼って！」

　杏音は九十を叱りつける。秘めた本音が口をついていた。

「隠してること全部、蒼あお生いさんに話してよ！」

　ヒリつく頬の痛みに、九きゆう十とは弱気な声を出す。

「僕だって、隠したくて隠していたわけじゃない。桔き[image: ]きよう姉ねえさんを信じてのことだったんだ。彼女が紙隠しの犯人であることには、早い段階から気付いてた」

「じゃあ、何でもっと早く、うちらに言ってくれんかったの!?」

「杏あ音のんだって、桔[image: ]姉さんだと知ってて言わなかっただろう？」

　九十に言い当てられ、杏音は俯うつむく。

「そうすることが……桔[image: ]姉さんの為ためだって思ってたの。うちだって、兄様に隠そうとした訳じゃない。でも、隠すことが桔[image: ]姉さんの為だった」

「九十も杏音も、桔[image: ]さんを信じてたんだろ？　そんなことは分かってるさ。隠し事を俺は責めないし、どうこう言うつもりもない。でも、桔[image: ]さんは誰かに殺されたんだ」

　過去は取り戻せない。悔やんだところで、現実も未来も変わらない。

　カロリーナの笑顔を思い出しながら、蒼生は続ける。

「後悔するぐらいなら、今出来ることを考えないと。彼女の死を無駄にしないために、これ以上誰かが犠牲にならないように。今の俺達に出来る、最大限の行動をするんだ」

「蒼生さんの言う通りだよ。言い争ってる場合じゃない」

　杏音は九十に言う。

「うちは兄様の味方だから。兄様を一人でなんて戦わせない。戦わせたくないの」

「聞いたか、九十。お前はもう、お前自身を手段にしなくていいんだ」

　孤独に戦おうとする陰おん陽みよう師じへ、蒼生は語りかける。

「もっと俺達を巻き込め、なり振り構わず振り回せ。言げん霊れい閣かくに協力するって言ったろ。俺達を手段として、この街の平和に使い倒せ。それでこそ信頼ってもんじゃないのか？」

「……済まなかった。君達を、信頼し直すよ」

　九十は謝り、決然と向き直る。

「全てを話そう。僕をもう一度、信頼してくれるかい？」
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　言霊閣の祖・安あ倍べの晴せい明めいを祀まつる晴明神社。

　杏音と真ま白しろに城の留守を任せ、九十は蒼生と雪ゆき音ねを社へと案内した。

「二に条じよう天皇の命により、僕らの先祖は鵺ぬえを退治し、都の守り神とした。そう言ったね」

　奥の本殿に向かいつつ、九十は言う。

「実際には少し違うんだ。二条天皇は鵺の政治利用を企たくらんだものの、彼の父上である後ご白しら河かわ上皇が、鵺の未来視を危険視した。彼は鵺の体を３分割し、力の分散を図ったんだ」

「鵺の体を、３分割した？」

「なら、鵺の未来視は全部で３つあるってことなの？」

　二人の問いに、九十は頷うなずく。

「その内の一つ、〈悪意の未来視〉を御所の守り神として残し、他の二つを市中に隠して、封印したんだよ。為政者の手で、鵺ぬえの完全な未来視が濫用されぬように」

「そういうことだったのか。二に条じよう城じようの地下にいた子は、その頃からの」

「そして、蒼あお生い。君の連れてきた彼女は───〈善意の未来視〉と呼ばれる部分だ」

　九きゆう十とに指を差され、幼女がビクつく。

　───そうか、やっぱり。

　驚きはなかった。蒼生が気になったのは寧むしろ、次に雪ゆき音ねが発した疑問だった。

「城に残したあの子以外は、封印されていたのよね？　なら、この子はどうして……」

「そこが問題なんだ」

　九十の声が、一段と低くなる。

「彼女の封印を、誰かが解いたんだ」

「桔き[image: ]きようさんだ」蒼生は言う。「この子が言ってたんだ。彼女から逃げてきたって」

「分かっている。その桔[image: ]姉ねえさんのことで、気になることがあるんだ」

　九十は言うと、幼女に向かって一礼。手を差し伸べる。

「御み霊たま様。貴方の記憶を覗のぞくことを、お許し頂けますか？」

「……はい……[image: ]晴明様」

　幼女は受け入れた。重ねられた手に、九十は咒じゆ刻こくを染み込ませる。契約が結ばれ、繋つながれる両者。九十は目を瞑つぶり、彼女の記憶へと意識を集中させた。

「本当だ。桔[image: ]姉さんが見える。この子の封を解いて、未来視を強制させたんだ」

　辛つらい表情で、九十は記憶を遡る。

「女生徒達の死体が転がっている……ん、この木組みの檻おり……清きよ水みず寺でらの本堂か！」

「清水寺？」雪音が声をあげる。「あの、舞台で有名な？」

「川の向こう、木組みの籠……」

　蒼生は彼女の証言を思い出した。

「まさか、この子。あの懸け造りの下にいたのか……？」

「うん、どうやら間違いない」

　九十は記憶から戻り、険しい顔つきに唸うなる。

「〈善意の未来視〉は、清水の舞台の下に埋められていたようだね。あそこなら人目がありながら、人目につきにくい。隠すにはもってこいな場所だ」

「ねえ、九十。今、女生徒達の死体があるって……」

「皆みんな、頭がぱっくり割れていたよ。恐らく、舞台から突き落とされたんだろう」

「突き落とされた？」蒼生が疑問を抱く。「何のために？」

「鵺の封を破るためには、生け贄が必要なんだ。20人以上の人殺しをすることが」

　二人は凝然とする。九十は続けた。

「鵺封じには、後日談がある。それから百年あまり後、時の伏ふし見み天皇は幕府勢力を潰すべく、鵺の復活を試みたんだ。先代の陰おん陽みよう師じはそれを怖れ、残りの二つを別の場所に移し替え、人殺しをしなければ解けぬよう封じ込めた。〈善意の未来視〉の在りかは一いちノの瀬せ家の秘伝となり、言げん霊れい閣かくの仲間内にも極秘とされていた」

「不ふ貶き不ふ殺さつ」蒼あお生いは口ずさむ。「陰おん陽みよう師じは人を殺してはならない、か」

「あの教えは、僕ら自身への枷かせなんだ。鵺ぬえを、未来予測の兵器にしない為ためのね」

　でも、と九きゆう十とは言う。

「桔き[image: ]きよう姉ねえさんは禁忌を犯した。紙隠しを使って、清きよ水みず寺でらに封破りの人柱を揃そろえたんだ」

「東ひがし山やま付近に紙隠しが集中していたのは、それが理由だったのね」

　少しずつ解けていく疑問。しかし、蒼生はまだ腑ふに落ちない。一番の疑問は、

「どうして桔[image: ]さんは、人殺しをしてまで鵺の封印を解いたんだ？」

「それが分からないんだ」

　九十の瞳が曇る。

「紙隠しが桔[image: ]さんの仕業であるとは、すぐに気付いた。僕らの監視網をすり抜けて人を攫さらうんだ。こちらの内情を知っている人間にしか、そんな芸当は出来ない。それに、桔[image: ]姉さんには言霊閣への恨みがある。初めはそう思っていたんだ」

「でも───〈悪意の未来視〉に桔[image: ]さんの悪意は見えなかった」

　蒼生の指摘に、九十は首肯する。

「桔[image: ]さんが、善意で人攫いをしていたっていうの？」

「それは変だと、僕も思ったんだ。だから鵺には見えない言霊アニマの仕業か、或あるいは、見えないだけの理由が裏にあると考えたんだ。誰かが、桔[image: ]姉さんを利用しているはずだと」

「それで学院を疑った。俺達に見ミ[image: ]マワリ組グミを調査するよう仕向けたのは、その為か」

「君達を利用したのは済まないと思ってる。そうすれば抑止力になると考えたんだ。僕らだけでは手に余る。実際、桔[image: ]姉さんは、僕らの呼びかけに応じてくれなかった」

　───桔[image: ]姉さん。僕たちはあなたの帰りを待っています。

　橋の上で九十が口にした言葉を、蒼生は思い出す。それは、桔[image: ]への信頼であり、救いの手であり、ある種の最後通告でもあった。けれど、彼女はそれを突っぱねた。

「そして」蒼生は言う。「桔[image: ]さんは何物かに殺されてしまった」

「学院の狙いは鵺だ。桔[image: ]姉さんを捨て駒に僕らを追い詰め、奪い取る気なんだ」

「鵺の体の、残りの一つはどこにあるの？」

「今からそれを見つけにいく」

　妖よう狐この憑ひよう依いした瞳に、九十は覚悟を滲にじませる。

「〈天意の未来視〉───鵺の体の、最後にして最凶の一部をね」

「天意の……未来視？」雪ゆき音ねの声が震える。

「〈善意の未来視〉と〈悪意の未来視〉は、善悪という人の情を視る、いわば〈人為〉の未来視だ。〈天意の未来視〉はそれ以外。御み霊たま様を含めた人間以外の未来を見通せる。生きとし生けるもの、変わりゆくものなら何でも、天変地異に至るまで」

　天人相関。陰陽道に伝わる教えを思い出しながら、蒼生は言う。

「〈天意〉と〈人為〉。それらを合わせ見れば、完全な未来が予言できるということか」

「だからこそ、奴やつらには渡せない。その未来だけは、何としても避けなければならない」

　九きゆう十とは言う。

「鵺ぬえを復活させにいく。僕らがどう動くべきか、その未来を視て貰もらうんだ。学院の思惑から、言げん霊れい閣かくとこの街を救う為ために、どう行動すべきなのかを」

「未来の先取りというわけね。ところで、その〈天意の未来視〉はどこにあるの？」

「それを探す為、君達の力を貸して欲しい」

　九十は神棚へ歩み出す。ご神体の鏡をどけると、壁には〈禁〉の張り札。

「ウカ、宜よろしく頼むよ」

「か弱い幼女に禁破りをさせるとはの。どれ、ちと離れておれ」

　九十から抜け出た妖よう狐こは、腕まくりをして、札に手を触れる。

　ブシュッ！　鋭い閃せん光こうが迸ほとばしり、ウカの体を駆け抜けた。

「くっ……思ってたより、体に堪こたえるの。わしでなければイチコロもんじゃな」

　札の隠していたものが、顔を出した。

　壁に彫られていたのは、五ご芒ぼう星と幾何学模様。蒼あお生いはそれに見覚えがあった。

「この模様……〈星満道満〉か」

「セーマンドーマン？」雪ゆき音ねがはてな顔。「何それ？」

「安あ倍べの晴せい明めいと、その弟子である陰おん陽みよう師じ・蘆あし屋や道どう満まんの、魔ま除よけの印さ」

　言いながら、蒼生は壁を見つめる。

「普通は、横５本、縦４本の線で組んだ格子模様で表される。でも、これは」

「横５本、縦５本だね」九十の眉が寄る。「両対角線にまで線が引かれている」

「九十、この図形の意味は分かるか？」

「残念ながら、僕も初めて見るよ」

「他には？」雪音が問う。「鵺のありかについて、何か知らないの？」

「───三十三」

　九十は口にする。

「先祖から伝えられているのは、その数字だけだ。後ご白しら河かわ上皇は初め、その数字と関係する都のどこかに、鵺の首を隠したとされている」

「京都で三十三……蒼生、何か思いつかない？」

「俺が真っ先に思い浮かぶのは、あそこしかないけどな」

「僕も、君と同じことを考えてるよ」

　九十は目め配くばせして言う。

「ついでにあれは、後白河上皇が建てたものだ」
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　蓮れん華げ王おう院いん本ほん堂どう───通称・三さん十じゆう三さん間げん堂どう。

　桁行にして三十三間。暁闇に沈む長大なお堂へ、蒼あお生いと雪ゆき音ねは足を踏み入れた。

「うわ、すごい数……」

　入るなり、雪音は息を飲む。線香の漂う堂内には、等身大の千手観音像が所狭しと肩を寄せ合っていた。厳かな静寂の中、二人の無断侵入を床板がギシギシと詰なじる。

「全部で１００１体。中央にご本尊、その右手と左手に５００体ずつだ」

　言いながら、蒼生は焦りを感じる。

「隅から隅まで全部調べるとなると、流石さすがに夜が明けるぞ……これは」

「もう明け始めているのは、ともかく。もう少し手がかりになるものはないの？」

　雪音は手に乗せた鶯うぐいすへ問う。九きゆう十との声が嘴くちばしを開く。

「取とり敢あえず、本尊の近くに寄ってくれるかい？」

　二人は内陣へ進んだ。中央には、全高７メートルに及ぶ金色の千手観音座像。

「雪音、近くに寄って調べてみよう」

「分かったわ。罰ばち当あたりだけど、時間がないものね」

　探し始めてすぐ、雪音の足が止まった。視界に入ったものに彼女は声を張る。

「蒼生、ちょっとこっち来て！」

「何か見つかったか？」

「ほら、ここ」

　金きん箔ぱくを纏まとった蓮れん華げ座。その花弁に、くっきりと文字が掘られていた。

　───ふしみやま　ふもとのさとは　ふゆかれて

「落書き……じゃないわよね、流石に。御ご詠えい歌かっていうんだっけ、こういうの」

「本尊に御詠歌を掘るなんて、聞いたことないけどな。落書きじゃないか？」

「国宝の文化財に彫り込むなんて、失礼しちゃうわね」

「いや、違う！」

　蒼生は手元の蝋ろう燭そくを掴つかみ、蓮華座に顔を寄せる。

　気のせいではなかった。彫られた文字の凹くぼみが、金色を放っているのだ。

「もしも後から彫ったのなら、金箔が張られてるのはおかしい。これは落書きじゃない」

「あっ、確かに」雪音の瞳が見開かれる。「じゃあ、この和歌は」

「金箔が張られるより前。仏像が造られた頃にはもう、彫られていたことになる」

「ご本尊は建長３年、西暦１２５１年作って書いてあるけど……」

　脇の立て札を読み上げて、雪音が固まる。

「見つけたわ……三十三」

　蒼生は立て札の文字を見る。

　───洛らく陽よう三十三観音霊場・第十七番。

　その数字に、思わず呼吸を忘れた。

「洛陽三十三観音……そうか、そういうことか！」

「九十。これって、あの六ろつ角かく堂どうを一番にする観音様の霊場よね？」

「そうだ」九きゆう十との声が上うわ擦ずる。「それも、三十三カ所は全て洛らく陽よう───京都市内にある」

「仏像に手がかりを刻んで市中にばらしたのか？　それなら理に適かなってるな」

「理に適っている？」雪ゆき音ねが言う。「どういうこと？」

「本尊仏に彫り込めば、寺が燃えても最優先で外へ運び出される。建物や書物に記すよりも安全で、堂内に安置されるぶん、保存環境も良好だ。まして観音霊場なら、巡礼者の目にも守られるし、外からはみだりに触れにくい」

「それに、もうひとつ朗報だよ」

　鶯うぐいす越しに九十が言う。

「洛陽三十三観音を選定したのは、他でもない後ご白しら河かわ法ほう皇おうだ」

「よし、今すぐ急いで調べよう」

「杏あ音のんや真ま白しろにも、巡るように知らせておいた。二人は近くの札所を先に回ってくれ」

「分かった。雪音、手分けして掻かき集めるぞ」

「ちょっと待ちなさい、蒼あお生い」

　駆け出そうとする蒼生の胸へ、雪音は紙を押しつける。

「何だ、これ？」

「市内の地図、必要でしょ」

　雪音はつんとした眼まな差ざしで言う。

「こんな時に迷われても、探してなんかあげないわよ？」




「まさか市中の仏像に、手がかりを彫り込んで隠すとは。古人の知恵ですね」

　雪音と共に市中を駆けながら、朔サク夜ヤが言う。

「ほんとね。さあ、わたし達の分はここで最後よ」

　洛陽三十三観音・第一番。いつかの九十が歌に詠んだ、池いけの坊ぼうこと六ろつ角かく堂どう頂ちよう法ほう寺じ。

　立入禁止の内陣へ二人は上がりこむ。が、本尊の厨ず子しを前に雪音は立ち止まる。

「どうされました、お嬢様？　開けないのですか？」

「１６００年開かずの絶対秘仏って書いてあるから……その、心の準備が」

「１６００年など、昨日とさほど変わりありませんが？」

「あなたやウカ様にとってはね！　でも、わたしには畏おそれ多いというか」

「能書きの多いところ畏れ多いですが、時間がありませんので」

　萎縮する主あるじを押しのけ、朔夜は南なん京きん錠じようを豪快に引き千切る。

「ひいっ!?」雪音は手を合わせる。「どうか祟たたりませんように、南無妙法連……！」

「宗派的にお題目が違う気もしますが。まあ、ともかくも失礼して」

　朔夜は扉に手をかける。金帳の中に、こぢんまりと御仏が顔を出した。聖徳太子の手彫りと伝わる、如意輪観世音菩[image: ]像。ご尊顔に手を合わせ、朔夜は台座に目を凝らす。

「当たりですね、お嬢様。こちらをご覧下さい」

　雪音が恐る恐る近寄った。そこには流麗な墨跡で、

　───あさかすみ　みどりにかすむ　たにのとに

「そもそも、お嬢様。手がかりを隠したのなら、その時点で誰かが開けています。１６００年の秘仏など嘘っぱち。信心深いのは結構ですが、もう少し疑い深く」

「言われてみれば、そうかもだけど……っていうか。広告詐欺じゃないのよ、それ」

「まあ、お嬢様のビビり具合を察しますに、仏像を選んだ理由も納得ですが」




　市内三十三カ所の仏像から、和歌の断片が次々と晴明神社に集められた。

　蒼あお生いは、雪ゆき音ねと九きゆう十との力を借りて、それらを並び変えた。

「よし……取とり敢あえず、意味が通るように組むことは出来たな」

「全部で十二首ね。これが本当に、鵺ぬえの在りかを示しているのかしら」

　組み立てた句を、雪音は凝視する。


　　　あさかすみ　みどりにかすむ　たにのとに　ふる淡雪の　つもらざりしを

　　　秋山の　峯みねをば霧の　たちこめて　ふもとの里に　月ぞまたるる

　　　あひそめて　見なれし後の　玉章に　ふかき情は　つくしつるかな

　　　あきはつる……



「枕まくら詞ことば、序じよ詞ことば、掛かけ詞ことば、縁語、折り句に本歌取り、文字ぐさり。どれも駄目だね」

　九十の顔には、焦燥の色が浮かぶ。

「どうだい、蒼生？　何かひっかかりはしないかい？」

「残念ながら、俺にもさっぱりだ。ただ、この最初の句は見たことがあるぞ。京きよう極ごく為ため兼かねの歌だ」

「京極為兼？」九十の声が弾む。「それは本当かい、蒼生？」

「昔、姉ねえさんから教えて貰もらったから確かだ。けど、それがどうかしたのか？」

「京極為兼は、鵺を用いて倒幕を画策した伏ふし見み天皇の側近だ。陰おん陽みよう師じと共に、後ご白しら河かわ法ほう皇おうの埋めた鵺を、別の場所に移し替えた張本人だよ」

「なら……この和歌を解けば、見つけられるってことか」

「十二首……ん、これってまさか」

　雪音は何気なく、壁の幾何模様に目を移した。縦横斜めに十二本。数が一致するのは気のせいか。彼女は手帳に解いた暗号、文字列に組んだ例の十字架を思い出した。

「あれみたいに、交差させれば……いけるかも」

　雪音は和歌に〈浮遊〉をかけて、壁へと滑らせていった。

　蒼生と九十が見守る中、数分足らずの試行錯誤のうちに、彼女はそれを完成させた。

「雪音、君は一体……」

「こんなの、朱あけ美みさんの謎かけに比べれば大したことないわ」

[image: ]

　負けん気の強い柳眉に、少女は息を吐く。

「和歌とか難しい歴史はあんまりだけど、こういうのは得意なの」

「相変わらずだな」蒼あお生いが苦笑する。「こっちの方面じゃ、完全にお手上げだ」

「君達二人が、僕らの敵じゃなくて本当に良かったよ」

「木ゆ綿う襷だすき。朱あけ美みさんに、昔教えて貰もらったのよ。和歌の沓くつ冠かむりに、文字鎖を編み込む言葉遊び。各交点に浮かび上がる文字を読めば───」

「あ・み・た・ふ・つ」

「阿弥陀仏、というわけだね」

　蒼生と九きゆう十とが読み上げ、興奮した様子で見つめ合う。

「阿あ弥み陀だ仏ぶつのあるお寺なんて、京都なら腐るほどあるわよね。どこのことかしら」

「腐るほど、ね」

　雪ゆき音ねの言い方が可お笑かしかったのか、九十は笑って、

「でも、歌を詠んだのが京きよう極ごく為ため兼かねなら、あそこしかない」

「けど、九十。歩いていくには、少し遠くないか？」

　通じ合った二人に、雪音はまたしても置いてきぼり。彼女は不満そうに、

「ちょっと、もしもし？　あなた達、一体どこに行くつもりなのよ……」

「お前も良く知ってるところさ。ほら、八や坂さか神じん社じやで拾った十円玉の裏」

「十円玉……」

　雪ゆき音ねは思い出す。硬貨の裏面に刻まれた、阿あ弥み陀だ仏ぶつを擁する平へい安あんの国宝芸術を。

　九きゆう十とが立ち上がる。

「急いで、宇う治じに向かおう」
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「お帰りなさい、桔き[image: ]きよう姉ねえさん」

　言げん霊れい閣かくの御殿の一室。女性騎士の遺体を前に、杏あ音のんは語りかけていた。

「やっぱり、桔[image: ]姉さんにはこの服しか似合わないよ」

　体を拭かれ、袴はかまを着けられた桔[image: ]。どこか居い心地ごこちの良さげな、安あん堵どに笑ってさえ見えるその表情が。杏音には嬉うれしく、それ以上に悲しくてならなかった。

「ねえ教えて。どうして、街の女の子達を攫さらったりなんてしたの……？」

　桔[image: ]は答えない。死んでいるのだから、当たり前だ。それでも杏音は期待した。「あのね」と、昔のように答えてくれそうな。そんな気がしてならなかった。

「うち、まだ信じてるから。きっと、皆みんなには言えない理由があったんだよね？」

　杏音は桔[image: ]の手を握る。冷たかった。両手で暖めても、もう二度と戻らないほど。

　顔に紙を被かぶせたところ、杏音は向かい側に座る人物と目が合った。

「初めまして、じゃの。杏音」

　狐きつね耳の幼女が、紅の瞳を細めた。

「ウカ……様……？」

「真ま白しろに続き、お主までわしの姿を見おってからに。辛つらい思いをしたの」

　親しい人の死を、直接その目で見ること。

　桔[image: ]の喪失と引き替えに見えた神様へ、杏音はたまらず抱きついた。

「ほんとに……ほんとに、いたんだ……ウカ様」

「嘘じゃないわい、まったく。お主が生まれる前から、側そばでずっと見ておったぞ」

　妖よう狐こは瞳を閉じ、杏音の頭を撫なでる。

「さ、桔[image: ]の死を嘆くのも、わしを愛めでるのも後じゃ。まだ仕事が残っておる」

「うん」杏音は頷うなずく。「兄様の言霊閣を守らないと」

「杏音、ウカ。準備は出来てるかい？　そろそろ時間だ」

　そこへ九十が通りかかった。蒼あお生いと雪音、朔サク夜ヤに真白も勢揃ぞろい。

「九十」雪音が問う。「宇治まではどうやって行くの？」

「上を通っては、見ミ[image: ]マワリ組グミに感づかれる。地下通路を使おう」

「地下通路？」蒼生が驚く。「この城からあそこまで？」

「通路は伏ふし見みの六ろく地じ蔵ぞうまで延びている。線路の上を御み霊たま様に曳ひいて貰もらえば、すぐだ」

「わしのお社、伏見稲荷いなりの近くまでの」

　ウカは自慢げに言うと、九十の体に憑ひよう依いする。

「杏音、兄様にお付きして」真白が言う。「この城は、ウチら生徒達で守るから」

「でも」杏あ音のんは不安そうに、「学院が攻めて来るのに……」

「朔サク夜ヤ。ちょっと後ろ向いて」

　使用人に、雪ゆき音ねは刀を一いつ閃せん。水引で結わえた後ろ髪を切り離す。

「お嬢様……宜よろしいので？」

「あなたの力、言げん霊れい閣かくを守る為ために使いなさい」

「ですが。この封をとかれては、いざという時に自制の利かなくなる畏おそれが」

「あなたを、信じてるわ」と雪音。「大丈夫って、信じてるから」

「俺もだ、朔夜」蒼あお生いが続く。「俺達が戻るまで、言霊閣のことを宜しく頼む」

「そのかわり、失敗は許さないわよ。何が何でも守り抜くこと」

「おやまあ。泣き虫お嬢様が、いつからそんなに手厳しく」

　朔夜は、「承りました」と胸に手をあてた。

　池に開いた穴を蒼生達は下る。杏音は御殿をふり返り、寝ている桔き[image: ]きようの顔へ囁ささやく。

「桔[image: ]姉ねえさん、行ってくるね」

　杏音は気付けなかった。紙を被せた桔[image: ]の顔が見えることの、おかしさに。

　最後に、もう一度振り返っていれば。そんな後悔を、彼女がするのは先のこと。

　そうすれば、きっと。

　地下への入口を見て笑っていた桔[image: ]と、目が合ったに違いないから。




「御み霊たま様、どうかお静まりを！」

　蒼生達が二人の幼女を連れ、地下を南下しつつある頃。

　御殿の地下では、鵺ぬえの世話役である女生徒達が声を張っていた。

「どうか、城の外には出んといて下さい！　若様がお戻りになるまで、今しばらく！」

　彼女達が宥なだめるも、言霊閣に忠実な御霊達は静まらない。地上の騒ぎを察してか、加勢しようと気勢をあげる。

　そこへ、階段を下りてくる足音があった。見ると、袴はかま姿の女性が一人。

「一いちノの瀬せ……様？」

　女生徒達はそこで、異変に気が付く。

　桔[image: ]の死体が歩いていること、ではなく。その瞳が人外の燐りん光こうを灯ともしていることに。

「その目、憑つき物───！」

　身構えようにも、彼女達はすでに構えるだけの身を失っていた。頭蓋の中身を天井に噴き上げ、千切られた手足を床に散らし、地下を塗りたくるのが精一杯。

　それを見て、御霊達が雪崩なだれをうって襲いかかる。

　桔[image: ]に睨にらまれた先から、彼らは空間ごと捻ねじられ、次々と花火を咲かせていく。

「理事長、聞こえますか？」

　桔[image: ]の体に憑いた人物が、意識越しに問いかける。

「五年前に殺した陰おん陽みよう師じ共の置き土産みやげ、やはり子供達が地下に匿かくまっていたようです」

　殺さつ戮りくを続けながら、蒼あお生い達の進んだ地下通路を見て、桔き[image: ]きようはニヤリ。

　旧地下鉄・東とう西ざい線せん。終着駅の表示を横目に、彼女は言う。

「見ミ[image: ]マワリ組グミにも、先回りするようお伝え下さい」

　死体のふりをして耳に挟んだ、蒼生達の会話を思い出しながら、

「伏ふし見みの六ろく地じ蔵ぞう……いいえ、藤ふじ原わらの道みち長ながの別荘まで」




　朝ぼらけ。宵越しの湿気を孕はらむ霞かすみが、二に条じよう城じようを取り囲んでいた。

　城外を睨にらんでいた朔サク夜ヤが、遠くの足音を耳に捉える。

「真ま白しろ様、どうやら来たようです」

「もう到着しはったんですか。えらいせっかちなお上りさんですね」

「それも、かなりの数です。おそらく十師団近くは」

「百人かそこらの子供相手に、容赦ないったらあらしまへんな。あらよっと」

　真白は塀の上に飛び移り、両手を合わせる。

「霊柱解放───〈展てん翅し蚕てん簒さん〉！」

　口から吐き出された蚕カイコ蛾ガは、大群となって堀を越えると、街路樹や街灯に絹糸を巻き付けていく。朝露に輝く純白の網が、蜘く蛛もの巣の如ごとく城を囲った。

「皆みんな、よう聞いて！」

　真白は、城内の生徒達に声を張る。

「親兄弟の仇かたきは捨て置き、専守防衛に徹すること！　聖せい語ご騎き士しとて人間。御み霊たま様も含め、不用意に争わず不必要に傷つけず、ウチらの御殿を守りきると誓って！」

　お堀の内側に、少年少女の喊かん声せいが充満する。門の手前に、黒衣の騎士達がぞろぞろと集結し始めた。間かん諜ちように放たれたのか、影の無い犬が一匹、絹糸の砦とりでを抜けようとする。

「堪忍下さい、ワンコはん」

　真白が目を背ける。犬は絹糸に触れた先から、挽ひき肉にくを回すように四散した。

「〈泉ヨモ津ツ平ヒラ坂サカ〉より、本学院理事の代理を仕つかまつり、申し上げます」

　胸章をいくつもぶらさげた女性騎士が進み出て、果たし状を読み上げる。

「本日未明。我等が同輩・一いちノの瀬せ桔[image: ]の刃にん傷じようにより、学院は我々を派遣されました。京都見[image: ]組以下、〈内ない苑えん〉の各師団ともども、言げん霊れい閣かくの速やかなる開城をここに要求します」

「桔[image: ]姉ねえさんは、あんたらの同輩やない……！」

　小声に唇を噛かみながら、真白は静観する。

「聞こえていますか、九十九つくも九きゆう十と！　無用な抵抗はせず、ただちに城門を開け放ちなさい。我々が望むのは平和的解決。応じれば、生徒達の安全は保証されるものとします」

「聞くに堪たえませんね。真白様、このまま無視して宜よろしいので？」

「はい。兄様の到着まで、向こう方には一切応じぬようにと」

「気のせいでしょうか」朔夜が漏らす。「京都見[image: ]組の姿が見えないようですが」

「えっ」真白が確認する。「ほんまや。どこ行きはったんやろ」

「黙秘の行使は、我々への抵抗と見なしますが？」

　外の女性騎士が牽けん制せいした。無言を貫く城壁に、彼女は告げる。

「宜よろしい。警告はしました。これより我々は軍紀に従い、言げん霊れい閣かくの処分に移ります」

「仰ぎよう山さんお仲間引き連れて、ハナからそのつもりやんか……！」

　毒づく真ま白しろは、目を瞠みはった。並んだ聖せい語ご騎き士し達が一斉に聖語の矢を放ったのだ。火属性を纏まとった無数の飛び道具が、蝗いなごの大軍さながらに、空を覆い尽くす。

「子供達に焼き討ちとは」朔サク夜ヤが見上げる。「大の大人おとなが、何とも大人げのない」

「済みませんが、お力添え願えますか。木花咲耶姫様？」

「昔懐かしい名ですね」

　朔夜は微笑ほほえむと、櫓やぐらの軒に飛び移る。

「かつての朝廷の仇きゆう敵てきが、陰おん陽みよう師じのお守り役とは。これもまた浮き世の定め」

　指を組む彼女。漲みなぎる霊気に、白しろ鼠ねず色いろの長髪が銀針の輝きを放つ。

「霊柱解放───一之柱・〈天アメノ降フリ裂サケ〉！」

　琥こ珀はくの瞳が睨にらみあげた天に稲光が走り、降り注ぐ矢の雨を切り取った。

　尾を引く静寂。舞い戻った青空に、城の内外がどよめく。

「消えはった……」真白が口を開ける。「御み霊たま様、どちらに？」

「火消しも兼ねて、近くの御井戸へドボンと」

「琵び琶わ湖ですか？」真白は苦笑い。「また滋賀県の皆さんにご迷惑が……」

　八十禍霊ヤソマガツヒ。天変地異にも等しい霊力を前に、真白は身震いする。

「ウチらのご先祖様は、この方を相手に……こんなん、命が幾つあっても足らへんわ」

「ご安心を。この城は我が身に代えても守ります。お嬢様に叱られるのは癪しやくですから」

「あはは……頼もしい限りです」

　聖語騎士の猛攻に耐えながら、真白は手を合わせる。

「兄様に皆様、どうかお急ぎを」





　　　　５



　霞かすみ棚引く宇う治じ川のほとりに、朝日が昇る。

　平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どう。阿あ弥み陀だ仏ぶつを胎内に抱く名建築へと、蒼あお生い達は辿たどり着いた。

「うち、まだ信じられない。平等院に鵺ぬえの首が隠されているなんて」

「僕もだよ、杏あ音のん。清きよ水みずの舞台の下ならまだしも、こんな人目につく場所とはね」

「隠せる場所なんてあるのかしら。ねえ、蒼生？」

「阿弥陀仏というからには、その近くにあるはずだ。きっと」

　四人は、二人の幼女を連れて走る。開いた門を潜くぐり抜ぬけ、境内へと足を踏み入れた。

　極楽浄土の池に、羽を広げた朱の翼廊。それを見て蒼生の思考が立ち止まる。

　───何か、変だ。

　見落としている感覚。その正体に、蒼生は否でも気付かされる。

「そこまでだ」

　男の声がした。背後で門の扉が閉じる音。そうか、と蒼あお生いは思う。

　拝観時間外にもかかわらず門が開いていたことに、何な故ぜ気付けなかったのか。

　───ありえない。

　誘い込まれた悔しさより、純粋な驚きが勝った。その可能性だけは念頭になかった。

　この場所に、見ミ[image: ]マワリ組グミが来ている可能性など。

「二に条じよう城じようを子供達に守らせて、当の主あるじは呑のん気きに観光気分か。いい気なものだ」

　見[image: ]組の隊長、無む畏い堂どう棗なつめは平板な口調で言う。

「へへっ、学院の言っていた通り、本当に来ましたね。隊長？」

「そのようだな、二に八や凪なぎ。お前の言っていた幼女とやらも」

「そーっすね。もう一匹増えてますけど」

　───学院の言っていた通り？

　蓮れんの言葉に、蒼生は我を忘れた。

「蒼生、どうしてだ？　どうして僕らの行き先が、学院に漏れているんだ」

　九きゆう十とが、押し殺した声で言う。

「まさか。この中の誰かが、学院に告げ口をしたのか……？」

「そんなはずないだろ！　俺達を疑うのか？」

「信じてるよ。でも、宇う治じに行くと知っているのは、僕達以外にいないじゃないか」

「こそこそと会話中に、失礼だが」

　棗が言う。

「その幼女を渡して貰もらおうか。学院にはお前達を止めるよう命令されている」

「「……変なの……あの男の人……心が見えない……[image: ]」」

　二人の幼女が声を震わせる。どちらの目にも見えない、善意も悪意も持たない無感情な隊長が、スッと手をあげた。影のない虎が十匹ほど、蒼生達の四方を取り囲む。

「行って、蒼生」「行って下さい、兄様」

　蒼生と九十の前に、黒髪の女性剣士が二人、立ちはだかった。

「でも、雪ゆき音ね……」

「いいから急いで。国宝を鑑賞できるぐらいの時間は確保してあげるから」

「杏あ音のん、いいのかい……任せて」

「兄様と言げん霊れい閣かくを守るのが、うちの務めですから。はよ行かんと怒りますよ」

　二人の果敢な背中に託し、蒼生と九十は幼女達を連れて駆けだした。

「抵抗するなら是非もないな。やれ」

　棗の言葉に、虎達が一斉に襲いかかる。

「ちょっと数が多いわね。杏音ちゃん、わたしの背中任せてもいい？」

「雪姉ねえこそ、うちの背中をお願い」

「お姉ちゃん呼ばわりされちゃ、格好悪いとこ見せられないわね。さあ、行くわよ」

[image: ]

　二人は散開。敵を前に、杏あ音のんの瞳はもう迷わない。

　突進してくる猛虎を宙に飛んで躱かわしきり、咒じゆ刻こくの巻き付いた刀を、胴に僅かばかり差し込む。言霊アニマを傷つけぬ無属性の文字列を、その体内へ注入した。

「刻こく咒じゆ八卦───〈音素膠こう着ちやく〉ッ！」

　反転してくる虎に、杏音は手を翳かざす。

　虎の子睨にらみ。体の自由を奪われた言霊が、その場に磔はりつけとなる。

「これ以上、人間も御み霊たま様も、誰も傷つけない……！」

　杏音は不殺の咒じゆ刀とうを握る。

　宙に舞う、濡ぬれ羽色の後ろ髪。振られた彼女の剣先が、次々と虎を狩っていく。




　二体の鵺ぬえを連れて、蒼あお生いと九きゆう十とは鳳ほう凰おう堂どうに駆け込んだ。

　極彩色の壁に囲まれた金色の阿あ弥み陀だ仏ぶつ。須しゆ弥み壇だんに上がるなり、蒼生は目め敏ざとく見つけた。

　仏の台座と床の境目に、不自然な傷跡があるのを。

「九十、ここを見てくれ。ほら」

　明らかに台座が引ひき摺ずられた痕だった。それもかなりの外圧によって。

「これをどけた下に、空間がありそうだね」

「待て、九十。おかしくないか？」

「おかしい？」

「お前の言うことが正しいなら、〈天意の未来視〉の首は、ここに移されてから一度も開けられていないことになる。けど、この傷がついているってことは───」

「もう既に、誰かが入り込んで封を解いてしまっている……？」

　最悪の可能性を口にする九きゆう十と。蒼あお生いも同じことを考えながら、

「とにかく、まずは開けてみよう。話はそれからだ」

「そうだね。とはいえ、阿弥陀様の体重は手に余るかな。ウカ、君の力を貸してくれ」

「やれやれ。か弱い九歳児に怪力頼みとは、情けない男じゃの」

　瞳に紅の色を濃くして、九十は阿あ弥み陀だ仏ぶつの台座へ手を添える。ウカの霊力が伝でん播ぱし、触れた先の金きん箔ぱくがどろっと溶けて流れ出す。阿弥陀仏が腰をどかした下に、

「入り口だ」蒼生は息を飲む。「まさか、本当にあるなんて」

「行こう、蒼生」

　二人は階段を下りる。小部屋が開け、目に飛び込んだ光景に二人は凝然とした。

　幼女の体が宙吊づりとなっていた。

　壁面から伸びた咒じゆ刻こくの糸が、無数に絡みついて彼女を支えていた。目には〈封〉の字が記された包帯。額には鬼の角。着物の柄を見て、蒼生は確信を得る。

「菊の御紋───鵺ぬえの体の、最後の一つか。持ち出されてはいなかったみたいだな」

「良かった。それにしても、彼女をこの目で拝む日が来ようとはね」

　九十は咒刻の糸を手繰り、合掌する。

「ご先祖様。千ち代よに秘し天あまつ御み霊たまの禁破り。どうかお赦ゆるし下さいますよう」

「九十、本当にやるんだな？」

「ここまで来て、引き下がるのかい？」

　二人は頷うなずき合い、連れてきた幼女を二人、彼女の前に差し出した。

　牡丹、紅葉もみじに、菊の花。青短冊の札が揃そろい踏み。三人が手を取り合い、姿を変える。

「さあ、お出ましだ」

　九十の言葉に、蒼生は固唾かたずを呑のむ。二人の前に鵺の完全な体が足をつけた。

　五ご芒ぼう星の刻印を燃やした三ツ目に、嗄かれた老婆の声が言う。

「これはこれは。天も粋な客人を寄よ越こしたもの」




　鳳ほう凰おう堂どうの地下に、鵺ぬえ鳥どりが鳴いた。

　人面よりか龍りゆうに近い顔。狸たぬきの胴体に、手足は獅し子しの如ごとく、尾は三みつ叉またの蛇頭。

　御霊の醸し出す神々しさに、蒼生の背筋がヒリついた。

「いつぞやの魔女の弟に、九十九つくもの御曹司とは。懐かしい顔合わせで」

　蒼生と九十を見て、鵺が唸うなる。二人は動揺に顔を見合わせた。

「どうして、俺の姉ねえさんのことを……？」

「五年前。同じように、この場所でお会いしましたから。蒼生様と九十様、ですね？」

　地下室への侵入者。その人物が実の姉であると知って、蒼生は言葉を失う。

「蒼あお生いのお姉ねえさんが、僕の親とここに来た……？」

「はい。『言げん霊れい閣かくと手を組んで学院を討ち滅ぼす為ために、未来を視て欲しい』と」

「姉さんが、言霊閣と組んで学院を滅ぼす？」

　思わず蒼生は問い返す。明かされた事実を前に、理解が追いつかなかった。

「どうしてそんなことを……？」

「さて。烏うノの[image: ]つじの子を橋渡し役に共闘関係を結んだ、と言ってはいましたが」

　蒼生の心臓が高鳴った。

「姉さんが言霊閣と共闘関係だって……？」

「烏か音のん姉さんが朱あけ美みさんを手引きしたのは、その為だったのか」

　九きゆう十との瞳に光が差す。

「良かった、蒼生。君の姉さんは、僕ら言霊閣の敵じゃなかった。敵ではなかったんだ」

「俺も安心したよ。でも、どうしてだ？　姉さんはどうして学院を滅ぼそうと？」

「確かに。僕ら陰おん陽みよう師じならまだしも、君の姉さんが学院に刃向かう理由は何だい？」

「他に、五年前のことで何か覚えていることは？」

　蒼生は鵺ぬえに問う。しかし期待虚むなしく、

「恐れながら、思い出せるのはそれだけです。どうにも記憶が喰くわれているようで」

　───ナベリウスのように、記憶が消されているのか。

　蒼生は、姉の仕業と悟った。

　消すだけの理由があったのだ。言霊閣と共に学院へ反旗を翻した、その事実を。

「他には思い出せないか？　何でもいい。五年前のことなら、どんな些さ細さいなことでも！」

「蒼生。朱美さんのことを聞きたい君の気持ちは分かる。僕だってそうだ。けど、もうあまり時間が無い。現状をどう切り抜ければいいか、まずは彼女に見て貰もらわないと」

「ああ……そうだよな。今は、そっちが最優先だ」

「御み霊たま様」九十が頼む。「貴女あなたに見て貰いたい未来があるんだ」

「何でしょう」

「僕ら言霊閣と、それから、蒼生と雪ゆき音ねの未来を視て欲しい」

「承りました。わたしの体をこちらまで守り届けてくれた、お礼に替えて」

　五ご芒ぼう星を宿した瞳に、蒼生と九十の顔が映り込む。

「言霊閣は生き延びます」

　鵺は即答した。蒼生と九十は一抹の安あん堵どを覚える。

「ただ九十様。あなたは近く、大切なものが手元から巣立つ悲しみを味わうことになる」

「手元から巣立つ、か」九十が呟つぶやく。「それが誰のことかは、分かる気がするよ」

「そして、蒼生様と雪音様。あなた方は遠い将来、学院に決戦を挑むことになる。その先であなた方の夢は叶かなえられ。ですが同時に、その夢は裏切られる」

「夢が叶うのに、裏切られる？」蒼生は問う。「どういうことだ？」

「言葉通りです。蒼生様や雪音様にとって、それは福音であり絶望でもある。具体的に何であるのかは、残念ながら見えません。ですが、二人はそこで」

　───死にます。

　鵺ぬえはそう結んだ。

　蒼あお生いの喉を、冷たいものが滑り落ちた。

「いえ、失礼。死ぬのはあなた方ではなく───わたしです」

　鵺は訂正する。彼女は瞳を翳かげらせて、

「今すぐここからお逃げ下さい。これから数分も経たたず、わたしは殺されます」

「殺される？」蒼生は耳を疑う。

「学院の連中が来るのかい？」九きゆう十とが問う。「いつ、どうやって？」

「おかしいのです。それがわたしにも視えません。ただ確実に、わたしは死ぬ」

「俺と九十がここにいてもか!?」

「はい。というより、あなた方はここを出なくては。でないと言げん霊れい閣かくが助かりません」

「御み霊たま様。僕と蒼生は、あなたの命を何とかして助けたい……！」

「ならば、お連れ願えますか？」

　鵺は言うと、緋ひ牡ぼ丹たん柄の着物の幼女を、自らの体から切り離した。

「これで、わたしの体は生き延びられる。彼女と行動を共にすれば、あなた方と言霊閣の救われる未来が視えています。さあ時間がありません。早くここからお逃げなさい」

「お兄さん……お願い……」

　幼女に抱きつかれながら、蒼生は言う。

「本当に駄目なのか？　俺達がもし、力になれるんだったら……！」

「お気持ちだけで結構です、蒼生様。これは天の思おぼし召し。抗あらがえるものではありません」

　三つ目から二つ目となった鵺が言う。

「どうか、わたしの体をお願いします。それが、せめてもの抗いです」

「……分かりました。蒼生、彼女の言う通りここを出よう。御霊様、どうか御お達たつ者しやで」

　九十に続き、蒼生は幼女を連れて地下室を出る。出口で振り返り、

「俺達の未来を視てくれて、ありがとう。それから姉ねえさん達のことも」

「こちらこそ。あなた方の未来に、天の加護があらんことを。ささ、お早く」

　鵺が祈るように一礼。蒼生も礼をして、その場を去った。

「おい、九十。殺されるって……一体誰に、どうやって殺されるっていうんだ？」

　頭の整理がつかず、蒼生は問う。

「彼女にはどうして、その未来が見えない？」

「分からない。でも、〈天意の未来視〉は絶対だ。彼女の予言が外れることはない」

　九十は、蒼生に手を引かれた幼女を見る。

「僕らが彼女といる限り、彼女も言霊閣も助かる。その言葉を信じよう」

「ああ、信じるさ。この先に、皆みんなの助かる未来が約束されているんならな」

　二人が鳳ほう凰おう堂どうの外に出た、その時だった。

「蒼あお生い、九きゆう十と、来ちゃ駄目っ───！」

　雪ゆき音ねの悲鳴が届き、衝撃に蒼生の視界が揺れる。

　眼前に、狩かり衣ぎぬの袖が舞った。突き飛ばされたのだ、と理解する頃にはもう。

　伸びて来た鎖鎌が、九十の体に巻きついていた。





　　　　６



　平びよう等どう院いんの外は、増援にかけつけた騎士達で包囲されていた。

「くっ、何するんだ……離せ！」

　アルビオンを取る間もなく、蒼生は組み伏せられた。見ると、捕らえられた雪音と杏あ音のんの姿。九十を縛った鎖、その先を辿たどった蒼生は、白いドレスの淑女を見た。

　───まずい、あの鎖は。

　蒼生は危険を悟る。蓮れんの使い魔・〈白山羊タングニヨースト〉の霊器───〈逆ぎやく縛ばくの霊れい鎖さ〉。術者から言霊アニマを奪う鎖が、九十の体から妖よう狐こを引き離す。ウカを縛り上げ、蓮が勝かち鬨どきをあげた。

「理事長、捕らえました！」

「でかしました、蓮」

　───理事長が、どうしてここに。

　蒼生は目を瞠みはった。仁王立ちする棗なつめの肩に、青白い眼めのフクロウが止まっていた。

「ウカ……っ！」

「大丈夫じゃ、九十。案ずるでない」

　ウカは紅の瞳に歯は軋ぎしりする。

「ふん、幼女に緊縛ごっことはの。このわしを誰だと思うとるんじゃ、たわけ！」

　ウカは鎖に手を触れるが。彼女の意に反し、巻き付いた金属はピタリともせず。

「なっ、相転移せんじゃと……!?」

「おいこら、ケモ耳っ娘こ。あんまりじたばたすっと、主あるじ様が棺桶送りだぜ？」

　蓮がせせら笑う。鎖の締め付けが増し、ウカは呻うめき声を漏らす。

「この鎖は特別製。大人おとなしくしねえと、オイラの僕しもべにすんぞ」

「束縛系男子など御免じゃな。わしの好みは、御殿束縛系色白男子での」

「どーでもいい。こうして縛っておきゃ、どうせあいつの心臓は秒読みだ」

「そうはさせんぞ、このわしが……っ！」

　ウカが抵抗するも鎖は解けない。守護霊を失った九十へ、理事長が挨拶する。

「初めまして、九十九つくも九十。言げん霊れい閣かくの御当主にお会いできて光栄です」

「初めまして、理事長殿。親の仇かたきを見れて、僕も嬉うれしいよ」

「態度も体も随分と大きくなられたようで。お父様とお母様はお元気ですか？」

「……殺してやる」

　激げき昂こうする九十だが、病弱な体では騎士達を前にひとたまりもない。

「ふふっ。やはり親の血ですね。あなたは、生かしておくには危険すぎる」

　理事長は蓮れんの方を向き、

「さあ、蓮。待望の大仕事です。彼の妖よう狐こを奪い取りなさい」

　ウカとの契約を断ち切れ。つまり、九きゆう十との殺害命令。蒼あお生いと雪ゆき音ね、そして杏あ音のんに恐怖の色がさす。止めようと三人が必死にもがく中、蓮は咄嗟に意味が呑のみ込めないようで、

「あの、理事長……今、何と？」

「九十を殺せと言ったのです。出来ますね？」

「は、はい……仰せの通りに」

　半ば脅しにも等しい眼光に念を押され、蓮は頷うなずいた。ウカを縛り上げたものの、まさか自らが手を下す羽目になるとは知らず、使い魔に指示を出そうと口を開くのに力を要した。

「お主にはできまい」

「……は？」ウカの言葉に、蓮は思わず間の抜けた声を出す。「何だって？」

「お主には出来まい、といったのじゃ。どれ、やれるもんならやってみろ」

「なめんじゃねーぞ。折せつ角かく回ってきた出世の機会だ。ずっとこの時を待ってたんだ…！」

「手が震えとるぞ？　無関係な人の命を踏み台に出来る手じゃないの。本当は怖くて逃げたいのではないか？　察するに、お主の半生は、怯おびえてばかりじゃったようだしの」

「お前に、オイラの何が分かるってんだ……」

「分かるぞ。人の子千人分は生きておる。お主は、自信が欲しいのじゃろ？」

「……黙れ、お前の主あるじを殺すのなんて簡単なんだぞ！」

「自分に嘘をつくでないぞ。お主が欲しいのは出世でも名誉でも、まして仕事のやりがいでもない。自信、ただそれだけじゃろ？　手段と目的をすげ替えるでないわ。そんなものはお主の目的でなく、自信回復の為ための一手段でしかない。手段を目的化すると苦しむぞ？　変えるなら今だと思うがの」

「黙れ……[image: ]黙れ黙れ黙れっ……！」

「何をしているんですか、蓮」理事長が言う。「〈泉ヨモ津ツ平ヒラ坂サカ〉に昇りたいのでしょう？」

「そうです。オイラは早く、こんなクソ田舎いなかからっ……」

「ならば、命令に従いなさい。目的の為に手段を選ぶな、と学院で教えたはずです」

　冷酷無慈悲なフクロウの瞳に、灯ともるのは青信号。

「躊躇ためらう理由がありますか？　手を下すのはあなたの言霊アニマ、あなたの手が汚れる訳ではない。たった一言。それだけで、あなたの望みは叶かなえられます」

「そのたった一言が、九十ならずお主をも殺すのじゃぞ。国民の為の官僚を目指して、勉強してきたのじゃろうが。いやしくも聖せい語ご騎き士しを名乗る身なら、同じ一言で、人の子一人救って自信に変えてみせんか！」

　妖狐の赤い瞳に見上げられ、蓮の良心が揺らぐ。

「さあ、蓮。早くしなさい」

「……できません」

「は？」

「こんなの、何か間違ってます……よくわかんねーけど……[image: ]間違ってる」

「興きよう醒ざめですね、蓮れん。期待したこちらが愚かでした。もう結構、下がりなさい」

　使えない駒に用はない。理事長は首を回して、指示を変える。

「仕方ありませんね、では彼女をそこに」

　騎士達が、幼女を九きゆう十との前へ乱暴に突き飛ばす。蒼あお生いの感情が爆はぜた。

「やめろっ、理事長！　その子に何をする気なんだ……！」

「素行の悪い子供達を正す為には、悪くない子が泣きをみないといけません」

　フクロウは陋ろう劣れつな瞳に幼女を見下す。そして言った。

「九十九つくも九十。その子を今ここで殺し、我々への忠誠に代えなさい」

「……何だって？」

　蒼生の頭が空っぽになる。雪ゆき音ねが叫んだ。

「やめてっ、お願い！　その子は関係ないでしょ！」

「ふざけるなっ……兄様に何てことさせるんですか！」

　杏あ音のんがフクロウに怒りを剥むく。

「あなた達学院が、桔き[image: ]きよう姉ねえさんを神隠しの犯人に仕立てあげて、殺したくせに！」

「聞き捨てなりませんね、烏うノの[image: ]つじ杏音。証拠はあるのですか？」

「証拠なんて、そんなの調べればいくらでも……！」

「いくらでも？　ならば並べて頂きたいものです」

　フクロウはいらやしい笑みに言う。

「証拠など出ません。神隠しの犯人も、桔[image: ]を殺したのも、あなた方言げん霊れい閣かくですから」

「うちらは何にもしてないっ！　兄様に濡ぬれ衣ぎぬを着せるな、この人殺し！」

「おやおや。生徒の躾しつけがなってない。不ふ貶き不ふ殺さつの教えが聞いて呆あきれますね」

　フクロウは嘆息して、

「さあ、九十。早くその子を殺しなさい」

「嫌だと言ったら？」

「身の程を弁わきまえなさい、陰おん陽みよう師じ。親の借金を帳消しにしてまであなたの命を救い、あげく紙隠しと桔[image: ]の件まで不問にしようという我々の慈悲を、踏み躙にじりますか」

　理事長の眼光が鋭さを増す。

「断れば、二に条じよう城じようが血の海となるだけ。我々としては、それでも構いませんが」

「僕のことはいい。城の子達には絶対に手を出すな。それだけは許さない」

「なら、分かりますね？　たかだか言霊アニマ一匹で数百人が助かる。安い買い物でしょう」

「……っ！」

　九十は立ち上がる。理事長を睨にらみ付けたまま、「分かりました」と頭を下げた。

「さあ。先祖の教えをその手で穢けがす屈辱と共に、我等が学院への忠誠を」

「蒼生」九十が微かすかな声で言う。「もう一回───僕を信じるかい？」

　意味深な笑みが見えた、その瞬間。

　ずん、と鈍い音がして。幼女の顔に暖かい雫しずくが跳ねた。

「晴せい明めい……様？」

　幼女が唇を歪ゆがめる。その胸元に、咒じゆ刻こくの巻き付いた九きゆう十との手が深々と埋まっていた。

「刻こく咒じゆ八卦・音素───」

「おい……よせ、九十」

　陰おん陽みよう師じに躊躇ためらいの色はない。数秒後の悲劇を前に、蒼あお生いは叫ぶ。

「やめろおおおおおおおおおおおッ─────!!」

「───滅却」

　幼女の姿が、飛び散った。

　宙に握られた九十の手を残して、跡形も無く。

「結構。やれば出来る子ですね。これにて、此こ度たびの件は不問にしましょう」

　理事長は賛辞を送り、ご満悦の表情。

　九十が胸を押さえ込んで倒れ込む。解放されたウカが駆け寄った。

「九十、九十っ……！　この大馬鹿、わしより先に逝くでないわ！　逝ったら殺すぞ！」

「ぐっ……ひどい話だな、ウカ。死んでまで殺されるのかい、僕は」

　神様に抱かれ、九十は苦しげに漏らす。

「棗なつめ。急病人を御殿まで」理事長が嘲あざ笑わらう。「お仕置きが心に堪こたえたようですから」

「了解しました」

「蒼生＝カレン＝ブラッドフォード、氷ひ乃の華はな雪ゆき音ね」

　フクロウは言う。

「これに懲りて、反省しなさい。あなた方に頼んだのは言げん霊れい閣かく調査への梃て子こ入いれであり、言霊閣への肩入れではありません。職務を逸脱した結果が、こういう悲劇を招くのです。今後気を付けること。名誉の挽ばん回かいは、例の件で期待していますよ」

　フクロウが飛び去るのを見て、九十は蒼生へ目め配くばせする。

「糺ただすの森は……良いところだよ。後で寄っていくといい……」

「九十、もう喋しやべるでないわ！　じっとしておれ！」

　ウカが霊力を送ると、九十は眠りについた。

　寝息を立てる陰陽師の顔を、ウカが愛いとおしく抱き締める。

「くそっ……まただ。どうしていつもこうなんだよ、俺は……！」

　蒼生は地面に拳こぶしを打ち付けた。

　誰も傷つけない。救い出してみせる。そんな覚悟に走り回った、長い長い１日が。

　朝焼けに燃えた極楽浄土で、一人の幼女と引き替えに幕を下ろした。




　その少し前のこと。

　鳳ほう凰おう堂どうの地下に下りてくる足音を、鵺ぬえは耳に拾っていた。

「ついに来ましたね」

　自らが死ぬ未来こそ見えたものの、肝心な犯人の姿が映らないのは何な故ぜか。

　不審を抱く彼女の前に、その答えが姿を現した。

「これは……彼岸を渡った体で、またもわたしを虐いじめに来ようとは」

　予期せぬ来客に、鵺ぬえは驚きを禁じ得なかった。

　一いちノの瀬せ桔き[image: ]きよう。首筋の刀傷が生々しい女性が、蒼そう白はくな唇で笑う。

「未来がない人間の死体に成りすませば、さすがの鵺鳥とて未来が読めませんか」

「死体への憑ひよう依い・〈黄よ泉み返り〉。そうですか、そういうことでしたか……あれは憑つき物の仕業で、彼女の本意ではなかったのですね」

「いいえ、あなたを傷つけたのは、紛れもなく桔[image: ]の意思。わたしが憑く前でしたから」

「というと？」

「そうですね。冥土の土産みやげに、彼女の悲恋話でも披露しましょうか」

　桔[image: ]は他人の声で、自らの身に降りかかった悲劇を語った。

　それを聞いて、鵺は心を痛めた。

「……何とまあ、可哀かわい想そうに」

「同情ですか？　自分を痛めつけてきた人間に対して？」

「あなた方学院は、陰おん陽みよう師じを根絶やしにする為ためだけに、彼女を利用したのですね」

「根絶やし？　ご冗談を。あの子達など敵ではない。殺す興味もありません」

　桔[image: ]は言う。

「ここに来る道すがら、本来の目的は達しました。もう一つの目的は、蒼あお生い君と雪ゆき音ねちゃん次第ですが、こちらも展望良好。鵺退治は、散歩のついでです」

　ドサリ。女性の声に、桔[image: ]の体が抜け殻となって落ちる。

　───ああ、何てこと。

　鵺は思わず天を仰いだ。

　否、空間ごと首を捻ねじ曲げられては、仰がざるを得なかったのだ。

　───蒼生様、雪音様。あなた方にはきっと、彼女を殺せない。

　視界が一回りする直前、鵺は憑つき物の正体を見届けた。

「申し遅れました。わたしは学院の〈五賢人グレゴリ〉が二番槍やり───氷ひ乃の華はな氷ひよう華か」

　白はく皙せきの美貌に、娘そっくりな黒髪を垂らした女性。

　影のない彼女は、酷薄な笑みに妖よう狐この霊れい眼がんを光らせる。

「遺後、お見知り置き下さい」

　その言葉を聞き入れる間もなく、鵺の首は床に落ちた。
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「……どういうつもりですか？」




　時は僅かに遡る───。

　カロリーナの惨劇が起こる少し前、残暑の抜けない夕暮れのこと。

　四し条じよう大おお橋はしでフクロウに声をかけられた桔き[image: ]きようは、その内容に耳を疑っていた。

「聞こえませんでしたか、桔[image: ]？　何でしたら、もう一度言いましょうか」

「聞こえなかったとでも、思ってるんですか」

　怒気を孕はらんだ視線で、桔[image: ]はフクロウを詰なじった。

「ですから。どういうつもりか、と聞いているんです」

「どうにもこうにも。あなたに、言げん霊れい閣かく潰しの手引きをお願いしたまで」

　言霊閣潰し。理事長の口にした単語に、桔[image: ]はひどく動転した。聞き間違いか、さもなければ、人違いであって欲しかった。噴き出す感情を押し留とどめ、彼女は尋ねた。

「それを他の人間ではなく、わたしに持ちかける理由は？」

「あなたが言霊閣を破門された聖せい語ご騎き士しであること、それ以外にあるとでも？」

「ふざけないで……！」

　目頭に熱が昇り、桔[image: ]の手が刀の柄つかに伸びた。

「五年前、わたしの親達を一人残らず返り討ちにしたくせに」

「謹慎処分にでもした方が良かったと？　笑わせないで下さい。国家に楯たて突つく不ふ埒らち者を、無罪放免で野放しにすれば、火の手が広がり後の犠牲者が増えるだけ。断腸の思いで処分を下した我々を、多少は労ねぎらって頂きたいものですが」

「わたしの前で、よくもそんなことが言えますね……！」

「おやおや」

　突きつけられた白刃に、フクロウは羽毛を竦すくめる。

「捨て猫を拾った人間に刃やいばを向けるとは、とんだ親不孝ですね」

「わたしを学院に拾って頂いたことには、感謝しています。ですが、それとこれとは別の話。言っておきますが、わたしは言霊閣の人間です。ゆめ、お忘れなきよう」

「元、でしょう。今あなたが着ている服は何ですか？」

　理事長に嘴くちばしでしゃくられ、桔[image: ]は奥歯を噛かみしめた。

　学院の企たくらみを言霊閣に告発すべきか。けれど、そうすれば口封じに遭うのは必至。そもそも、こちらが乗るという前提ありきの提案である。共犯を持ちかけられた時点で、退路は断たれたも同然だった。桔[image: ]は苦し紛れに抵抗してみせる。

「わたしが、その計画に手を貸すとでも？」

「無論、タダで働けとは言いません。然しかるべき仕事には、与えられるべき報酬を」

「報酬？」

「ええ。あなたが望むものを、何なりと与えましょう」

「心外ですね。中央の連中みたく、目先の金銭や名誉に口説かれて身を売るほど、わたしは尻の軽い官僚ではありません。それ以前に、一人の女としても」

「恋人の笑顔が戻ってくる、というのはどうですか？」

　理事長の提案に、桔き[image: ]きようは我を忘れた。

「……棗なつめの？」

「はい。いつぞやの陰おん陽みよう師じに感情を抜かれた少年に、もう一度。昔の笑顔を」

「信用できないわね。あなたが棗を元に戻せる保証が、どこにあるっていうの？」

「では、お見せしましょうか？」

「桔[image: ]」

　理事長の言葉に間を置かず、男の声がした。桔[image: ]の心臓が脈が打った。振り返ると、そこには棗の姿。岩のように動じぬ仏頂面が、微笑ほほえんで見えるのは気のせいか。

「桔[image: ]、お仕事ご苦労様。今夜は鴨かも川がわの座敷で夜を過ごそうか」

　気のせいではなかった。棗はあの日以来、自分を決して下の名前で呼ばないからだ。

　棗が笑っている、昔のように。桔[image: ]は思わず口を覆った。

「棗……あなた、なの？」

「どうした、一いちノの瀬せ？」

　が、手を触れようとした途端。温度の抜けた声に、呼び止められてしまった。

「何だ、この手は？　服に何かついていたか？」

「え……」桔[image: ]は慌てて手を引っ込める。「ううん……な、何でもない」

「そうか。仕事の休憩を邪魔して悪かった。たまたま通りがかったのでな」

　いつもの口調で、棗は橋を後にした。フクロウは鼻高々に、

「とまあ、こんな具合です。少しは我々を信用する気になりました？」

「今のは……本当に？」

「夢だと思うなら、それでも結構。ですがこれこそ、あなたの叶かなえたい夢ではなくて？」

　桔[image: ]の心は激しく揺れた。棗が笑った。それが夢でないことが、夢のようだった。

「言げん霊れい閣かく潰し、と言いましたか。一体、何をするつもりなんです？」

「二に条じよう城じようの地下と、清きよ水みず寺でらの舞台の下───」

「どうしてそれを……」

「知っていますよ。言霊閣の秘密は、ほとんど全て」

　絶句する桔[image: ]へ、フクロウは笑いかける。

「三体の鵺ぬえを集めた、完全な未来視。我々が欲しいのはそれです。城にも子供達にも用はない。五年前、九きゆう十と君に結界を張られて手にし損ねた忘れ物を、取りに行くだけです」

「わたしに清水寺の鵺塚の封を破れ、と？」

「はい。封破りの生いけけ贄にえを兼ねて一般市民を殺し、言霊閣との交渉材料に使える事件を起こして欲しいのです。その適任者としてあなたに声をかけました」

「〈五賢人グレゴリ〉とも名乗ろうお方が、分からないんですか？」

　桔き[image: ]きようは冷や汗を感じつつ、問う。

「わたしが人を殺せば、すぐに言げん霊れい閣かくの〈悪意の未来視〉に引っ掛かる。それで足がつけば大問題よ。お上が一般市民を殺していると知れたら、学院は民主主義の火ひ炙あぶりね」

「棗なつめの為ため、と思えば引っ掛かりませんよ。彼の為、という純粋な善意で人を殺せば」

「善意で人を殺す？　できるわけないでしょ、そんなこと……」

「いいえ出来ますとも。殺すのは無関係な一般市民。何を躊ちゆう躇ちよするんです？」

「京都は、言霊閣のあるこの街は、わたしの故郷です。平へい安あん京きようを汚したくはありません」

「ふっ、故郷ですか」

　フクロウは憐れん憫びんを鼻にすかす。

「そもそも、誰のせいであなたは言霊閣を追われ、棗まで奪われたのか。よく考えることですね。子は親を選べない。大人おとなの身勝手に振り回される宿すく世せを、あなたは恨んだはず。今こそ、あの頃の大人達に復讐すべきではありませんか。あなたの愛する、棗の為に」

　理事長は言うと、夕闇に羽ばたいた。

「棗の為に、人殺し……」

　髪飾りを手に取り、桔[image: ]は思い出す。

　言霊閣に守られたこの街をまだ、心の底から故郷と呼べていた頃の記憶を。
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　門限があるのは親の愛。そう信じていた時期があった。

　桔[image: ]がそれに疑問符をつけたのは、十一歳の時。一般人と同じ学校に入り、陰おん陽みよう師じの定める言霊閣への入学時期を、間近に控えた頃だった。

「えっ。桔[image: ]ちゃんの家、門限あるの？」

　放課後に遊ぼうと同級生に誘われ、桔[image: ]は断った。理由を正直に言うと驚かれた。

「うっそ、今時そんな家あるんや」

「洛らく中ちゆうのお嬢様は、うちらと違うんやなあ」

「あたし、親となんてしばらく口きいてへんよ？」

　同級生の口ぶりは、箱入り娘への憐あわれみに満ちていた。

　子供達だけで夜の街をぶらつく。そんな悪魔的な魅力に、彼女達は酔いしれていた。肝試しに比ひ叡えい山ざんに登ったり、橋の下でお酒や煙草たばこを口にしたり。そして明くる朝には、善良な生徒を演じる。目立ちたいけど、悪目立ちは論外。なるべく素直に、行儀良く。

　大人しいフリをして大人に抗あらがうことで、大人になった気分に浸れるのだ。

「校則って、拘束の書き間違いだよね？」

　同級生の誰かが言っていた。そんなことを、桔[image: ]は考えたこともなかった。大人に言われたことを、大人しく聞くのが子供の仕事。拘束だなんて思いもしなかった。

「ただいま」

「あら、遅かったわね」

　寄り道もせずに帰宅すると、母親がすぐさま出迎える。

「早く仕度なさい。お社様に向かいますよ」

　息をつく間もなく、咒じゆ刻こくの練習に剣術槍そう術じゆつ。そして夜が更け、朝が来る。放課後に遊べる友達を羨む暇も、単調な日常を憎む暇も、桔き[image: ]きようには与えられなかった。

　が、この日ばかりは違った。ほんの出来心に任せて、桔[image: ]は尋ねてみた。

「ねえ、お母様。うちの家、どうして門限があるの？」

「余よ所そは余所、うちはうちです。学校のお友達なんかと比べるんじゃありません」

　答えるのも面倒くさそうに、母親は溜ため息をつく。

「全てはあなたの為ため。あなたが一人前の陰おん陽みよう師じになれるよう、やっていることよ」

「それって、わたしが特別ってこと？」

「前にもそう言いました。同じ事を何度も聞かないで」

「お母様」

「まだあるの？」

「うちのこと、愛してる？」

「子供を愛さない親がどこにいるんです。そんなつまらない質問、二度としないで頂戴」

　つまらない質問じゃなかった。特別とか、あなたの為じゃなく、愛してると。母の口から直接聞きたかった。自分は愛されている、そう信じられる言葉が欲しかった。

　───お母様、そんな嘘つかないで。

　桔[image: ]は心の中で呟つぶやいた。思い出すのは、頬に痣あざを作った学校の同級生。

　───わたし、もう知ってるの。子供を愛さない親がいるんだ、ってことぐらい。

　その日からだ、と桔[image: ]は思う。

　母は一人娘のわたしより、跡継ぎ娘が手元にいることを愛しているのではないかと。

　愛は愛でも、門限は親の自己愛ではないかと。

　心の片隅に、疑い始めたのは。




　疑問符は一個つけば、雪だるま式に増えるらしい。

　言げん霊れい閣かくへ入学すると、桔[image: ]は下校時に寄り道するのが日課となっていた。

「明日、学校行きたくないなあ……」

　四し条じよう大おお橋はしから鴨かも川がわを眺めて呟いた、ある日のこと。

「ん……あの子、何してるんだろ」

　桔[image: ]は、橋の下で折り紙をしている少年を見た。同じ年頃の、見慣れない顔。言霊閣の子ではなかった。見つめていたその時、信じられないことが起こった。

「あっ」

　少年は折り鶴に文字を書き入れ、それを飛ばした。ぎこちない羽ばたきに、紙の翼が宙を舞う。桔き[image: ]きようは駆けだしていた。急いで橋の下に降り、少年を呼び止めた。

「ねえ、君。もしかして言葉が操れるの？」

「……っ！」少年は慌てて走り去る。

「待って、逃げないで！」桔[image: ]は追いかける。「わたしも、仲間だから！」

「君も……？」少年は足を止めた。

「うん。わたしもそれ、出来るから。君一人じゃないよ、その力を持ってるの」

　桔[image: ]は咒じゆ刻こくを綴つづって、折り鶴を飛ばして見せた。

「僕よりもずっと上じよう手ず……」少年は驚きながら、「君、名前は？」

「桔[image: ]っていうの。一いちノの瀬せ桔[image: ]」

「キキョウって、あの紫色のキレイな花？」

「そう。明あけ智ち光みつ秀ひでの家紋の、あの桔[image: ]」

「いい名前」

　名前を褒められるのは、親も含めて初めてだった。桔[image: ]は嬉うれしさに頬を染めた。

「ありがとう。あなたの名前は？」

「棗なつめ。無む畏い堂どう棗」

「素敵な名前」

　それが棗との出会いだった。自分と彼は、どこか似ていた。心の琴線が触れ、すぐに打ち解けた。自分が陰おん陽みよう師じであること。陰陽師であることを言ってはいけない、ということ。昨日食べたご飯や、向かいの家の猫に至るまで。気がつけば、桔[image: ]は何でも喋しやべっていた。

「棗くん。また明日も、ここで会える？」

「棗、でいいよ。僕も君と会いたい」

「桔[image: ]って呼んで」

　学校帰りに、棗と毎日待ち合わせるようになった。話が弾み、ついつい家に帰るのが遅くなる。そのたびに、父や母から「寄り道するな」と叱られた。

　けれど問題ではなかった。畳に頭をつけて「すみません」と無心に謝る。それを十分くらい続けるだけで、倍以上の時間を棗と過ごせる。貰もらえるお釣りは充分だった。

　大人おとなしい子を演じれば、大人達は簡単に騙だませる。

　あの子達から、そう教わったのだから。




「学院からの合格通知？」

「うん、昨日家に届いたんだ」

　夏のある日。早生まれで年次が一つ下の棗は、学院からの入学案内を手にした。

「ってことは。棗、来年から東京に行っちゃうの？」

「行かないよ。折せつ角かくのお誘いだけど、断っておいた」

「どうして？」ホッとしながら、桔[image: ]は尋ねる。「棗には、才能があるのに」

「僕の家、僕しか跡取りがいないんだ。芸子さんや舞まい妓こさん向けの髪飾りを売る、小さいお店だけど。これでも室町の頃からずっと続いてる、まあまあ自慢できる暖の簾れんでさ」

「じゃあ棗なつめは、職人さんになる為ために京都に残るの？」

「うん。東京の学校にいくよりも、親の笑顔の方が、僕にとっての幸せなんだ」

「親の笑顔、かあ……」

　棗の真摯な生き方に惚ほれつつ、桔き[image: ]きようの心にはどこか気後れする部分があった。

「それに、ほら。東京に行くと、桔[image: ]に会えなくなっちゃうから」

「わたしに？」

「本当のこというと、家の仕事は断る為の方便。僕は、桔[image: ]がいる街にいたいんだ」

　嬉うれしかった。自分の為、と棗の口から聞くことが。誰もが羨む東京の学院ですら、自分から棗を奪えない。これを運命と呼ばずして何とやら。たわいない話に緩む、あどけない笑顔も。照れ臭い距離を置いて歩く、帰り道も。ずっと続くと、信じて疑わなかった。

「棗、明日は一緒にかき氷食べに行かない？　美お味いしそうな店、見つけたの」

「ん、了解」

　棗が白い歯を見せる。それが嬉しくて、桔[image: ]はわざとらしく敬礼する。

「はい、了解されました」

　いつしか、これが棗との合い言葉となり。

　寄り道が親に怪しまれぬように、と。

　桔[image: ]の家の近くにある戻もどり橋ばしが、待ち合わせ場所になった。
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　紅葉もみじが三度色づき、桜が三回散り、十四歳になった。

　言げん霊れい閣かくでの学びが忙しくなり、桔[image: ]が棗と過ごす時間はどんどん短くなった。

「学院へのクーデタ？」

「しっ、静かになさい」

　そんなある日、桔[image: ]は大人おとな達の秘密を知らされた。

「九十九つくも家と一いちノの瀬せ家の間で内々に進めている話だ。口にするなと言われているが、お前ももう十四だ。跡継ぎとして知るべきことは知るべきだと、父さんは思う」

「いいですか、桔[image: ]。これから言霊閣の秘密を、少しずつあなたに教えます」

　二に条じよう城じようの地下。そこに隠された御み霊たま様。清きよ水みずの舞台に鵺ぬえの体が埋まっていること───。

　この街は、一体どこまで大人達のものなのか。聞けば聞くほどに桔[image: ]は怖くなった。

「[image: ]ぎ園おんの花火？」

「うん。明日の夜遅くまで。棗は空いてる？」

　お盆を迎えた、ある日の夜。棗との時間欲しさに、桔[image: ]は頼み込んだ。

「親に言って、何とか調整してみる」

「ごめんね。家のお仕事忙しいのに、無理言って」

「いいよ。桔[image: ]のお父さんとお母さん、明日はいないんだって？」

「そう。こんなこと滅多にないから、一緒にいたいの」

　とっておきの浴衣ゆかたを出し、桔き[image: ]きようは[image: ]ぎ園おんに繰り出した。

　夜の隅っこに腰掛けて、棗なつめと花火を見上げた。かき氷が霙みぞれになるまで笑い合い、もう一回あと一回と、何十回も金魚掬すくい。二人だけの時間は、藪やぶ蚊かに食われた太ふと股ももの痒かゆさすら、蚊か帳やの外。それぐらい棗に夢中で、棗ばかり見ていた。

　だからだろうか。桔[image: ]の目には入らなかった。

　自分達を遠巻きにじっと見つめる、影のないフクロウの姿なんて。

「痛っ」

「どうしたの、桔[image: ]？　大丈夫？」

「鼻緒、切れちゃったみたい……」

　新品の草履ぞうりで、時間欲しさに小走りしたせいだった。それでも、切れたことが桔[image: ]は嬉うれしかった。神様のくれた、甘える勇気。不吉の前触れだなんて、微み塵じんも思わなかった。

「ほら、桔[image: ]。おんぶ」

「や、大丈夫。わたし重いし、裸足はだしでも歩けるから」

「いいから、ほら。しっかりつかまって」

　ありがとう神様。棗の背中におぶわれ、鴨かも川がわの河川敷をぶらついた。いつもより、ずっと近い恋人の顔。胸が火照って苦しくて、桔[image: ]は耳元に囁ささやきかけた。

「ねえ棗。口づけ、してもいい？」

「僕も今、そう言おうと思ってた」

　賀か茂も大橋の上で、二人きり。互いの顔を見ながら、顔をゆっくり近づける。

「ま、待って……やっぱり、恥ずかしいよ」

「目、閉じないで」棗が優しく囁く。「桔[image: ]の目を見ながら、したいんだ」

　正直に言えば閉じたかった。けれど、そんなのどうでも良い。桔[image: ]は棗を受け入れた。

　迫せまる男の子の瞳。吐息が近くなり、鼻の先が触れかけた時。

「えっ……」

　桔[image: ]は一瞬、棗の目が青白く光るのを見た。

　───あれ……今、狐きつねさんの目が。

「おーい、桔[image: ]？」

　呼びかけられ、桔[image: ]は我に返った。もう少し冷静なら、三日月の位置がずいぶん動いたことに気付けたかも分からない。けれど、唇の余韻で蕩とろけきった瞳には無理も難題。

　桔[image: ]は覚えていなかった。

　言げん霊れい閣かくの秘密を、のべつ幕なしに喋しやべらされた記憶など、何一つ。

「わたし、とうとうしちゃった……」

　帰っても寝付けない布団の中、枕を棗の顔に見立て、胸元にぎゅっと抱き締めた。初めての徹夜だった。寝不足で迎えた朝焼けに、大人おとな気分を味わった。




「桔き[image: ]きよう、そこに座りなさい」

　数日後、桔[image: ]は父に呼び出された。正座するなり、母親が口を開く。

「話すこと、あるでしょう？」

「話すこと、って？」

「あなた、最近帰り遅いわよ。夜遅くまで外で何やってるの」

「別に」桔[image: ]は口を尖とがらせる。「何もしてないよ」

「嘘をつくんじゃない」父の声が静かに力んだ。「あの男の子は、どこの子だ」

「まったく、いつ男遊びなんて覚えたのかしら、この子は」

「わたしのこと、付けてたの……？」

　見られた。棗なつめとの、二人だけの思い出を。二人だけの大切な時間を。

　よりにもよって、一番見られたくない親に、こっそりと。

「最低」

　自分の口がそう動いたことに、桔[image: ]は驚いた。

　これまで、親に反抗らしき言葉を投げたことなど、一度たりとも無かったのに。

「まさか、とは思うが。あの子に言げん霊れい閣かくのことを漏らしていないだろうな？」

「漏らすわけないでしょ。どうしてわたしを疑うのよ？」

「クーデタの情報が、学院側に漏れ出ているからよ」

「わたしじゃないわ！　本当に彼には何も喋しやべってないもの！」

「そうだとしても、一般人と接するのはよくない。今すぐ、あの子と別れなさい」

「桔[image: ]、返事は？」母親が迫せまる。「別れなさいと言ってるの」

「嫌よ！」

　桔[image: ]は頭が真っ白になった。

「何で……何で、お父様やお母様の言うこと聞かなきゃいけないの!?」

「お前はまだ子供だ。親の言うことを聞くのが、お前の仕事だろう」

「わたしだって、もう大人おとな！　十四歳なのよ！　自分のことぐらい自分で決めるわ！」

「言霊閣の為ためだ。お前は一いちノの瀬せ家の娘、陰おん陽みよう師じを背負う人間。それを肝に銘じなさい」

「勝手に決めないでよ！　誰を好きになろうと、わたしの自由でしょ!?」

「陰陽師はこの街の陰かげです。陽おもての人間と交わってはなりません」

「そんなの、知らないっ！」

　親の制止を振り切って、泣きながら外に出た。

　出たいと思った。出てやりたかった。下げ駄たをつっかけ、行く当てもないまま、碁盤の目を走り回った。ここは御お土ど居いの籠の中。お節介にもお膳立てされた道路のせいで、方向はおろか、人生ですら迷うことを許されない。

「最悪な誕生日……」

　泣き疲れて〈一いち条じよう戻もどり橋ばし〉で川かわ面もを見つめていると、声をかけられた。

「お待たせ、桔[image: ]」

「棗なつめ……」

　振り向きかけて、桔き[image: ]きようは泣き腫らした目を隠す。

「どうしたの？　泣いてるの？」

「ううん、何でもない」

　口ではそう言いながら、これ見よがしに目元を拭って、鼻を啜すすったくらいにして。

　棗が心配そうな顔をする。それを期待した。彼の優しさに甘えたかった。

「辛つらかったら、無理には聞かないよ」

「ねえ、棗。ちょっとだけ、付き合って？」

　二人で手を繋つなぎ[image: ]ぎ園おんに繰り出した。四し条じよう大おお橋はしの欄干に凭もたれ、肩を寄せ合った。対岸には眠らぬ街明かり。大人おとな達の喧けん噪そうが、行きずりの夜遊びを誘ってくる。

「うちの家、古くさいし窮屈で……もう、最悪」

「泣かないで、桔[image: ]。ほら、これ」

　棗が渡してくれたのは花はな簪かんざしだった。可か憐れんな紫の、一輪の桔[image: ]の花。

「誕生日。色々と考えたんだけど。身につけられて邪魔にならないのがいいかな、って」

「これ、棗の手作り？」

「あ、うん。まだ下へ手たくそかもだけど。もし良かったら、使って欲しい」

「嬉うれしい」桔[image: ]は前髪に刺して、「どう？」と恥じらう。「似合ってる」と棗が微笑ほほえんだ。

「ねえ、またしてもいい？」桔[image: ]はねだる。「この前の続き」

「うん、いいよ」

　大人達の夜に紛れて、そっと口づけした。

「……許してね」

　桔[image: ]は舌をねじ込んだ。棗は驚きにビクついたが、優しく受け入れてくれた。濡ぬれて絡み合った熱に、火傷やけどしそうだった。もう会えないかもしれない。そう思えば思うほど、舌先に力が入る。棗の背中に回した手が、無意識に腰の下へと伸びていく。

「桔[image: ]……ダメだよ、こんな場所じゃ」

「わたし……今日はもう、家に帰りたくない」

　桔[image: ]はせがんだ。胸の膨らみを押しつけ、媚び態たいのある上目遣いで、棗を欲した。

「でも僕、明日の朝は早いんだ。これから夜遅くまで、仕込みもしなきゃいけないし」

「お金、持ってるから」桔[image: ]は遊郭を横目に腕を抱く。「今日は、大丈夫な日だから」

「やっぱりダメだよ」棗は逡しゆん巡じゆんした挙げ句、「今日は、家に帰るんだ」

「わたしとじゃ、嫌？」

「そうじゃなくて。君が帰らないと、親御さんが心配するから」

「帰っても帰らなくても、どうせ怒られるの。だから、あなたといさせて」

「僕だって君といたい。でも、今日は帰った方がいい。僕の為ためじゃなく、君の為に」

「ごめんね」桔[image: ]は肩を落とす。「いつも、わたしの都合ばかり押しつけて」

「いいんだよ桔[image: ]、謝らないで。明日の夜また会える？　そこで今日の続き、しようよ」

「本当？　約束してくれる？」

「約束する」

　棗なつめの提案に桔き[image: ]きようは頷うなずく。指切りをして、手を振って別れた。

「やっぱり、心配だな……」

　桔[image: ]の様子をうかがおうと歩みだし、棗は立ち止まった。

　月光が照らす橋の上に、白い象が行く手を遮っていた。若じやく冲ちゆうの杉戸絵のような、のっぺりとした異国の怪物。その横に大人おとなの男が立っていた。はためく袴はかまに、五ご芒ぼう星が煌きらめいた。

「無む畏い堂どう棗くん、だったかな？」

「はい……」棗は戸惑う。「あの、どちら様ですか？」

「九十九つくも───いや、名乗る必要はない。どうせすぐに忘れるだろうからな。獏ばくを使うのは不ふ憫びんだが、この街の平和の為ためだ。許せ少年」

　脇に控えた異形が、のっしりと歩み出す。

「隅から隅までしっかり食らえ。霊柱解放───〈夢ゆめ散さん華げ〉」

　白い象が鼻をあげて息を吸う。風が凪なぐと、棗の瞳から光が消えた。

　桔[image: ]と密ひそかに重ねた逢おう瀬せ。そんな夢ゆめ見み心地ごこちから、つまらない現実に醒さめたかのように。
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　翌日、桔[image: ]は夜の稽古を抜け出して、戻もどり橋ばしへと急いだ。

　退屈な授業に耐え、どうにか嘘をつきまくり、棗との一夜に心躍らせた。

「ごめんね、棗。待った？」

　立っている棗の背中を見て、桔[image: ]は後ろから抱きつく。

　昨日交わした約束を胸に、[image: ]ぎ園おんまで手を繋つなぐ。そんな夢を見ていた彼女に向かって、

「お前、誰？」

　桔[image: ]は言葉を失った。

　お前。棗の口から飛び出した無愛想な言葉に、街の喧騒が遠くなる。

「やっ、嫌だ……冗談だよね？」

　引き攣つった笑みに、桔[image: ]はわざとらしく少年の頬に指を立てた。

「あはは……棗ったら意地悪なんだから、もうっ！」

「……だから、誰？」

　棗が指を払いのけた。不審そうに見返してくる顔が、そこにはあった。

　桔[image: ]の頭が真っ白になる。棗の表情はまるで別人だった。瞳の奥に、感情と呼べる焦点がおよそ感じられない。見た目だけそのままに、中身がくり抜かれたようだった。

「わたしだよ、桔[image: ]！　一いちノの瀬せ桔[image: ]！」

　怖さのあまり、桔[image: ]は棗にしがみつく。少年の表情はピクリともしない。

「覚えて……ないの？」

「キキョウ……？」

　口にした棗なつめの目が、ゆっくり開く。

　やっと思い出してくれた。そんな桔き[image: ]きようの期待はしかし、あっさりと砕け散った。

「変わった名前」

　胸の奥で何かが潰れた。棒立ちになる桔[image: ]の横を、棗は通り過ぎる。

「人違いだろ？　いきなり抱きついてきて、変な女」




「今すぐ棗を元に戻してっ！」

　桔[image: ]は家に転がり込み、父と母を泣きながら糾弾した。

「わたし、言げん霊れい閣かくのことなんて漏らしてないのに！　何でこんなことするのっ!?」

「桔[image: ]、嘘をつくんじゃありません」

「嘘つきはどっちよ！　勝手に棗の記憶を消したくせにっ！」

「これ以上、外に情報を漏らされては困る。言霊閣の為ため、やむを得ないことだった」

「だから、別れろとあれだけ言ったじゃないの。父さんも母さんも、あなたの為を思って」

　この街の為、言霊閣の為、陰おん陽みよう師じの為───それらは全て、お前の為。

　───そんな言葉、もう沢山。

「出てってやる」

「何だと」

「出て行きます……こんな家！」

「頭を冷やせ、桔[image: ]。自分が何を言ってるか分かってるのか」

「聞こえなかった!?　じゃあ、もっかい言うわ！　出ていくって言ったのよ！」

「親に向かって何ですか、その口の利き方は！」

　母親の声が、キンと耳に響く。

「誰のお陰で、ご飯を食べて床につけていると思ってるの！　父さんと母さんは、あなたを───」

「そんな娘に育てた覚えはない、とか言うつもり？　ふざけないで！」

　二言目には陰陽師がどうの。都合が悪くなれば、今度は義理人情。手塩にかけた苦労をすぐに愛情とすり替える。恩着せがましい大人おとなの切り札に、もう我慢がならなかった。

「なら、わたしからも言わせて！　この家に生まれたいなんて、一度だって願った覚えはないんだから！」

「何てこと言うの……」

　この期に及んで涙ぐむ母親を、桔[image: ]は激しく軽蔑する。

　───何それ、馬鹿じゃないの。

　怒りを通り越して、桔[image: ]は呆あきれた。もはや罵声を浴びせる気にすらなれなかった。

　あんたは娘の為に泣いているんじゃない。自分の為に泣いているくせに。

「この恩知らずめ」

　父親が凄すごむ。目尻にうっすら涙を滲にじませて。年頃の娘に手をあげようとして、躊ちゆう躇ちよしたのだろう。手癖の悪さを食い止める親心。そんな演技も、もういい加減見飽きている。

「お前など、一族の恥だ」

「二度とうちの敷居を跨またぐんじゃありません！」

　心ない言葉に背中を押され、桔き[image: ]きようは引き戸に手をかけた。

「今まで、お世話になりました」

　後ろ手にピシャリと帰り道を断つ。荷物を持たない両手に取り違えた、背徳にも似た清すが々すがしさ。寄る辺ない夏の夕べに、棗なつめへの想いが頬を伝った。

「本当に出て行くの？」

　玄関を出るなり、桔[image: ]は声をかけられた。

　隣り合わせの烏うノの[image: ]つじ邸。その塀に凭もたれて、幼おさな馴な染じみが腕を組んでいた。

「烏か音のん……ここでずっと待ってたの？」

「女は待つ生き物って、ばあちゃんに言われた」

「あなたには似合わないわ。小さい頃から、男顔負けに男っぽい性格だし」

「それは、じいちゃんに言われた」

　家出の意思に結んだ桔[image: ]の唇が、思わず緩んでしまう。

「髪、切ったんだ？」と烏音。

「たった今ね」桔[image: ]は言う。「どうしたの、いつもは切っても気付かないくせに」

「だって。ウチでも気付くぐらい、バッサリなんだもん」

　天の川が分かつ星空の下で、烏音は口にする。

「学院の師団に送り込まれることになったよ」

「烏音が学院に？　どうして？」

「朱あけ美み＝シルヴィア＝ブラッドフォード。もしもの時に殺せ、だってさ。言げん霊れい閣かくも必死だね。国家官僚同士がいがみあって、それでも国の為ためだって、どの口が言ってるんだろ？」

「大人おとなの都合なんて……わたし、もう知らない」

「漏らしてないのに出てくの？　桔[image: ]は、そんなことしてないのに」

「そう言ってくれるのは、あなただけよ。皆みんなね、わたしを信じてくれないの。お父様もお母様も、言霊閣も。さんざん自分好みに育てたくせに、もううちの子じゃないってさ」

　髪飾りをいじりながら、桔[image: ]は問う。

「ねえ、烏音。わたし達、別の街に生まれてたら、もっと幸せになれたと思う？」

「どうなんだろ。今まで、考えたことなかったな。でも……この街じゃないと、うちはうちじゃないし、桔[image: ]も桔[image: ]じゃなかったと思う」

「烏音は、京都が好き？」

「好きだったよ」烏音は言う。「ついさっきまで」

「わたし、あなたと会えて良かった。今ね、心の底からそう思ってる」

「桔[image: ]姉ねえさん！」

　名前を呼ばれ、桔[image: ]は振り向いた。手を振っているのは杏あ音のん。背中に竹刀しないをぶら下げている。剣術の稽古が終わる時間だった。駆け寄ってきた杏あ音のんが、不思議そうに問う。

「あれ？　桔き[image: ]きよう姉ねえさん、髪切った？」

「ああ、うん……似合う？」

「失恋でもしたの？」

「こら、お子様は家に入れ」

　烏か音のんが妹を叱りつける。「何話してたん？」と引かない杏音へ、

「花も恥じらう乙女おとめの話。未成年は閲覧禁止。ほら、家に帰った帰った」

「お姉ちゃんだって、未成年やし！」

「違うね。十四歳は大人おとなです～だ。時代が時代なら、光ひかる源げん氏じと寝てるからね」

「七歳だって、千せん姫ひめだったら豊とよ臣とみ秀ひで頼よりと寝てるもん！」

「あ～もう、本格的にド変態だなあ、この国は」

　妹に手を焼きながら、烏音は何とかして家に追い込む。

「嘘つくの、下へ手たくそなんだから」と、桔[image: ]は小さく噴き出した。

「これ、持って行って」

　烏音から、桔[image: ]は刀を受け取った。

「咒じゆ刀とう・〈獅し子し王〉───烏うノの[image: ]つじ家の秘蔵品。うちよりも、桔[image: ]に持っていて欲しいんだ」

「わたしが貰もらったら、烏音が親に怒られるじゃない」

「どーせこれから第九師団配属だし、テキトーに文通で誤魔化すよ」

「嘘つくの、下手なくせに」

　桔[image: ]は茶化しながら、「ありがとう」と礼を言う。

「戻もどり橋ばし」烏音は言う。「渡っていきなよ。ご先祖様のおまじない」

　安あ倍べの晴せい明めいが式神を隠した〈一いち条じよう戻もどり橋ばし〉を渡れば、無事に戻ってこられる。そんな幼おさな馴な染じみの心遣いが、胸に痛かった。そこはもう戻れない、棗なつめとの思い出の場所だった。

「ううん。わたし、この街には二度と戻らないから」

　桔[image: ]は拒んだ。おめおめと里帰りする気なんて、さらさら無かった。

「そっか」烏音は言う。「じゃあ、今度また東京で会おうよ」

　最後の最後まで、烏音は笑顔を絶やさなかった。

　曰いわく、愛想は一番の女子力。それが結果的に、桔[image: ]が最後に見る親友の笑顔となった。

「一いちノの瀬せ桔[image: ]さん、ですね？」

　御お土ど居いの外へ出るなり、桔[image: ]は呼び止められた。男とも女ともつかぬ、曇った声。見ると道標の上に、青白い眼光のフクロウが一羽。影がないので、御み霊たま様とすぐに分かった。

「あなたは、一体……」

「かような姿で失敬。わたしは学院の理事を務める者。あなたを迎えにあがりました」

「わたしを……迎えに？」

「はい。我々は是非とも、あなたを本学院生として歓迎したい」

　怒りに睨にらみつける桔[image: ]へ、フクロウは誘惑の口を開いた。

「ちなみに、彼は来るそうですよ」

「彼？」

「無む畏い堂どう棗なつめくん。過去に一度断られましたが、今度は受けてくれるそうで」

「棗が……」

「どうしますか、桔き[image: ]きようさん？　自分の意思で、自分に正直な選択をして下さい」

　フクロウの眼まな差ざしが、闇夜に誘いざなう。

「帰る家がなくて迷子なら。今日からわたし達が、あなたの家です」

　帰る家なんてない。故郷の十四年を道端に捨てることへ、迷いは生じなかった。

　棗が行くのなら、たとえ敵の懐へでも。桔[image: ]は頷うなずきに首を振った。

「お世話になっても、いいですか？」




　初めての東京は、山も人も遠かった。

　学院の入学式に、桔[image: ]は棗と二人で出席した。新入生の列には加わらず、転入生の席に座った。新郎新婦みたいな初々しい純白の制服で、仲睦むつまじく肩を並べて。

「君と、教室一緒みたい」隣に座った棗が、嬉うれしくもなさそうに言う。

「そうだね……これからもよろしく」

「これからも？　ま、別にいいけど」

　棗は目も合わせてくれない。桔[image: ]は堪たまらず「ねえ」と問う。

「何？」

「棗くんって呼んだ方がいい？　棗じゃ、ダメかな……？」

「どっちでも、好きにすれば」

「棗、って呼ばせて欲しいの」

「ん、了解」

　事務的な了承。そんな口調に、昔の棗の面影がちらついて。

「はい……」

　桔[image: ]は俯うつむいた。袴はかまだと思って握ったのは、学院の制服。着き心地ごこちの悪いスカートの上に、ボロボロと涙が零こぼれた。悲しいのに嬉しくて。そんな悲しさに、桔[image: ]は微笑ほほえんだ。

「了解……されました」




「ねえねえ、例の噂うわさ聞いた？」

「聞いたって？」

「第九師団の話」

「第九師団？　それって、あの朱あけ美み先輩が率いる最強軍団のこと？」

「そう。ついさっき、西欧の遠征先で全滅したんだってさ」

　───全滅？

　最終学年になり、卒業を控えたある日。桔[image: ]は同級生達の噂話に足を止めた。

「全滅って、第九師団が？　どういうこと!?」

「わっ、誰……こんな子いたっけ？」

「さ、さあ……？」

　食いついた桔き[image: ]きように困惑しつつ、女生徒の一人が口にする。

「聞いてないの？　学院中で噂うわさになってるよ。朱美隊長が隊員を皆殺しにしたって」

「皆殺し……？」

　桔[image: ]の足から血の気が引いた。

　───だって、あの師団には烏か音のんが。

「明日、筑波つくば山さんで葬儀があるんだって。嘘だと思うなら、行ってみれば？」

　同級生の言葉通り、筑波山頂に弔鐘が鳴った。

　親友の入った箱に土が被かぶせられるのを、桔[image: ]は茫ぼう然ぜんと見送った。

「ねえ、烏音……嘘だよね？　嘘だって言って」

　一目でいいから見たかった。そうすれば、人目も憚はばからず泣けたものを。棺桶の中にいるのかも定かでなく、遺影の笑顔に見返されては、涙の零こぼし方など分からない。

「お父様、お母様……」

　惨劇に続き、言げん霊れい閣かく叛はん逆ぎやくの噂も耳に入った。呼びかけた親の名に、湿る気配はなく。訃報への悲しみより、それを悲しめない自分への悲しさが、募り募った。参列者の列から抜け出す途中、桔[image: ]は誰かに肩をぶつけた。

「あっ、すみません」

「いえ、こちらこそ」

　淑しとやかな女性の声。伏し目がちに謝る桔[image: ]は、彼女に影がないのを見た。白しろ袴ばかまに銀髪を流した御み霊たま様。その胸元に、初々しい制服の黒髪少女が、声をあげて泣きついていた。

　西が恋しいわけでもなく、桔[image: ]は夕ゆう陽ひを追いかけるように、東京の街をぶらついた。

　赤あか坂さか地区に差し掛かったところで、少女が脇を走り抜けていった。

「あの子、さっきの……」

　青い髪留めを握った少女。後を追いかけると、丘の上に３階建ての洋館が現れた。

　玄関先にBradfordの文字を見て、桔[image: ]はハッとなった。

「蒼あお生いっ、いるの？　わたしよ、雪ゆき音ね！　いたら、返事してよ！」

　少女は扉を何度も叩たたく。萎しおれた亜麻色髪の少年が、中から顔を出した。

「雪音……」少年は内側のノブへ手をかける。「ごめん、一人にしてくれ」

「お願い、蒼生。中に入れて！　閉じこもらないで……お願いだから」

「俺のことなんて……ほっといてくれよ」

「嫌だ、ほっとかない！　朱あけ美みさんは、兄さんを殺したりなんかしないもの！」

「……っ！」

　ガチャリ。閉じられたドアに、少女は背中を付けて泣き崩れた。

「蒼生のばかあ……ばかあぁぁっ！」

　蒼あお生い。烏か音のんを屠ほふった女隊長の弟を前に、恨みの感情はなかった。どこか自分と棗なつめに重なる少年少女が見ていて辛つらく、桔き[image: ]きようは目を背けて、その場を離れた。

　学院の寮に戻ると、背の高い男が待っていた。

「棗、どうしたの？」桔[image: ]は驚きながら、「ここ、女子寮の玄関よ」

「卒業後の配属希望調査。理事長から、渡しておけと言われた」

「卒業かあ」桔[image: ]は他ひ人と事ごとのように呟つぶやく。「あなたはどうするの？」

「学院から京都見ミ[image: ]マワリ組グミにつくよう、薦められている」

「学院から？　それ、受けるの？」

「そのつもりだが。何か言いたいことでも？」

「ねえ。わたしも……ついていって、いい？」

「了解した」

　棗が素っ気ない返事で立ち去る。大きくなった恋人の背中へ、桔[image: ]はそっと敬礼した。

「はい……了解されました」

　二人は揃そろって卒業。喪服めいた軍服に袖を通し、桔[image: ]は京都へと帰郷した。

　二度と帰らない。そんな思いに背を向けた里へ、性懲りもなく吸い寄せられるように。
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「言げん霊れい閣かく潰しの件、乗りましょう」

[image: ]

　それから五年後。見ミ[image: ]マワリ組グミの副隊長になった桔き[image: ]きようは、フクロウに協力を申し出た。

「その返事を待っていましたよ、一いちノの瀬せ桔[image: ]」

「勘違いしないで」

　桔[image: ]は、フクロウを睨にらむ。

「わたしは、学院の為ためでも言げん霊れい閣かくの為でもなく、自分の意思で手を貸しているだけ」

「構いませんよ。動いてくれるなら理由の如何いかんは不問。我々の世界は、結果が全てです」

　フクロウの態度は、計算通りといわんばかりだった。

「それで、桔[image: ]。あなたが我々に提示できる有用性のほどは？」

「計画に誘っておいて、その言い草？」

「しかし、乗って頂く以上は、それなりの覚悟をこちらも要求します」

「棗なつめの為なら、払える犠牲は何だって払うわ」

　首切り、損切り、尻ぬぐい。魂を売った以上、使い捨てにされるのは覚悟の上。桔[image: ]としては逆に、学院を使い倒す心づもりだった。共犯者という名の、手段として。

　目的の為に、手段は選ばない。それが聖せい語ご騎き士したるものの、不文律であるのだから。

「それでは、桔[image: ]。あなたの手て筈はずとやらを聞きましょうか」

「橋姫を使います」

「ハシヒメ？」フクロウが首を傾かしげる。「はて、初耳ですね」

「初耳でなければ困ります。古来より一ノ瀬家が封じている、門外不出の妖怪ですから」

「それを門外に放出すると。その能力はいかに？」

「一いち[image: ]べつ即そく咒じゆ───その目に捉えた人間を呪い、意思を乗っ取る」

　そしてもう一つ、と桔[image: ]は続ける。

「彼女の姿は、術者や言霊アニマを除き、十代を過ぎた大人おとな達の目には見えません。夜な夜な橋に現れ、愛を交わす年頃の子達を彼岸に連れ去る───その昔、都で神隠しを起こしていた犯人です。彼女の能力を逆手に利用します」

「さしずめ、男女の逢おう瀬せに嫉妬した狂い姫、といったところですか」

　理事長は、忍び笑いを漏らす。

「此こ度たびの計画には、お誂あつらえ向きと言えそうですね」

「橋姫の顔に覆いをして市中に放てば、連れ去る相手を選べます。真夜中なら人通りも少なく、子供を清きよ水みず寺でらまで攫さらいやすい。舞台から突き落とせば、そのまま鵺ぬえへの生いけけ贄にえに」

「しかし大人達には見えずとも、市中には言霊閣の目が行き届いているのでは？」

「わたしは、言霊閣の放っている付つく喪も神がみの数や居場所を知っています。ですから、情報を提供するかわり、その処分をお願いしたいのです。事を上う手まく運ぶためにも」

「ならば、適材適所。こちらの右腕を、あなたに預けましょう」

　フクロウが一羽、飛んできた。コノハズクに近い細身な猛もう禽きんは、女性の声で会釈する。

「〈五賢人グレゴリ〉の一人、理事長の右腕を務める者です。どうぞお手柔らかに」

「彼女の能力を、あなたに貸し与えます」

「どういう能力なのです？」

　桔き[image: ]きようの問いに、コノハズクは眼光を光らせる。欄干の擬ぎ宝ぼ珠しが、ちり紙のように潰れた。次に睨にらまれたのは、柳の大木。これもまた、ねじり鉢巻きの如ごとく絞られる。

「空間ごと捻ねじ曲げた……？」

　生じた光景に、桔[image: ]は唖あ然ぜんとする。脇の下が冷えるのを感じながら、

「便利な力ですね。何とも頼もしいこと」

「お褒めに与あずかり光栄です」コノハズクが恐縮する。

「これでもって、邪魔になる言げん霊れい閣かくの有象無象は排除します。あなたの身に危険が及んだ際にも、彼女が心強い盾となることでしょう」

「まさか、わたしの身に保険をかけてくれるんですか？」

「あなたの正体がバレては、こちらにも支障が出る。しかし、あなたの不注意でバレた場合は、自己責任です。その時は───」

「濁さなくてもいいわ。それが、あなた方学院のやり口でしょ？」

「理解しているようで、何より。言霊閣の方には後日、警告状を送る予定です」

「警告状？」

「神隠しの罪を彼らに擦なすり付ける為ためです。『市中の人攫さらいが終息しないなら、言霊閣の自治権を剥はく奪だつする』と脅した上で、我々は人攫いを続ける。無論、尻尾しつぽは掴つかませずに。一方で、見ミ[image: ]マワリ組グミには通常業務通りに調査をして貰もらいます」

「そういうことね」桔[image: ]は納得する。「見[image: ]組の副隊長として調査しつつ犯行を行えば」

「あなたは怪しまれない。身内の動きを把握していれば、仕事中の人攫いも容易たやすいでしょう？　組員が障害になるなら、あなたが指示を出せばいい。万が一には、我々からも」

「で、そのまま期日まで事件を終息させず、言霊閣に嫌疑を被かぶせると？」

「はい。あとは警告状通り、満を持して乗り込むだけ」

　汚い手だ、と桔[image: ]は思う。実際に手を汚すのが自分である以上、尚のこと。

「警告状の期日は、どのくらいですか？」

「二週間ほどと見込んでおります」

「二週間？」桔[image: ]は問い返す。「鵺ぬえの封を破るのは、10日で足りますが」

　事件性を持たせる為に、１日最低２、３人は殺すとして。封を破る閾いき値ちの20人を揃そろえるには、10日あれば充分である。無為に長引かせると、こちらの足がつきかねない。

「棗なつめを早く取り返したい気持ちは分かりますが。言霊閣に解決の猶予を与える期間を持たせないことには、我々の動きが不自然になる。二週間でも気が早いくらいです」

「つまり、鵺を手にした後も、期日まで人攫いをしろと？」

「難しいことではないでしょう？　如何いかんせん、あなたの鵺は〈善意の未来視〉。彼女の力を使えば、善意で事件解決に奔走する言霊閣の動きなど、手に取る如く。それまでよりも、寧むしろずっと簡単になる。勝負は寧ろ、あなたが善意で人を攫えるかどうかです」

　桔[image: ]は了承するも、

「ただし。協力するかわり、わたしからも一つ条件があります」

「いいでしょう。こちらの不利益にならぬ範囲で譲歩しますよ」

「言げん霊れい閣かくの子達は殺さないこと。わたしも、彼らを殺すつもりはありません」

「やはり、腐っても陰おん陽みよう師じの家の出。可愛かわいい後輩が、自分の為ために死ぬのは嫌ですか？」

「ご想像は、ご勝手に」

「承知しました。我々からは手を出しません。しかし老婆心ながら、あなたには一つ」

　前置きして、フクロウは忠告する。

「目的の為に手段を選ぶな、と伝えておきましょう」

「耳タコね。お洒落しやれな赤あか煉れん瓦がで、とっくに聞き飽きてるわ」

「その割には、手段を選びきれていないようですが。あなたはまだ、言霊閣の子達と街の子達を色分けしている。我々は、手段になるものは全て、同じ色で塗り潰せと教えたはず。何な故ぜか、理由は簡単。塗り潰せない甘さが、いつしか自分の退路を塗り潰すからです」

「さきほど言ったはずですが」

　桔き[image: ]きようは突っぱねる。

「彼らを殺さないのは、目的手段がどうのではなく、わたしが協力する為の条件だと」

「今の言葉、胸に刻むことですね。条件とは、目的に応じて替えの利く手段のことです」

　フクロウは、警句めいた眼まな差ざしを桔[image: ]に送る。

「さて、決行は今こ宵よい。心の準備は出来ていますか？」

「ぬかりなく」桔[image: ]は頷うなずく。「そちらこそ、足を引っ張らぬよう」

「ふふっ。やはり、拾って育てた甲か斐いがありました」

　フクロウは満足そうに目を細めた。

「あなたは貴重な即戦力。さあ思う存分、底なしの善意で復讐なさい」




　少女の雨が降った。

　清きよ水みずの舞台から一人、そして、また一人。

　桔[image: ]は紙隠しを市中に放ち、次々と女生徒を連れ去った。あの時の自分と同じ、十四歳の少女を。男と腕を組み明日を夢見る女の子を、片っ端から引き裂いていった。

「待っててね、棗なつめ。あと、もうちょっとだから」

　呵か責しやくなき良心に浸りながら、桔[image: ]は少女を屠ほふり続けた。

　思春期のお花畑な脳のう味み噌そが、石畳に潰れてパッパと彼岸花を咲かせていく。その度に背筋は狂喜し、脳髄が歓喜に震えた。散った命、咲いた花の数だけ、棗が近づいてくる。

　いつのまにか、桔[image: ]の口は笑っていた。

　───あの人の為。あの人の笑顔の、為だから。

　不ふ貶き不ふ殺さつ。下らない言霊閣の教えなど、秤はかりの皿に乗りすらしなかった。

　舞台の下に少女の遺体が積み上がり、10日を数える晩、ついに鵺ぬえの封が解かれた。

　目を包帯で巻かれた、あどけない幼女。彼女は桔[image: ]を見るなり、悲しげに口を開いた。

「お姉ねえさん……人……殺した」

「そうよ。それがどうかした？」

「なのに、お姉さんの心……視える……変なの」

「変？」桔き[image: ]きようは訝いぶかった。「わたしが？」

「うん」幼女は頷うなずく。「お姉さん……人殺すの……善いことだと……思ってる」

「善いことをしてるもの。当然でしょ？　さあ、はやくわたしと契って」

「契って……何するの？」

「言げん霊れい閣かくの奴やつらの善意を視て、彼らの未来を教えて頂戴。それがあなたの仕事。いい？」

「まだ……人……殺すつもり？」

「いいから、さっさと従え！　ねえ、ほらっ！」

　痺しびれを切らした桔[image: ]は、聖語を使って躊躇ためらいなく幼女の肌を焼いた。

「んが……あぐっ……ひぎっ……！」

「あなたの主人は、このわたし。つべこべ言わずに、大人おとなしく命令を聞けばいいの！」

「嫌だ……お姉さん……悪いこと……しようとしてる」

「ふうん、言うことが聞けないの？」

　焼やけ爛ただれた幼女の肌に、桔[image: ]は更なる呪いの言葉を重ねた。囚とらわれの籠でじたばたする雛ひな鳥どりが、どこか懐かしく、愛いとおしくさえ思えた。そして狂おしいほどに痛めつけてやりたくなった。汚れ知らずな柔やわ肌はだを、世間知らずな昔の自分を、破は瓜かの紅で染めるように。

「いぎっ……痛い……痛いよぉ……」

　桔[image: ]は、幼気いたいけな良心を踏みにじった。文字列が舐なめた肌に、すっと剃刀かみそりが引かれる。一重二重と幾重にも。自傷行為さながらに、泣き叫ぶ幼女をこれでもかと嬲なぶり続けた。

「許して……もう許してぇ……何でも、何でもするからぁ……！」

「物分かりの良い子。なら、とっとと未来を見なさい？」

　涙目で哀願してくる愛玩動物へ、桔[image: ]は言い聞かせる。

「あんたなんて所詮は言霊アニマ。道具は道具らしく、人間の言うことに従えばいいんだから」

　あと３日、たったの３日。それさえ乗り越えれば、あの日の棗なつめが戻ってくる。

　そう。戻ってくる、はずだったのに───。
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「本日付けで着任しました、蒼あお生い＝カレン＝ブラッドフォードです」

「同じく、氷ひ乃の華はな雪ゆき音ねです」

　───え？

　悲願成就を目前に、桔[image: ]は耳を疑った。

　京都駅に現れたのは、二人の新米騎士。会釈をしながら、彼女は激しく動揺していた。

　───何で、学院はこの子達を送り込んできたの？

　紙隠しの事件解決に、学院の理事長が直々に赴任させたらしい。よりにもよって、烏か音のんが付き従った、隊長と副隊長の忘れ形見を。桔き[image: ]きようには、学院の狙いが理解できなかった。

「理事長。どうして、紙隠しの足がつくような真ま似ねをするんです？」

　桔[image: ]は堪たまらず、フクロウに問いかけた。

「心配要りませんよ、桔[image: ]。彼らには彼らの、あなたにはあなたの役割がありますから」

「彼らの役割とは、一体何なのですか？」

「あなたはあなたの職務を全うしなさい。彼らが邪魔になることはありません」

「その言葉、信じていいのですね？」

「信じるものは救われますよ」

　派遣目的をぼかす理事長に、疑念を募らせたものの。紙隠しの計画は、その後も順調に進んだ。手て筈はず通りに徹頭徹尾、フクロウは少女攫さらいに協力してくれた。

　しかし一方で、桔[image: ]個人は確実に追い詰められていた。

　鴨かも川がわの座敷で言葉を交わした、蒼あお生いと雪ゆき音ね。二人の目には、自分への猜さい疑ぎが色濃かった。

　───この子達、わたしと言げん霊れい閣かくの関係を疑ってる。

　嗅覚の鋭い後輩を、桔[image: ]は警戒した。言霊閣との因縁を知られては、個人的怨恨という動機から、紙隠し事件の犯人と疑われかねない。それは避けねばならなかった。

　───やっぱり、棗なつめの為ために排除してあげないと。

　桔[image: ]は意を決した。けれど、その是非を学院に問いはしなかった。

　二人は理事長が特例で送り込んだ秘蔵っ子。処分の許可が出るとは思えなかった。

　───この子達は危険すぎる。

　夜中と決めた紙隠しを、桔[image: ]は密ひそかに前倒した。フクロウに邪魔されぬように。

「ごめんね。蒼生くん、雪音ちゃん」

　酔った幼おさな馴な染じみをおんぶする少年へ向かって、桔[image: ]は紙隠しをけしかけた。

　気配に気付いたのか、雪音がこちらを振り返る。

「あ～あ、見ちゃったわね。これでおしまい。さようなら」

　桔[image: ]は手を翳かざした。あとは紙を捲めくって呪いにかけ、彼岸送りにするだけ。

　しかし次の瞬間、桔[image: ]の視界は唐突にぼやけ始めた。

「棗……」

　頬を暖かい思い出が伝っていた。

　[image: ]ぎ園おんの街並みに、蒼生と雪音の輪郭が溶ける。そこにいたのは、自分だった。鼻緒の切れた自分を背中におぶった棗の笑顔が、そこにあった。

「違う、あれはわたし達じゃない……棗の為に殺してあげなきゃ……」

　自らへ言い聞かせるも、震えた腕には無理だった。

「命拾いしたわね、雪音ちゃん……蒼生くんを、大事にね」

　過去の自分に、桔[image: ]は微笑ほほえみかけた。

　捲りきれなかった紙一枚分の甘さが、自分の首の皮一枚を切り離すとは知らずに。




　蒼あお生いと雪ゆき音ねには、嵐あらし山やま付近にいるよう命じておいた。

　犯行現場から遠ざけておけば、二人を殺さずに済む。善かれと思ってのことだった。

　けれど案の条、二人は指示を守らなかった。

　───水面下で言げん霊れい閣かくと組むなんて、優秀な子達ね。まったく。

　桔き[image: ]きようは焦りを感じた。事実、蒼生には紙隠しの核言語を掴つかまれかけ、雪音にはウカ様と共に追いかけられ、何度も攻撃された。

　───ウカ様が見えるなんて。これでわたしも、めでたく人殺しか。

　噂うわさには聞こえど、初めて目の当たりにする妖よう狐この姿に、桔[image: ]は自嘲した。

　それでも、フクロウは自分の身を守ってくれた。計画に狂いの気配はなかった。

　───あと１日。あと１日だけ、乗り越えれば。

　そんな中、予定外の事が起こった。

　杏あ音のんに顔を見られたのは、控えめに言っても致命的だった。

「いよいよ、残りもあと１日。正体を見られてはいませんね？　桔[image: ]」

「はい。今のところは」

「もしも見られていたら……分かってますね？」

「承知しています」

　理事長に念を押され、桔[image: ]は嘘をついた。ついた以上、嘘でなくす必要があった。

　───棗なつめの為ために、杏音を殺してあげなきゃ。

　亡き親友の烏か音のん、その妹。桔[image: ]にとっては実の妹も同然だったが、棗の為なら躊ちゆう躇ちよはなかった。ここ数年、杏音が一人で街をぶらつくようになったのを、桔[image: ]は知っていた。襲うのには好都合。理事長の目を盗んで、簡単に処分できるはずだった。

　はずだったのに。

　───蒼生くん、どうして邪魔するの！

　魔女の弟が立ちはだかった。連れ去ろうとした時も、松まつ原ばら橋で剣を交えた時も。口封じができるあと一歩のところで、蒼生は身を挺ていして彼女を庇かばった。

　───お願い、杏音を殺させて！

　桔[image: ]は呪った。情けをかけた自分が愚かだった。蒼生も雪音も殺しておくべきだった。

　極めつきは、杏音を連れて逃げる蒼生を追いかけた時。

　───何で、どうして？

　杏音に向けて放った攻撃を、フクロウに邪魔されたのだ。空間ごと弾はじかれたそれは、杏音への攻撃に対する警告。唯一の好機と言えば、二人が〈晴セイ明メイ桔ギ[image: ]キヨウ〉の内に入った瞬間だけだった。言霊アニマを阻む結界の中なら、フクロウの邪魔は入らない。

　なのに。蒼生は杏音を連れて、すぐに外へ出てしまった。

　───邪魔しないでって、言ってるでしょうッ……！

　蒼生の放った爆炎の中で、桔[image: ]は叫んだ。理事長への疑念が、最悪な形で現実となっていた。手の平返し。まるで、世界の全てが敵にまわったようだった。

　───殺さなきゃ。殺さなきゃ。殺さなきゃ！

　糺ただすの森へ逃げ込んだ二人を追うところで、桔き[image: ]きようは呼び止められた。

「どうやら時間切れですね、桔[image: ]」

「そんなっ……」

　桔[image: ]は愕がく然ぜんとした。立っていたのは棗なつめ。その瞳が闇に妖しく裂けていた。

　理事長の右腕と名乗った女性の声が、棗の口から飛びだす。

「折せつ角かくなので、彼の体を借り受けましたよ。あなたを見送る、せめてもの餞別に」

「わたし……やっぱり間に合わなかったんですか？」

「杏あ音のんに見られたのが、運の尽きでしたね。彼女は、あなた以上の即戦力。殺させるわけにはいきません。あの二人を送ったのは、彼女を聖せい語ご騎き士しに引っ張る為ためですから」

「杏音を聖語騎士に引っ張る？　どうして……？」

「これから死ぬ人間に、教える必要がありますか？」

　棗の手には凶器が握られていた。桔[image: ]は絶望に崩れ落ちた。

「まさか、最初から……わたしに棗を返すつもりなんて、なかったの……？」

「ええ。というより、七年前から」

「七年前……」

「はい。奇くしくも同じ橋の上ですね。わたしが彼に取り憑ついて、あなたと口づけし。あなたに乗り移って言げん霊れい閣かくの情報を喋しやべらせた、七年前の夜と」

　桔[image: ]は絶句した。棗が底意地悪く明かす。

「そう。言霊閣を裏切ったのは、正真正銘あなた自身。お陰で五年前は助かりましたよ」

「嘘……わたしが……？」

「さて、そんな悲劇も今こ宵よいで幕引き。愛する男の手で殺されるなんて、本望でしょう？」

「ごめんね、棗……わたし、あなたを助けてあげられなかった……」

　桔[image: ]は幼おさな馴な染じみを見上げる。降り止やまぬ雨の中、最後の願いを口にした。

「せめて、もう一回……あなたの笑顔が見たかったなぁ……」

「こんな感じでいいですか？」

　女性の声を借りて、棗の白い歯が覗のぞく。

　握られた刀が空を切る。幼馴染みの笑顔を、桔[image: ]は血ち飛沫しぶきの中に見送った。

「あなたの死体、使わせて貰もらいますよ。どうかご安心を。言霊閣には返してあげますから」

　棗に取り憑いた言霊アニマが、自分の体を乗っ取る気配を、桔[image: ]は感じた。

　蒼あお生いと杏音が、かけつけてくる。

　───こんな裏切り者の体なんて、その辺にでも捨てて。お願いだから。

　桔[image: ]の願いも虚むなしく。取り憑かれた口は、最後まで悲劇の女性を演じきった。

　蒼生に髪飾りを渡したところで、意識が落ちた。

　───ああ、きっとわたしも。女の子や言霊の命をこんな風に扱ってたんだ。

　死んでなお、懲りずにもう一惨劇。学院の思惑にどこまでも使い倒される、自らの体を。

　桔き[image: ]きようはただ、天国から傍観するしかなかった。
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　九きゆう十とが鵺ぬえを殺処分した日の、昼下がり。

　蒼あお生いと雪ゆき音ねは、糺ただすの森へと足を踏み入れていた。

「学院から帰還命令が出たわ。京都での初任務も、とうとうこれでおしまいね」

「最後に、ここでお祈りしてから帰ろうか。この街の平和と、言げん霊れい閣かくの安全を願って」

　二人は一礼して、鳥居をくぐった。

　お咎とがめ無し。陰おん陽みよう師じの総帥が跪ひざまずいたことで、学院は手を引いた。城の包囲は解かれ、言霊閣は主あるじを迎え入れ、門を閉ざした。今後の処遇は交渉次第だが、都に血が流れず済んだことは、掛け値無しに喜ぶべきことだった。それでも、二人の表情は晴れなかった。

「こーらっ！」

「痛てて」

　沈黙に耐えかねて、雪音は蒼生の頬を摘まむ。

「神様の前で、しょんぼりしないの！　あなたは頑張ったわ。言霊閣の為ため、この街の為に、やれるだけのことをやったわよ。だから、もうちょっと胸張りなさいってば」

「分かってるよ、雪音。俺達、やれるだけのことはやったんだ。九十だって生きてる。言霊閣だって無事で済んだ。ただ今度こそは、って思ってたんだ」

　蒼生は悔しさに、胸章のフクロウを睨にらみつけた。

「今度こそは……奴やつらの好き勝手にさせないって」

「わたしも悔しい……もう二度と、誰も目の前で殺させないって。そう決めたのに」

　鵺の命と引き替えに取り戻した、都の平へい安あん。安い買い物と理事長は言った。たった一人の犠牲で、その他大勢が救われる。それは払うに値する代償なのだと。

　誰も傷つかずに済む、未来がある───。

　頑かたくなにそう信じ、藻も掻がいて、足掻いて、抗あらがった。その結果、言霊アニマを殺す罪を九十に背負わせてしまった。そんな無力感に、蒼生は打ちひしがれていた。

　社殿の前で、二人は柏かしわ手でを打つ。

　踵きびすを返そうとした蒼生はふと、視界の端に小さな人影を捉えた。

「はっ」

　思わず息を飲んだ。

「……ったく、九十の奴」

　滲にじみ出す安あん堵どに目尻を拭い、蒼生は笑ってしまう。

「そういうことなら、素直にそう言えってんだよ……！」

「良かった、生きてたのね……わたし達、ちゃんとあの子を助けられたんだ」

　そよ風にはためく、色鮮やかな牡丹花。

　九十によって処分されたはずの幼女が、そこに立っていた。

「お兄さん、お姉ねえさん！」

　彼女は駆け寄り、蒼あお生いと雪ゆき音ねに抱きついた。

「糺ただすの森は良いところ。そう言っただろう？」

　少年の声がした。

　狐きつね耳の幼女に手を引かれた陰おん陽みよう師じ。彼は涼しい顔で微笑ほほえむと、

「本音と建て前は、都の花さ」




「学院の目を騙だませて良かった」

　森の小川で手を清めながら、九きゆう十とは言う。

「咒じゆ刻こくで彼女の体を潰したようにみせかけ、核言語をこっそり持ち帰ったんだ。言葉を継ぎ足して、元の体に戻してあげたよ。学院にばれて殺される覚悟もしたけど、見過ごしてくれたようで助かった。我ながら、名演技だったね」

「とんでもないことしやがって。本当に殺したんじゃないかって、心配したんだぞ！」

「ほんと。そうならそうって言いなさいよ、九十！」

「不ふ貶き不ふ殺さつ、僕らの教えは穢けがさないさ」

　九十は自戒を込めて、苦笑する。

「あの場では僕も必死だった。言げん霊れい閣かくを助けつつ彼女も助ける。ゼロに近いけれど、ゼロではない、その可能性に賭けたんだ」

「〈天意の未来視〉は外れない、か」

　鵺ぬえとの会話を、蒼生は振り返る。

「彼女を俺達が連れ出せば、彼女も言霊閣も助かる。あれはこういうことだったんだな」

「御み霊たま様も、そうならそうと言ってくれないかな。僕だって心の準備が必要だよ」

「それはこっちの台詞せりふよ、九十」

　雪音は叱しつ咤たすると、

「言わなくてもそうしてくれるって、彼女は信じてたのよ。あなたなら、きっと言霊アニマを傷付けない。そう信頼して、彼女はあなたに未来を託したんだわ」

　木漏れ日の下で、ウカと駆け回る幼女。その光景に三人の笑みがこぼれる。

「九十。あの子はどうするんだ？」と蒼生。

「生きていることが学院に知られぬよう、この森に隠しておくよ。ここは御霊様達に守られているし、参拝客も多い。彼女も淋さびしい思いをしなくて済むだろう」

　九十は笑顔を引き締めると、空を仰ぐ。

「彼女の記憶を見たよ」

「記憶？」蒼生が問い返す。

「そう。彼女が殺される前の記憶さ。彼女は意識の繋つながった自らの分身を委ね、僕らに託してくれたんだ。鳳ほう凰おう堂どうの地下で自分が誰に殺されたのか。その一部始終を」

「それで？」雪音がせっつく。「一体誰が、彼女を殺したの？」

「当然、学院に決まっている」

　九きゆう十とは答えるも、

「残念ながら、犯人の顔は見えなかった。記憶の一部は、僕が彼女を潰したときに欠損してしまったらしい。けれど、その人物が喋しやべった内容は、ほぼ復元できた。お陰で紙隠し事件の経緯を知ることができたよ」

　九十は、事の顛てん末まつを語った。

　桔き[image: ]きようの生い立ち。棗なつめとの逢おう瀬せ。言げん霊れい閣かくの破門。

　禁忌に手を染めて、紙隠しを使って人を攫さらい、棗の凶刃に倒れるまで。

　それらが全て、学院によって予あらかじめ定められていた、彼女の運命であったことを。

「そうだったのか……」蒼あお生いは渋面する。

「揺るがない証拠ね」雪ゆき音ねが言う。「学院が犯人であることの」

「奴やつらは御み霊たま様を甘く見た。彼女は奪われる未来の中で、精一杯の抵抗をしたんだ。僕らが見ることのできなかった過去を、僕らに見せる。その未来を視ることによって」

　学院と言霊閣の狭間はざまで、裏切り者として翻弄され、利用された。

　鵺ぬえが明かした桔[image: ]の境遇に、二人は心を痛める。

「鴨かも川がわの座敷で会った時、桔[image: ]さんは俺達に言っていたんだ。橋の近くには寄らない方がいい。橋姫がでるから、って」

「わたしと蒼生に、気付いて欲しかったのかな。橋姫が出るなんて噂うわさ、今じゃ誰も信じてないって、悲しそうに言ってたの」

「橋姫になったのは桔[image: ]姉ねえさん自身……ということかな」

　九十は木漏れ日に眉を寄せた。

「唆そそのかしたのは確かに学院かもしれない。でも、彼女は彼女自身の意思で、愛する人の為ための人殺しに狂ってしまった。僕らはそれを助けることが出来なかった。彼女の帰りを待つことはできても、彼女が帰りたいと思える家には、なれなかった」

「九十のせいじゃない。俺達がもっと早く、気付くべきだったんだ」

「そうよ。わたし達が気付いてさえいれば、もっと早く助けられたのに」

「君達は助けているよ。杏あ音のんのことも、鵺のことも、僕たち言霊閣の未来も」

　九十は二人に感謝の意を示す。

「助けられなかったのは僕の方だ。攫われた子達も、桔[image: ]姉さんも、この街の平和さえ」

「九十はずっと助けてきただろ。お前がいなきゃ、助からなかった命だってあるんだ」

「この街の平和は、間違いなくあなたの功績よ。自分を責めないで」

「慰めでも、そう言ってくれる君達の心遣いが嬉うれしいよ」

　三人は肩を並べて、小川を眺めた。水の流れに心の澱おりを洗われるような気がして。

「蒼生、雪音。僕のしてきたことは間違っていたんだろうか？」

　九十が疑問を口にする。

「学院の奴らを憎むあまり、この街に湧く悪意を監視し、不穏な未来を手当たり次第に潰してきた。平和の為ため、良かれと思って。けれど結果的に、そんな善意が、この街の未来を奪ってしまったように思うんだ。この街の健康を、自分が害してしまったんじゃないかと」

「お前のしてきたことは間違ってなんかいないさ、九きゆう十と。逆の立場でも、俺はきっと同じ事をしていたと思う。でも、健康っていうのは、病気や怪け我がを全くしないことじゃない」

「病気や怪我は人が生きている限り、なくならないもの。悪意や犯罪もきっとそう」

　雪ゆき音ねは凜とした瞳で言う。

「それに負けないよう生きていくことが、本当の健康とか平和だと思うの。ゼロにはならない。けれどゼロになってもいけない。行き過ぎた健康は、不健康そのものだから」

「箴しん言げんだね。君達といると、自分の愚かさを思い知らされるよ。僕には『足るを知る』ということが、足りてなかったのかな」

　九十は降参とばかりに溜ため息をつく。

　重責から解放されたような、力みのない表情が、そこには戻っていた。

「最終的には杏あ音のん本人の意思を守って貰もらうよ。それはいいね？」

　九十は目を瞑つぶり、きっぱりと言う。

「そこは譲ってくれないんだな」

「勿もち論ろん、僕としては杏音を手放したくない。それでも、手放すのが彼女の為だと思ってる」

「何だか、お父さんみたいな台詞せりふね。九十」

「それは褒めているのかい、雪音？　それとも褒め殺しかな？」

「想像に任せるわ」

　雪音が言うと、九十は笑った。

「心配いらないさ。僕よりもふさわしい保護者を、もう見つけてある」




「兄様ってば、いけずなんだから……」

　会話する三人の様子を、杏音は楼門の上から眺めていた。

　非難でもなく呆あきれでもなく、恋慕に近い眼まな差ざしで、彼女はそう口にした。

「ほんまやね。ウチらもすっかり欺だまされたなあ……」

　隣に腰かけた真ま白しろが同調する。

「でも、兄様の秘密主義は、今に始まったことやないやんか」

「そうだけど。いつも自分一人で背負い込むから、うちや真白にはひやひやものだよ」

　九十の後ろ姿を見ながら、杏音と真白は困惑の笑みを交わし合う。

「戻もどり橋ばしでの質問、もう一回聞くよ？　杏音は、どうしたいん？」

「うちは───」

「ここは糺ただすの森。嘘ついても、神様にバレてまうからね？」

　ピッ、と指を突き出す真白。悪戯いたずらな親友の笑顔に、杏音の頬が緩む。

「聖せい語ご騎き士しになって、蒼あお生いさんと雪音さんについていくよ」

　杏音は言った。清すが々すがしい瞳に、揺るがぬ決意を滲にじませながら。

「蒼あお生いさんのお姉ねえさんは、魔女なんかじゃなかった。言げん霊れい閣かくの為ために一緒に戦おうとしてくれた、立派な聖せい語ご騎き士しだった。お姉ちゃんが信じてた人の夢を、うちは守りたい。守ってあげたいんだ。蒼生さんのお姉さんは、お姉ちゃんを殺してない。そう信じたいの」

「安心した。言葉尻を濁さん杏あ音のんを見るの、久しぶりやなあ。ところで気付いとる？」

「何が？」

「自分のことを〈わたし〉じゃなくて、〈うち〉って呼び始めてること」

　指摘され、杏音は瞳を見開く。

「ついでに言うと、少しずつ京言葉も戻ってきとるよ」

「別に、そんなん驚くことやないでしょ？　うちは、昔から〈うち〉やし」

　ムキになる杏音に、真ま白しろはクスクスと笑う。

「そうやったね。昔の、五年前の杏音に戻っただけ」

「うん、ずいぶん寄り道しちゃったけど」

　杏音は笑う。五年間の暗闇を寄り道と笑えるだけの強さを、胸に秘めながら。

「東京かあ」真白が東の空に呟つぶやく。「どんなところなんやろね」

「人がわんさか、はちゃめちゃで。空気が汚れて、しっちゃかめっちゃかな街だよ。多分」

「杏音、語彙力ひどすぎ」

　真白が吹きだした。

「お江戸の街、どんな感じか教えてよ。富士山に江戸城ゆうても、比ひ叡えい山ざんに二に条じよう城じようが一番やと思うけど。征せい夷い大たい将しよう軍ぐん気分で、一度冷やかしに行ってみたいわ」

「ごめんね。真白も東京……行ってみたいよね」

「いいんよ。ウチは兄様と言霊閣を守るのが仕事。そういう人生って決めてるから」

「兄様のこと宜よろしくね。真白」

「何やの、杏音。兄様を京都に残していくのが、そんなに心配？」

「心配だよ、とっても。また一人にならないか、一人で背負い込まないか」

「ウチら、兄様に四六時中気を揉もんで心を痛めて、まるで恋人みたいやね」

　五年前の同じ場所で、姉の言っていた言葉を杏音は思い出した。

　───お子様には、わかんないだろうけどさ。

　惚ほれることと恋をすることは、似て非なるもの。姉はそう言った。

　それでも、杏音は一緒だと思ってしまう。放っておけない。側そばにいて守りたい。九きゆう十との背中に抱く感情を、恋ではないと言い切れるほど、大人おとなにはなりきれない。そんな自分は、まだまだお子様。姉がいたら、きっとそんなことを言われるのだろう。

「杏音。その顔は、兄様に恋してる顔」

「こ、恋やないし！　うちは別に、兄様に恋をしてるわけやないもん」

「なら、惚れてしもたんやね？」

「惚れてもないもん」

「どっちなん？」

「どっちでもないもん！」

「意固地やんな。でも、ウチも杏あ音のんと同じ。どっちなんかよう分からんの、この気持ち」

　真ま白しろは目を閉じて、仕方なく笑う。

「兄様ってば、ほんまにいけずなお人やわ」
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「やっと出てきたか。待たせやがって」

　糺ただすの森を抜けたところで、蒼あお生いと雪ゆき音ねは呼び止められた。

「蓮れんさん」蒼生は驚く。「どうして、ここに？」

「うちの隊長が、呼んでこいってさ。橋の上で待ってる。お前らに用があるんだと」

「棗なつめさんが、わたし達に？」

「そうだって言ってんだろ。ほら、とっとと行けよ」

　促されるまま、蒼生と雪音は橋へと向かう。すれ違いざま、

「おい、後輩。本当は知ってんだろ？」

「知ってる？」蒼生は足を止めた。「何をですか？」

「うちの副隊長を殺した犯人のこと。それから、紙隠しのことも」

「わたし達は知らないわ……力になれなくて残念だけど」

「嘘つかなくても、告げ口なんかしねーよ。犯人は言げん霊れい閣かくじゃないんだろ？」

　瞳を曇らせる蓮。紙隠しの犯人は桔き[image: ]きようで、桔[image: ]を殺したのは棗であり、二人にそうさせたのは学院である。その事実を言うべきかためらい、蒼生は口籠もってしまう。

「言えない理由があんなら、別にいい。面倒くせー」

　蓮は深入りせず、大きく息を吐く。

「オイラはただ、副隊長のことがやりきれねーんだ。口くち煩うるさくてお節介で、保護者気取りのうぜー上司だったけど。それでも、オイラの面倒を誰よりも見てくれた人だったから」

　それを聞き、蒼生と雪音は息を詰まらせた。蓮は言う。

「お前らが京都に来た日の晩、副隊長に会っただろ？」

「会ったよ」蒼生は頷うなずく。「鴨かも川がわの座敷で食べてたら、たまたま隣に桔[image: ]さんがいて」

「そこに副隊長の男、来てなかったか？」

「いなかったわ」雪音は俯うつむく。「仕事で来れないみたいって、桔[image: ]さんが」

「なんだよ、来れなかったのか。『幼おさな馴な染じみの恋人と、花火を見ながら記念日を祝いたい』って、隊長に直じか談だん判ぱんして休暇までとったのにな。副隊長」

　蓮は舌打ち交じりにぼやく。

「オイラはてっきり、副隊長が好きなのは隊長だと思ってたんだ。隊長ってば、雑談に草も生えない石ころ朴念仁のくせに、副隊長には妙に甘くてさ。了解したとか、されねーとか、変な合い言葉で意気投合して。でも、だったら隊長に休暇なんて届けないもんな」

　やっぱ恋人は別の人か、と蓮は言う。

　別の人じゃない。そう言いたい衝動に蒼あお生いは駆られた。隣で雪ゆき音ねの唇が震えていた。

「ねえ、蓮れんさん」雪音が言う。「蓮さんは、これから先どうするの？」

「〈泉ヨモ津ツ平ヒラ坂サカ〉志望だったけど、理事長に呆あきれられて、おじゃんだな。でも、オイラは正しいことをしたと思ってる。少なくとも、自分ではそう思ってんだ」

「蓮さん」蒼生は言う。「ありがとう。九きゆう十とのことを助けてくれて」

「助けてねーよ。学院に対する、遅めの反抗期だっつの」

「でも、あなたは九十を救ってくれた。あなたのお陰だわ」

「あ～もう、うっせーな」

　慣れない感謝の言葉に、蓮は頭をボリボリと掻かく。

「山も人も近くて暑苦しいこんな街、オイラは嫌いなんだ。とっとと出てえけど、副隊長がいない見ミ[image: ]マワリ組グミってのも、それはそれで、なんつーかこう、気持ち悪りーんだよ」

　蓮は言って、歩き出す。

「空いた枠を埋めるのも、出世っちゃ、出世だろ？」

　路地に消えるその背中を、蒼生は雪音と見守った。

「どうやら、答えはもう出ているみたいだな。あの感じだと」

「そのようね。初対面でいきなり襲ってくるし、いけ好かない人だと思ってたけど。実は案外いい人なのかもしれないわね。気付いた、蒼生？」

「気付いたって？」

「平びよう等どう院いんで、蓮さんにはウカ様の姿が見えていたでしょ。見る為ための条件、覚えてる？」

「大切な人の死を、目の前で見ていること」

　言いながら、蒼生はハッとなる。

「じゃあ、あの人にとって桔き[image: ]きようさんは」

「きっとね、そういうことだと思うの。もしも彼が、殺人を犯していないのなら」

「ないだろうな、あの人ならきっと。いや、絶対に」

　蓮を見送って、蒼生と雪音は笑い合った。




「棗なつめさん、俺達に用があるというのは？」

「見送りと言ってはなんだが。少し話がしたくてな」

　賀か茂も大橋の上で待っていた棗は、蒼生と雪音に向かって口を開いた。

「今回の任務。お前達のしたことは、お世辞にも褒められたものではない。独断専行に背反行為。理事長は情状酌量を下さったようだが、本来なら叛はん逆ぎやく罪による処分も免れん」

「分かっています。否定するつもりもありません」

「わたしも蒼生も、それを覚悟の上で動きましたから」

「理解に苦しむな。だが、結果的にお前達の行動が、言げん霊れい閣かくとの衝突を回避させたのは事実だ。それに関してはこちらからも礼を言おう。だが、どうにも分からない」

　棗は川かわ面もに目を細める。

「なぜ、そうまでして赤の他人を助ける？　お前達を、そこまで突き動かすものは何だ？」

「それは……赤の他人だった俺達を、助けてくれた人がいるからです」

「助けてくれた人？」

　棗なつめの問いに、蒼あお生いは頷うなずく。雪ゆき音ねが口を開いた。

「彼女は誰よりも優しくて、どんな聖せい語ご騎き士しより勇敢でした。なのにわたし達は、彼女を救えなかった。だから決めたんです。もう誰も目の前で失わない、誰も傷付けないって」

「それが、自分を犠牲にしてまで他人を救える理由になるのか？」

「他人なんて存在しない。そうじゃないですか、棗さん？」

　感情を持たない聖語騎士に、蒼生は訴える。

「皆みんなが皆、何かしらどこかしらで、繋つながっているし、繋がれる。他人を他人だと思うから、世界がどんどん他ひ人と事ごとになる。俺はそう思うんです」

「自分達と無関係な誰かを、誰かの無関心や無配慮で傷付けない。その目的の為ためならば、蒼生もわたしも、聖語騎士として手段は選ばないつもりです」

「逆だな。こちらは職業柄、世界を常に他人事として見なければならない。公私混同のない俯ふ瞰かんで冷静に。人情や私情は正義を歪ゆがめ、物事の善悪を曖昧にしてしまう」

　だが、と棗は続ける。

「どうにも解げせんのだ。今回の事件の善悪が。或あるいはまた、誰が得をし、誰が損をしたのか。一いちノの瀬せがなぜ殺されねばならなかったのか。全く、これっぽっちも分からない」

　───それは一番の犠牲者が、棗さん、あなた自身だからです。

　思わず言いかけ、蒼生は口を噤つぐむ。言えなかった。言えるわけがなかった。

　残酷な真実を伝える優しさも、優しい嘘で誤魔化す残酷さも。感情を失ってしまった棗を前には、結果として等価であるように思えてならなかった。

「棗さん、これを」

　蒼生はポケットから出した、一輪の花を手渡す。

「桔き[image: ]きようさんが『渡して欲しい』と。俺も、棗さんが持っているべきだと思います」

「そうか。ならば了解した」

　棗は受け取った。自分が作った花はな簪かんざしを、そうとは知らず、桔[image: ]を殺した手に。

　歯は痒がゆさと後ろめたさに、蒼生は唇を噛かむ。

「棗さん……何か、思い出しませんか？」

「思い出す？　何をだ？」

「その花簪のことです」

　棗はまじまじと手元を見つめ、感想を口にする。

「よく出来た、キレイな花簪だ」

「違うんだ、棗さんっ！」

　耐えかねて、蒼生は声を上げた。

「桔[image: ]さんは……桔[image: ]さんはずっと、あなたのことを───！」

「……蒼あお生いっ」

　蒼生は袖を引き留められる。雪ゆき音ねが辛つらそうな表情で首を振った。

「棗なつめさんは桔き[image: ]きようさんのこと……どう思ってるんですか？」

「一いちノの瀬せをか？」質問を変えた蒼生に、棗は答える。「優秀な部下であり、同級生だった」

「それだけですか？」雪音が眉を寄せた。「他の感情は……？」

「昔から情に疎い人間でな。お前達ほど他人を想えない。ただ、悲しいことだとは思う」

　悲しみとは縁遠い表情で、棗は悲しさを口にした。

「では、気を付けて帰り給たまえ。いずれまた、何かの縁で会うことがあるかもしれん」

　敬礼して立ち去る男へ、蒼生は呼びかける。

「棗さんは京都が……この街が、好きですか？」

「好きか嫌いかでいえば、どちらでもない」

　棗は足を止めて答える。

「だが、この街にいるのが自分の仕事だとは思う。理由はないが、そうすべきだと」

　棗の横顔に、一筋の光が流れた。川かわ面もに照り返された光の悪戯いたずらとも見えたけれど、蒼生の目には泣いているように見えて仕方がなかった。

　桔[image: ]の花はな簪かんざしを、左ポケットに入れた棗。心臓に近い方を、自おのずと選んだその手には。

　在りし日の感情がまだ、残っているような気がした。




　その日の午後。

　赤あか煉れん瓦がの京都駅舎で、杏あ音のんは旅立ちの時を迎えた。

「行ってきます、兄様」

「うん。行っておいで」

「杏音、道中気をつけるんよ。それから、東京で変な男ひっかけんように」

「ありがとう。真ま白しろも、兄様とウカ様を宜よろしくね」

「さあ、乗った」九きゆう十とが杏音を優しく送り出す。「もうすぐ汽車が出る時間だよ」

「あの、兄様」

「何だい、杏音？」

「ちょっとだけ、耳を貸してくれませんか？」

　ちゅっ。顔を近づけた九十の頬へ、杏音は口づけした。

　いつしかの平手に傷つけてしまった場所へ。惜別に見せかけた、淡い恋心でもって。

「こら、杏音……人をからかうのは感心しないよ」

「えへへ、兄様でも、そんな顔するんですね。ちょっと安心しました」

　杏音が悪戯っぽく笑う。それにつられて、九十も頬を緩ませた。

「蒼生、雪音。杏音を宜しく頼むよ」

「ああ、分かってるさ」「ええ、任せて」

　杏音の腕をとりながら、二人の聖せい語ご騎き士しは頷うなずく。

[image: ]

「しっしっ！　とっとと田舎いなかに返れ、年増狐ぎつね！　二度と来るでないわ！」

「幼女が神様面する寂れ都など、こちらから御免被りますとも」

　じゃれあう妖よう狐こ達をいなすように、汽笛が鳴る。蒼あお生いと雪ゆき音ねに手を引かれ、杏あ音のんは列車に乗り込んだ。遠ざかるホーム。三人の家族が点となるまで、杏音は手を振り続けた。

「兄様、どうしたんです？　さっきから頬を紅あかく染めはって」

　京都駅舎を出ると、真ま白しろがあざとく笑った。

「気のせいじゃないかな」

「もしかして。女の子に口づけされるの、さっきのが初めてでした？」

「さあ、どうだろうね」

　涼しい顔で返す九きゆう十との頬に、真白が口づけした。

「ほんなら、これで二度目ですね。悔しいですけど、最初のは杏音にあげときます」

「真白」九十は咳せき払ばらい。「君まで僕をからかってるのかい？」

「勘違いせんといて下さいね。兄様のことが好きなの、杏音だけやないんですよ？」

「金ぴか御殿に女の子を侍はべらせた主あるじのくせに、でれでれ照れおって。女慣れしとらんの。どれ、わしが一肌脱いで鍛えてくれるわ。九十、今こ宵よいはわしと寝ろ」

「僕は光ひかる源げん氏じじゃない。九歳の女の子と寝る趣味はないよ」

「九歳じゃのうて、数千歳ならどうじゃ？」

「生あい憎にくだけど、熟女趣味もないかな」

「ほんなら、間を取って兄様の相手はウチで決まりですね、ウカ様？」

「間を取っても年齢は四桁じゃ！　これ、真ま白しろ。わしの九きゆう十とにベタベタするでないわ！」

　二人の少女に両手を引っぱられ、九十はそっと嘆息。

「杏あ音のんがいなくなるなんて、ちょっと淋さびしくなりますね」

「そうだね。しばらくは慣れそうにないな」

「あの二人に任せれば大丈夫じゃ。わしらが出る幕ではないの」

　東と西の本ほん願がん寺じ。その間を三人は並んで歩く。

「ウカ。真白。もう一回最初から、僕らの街を立て直そう」

「じゃの」

「お供しますよ、どこまでも」

　ウカに続いて、真白が笑った。

「兄様もウチも。御み霊たま様に頼らんと、一人じゃ生きられへん体ですからね」






エピローグ　東と西と









「ただいま、お姉ちゃん」

　初めての東京。列車に揺られた杏音は、黄昏たそがれ色に染まる筑波つくば山さんの山頂に立った。

　第九師団の慰霊碑。姉の名が刻まれた大理石に、彼女は語りかける。

「見て、これ。お姉ちゃんの真ま似ねしてみたんやけど。似合っとる？」

　袴はかまの上に、杏音は聖せい語ご騎き士しの制服を羽織った。

　その背中に、もう一人の姉から貰もらった刀をぶら下げて。

「変なの。あんなに遠かった東京に、たった１日で来れちゃうだなんて……」

　足元の草にぽろぽろと涙が落ちた。五年ぶりに会う姉の前では、決して泣かない。泣いたら、お子様呼ばわりされる。そう思って来てみたものの、杏音にとっては誤算だった。

　嬉うれしくても涙が出る。そんなことも知らない自分は、やっぱりどこまでもお子様だった。

「五年もかかってごめんね、お姉ちゃん……。ねえ、見てる？　うち、うちね……まだ全然お子様やけど……やっと、やっとここまで来れたんだよ」

　大理石に刻まれた姉の名前を、杏音は撫なでる。

　その様子を、蒼あお生い達はそっと見守っていた。

「おや」

　朔サク夜ヤが横目にクスリ。見ると、草原の中にぽつんと一匹、影のない犬が立っていた。

「珍しいお客様がお見えですね。野の良ら犬にしては御立派な」

「お客様じゃなくて、俺様だ。それから、俺様は野良犬で概おおむね間違ってねえ」

　漆黒の野良犬は、牙を剥むいてご立腹。

「ナベリウス！　もう、どこほっつき歩いてたんだか。心配したじゃないのよ！」

「ぬかせ、関東ローム層」

「関東平野よりかだいぶマシだけど、何かムカツク……っ！」

　アルビオンを手に憤慨する雪ゆき音ねを、朔夜がからかい半分に引き留める。

　蒼あお生いは犬へと歩み寄り、手を差し伸べた。

「お帰り、ナベリウス。お前を待ってたよ。やっと帰ってきてくれたな」

「あ～悪りい。さっきそこで野グソ踏んづけちまってな」

　蒼生の手に、犬はペッと唾を吐く。その足には、草木一片ついていない。

「それでもいいなら、お手してやんのも吝やぶさかじゃねえ。ってか吝かでしかねえし、そもそもこれは前足であって、お手をしたところで、握手と呼ぶには些いささかの不備が───」

「もういい……お前なんか、こっちから願い下げだ！」

　蒼生は眉尻を上げて、涎よだれのついた手を拭う。

「曲がりなりにも犬なら、素直に尻尾しつぽでも振ったらどうなんだ……！」

「忠犬ハチ公は骨折り損。パブロフはバカの一つ覚え。素直な犬は大たい抵ていが報われねえ」

「パブロフは犬じゃなくて人名だ！」

「いちいち細けえぞ。大体、俺様は犬じゃなくて、狼だっつってんだろうが！」

「そっちの方が細かいだろ！」

　侃かん々かん諤がく々がく。一歩も譲らない二人のやり取りを見て、杏あ音のんは可お笑かしくなる。

「良かったね、蒼兄にい。御み霊たま様が、ちゃんと帰ってきて」

「まあな……口の悪い御霊様だけど。ううっ、寒っ。早く下りて家に帰ろうぜ、杏音」

「驚かないでね、杏音。蒼生の家は豪邸よ、豪邸！」

「うち、雪姉ねえの家も豪邸だ、って朔夜様から聞いたよ？」

「いえ、杏音様。言げん霊れい閣かくの御殿に比べれば、わたくし共の家など犬小屋ですとも」

「ヘッ。犬小屋ってんなら、野グソ踏んだ俺様の足で上がってやるぜ」

「屋敷の池で、汚いお口を清めてからどうぞ。自称・狼さん？」

「ほざけ、この女狐ぎつね」

　四者四様のやり取りに、杏音は笑う。

　───やっぱり、お姉ちゃんの言う通り。

　五人で三つ。新しい家族の影に、加わりながら。

　───この人達なら、世界を一つにしてくれそうです。




「ただいま、皆みんな」

　東京が闇に沈む頃。夕ゆう陽ひに燃えた城門を、九きゆう十とは潜くぐり抜ぬけた。

「お帰りなさいませ、若様」

「言げん霊れい閣かく、万歳！」

　少年少女に迎えられ、若き当主は御殿へ凱がい旋せんした。

　御お土ど居いの結界が解かれ、以前よりも、二に条じよう城じようは堅固な城ではなくなった。

　それでも、と九十は思う。鵺ぬえの一部を学院から救い出し、杏あ音のんはめでたく門出を迎え、見ミ[image: ]マワリ組グミとは一応の和解を結んだ。城を包囲した学院勢力は引き上げ、京都には数日ぶりの平へい安あんが、長閑のどかに腰を下ろしていた。

「これが、蒼あお生いと雪ゆき音ねの言っていた、本当の平和なのかな」

　九十は小さく笑う。

　自分の心臓の為ため、ウカには小さな結界を張って貰もらった。

　神経を張り詰め、血ち眼まなこに警棒を振るった日々は、もう終わり。身の丈に合った御殿の中で、堀の外には出すぎずに。隣人も御み霊たまも、つかず離れずがいい塩あん梅ばい。流れさすらう天の意に、九十は都を委ねることにした。

「さてと。たまには、早めに寝てみるとしようかな」

　体を横たえた九十はしかし、無人の畳に違和感を覚え、跳ね起きる。

「ちょっといいかい？」

　通りすがった女生徒を呼び止めた。狩かり衣ぎぬに引かれた彼女は、頬を染めて取り乱す。

「わっ、若様！　な、な、何でしょう？」

「ここにあった桔き[image: ]きよう姉ねえさんの体は、どこに？」

「一いちノの瀬せ様の、ですか？　てっきり若様が運ばれたものと。布団が空でしたので」

「空だった？」

「はい……あの、若様？　どうかなさいました？」

　───まさか、そんな。

　心臓が早鐘を打つ。九十は御殿の中を駆け巡った。が、帰ってくる返事はみな同じ。

　誰一人、桔[image: ]の遺体の在りかを知らないのだ。

　───そんな……そんなはずは！

　心の臓に痛みを覚えながら、九十は池に入口を開いた。

　鉄臭く、腐敗した臭気が立ち上った。九十は袖で口元を押さえ、階段を下りた。

　一段ごとに空気が澱よどみ、臭気は強まる。開けた先に、飛び込んできたのは。

「はっ……はっ……！」

　心臓が暴れに暴れ、九十はその場に倒れ込んだ。

　御霊の天国だった地下通路が、地獄絵図と化していた。

　床に散らばる少女達の肉塊。通路の果てまで乱れ咲いた、御霊達の断末魔。

「よくも……よくもこんな……！」

　大切なものが手元から巣立つ悲しみを味わう。それは、杏音の門出ではなかった。

　配慮のなされた鵺ぬえの未来視が、九きゆう十との前にようやく、現実として重なった。

「聖せい語ご騎き士しども……僕はお前らを許さない。殺してやる、殺してやる……ッ！」

　陰おん陽みよう師じの怨えん嗟さが、教えに背く呪いの言葉が。

　平へい安あん京きようの地下に人知れず、いつまでも響きわたっていた。







「それで、氷ひよう華か？　今度の件は首尾良く運びましたか？」

　同時刻、国内某所。

　茜あかねさす円卓の上に、学院の理事長は黒髪の女性を呼びつけた。

「はい、五年前の計画通りに」

　雪ゆき音ねの母親───氷ひ乃の華はな氷華は、肯定の返事を返す。

「言げん霊れい閣かくの鵺と、彼らが隠していた霊の殺処分。計画に荷担させた一いちノの瀬せ桔き[image: ]きようの殺害、及び証拠隠滅。晴セイ明メイ桔ギ[image: ]キヨウは外れ、平安京を再び我等の手中に。行方ゆくえ不明だったナベリウスも、新しい飼い主の元へ無事に帰還したようですし。そして何より───」

　彼女は髪を揺らし、自慢げに言う。

「うちの娘と蒼あお生いくんは、約束通り杏あ音のんちゃんを連れ帰ってくれましたね」

「貴女の娘が、ね」

　理事長の口元は、影を持たない人外の母親をチクリ。

　黒髪の下に、氷華は妖よう狐この瞳を綻ばせる。

「これでいよいよ、必要な駒は揃そろいました。計画は順調ですね、シルヴィ？」

「ええ、貴女あなた達のお陰で。あれから五年もかかったけれど」

「あなたの体が元に戻る日も、もうすぐ。何も知らないあの子達が、どこまで健けな気げな夢を見続けられるのか、楽しみで仕方ないのでは？　ねえ、朱あけ美みお姉ねえさん？」

「あら、当然でしょう」

　緋ひ濡ぬれの魔女は口の端を吊つり上あげる。

「可愛かわいいくて優秀な弟に悪戯いたずらをしたい、一人の姉としてはね」

　弟と同じ、亜麻色髪の下で。

　瞳が二つ、仄ほのかに人外の色を光らせた。






あとがき



　はじめての方は、はじめまして。二度目の方はご無沙汰しております、春はる楡にれ遥はるかです。

　さて、お待たせしました『聖語の皇弟と魔剣の騎士姫Ⅱ』。前回は、青い十字架の国旗を持つ国・フィンランドから来た少女が、蒼あお生いにかかった十字架を解いてあげる───的な感じのお話でしたが。お次の舞台は清きよ水みず寺でら、というか清水寺の舞台から。ドメスティックでサディスティックな京都です。いいえ、京都どす。




　どうやら、霊感というものがあるっぽいです。いや、わたしはないのですけども。それでも小並感ながらに一度、霊感らしきものを実感した場所がありまして。それが、十四歳の頃に修学旅行で訪れた清水寺。舞台の上でお決まりの集合写真を撮った後、自称・霊感持ち、他称・ビビりな、クラスの男子が言いました。「ねえ、何か感じない？」と。

　いやまあ、確かに。恋みくじに一喜一憂する女子達の皮算用祭りや、賽さい銭せん箱ばこの前でお土産みやげ代をトランプに全額ベットする男達の男気に、何も感じないのかと言われれば感じなくもないのですけれど。彼が言うには違うらしく、「霊がウヨウヨしていて、気持ちが悪い」とのことで。

　見ると、穴でキツツキ状態の杉の木が。聞いてビックリの、丑うしの刻参り。呪いの藁わら人形を五寸釘で打ち付けちゃうアレです。「呪い杉」とありますが、もはや「呪い過ぎ」。釘跡に残る怨念たるや凄すさまじく、「もう、本人刺した方が早くない？」という一撃必殺レベルまで。今でも使う人がいるそうですが、そうなのでしょうか、どうなのでしょう。

　この清水寺、よくよく聞けば結構怖く。昔は、周囲一帯が『鳥とり辺べ野の』と呼ばれる死体捨て場だったそう。字面からお察しの通り、いわゆる放置プレイですね。カラスにつつかせ、虫が湧くまで待って、風に晒さらせばあら不思議。なるほどオーガニックで手間いらずですが、如何いかんせん腐臭がひどく、本堂の足場を高くしたのは、それが理由なのだとか。

　誰かの幸せは、誰かの不幸の上に何とやら。野晒しの死体あってこその、見晴らしの良さなワケで。そう思って眺めると、折せつ角かくの紅葉もみじも、何だか血ち塗まみれの手の平に思えて薄気味悪く。しかしそれゆえか、一周回って今まで以上に美しいとも思えたり。

　まだ見ぬ誰かを愛したいと願う人がいる裏で、もう見たくない誰かに金槌を振るっている人もいる───。清水寺のように、愛憎の相半ばする、悲喜も交こも々ごもなこの憂き世。けれども逆に捉えるなら、捨てる神あれば拾う神ありということでもあり。霊感がなくても、見えない神様やご先祖様を信じて手を合わせるのは、それを実感したいからなのではないでしょうか。そんな神様型循環社会が、今回の物語のテーマでした。

　最後にお礼を。度重なるご迷惑をおかけしました担当様。雪ゆき音ねの可愛かわいい浴衣ゆかた姿はもちろん、素敵な色使いで物語を彩ってくれたHiten様。ＭＦ文庫Ｊ編集部、並びに出版へ携わって頂いた皆様方へ、心よりの感謝を申し上げます。

　どうか一ひと欠片かけらでも多くの言葉が、読んで頂いた皆さまの心に届きますよう。

　桔き[image: ]きようの花言葉───一いち途ずな思い、を追伸に添えて。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『京都の名称、蒼生の致命傷』





「どうしたんだ、雪音？　さっきからずーっと地図と睨めっこして」

「あ、うん……ちょっとね。京都の地名って、どうしてこんなに読みにくいのかしら」

「太秦うずまさに烏からす丸ま、先ぽん斗と町ちょうに西さ院いときて、帷子かたびらノの[image: ]つじに車くるま折ざき神じん社じゃ。確かに、覚えるだけでも一苦労だよな。こういう地名の裏には、実は結構、怖い話が隠れていたりするんだ」

「こ、怖いって……どんな？」

「例えば、○○野と呼ばれる場所は、昔の死体捨て場の名残り。化野あだしのは、読んで字のごとく。鳥とり辺べ野のは、死体に鳥が群がったから。紫野は、流れ出る血の色。一部の貴族はともかく、遺体は平安京の郊外に投げ捨てられた時代だからな」

「えっ。またまた……作り話にしては上手く出来てるじゃないの、ねえ朔夜？」

「作り話ではありません。六波羅も、髑どく髏ろ原はらが轆ろく轤ろ原はらに転じたものですし。西さ院いは、三途の川の河原で積み上げる賽。千本通は、千本の卒塔婆が並んだため。帷子ノ[image: ]は、亡骸に帷子を着せて置き捨てた辻、というように」

「ちょっ、や、やめなさいよ、もうっ……！　二人して怖い話して……」

「んじゃ、怖くないところで……そうだな。雪音、雷が鳴ったらすることと言えば？」

「きゃーっ、おへそおへそ！　って叫びながら全力で物陰に隠れる……とか？」

「いつものお嬢様ですね」

「いや、まあ……うん。俺が言いたいのは、何て言うか、そういうことじゃなくてだな……ほら、『くわばら、くわばら』って言いながら、手を合わせたりするだろ？」

「あ、それ。年寄りって皆そうするわよね。何の呪文なのか、全然意味分かんないけど」

「年寄りと言いながらわたくしをチラ見しないで頂けます、お嬢様？」

「くわばらって言うのは、かつて菅原道真の屋敷があった、『桑原』地区が由来なんだ。彼が太宰府へ左遷された後、京都に雷が落ち続けたのを、都人は祟りと怖れた。そこで道真公の怒りを静める為、太宰府と北野に───」

「天満宮を建てたのよね。嫌なヤツでも、取り敢えず神様っぽく皆で持ち上げとけば大丈夫、的なお社でしょ？　何ならアイツ頭良かったし、学問の神様にしちゃえ、ってノリの」

「言い方が罰当たり過ぎますが、概ね仰る通りで。都を恨む天神様とて、自分の敷地には雷を落とさないだろう、と。それで『くわばらくわばら』と言うようになったのですよ」

「菅原道真ならぬ、くわばらの道真、というワケね」

「ドヤ顔をされた理由が分かりませんが、要はそういう事ですね」

「呪いとか祟りとか、そんなのばっかり……はっ。なら、この『出町柳』ってのも、柳の下で幽霊が出待ちしてるからだったりして……いや、そうよね。絶対そうよねっ!?」

「いや……それは聞いたことないけど。そうなのか、朔夜？」

「さあ。幽霊の出待ちって、お化け屋敷以外にあるんでしょうかね。お嬢様の妄想力の方がよっぽど怖いですが、ともあれ蒼生様。道に迷わぬよう、数え歌を覚えては如何です？」

「数え歌……？　何だっけ、それ。聞いたことあるような、ないような」

「まるたけえびすにおしおいけ　あねさんろっかくたこにしき───♪　これを口ずさめば、京都の東西に走る通りの頭文字を覚えられますので。前半は一本ずつ丁寧なくせに、後半はグダって適当にすっ飛ばすのが玉に瑕ですが、それもご愛敬です」

「あ、それなら聞いたことあるぞ。ちなみに、南北の数え歌ってあるのか？」

「はい、あまり有名ではありませんが。てらごこふやとみやなぎさかい───♪　と」

「まるたけおいけで南北を、てらごこ何とかで東西を覚えれば、碁盤の目のどこへでも行けるってことだな。ありがとう、朔夜。これでもう、迷わなくて済みそうだよ」

「だといいわね。覚え方が雑な上に、さっそく東西南北が逆になってるけど」
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